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Ｄクラッカーズ・ショート[image: ]


過日─roots─





あざの耕平
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　家路１─a day─







「聞きいたわよ、茜あかね」


　校こう門もんを出たところで後うしろから声をかけられ、皆みな見み茜は足を止とめた。


　話かけてきたのはクラスメイトの女子だった。髪かみの長い、中学生のわりに大人おとなびた感かんじのする少女だ。


「二組のシマダ。フッたそうじゃない」


　ああ、と茜は苦にが笑わらいをした。すると少女はニヤニヤしながら彼女を肘ひじでつついた。


「このぉ。やるじゃん。あいつ性せい格かく悪わるいけど、結けつ構こうモテてんのよ。うちのクラスでも人にん気きあったんだから。ダサダサお下さげ頭あたまのくせにナマイキなっ」


　そう言いながら、横よこに並ならぶ。彼女の顔かおには、いかにも野や次じ馬うまらしい好こう奇き心しんが溢あふれていた。茜には、これまで浮ういた話がなかっただけに、興きよう味みもひとしおなのだろう。


　周まわりは下げ校こうする生せい徒とたちで一いつ杯ぱいだった。二人はその人ひと並なみに紛まぎれて、一いつ緒しよに歩き始めた。


「でもさ。マジに、なんでフッたの？　アンタ、あーいうヤンキー系けい駄だ目めなんだ？」


　少女が真しん剣けんな顔で尋たずねるので、茜は返へん事じに困こまった。


「うーん。正しよう直じき言って、そういうの、まだいいかなあって思って」


　無ぶ難なんに答えたが、本当の理由は違ちがう。彼が求もとめていたのは、恋こい人びとではなく『買かい手て』だったのだ。だから、そうと見み抜ぬいた茜は、先せん手てを打うって予よ防ぼう線せんを引いたのである。




[image: ]


　茜の返へん答とうを聞いた少女は顔をしかめた。


「あんたねえ。オトコなんて外から眺ながめてたって、わかんないんだからね。そんなだから、みんなに地じ味み地味言われんのよ？　マジメもいいけど、もっと積せつ極きよく的てきにならなきゃ駄だ目めじゃん」


　年とし上うえぶる同どう級きゆう生せいに、茜は再ふたたび苦笑を返した。すると少女は、急きゆうに表ひよう情じようを改あらためた。


「……茜さあ。ひょっとして、まだお母さんのこと、引きずってたりする？」


　神しん妙みような口くち振ぶりに、茜は内ない心しんドキッとした。


　茜の母親が病びよう気きで死んだのは先月のことだ。長い闘とう病びようの末すえだったので覚かく悟ごはできていたつもりだったが、クラスメイトから心しん配ぱいされるほど、傍はた目めにも落おち込こんでいたらしい。あるいは、彼が自分をターゲットに選えらんだのも、そんな心の隙すきを狙ねらった上だったのかもしれない。


「そんなことないよ。心配してくれて、ありがとう」


「う、うん。なら、いいんだけどさ……」


　少女は幾いく分ぶん照てれた様よう子すで口を濁にごした。しかし、すぐに気分を切り替かえて、


「でもね。今回はあんた、大だい正せい解かいだったわよ」


「え、なんで？」


「──それが、大きな声じゃ言えないんだけどさ。あのバカ、クスリやってたんだって！」


　少女は目をきらきらさせてささやいた。茜は思わず「えっ？」と聞きき返した。


　少女が嬉うれしそうに首しゆ肯こうする。実じつは、茜が驚おどろいた理由は、彼女が思っている理由とは違うのだが、当とう然ぜんそんなことには気き付づかないまま、


「それも売ばい人にんだったんだって！　茜は知らないと思うけど、『カプセル』って最さい近きん流は行やってるクスリなのよ。それで警けい察さつに補ほ導どうされたってよっ。もう、信じらんないよね」


「……ネットに切られたのかな？　細さい胞ぼうじゃなかったみたいだし……」


「は？　細胞？」


「あ、ごめん。なんでもない」


　茜は慌あわてて誤ご魔ま化かした。少女は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな目をしたが、すぐに思い出したように、


「それでね。これからヨーコたちとその話で盛もり上がる予定なんだけどさ。あんたも来ない？　特とく別べつゲスト。半分ぐらい奢おごるよ」


　どうやら、それが狙いで声をかけたらしい。確たしかに、渦か中ちゆうの人物をつい先日振ふった茜がいれば、その場の話わ題だいも弾はずむだろう。


　しかし茜は辞じ退たいした。集あつまっているのがどのメンバーかは、だいたい想そう像ぞうがつく。そして、その中の一人が、実は本気で捕つかまった島田に思いを寄よせていたことに、茜だけは気付いていた。そんな彼女の前で、周まわりが期き待たいするような下げ世せ話わな話を口にするのは気が引けたのだ。


　茜が断ことわると、少女は実じつにつまらなそうな顔で非ひ難なんの目を向けた。だが、穏おだやかだがきっぱりとした彼女の態たい度どに、仕し方かたなさそうに「じゃ」とつぶやいて去さっていった。


　たぶんこれで、「つまらない子」というクラスの評ひよう判ばんがさらに深ふかまるだろう。茜は彼女を見送ると、ため息をついた。


「そうか……捕まったのか」


　なら、もっとごっそり抜ぬけばよかったな、と思いながらブレザーの内ポケットに手を入れる。


　取り出したのは、赤と白のゼラチン容よう器きで包つつまれた錠じよう剤ざい。他ほかでもないカプセルだ。捕まった少年からこっそり頂いただいた物である。頭から茜を舐なめてかかっていた彼は、最さい後ごまで盗ぬすまれたことにすら気付かないままだった。


　噂うわさには聞いていたが、実じつ際さい試ためしてみると想そう像ぞうを越こえた凄すごいクスリだった。それは、母親を失うしなって何もかもが現げん実じつ味みをなくした日にち常じようの中で、初はじめて感じた新しん鮮せんな驚きと興味だった。


「地じ味みでつまらない……か」


　茜はすでにセルネットなるカプセル密みつ売ばい組そ織しきの存そん在ざいを知っていた。その組織形けい態たいや接せつ触しよくの取り方ですら、少年のもらしたわずかな情報から推すい測そくしていた。そして、その推測が正しいと判はん断だんできるだけの裏うら付づけも取っていたのである。


「……せっかくの忠ちゆう告こくだし、たまには積せつ極きよく的てきになってみますか」


　家に帰っても、もうすることはないんだしね──と肩かたを竦すくめる。ひょっとすると、また何か大切なものが見つかるかもしれない。それがどんなものかは、想像もつかないが。


　茜は、家いえ路じを逸それて街まちに向かった。


　そして、彼女の物もの語がたりが始まる。






　相棒─accomplice─










　　　　１





　水みず原はら勇ゆう司じの知る限かぎり、物ものの部べ景けいほど色々な意味でアブナイ奴やつはいなかった。


　無口なのはまだいい。


　陰いん気きなのも、まあ大目に見よう。


　自動改札機並なみに無ぶ愛あい想そうな点やら、プルトニウム級に剣けん呑のんな点。どこか不気味な立たち居い振ふる舞まいも、なんとかぎりぎり、一いつ杯ぱい一杯で許きよ容よう範はん囲いといえる……気がしないでもない。


　だが、それらのマイナス要よう素そが集積した結果、奴が頭の中で何を考えているかがわからない。これが頂いただけない。


　ましてや奴はジャンキーなのだ。


　もちろん、この点に関しては、水原だって人のことはいえない。ドラッグ──カプセルという悪あく魔ま召しよう喚かんの秘ひ薬やくに手を染そめているのは、自分も同様なのだから。


　しかしながら、同じジャンキーとはいえ、無口で陰いん気きで何を考えているかわからない奴がカプセルユーザーで、しかも悪魔召喚に成功した悪オ魔ー持ナちーとなれば、話は別だ。


　いわんやそれが、不本意ながらも共きよう闘とうする羽目になった自分の相あい棒ぼうとなると、事は極きわめて重大である。


「だったら、ついてこなければいいだろう。僕ぼくはそうしろと言ったぞ。君が来たところで役に立たない」


　とんでもない話だ。こんな信用できない奴から目を離はなしていては、裏うらで何をされるかわかったものではない。


「まあそう言うなって。コンビ組んでそろそろひと月だぜ？　負け知らずなのは感心だがよ。自分の相方が実じつ際さいどれほどのもんなのか、一回この目で確かく認にんしときたいんだよ」


　水原がいつもの軽けい薄はくな調子で言うと、景は神しん経けい質しつそうに眉まゆをひそめた。


　水原もハンサムだが、景はまたタイプが違ちがう。病的な蔭かげを持っているものの、線の細い秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうだ。とても荒あら事ごとが似に合あうとは思えない、ほっそりとした小こ柄がらな少年だった。


「物見高いのも情じよう報ほう屋やとしては評ひよう価かできるが、これでもこっちは高いリスクを犯おかしているんだ。面おも白しろ半分に引っかき回して欲ほしくない」


　景の口調は刺とげ々とげしい。バックアップの遊び人が現げん場ばの邪じや魔まをするな、と言いたいのだろう。


　景が言外に含ふくませるニュアンスに気付きながら、水原はわざと浮うわついた態たい度どを改めなかった。


「んなカリカリすんなよ。減へるもんじゃなし。陰かげながら応おう援えんしてやるからヨ」


　小こ馬ば鹿かにした眼まな差ざしのまま、くわえた煙草たばこをひょいひょいと動かす。


　景が嫌いやな顔をして視し線せんを逸そらすのを見て、水原は意地の悪い冷れい笑しようを浮うかべた。


　悪オ魔ー持ナちーに限らず、喧けん嘩かっ早い不良のほとんどは水原のような情報屋を軽かろんじる傾けい向こうがある。良くいえば、実際に身体からだを張っている者の自負だろう。


　だが、そういった連中──自分は口先や悪わる知ぢ恵えだけじゃなく、腕うでっ節ぷしで勝負していると自うぬ惚ぼれている連中の大半は、実際には絶ぜつ対たい有利なときにしか荒事に参加しない。相手の溜たまり場、人数、得物等、事前に十分な下調べをした上で拉ら致ちや待ち伏ぶせ、リンチを仕し掛かけるのだ。要するにバックアップの人間の力があってこそであり、彼らが馬鹿にする地道な情報収しゆう集しゆうの土台の上でだけ、でかい顔をしているに過すぎない。


　不良とつき合いの多い水原は、そのことをよく知っていた。そんな連中が実際の「現場」とやらで何をしているのかなど、普ふ段だんならまるで興きよう味みはない。しかし景の場合だけは違った。自分はこれから、この無口で陰気で人付き合いの根絶した男と、いままで誰だれともなかったほどに深い関係を持つことになる。コンビネーションのためではなく己おのれのために、こいつの実力だけは見極めておく必要があった。


　二人ふたりが目指しているのはオフィス街の裏手にあるパーキングだった。


　そこは最近、あるグループの溜まり場になっていた。そのグループはカプセルユーザーで、中ちゆう核かくとなっているのは、細セ胞ルと呼よばれる四人組だ。葛くず根ね市しに乱らん立りつするカプセル売買の秘ひ密みつ組そ織しき。その中で急きゆう激げきに勢せい力りよくを拡かく大だいしつつある、セルネットの構こう成せい員いんである。


　カプセルは一いつ般ぱんには「飲むと悪魔が出てきて願いを叶かなえてくれる」という変わった幻げん覚かくを見るドラッグだと認にん知ちされている。しかしカプセルの真の効こう用ようは他ほかにあった。カプセルは、素質のある人間が服用すると、本当に悪魔を呼び出し、使し役えきすることができるのだ。


　悪魔召喚に成功した人間は悪オ魔ー持ナちーと呼ばれ、召喚した悪魔を使役することで超ちよう常じよう的てきな力を振るうことができる。他のカプセルユーザーから畏い怖ふされる存そん在ざいだ。また、彼らに注目しているのはカプセルを密売する組織やグループも同様で、実際そうした組織の上じよう層そう部ぶは、例外なく悪オ魔ー持ナちーを抱かかえている。


　問題のグループは、もともと下部細さい胞ぼうとそれに群むらがるユーザーたちの集まりだった。だが、ユーザーの中から悪魔召喚に成功した者が現あらわれ、その連れともども細胞の仲間入りを果たしたのだ。


　セルネットは細胞システムという特とく殊しゆな組織形態を取っており、一つの細胞はリーダーと部下三人という組み合わせでできている。そして、リーダーは己の指し揮きする細胞以外に、一つ上の世代の細胞では三人の部下の一人ひとりとなり、一方三人いる部下たちは、それぞれが自分の下に下部細胞を作ってリーダーとなることが許ゆるされているのである。


　二人がパーキングに着いたとき、二つの細胞は両方とも全員そろっていた。


　水原はオフィスビルの陰から、ユーザーたちの様子をのぞき見た。


　数、七……いや、十。どうやらまた取り巻まきが増ふえているらしい。


　ガタイ良し。威い勢せい良し。面つら、服、態度は、どいつも最悪。大半は武ぶ器きを所持し、うち二人は悪オ魔ー持ナちー。加えて女ゼロ。


　君子ならずとも近づきたいとは思わない面々だ。


　──だが調ちよう査さ通りだ。


　新たに加わった二人の男は、悪オ魔ー持ナちーではないだろう。もしそうなら先に水原の耳に入ったはずだ。となると問題はやはり二人の悪オ魔ー持ナちー。最初からいる男が持っているのは攻こう撃げき型がたの悪あく魔まだということも判はん明めいしている。だが、さすがに二人目の悪オ魔ー持ナちーがどんな悪魔を操あやつるのかまでは調べが付かなかった。


「……見えるか？　あのラメ入りのジャケット着てる馬鹿が細胞リーダーの悪オ魔ー持ナちーだ。あいにく、もう一人の方は顔がわからん。だが、あいつとあいつ、それにちょっと離れたとこでしゃがんで煙草フカしてるのは、もとからいた細胞のメンバーだから悪オ魔ー持ナちーじゃねえ。とはいえ、どいつも喧嘩慣なれしたのばっかだから、間違っても素す手でで勝負しない方がいい。ウェイトからして、お前が敵かなう相手じゃねぇからな」


　水原は一いつ緒しよに様子をうかがう景に細かい説明を伝えた。景がどれほどわかっているかは知れたものではないが、そこらの情報通が知っているネタとは、質しつも量も比くらべものにならない詳しよう細さいで実用的な内容ばかりだ。


　気に入らない協力者とはいえ、水原には自分が手を抜ぬくつもりは毛頭なかった。


「さて、どうするよ？　一人ずつ呼び寄よせるのが得とく策さく、つーか常道だと思うが。……おっと。こりゃ現場知らずが差し出がましい口を叩たたいちまったか？」


　皮肉を込こめて肩かたを竦すくめる。


　しかし景は乗ってこなかった。フードの奥おくに覗のぞく横顔は、水原が思わず軽口を引っ込めるほど真しん剣けんそのものだった。


　フードといえば、この男の服ふく装そうもまた頂いただけない。


　景はこのような活動をするとき、派は手でなブルーのウィンドブレーカーを着用するのだ。しかも、水原より頭半分背せの低い身体に、サイズが二回りは大きいウィンドブレーカーをである。


　そんな物を着て袖そでをダボつかせる神しん経けいは、ファッションに気を使う水原には理り解かい不ふ能のうだった。だが問題はより深しん刻こくで、「仕事」の度たびにそのように目立つ格かつ好こうをしているため、彼はユーザーたちの間で評ひよう判ばんになっているのだ。


　悪魔狩がりのウィザード、と。


　いうまでもなく、水原たちは少数である。よってその戦法も、先手を取っての奇き襲しゆうしかあり得ない。だが、ユーザー間に姿すがたが知られては、そうした基き本ほん戦せん略りやくが覚おぼ束つかなくなるのだ。本来そのぐらいのことは、「現げん場ば」の景こそが注意すべき点である。


　──どうにもこいつは信用できねえ。口だけのはったり野や郎ろうとは思わねえが……勘かん違ちがいしたヒーロー気取りと手を組むなんざ願い下げだからな。


　水原が懐かい疑ぎ心しんに満ちた目をしていると、景は戦せん術じゆつを決めたのか、スッと頭を引っ込めた。


「裏うらから回る。君はここにいろ」


「あれま。お優やさしいじゃん。手伝わなくていいのか？」


「危き険けんだ」


　水原は再ふたたび冷れい笑しようを見せた。


「はっきり言えよ。俺おれが──」


「邪じや魔まだ」


　ほんとにはっきり言い放った。


　せいぜい、足手まといだ、ぐらいを予想していた水原は、さすがにカチンと来て険けん悪あくな視し線せんを返した。


「……さっきも言ったが、敵てきの一人は間違いなく戦せん闘とうタイプの悪魔を使う。もう一人だって知れたもんじゃねえ。ヤバくなったら、俺は先に逃にげるぜ」


「当然だ。その方がこっちも助かる」


　冷然とした様子でつぶやき、景は水原に背中を向けた。


　景が姿を消したあと、水原は顔を歪ゆがめてフンと鼻を鳴らした。


「……裾すそ踏ふんづけんな、ちび」


　胸むねポケットから煙草たばこのパッケージを取り出し、一本を口にくわえる。ライターで火を点つけようとして、慌あわてて止めた。


　いまは夜の十一時。パーキングには街がい灯とうがあるが、水原がいる路地は暗くら闇やみである。たとえ男たちが無む警けい戒かいにたむろしていようと、こんなところで火を点ければ見つかる可か能のう性せいがあった。


　──やべえやべえ……偉えらそうなこと言っても、こんなところが現場経験のない甘あまさだぜ。


　神経質過すぎるとは決して思わない。これぐらいの配はい慮りよは、水原の基き準じゆんからすれば当たり前のことだった。


　実じつ際さい、さっき景が口にしたことにしても、態たい度どこそ刺とげ々とげしいが正せい論ろんには違いないのだ。


　──そういやあいつ、少なくとも見た目は落ち着いてたな。


　まあ、それなりに場数は踏んでるということか。水原は苛いら立だっていた気持ちを抑おさえて、抜き出した煙草をパッケージに戻もどした。


　直後、背はい後ごのパーキングで爆ばく音おんが炸さく裂れつした。


「なっ──！」


　驚おどろいて顔を出す。


　パーキングに駐ちゆう車しやしていた男たちのバイク。その一台が全ぜん壊かいし、炎ほのおに包まれていた。男たちは全員、目を剝むいてバイクを見ている。


　その奥──水原の隠かくれる路地と反対側にあるビルの隙すき間まから、一人の人ひと影かげがパーキングに近づいてきた。


　白々とした街灯の光と、炎えん上じようするバイクの火。その両方の明かりを浴びて浮うかび上がる、鮮せん烈れつなブルーの外衣。


　フードを目ま深ぶかに被かぶり、裾をわずかに翻ひるがえして歩く様は、彼の通り名である魔法使いウイザードそのものだった。


　景だ。


「あ、あのクソガキ……！」


　水原は驚きよう愕がくを怒いかりに変えて吐はき出した。敵は十人いるのだ。正面から斬きり込むなど正気ではない。しかもこれでは奇襲の意味がないではないか！


　だが水原の憤ふん慨がいを余よ所そに、フードで顔を隠した景は、迷まよいのない足取りで男たちに近づいていった。


　男たちがカプセルを口に入れる。悪あく魔まを使うにはカプセルをのむ必要がある。また、悪オ魔ー持ナちーでなくとも、カプセルをのんでいる間は、普ふ段だん目に見えない悪魔を目視することができるのだった。男たちは、突とつ然ぜんのバイクの炎上が、現あらわれた謎なぞの人物による悪魔の仕し業わざだと見み抜ぬいたのだ。


「テメエ！　何もんだ!?」


　男の一人が怒ど鳴なった。景は答えない。代わりに答えたのは、細さい胞ぼうリーダーの男だった。


「こいつ知ってるぜ。悪魔狩りのウィザードだ。誰彼構かまわず悪魔を狩ってるって頭のイカレたガキだ」


　リーダーが太ふて々ぶてしい笑えみを浮かべる。噂うわさは耳にしていても、十対一という優ゆう位いに余よ裕ゆうを持っているのだろう。


　──どうする!?


　水原は奥おく歯ばを嚙かみしめた。さっきは先に逃げるとうそぶいたが、さすがに放っては行けない。が、かといって十人の男を相手に──しかも悪魔を操あやつるグループを向こうに回して立ち回ることなど、到とう底ていできるものではない。


　しかし、水原が判はん断だんしかねているうちに景が動いた。


　取り囲む男たちに、さっと一いち瞥べつをくれ、


「……お前か」


　ぼそり、とつぶやく。


　景はわずかに斜ななめに構えると、スッと右みぎ腕うでを上げ、無言のままリーダーを指差した。その動きに、水原はもちろん、その場にいた全員が視線を寄よせた。


　と、バイクの炎に照らされて足あし下もとに落ちていた景の影が、不自然なほどに膨ふくらんだ。目の錯さつ覚かく──騙だまし絵えのように動いたのだ。


　次の瞬しゆん間かん、景を取り囲んでいた男たちの中の一人が、悲鳴を上げて昏こん倒とうした。


　指差していたリーダーではない。その反対側で、景の背後に立っていた男だ。


　すぐ側そばで見守っていた男たちが一瞬絶ぜつ句くし、それから恐きよう怖ふの声をもらして浮き足立った。景の目が真まっ赤かに染そまっていたのだ。


　水原がハッとする。


　目が赤く染まるのは、悪魔を召しよう喚かんしている証あかしである。景の仕業だ。彼が悪魔を呼よび出して男を攻こう撃げきしたのだ。


　──そういやあいつ、自分の悪魔は〝影かげ〟だって……


　水原は急いで用意していたカプセルをのんだ。


　生のアルコールを身体からだの内側に直ちよく接せつ塗ぬり込めたような、強烈な刺し激げきが訪おとずれた。急激な吐はき気を覚えて胃がひっくり返りそうになる。一方で、ジン、とした快かい感かんの波が、音おん叉さの反はん響きようのように頭の芯しんへと浸しん透とうしていった。


　肉体から精せい神しんが飛び出していきそうな感覚。世界がぐにゃりと歪ゆがみ、それが心ここ地ちよい興こう奮ふんを生む倒とう錯さく感。カプセルが持つ、麻ま薬やく的な作用だ。


　水原は自分の肉体が示しめす反はん応のうを無む視しして、とにかく目を開け、パーキングを見み据すえた。


　鬼おにがいた。


　水原は絶句した。目を大きく見開き無言の喘あえぎをもらした。


　漆しつ黒こくの鬼だった。パーキングの中央、景の傍かたわらに立って肩かたを怒いからせている。


　巨きよ体たいだ。手足は巨木の幹みきのように太く、胴どうには分ぶ厚あつい質しつ感かんがあった。五本の指を大きく開いてねじ曲げた先には、鋭するどい爪つめが尖とがっている。巌いわおのような肩の上に太い首が生え、頭部が乗っていた。


　その頭部から湾わん曲きよくした一本の角が……


　いや──


　──違ちがう？


　甲かつ冑ちゆうだ。鬼の角と見えたのは甲かぶとの突起だった。


　よく見れば鬼は西洋風の甲冑をまとっていた。闇やみをそのまま固めて作ったような鋼はがねのプレートに覆おおわれている。そして、その内側にいる何者かの破は壊かい衝しよう動どうが、鎧よろいそのものから外部にまでにじみ出ていた。


　景がさっと手を横に薙なぐ。


　待ちわびていたかのように、黒い甲冑の鬼──〝影〟は、周囲を囲んでいた男たちを薙ぎ倒たおした。抵てい抗こうできた者も、逃とう亡ぼうできた者も一人もいなかった。


　──あ、あれが奴やつの悪あく魔まか……！


　そのときになって、ようやくリーダーが悪魔を召喚した。虫と魚を掛かけ合わせたような、不ぶ格かつ好こうなフォルムの悪魔。その醜しゆう悪あくな姿すがたは見る者に恐きよう怖ふを与あたえるはずだったが、立ちはだかる〝影〟の前では、哀あわれな化け物としか映うつらなかった。


「畜ちく生しよう……畜生！」


　リーダーの目は〝影〟の威い容ように釘くぎ付づけになっていた。手足はガタガタと震ふるえ、とうに戦意は喪そう失しつしている。


　だが景は容よう赦しやしなかった。


〝影〟は敵てきの悪魔に躍おどりかかり、その凶きよう悪あくな鉤かぎ爪づめで四し肢しを捕とらえた。


　そして、そのまま力ちから任まかせに引き千切った。


　リーダーが絶ぜつ叫きようする。その目から意い識しきの光が消え、アスファルトの上に倒れ込こんだ。


　召喚者が気を失うと同時に、その悪魔も姿を消した。だが突然獲え物ものを失った〝影〟は、それで納なつ得とくしなかった。まるで満足した様子もなく暴あばれ狂くるい、すでに意識のない男たちにすら、攻撃を加えようとした。


「ちっ」


　景が短く舌した打うちして走り出した。〝影〟は主の意い志しに注意を払はらおうともせず、周辺のバイクやフェンスに当たり散らしている。


「な、何やってるんだ、あいつ！」


　景は現あらわれたビルの隙すき間まに飛び込んでいった。水原も慌あわててそちらに回り込んでいった。





　反対側の路地に回り込んだとき、景はビルの影の中で膝ひざに手を置き、息を荒あらげていた。すでにパーキングの方でも〝影〟の姿は消えている。だが余計な破壊を加えたため、炎えん上じようするバイクは三台になっていた。フェンスや街がい灯とうもひどい有様になっている。


「お前……大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　水原が声をかけると景はうつむいたまま微かすかに頷うなずいた。瞳ひとみの色は元に戻もどっている。すでに悪魔は消えていた。


　水原はそれ以上なんと言えばいいのかわからず唇くちびるを嚙んだ。


　聞きたいことは山ほどあるのだが、なぜか声をかけるのがはばかられたのだ。


　景は数分間同じ姿し勢せいで呼こ吸きゆうを整えていた。が、やがて顔を上げ、水原に疲つかれた視線を投げた。


「……終わった。ここから離はなれよう。警けい察さつに通つう報ほうが行ってるかもしれない」


「それは……そうだが」


　とっさに、水原は焦しよう燥そう感に似にた強い苛いら立だちを覚えた。そしてそれを思いつくまま吐はき出した。


「いくらなんでも、ありゃねえだろ？　なんださっきのは？　戦せん術じゆつもクソもねえじゃねえか。当たって砕くだけろもいいとこだ。あんな強ごう引いんな……それに、最後の滅め茶ちや苦く茶ちやはどういうこったよ？　まさか、悪魔が暴ぼう走そうした、なんてんじゃねえだろうな？　堕落クラツシユなんて冗じよう談だんじゃねえぜ!?」


　水原が激はげしい感かん情じようをぶつけると、景の顔にいつもの冷れい徹てつな表情が戻った。


「目的は達した。なんの問題もない」


「ふざけんな、イカレ野や郎ろう！　俺が言ってんのは、結果論ろんじゃねえんだよっ」


「いいや。重要なのは結果だね。戦うのは僕ぼくだ。口を挟はさまないでくれ」


　それまでの疲ひ労ろうを見事に消し去り、景はきっぱりと言い放った。そして外れていたフードを再ふたたび被かぶると、水原を置いて先に歩き出した。


「おいっ！」


　と水原が景の背せ中なかに怒ど鳴なる。


　景は肩かた越ごしに一いち瞥べつをくれると、


「君の情報は今回も正せい確かくだった。僕は君の『能のう力りよく』を高く買ってる。次も頼たのむ」


　そう言い残して、一方的に去っていった。


　残された水原は二の句くが継つげなかったが、景の姿が消えてから思わず、


「くそっ。いけすかねえっ」


　と、ビルの壁へき面めんを蹴けりつけた。





　　　　◆◆◆◆◆





「……それで。一人ひとり残らずのされたってわけか？」


　ピアスの男が冷れい酷こくな声でそう尋たずねると、聞かれた男は震え上がった。さっき景に倒された連中の一人──リーダーと同じ細さい胞ぼうに属ぞくする男だ。


「と、とにかくとんでもねえ奴なんです。ほんとに一いつ瞬しゆんのことで……」


「一瞬のことだあ？　十人の人間が──しかも二人ふたりも悪オ魔ー持ナちーがいながら、たった一人の若わか造ぞうに一瞬で全ぜん滅めつさせられたってーのか。あぁ？」


　ドスを利きかせると男はたちまち顔を青くした。


　質しつ問もんしているピアスの男はセルネットの人間だった。景が倒たおした細胞より上位の人間──第サ三ー世ド代・細セ胞ルに属ぞくする男だ。


「ったく。とんだ期待はずれだなオイ？　こんどの新入りは、実働細胞アクト・セル入りが確実ってほどの攻こう撃げき型がた悪魔を操あやつると聞いてたんだぜ？　カプセルで脳のうみそ溶とけてんじゃねえのか。ジャンキーの言葉を信じた俺たちが馬ば鹿かだったよ」


「いや、それは本当なんです。そいつはマジにスゲエ馬力のある悪魔で……ですがあの汚きたねえ野郎は、そいつが悪魔を召しよう喚かんする前に攻撃しかけやがったんですよ。それで……」


「うるせえっ。どれだけ悪魔が強かろうが、操る悪オ魔ー持ナちーが間ま抜ぬけで実働細胞アクト・セルが務つとまるかっ」


　ピアスの男がにらみつけると、尋じん問もんされていた男はそれ以上の無む駄だ口ぐちを閉とざした。


　と、そこへ──


「まあまあ、ディリエルちゃん。そんなツンケンすることないでしょう。その子たちは私たちの仲間なんですからね」


　聞く者を脱だつ力りよくさせるような、芯しんのない響ひびきの声がした。


　言われたピアスの男──ディリエルは渋しぶい顔をして声の主を振ふり返った。


　そこにいたのは、派は手でな格かつ好こうをした優やさ男おとこだった。


　髪かみは紫むらさきに染そめ、所々にシルバーのメッシュを入れている。肌はだは不健康な白さで、やや目め尻じりの垂たれた眠ねむたげな瞳は、アイシャドウで縁ふち取どられていた。唇にも薄うすく紫色をしたルージュが引かれている。


　男はユニセックスのブランドシャツを、だらしなく、しかしよくよく見ればバランスの取れた崩くずし方で着こなしていた。首もとや手首には装そう飾しよく品ひんがまとわりついていて、彼が動くたびにシャラシャラと金属の触ふれ合う音を立てている。


　色男なのだが、クセが強い顔立ちをしている。いかにも水商売風の雰ふん囲い気きをまとった、全体的になよなよした印象の男だった。


　だがディリエルは、渋じゆう面めんになりながらも、決してなおざりな態たい度どは取らなかった。


「キメリエス。これはケジメですよ。そうでなくとも、そのウィザードって野郎は、ここ最近ネットに楯たて突つく真ま似ねが目立ってる。少しでも情報を集めないと……」


「馬鹿ねえ。その子に怒鳴ったところで、目新しい情報が出てくるわけないでしょ？　まるで相手にならなかった上に、あっさり気き絶ぜつさせられちゃったんだから」


　キメリエスはそう言って、ひょいっ、となで肩を竦すくめた。まるでやる気のない様子だ。


「青いコート。小こ柄がら。口上なし。悪あく魔まを潰つぶしたら即そく逃とう亡ぼう。目的も何もわからない一方的な一撃離脱ヒツト・アンド・アウエイ。これまでどーりじゃない」


「それはそうかもしれませんが……」


　ディリエルが口くち籠ごもる。それを見たキメリエスは、眠たげな目はそのままに、唇を曲げて薄く笑った。


「それとも個こ人じん的に調べごとでもあるの？　誰だれかに報ほう告こくしなきゃいけないのかしら？　ほんと、熱心ねえ」


「い、いえ。俺おれはそんな……」


　否ひ定ていしつつもディリエルは身体からだを強こわ張ばらせる。キメリエスは小馬鹿にするような皮肉っぽい微び笑しようを見せたが、それ以上は何も口にしなかった。


　キメリエスはディリエルの細胞リーダーだ。つまりセルネットに三つしか存そん在ざいしない、第二世代細胞セカンド・セルの構成員なのである。


　ネットにおいて第二世代細胞セカンド・セルの人間は、単なる組そ織しき構成員とは一線を画する、歴れつきとした幹かん部ぶだった。ディリエル自身も詳くわしくは聞かされていないのだが、最近ネットでは、設せつ立りつ者しやたる執行細胞フアースト・セルの人間が姿すがたを見せなくなりつつあるらしい。そこで彼らに代わり、第二世代細胞セカンド・セル内で部下の立場にある者たち──ネットの規き則そくにおいて、コードネームの頭文字に『Ｃ』を持つ九人が合ごう議ぎ制せいを敷しき、組織を運うん営えいし始めたのだ。


　これが通つう称しよう『IXＣナイン・シー』。キメリエスはそのメンバーの一人なのだ。こんな事じ件けんを調べるべく出向いているのも、その仕事だった。


「それにしても最近よく聞くわねえ、その坊ぼうや。いったい何がしたいのかしら？」


「それがわかれば対たい策さくの立てようもあるんですが……」


「しかも、前まではそれこそ手当たり次し第だい、悪魔と見れば襲おそいかかってたみたいだけど……ここ一か月ぐらいかしら？　ネットうちを狙ねらい打ちしてるわね。やり口も段だん々だん洗せん練れんされて来てるみたいじゃないの」


　キメリエスが腰こしに手を当てて感想を述のべると、「洗練？」とディリエルは怪け訝げんな顔をした。


「現げん場ばを見てないんですか？　ひどいもんだ。悪戯いたずらに暴あばれ回ってる。ネットとしては無む視しできない危き険けん人物ですぜ」


　セルネットはカプセルの売買で利り益えきを上げている組織だ。よって、立場的にマーケットの安定を重視する。組織間の抗こう争そうが激はげしい現在では、どうしてもそちらに主力が向けられているが、『悪魔の存在を暴ばく露ろし、マーケットの安定を乱みだしかねない要よう素そ』を取り除のぞくことも重要な仕事なのである。


　今回のウィザードのように無む闇やみと悪魔の力を振るう人物は、やがて警けい察さつなど公機関の注目を浴びかねない。そうなればカプセルのことが知られ、マーケットは大がかりな摘てき発はつを受ける結果を招まねくだろう。セルネットとしては歓かん迎げいできない事態だ。


　ディリエルは尋問していた男を邪じや険けんに追い払はらうと、声を落としてささやいた。


「とっとと始末しちまった方がいいですよ。なーに。多少名が売れたところで、たかが知れてまさあ。さっきの奴やつの話を聞いた限かぎりじゃ、猪ちよ突とつ猛もう進しんのキレたジャンキーですよ。ちょっと力のある悪魔を召喚した奴が粋いきがってるだけだ。なんなら俺が捜さがし出して始末しますぜ」


　不ふ敵てきな口調で自分を売り込むディリエルを、キメリエスは冷めた視線で横目に見た。


「あのね。あなたこそ、さっきの話ちゃんと聞いてたの？」


「聞きましたよ。だから言ってるんだ。十人からのユーザーの中に、正面切って乗り込んでの乱らん戦せんですぜ？　やつらの性しよう根ねが少しでも据すわってりゃ、俺たちが出で張ばるまでもなくケリはついたはずだ」


　ディリエルの自信に満ちた台詞せりふを耳にすると、キメリエスは逆ぎやくに疲つかれたようなため息をついた。


「やれやれ。あなたがいたら真っ先に狙われてたんでしょうねえ……」


「え？　なんです？」


「なんでもないわよ。とにかく、ウィザードちゃんのことは追って指し示じするわ。やられた子たちのこと、あとはよろしくね」


　ひらひらと手首を振ふり、はぐらかされた顔で立ち竦むディリエルを残して、キメリエスは一人歩き出した。


　歩きながら、もう一度ため息をつく。


「カークもよくわかんない奴ねえ。あんな目め端はしが利きかないの抱だき込んで、どうしようっていうのかしら……まあ、その、迂う闊かつなくせに生意気なとこが、ディリエルちゃんのいーとこなんだけどサ」


　と、つぶやいて指先を頰ほおに当てた。


　執行細胞フアースト・セルがネットに寄よりつかなくなったのとときを同じくし、第二世代細胞セカンド・セルの面子メンツも大おお幅はばに入れ替かわっている。上の目を盗ぬすむような形で、幹部の座ざに座すわる人間が増ふえているのだ。


　カプセルが出回ってのち、市のアンダーグラウンドはユーザーグループが乱立する争乱期に入った。まだその争乱は続いており、毎夜のようにユーザー間の抗争が行われている。


　だが、それでも一時の狂きよう気きじみた激げき動どうは山を過すぎ、アンダーグラウンドは徐じよ々じよにではあるが安定に向かいつつある。第二世代細胞セカンド・セルの新参者たちは、そんな折りになって小器用に幹部に就つき、のうのうと権けん益えきを貪むさぼっているのだ。建前はどうあれ、IXＣナイン・シーなどというシステムを新設したのも、その一いつ環かんなのである。


　キメリエスは最初期からネットに属ぞくしている古ふる株かぶである。執行細胞フアースト・セルが直々に選せん抜ばつしたという意味では、同じくIXＣナイン・シーのカークやクリスタルも同様だが、この二人はネットに加わって日が浅い。本当の意味でネット創そう設せつに貢こう献けんした人間は、いまではキメリエスただ一人となっていた。


　そして、それが故ゆえに、彼はIXＣナイン・シーで孤こ立りつしていた。


　組織に功のある彼は、そうでない者から疎うとまれているのである。手て柄がらの立て易やすい他組織への対たい応おうではなく、危険人物の排はい除じよという仕事を回されているのもそのためだ。


　しかも、彼を組織間抗争の主力から外したばかりに、ドラッグ・ドッグズ等若わか手て勢せい力りよくの振しん興こうを許ゆるしている有様なのである。あげくディリエルに鼻薬を嗅かがせてキメリエスの失点を探さぐろうというのだ。彼としては呆あきれるやら馬ば鹿か馬鹿しいやらで、ため息でもつくしかない心しん境きようだった。


「だいたい杞き憂ゆうもいいとこだってーの。こちとらシンジケートの幹かん部ぶ気取っていい気になるほどダサくないわよ」


　IXＣナイン・シーのメンバーたちはなんと言われても信じないだろうが、キメリエスはセルネットの権力になど、なんの魅み力りよくも感じていなかった。カプセルは楽しいし、アンダーグラウンドから離はなれる気はない。だが、いまさらセルネットの幹部として采さい配はいを振るってみたところで、満足など得られようはずもない。


　というより、もうあのころの──執行細胞フアースト・セルの指示のもと、混こん乱らんするマーケットを併へい呑どんすべく暗あん躍やくしたときのような充じゆう実じつ感は、二度と感じることがないだろう。


「……退ひき時なのかしら？　やーねえ。まだ若いのに」


　引いん退たいも考えないではない。実じつ際さい、数人残っていた第二世代細胞セカンド・セルの初期面子は、とっくにセルネットを去っていったのだ。


　だが、一人、また一人と共に戦った馴な染じみの顔が入れ替わっていっても、キメリエスはなお、セルネットから去り難がたかった。


　カプセルの件を抜ぬきにしても、キメリエスは社会からドロップアウトした口である。真しん剣けんに考えれば他ほかに行く当ても見つかるのだろうが、結局のところ、セルネットの居い心ごこ地ちも悪くないのだ。


　彼は自じ嘲ちようして首を振り、頭の中を切り替えた。


「ウィザード……魔ま法ほう使いねえ。報ほう告こくで聞いてたより面おも白しろそうな子だわ。戦い方に華はながある。でも、ディリエルちゃんの言う通り、あの余よ計けいな暴あばれぶりは頂いただけないわね。案外コントロールが……それに火──いや、光かな？　まあいいわ。久ひさしぶりに楽しめそう」


　キメリエスはほくそ笑えむと、携けい帯たいを取りだして部下たちに指示を出し始めた。





　　　　２





　日曜の午後──だというのに、街は重苦しい空そら模も様ように閉へい塞そくされていた。


　例によって例のごとく正午も一時間以上過ぎてから起きだした水原は、背せ中なかを丸めて煙草たばこをくわえ、独ひとり街を歩いていた。


　薄うすいスタジャンと長なが袖そでシャツに、ジーンズとスニーカーといった軽けい装そうである。腰こしから垂たれるウォレットチェーンが、長い足に合わせて揺ゆれていた。


　目指す先は、古いアーケード街にあるゲームセンターだ。そこは、昨さく晩ばん景が狩かった連中が、パーキングと並ならんで溜たまり場にしている場所だった。


　彼らがセルネットの細さい胞ぼうだというのは、その界かい隈わいでは知られていたことだ。彼らがウィザードに倒たおされたという情じよう報ほうは、昨晩のうちにそれとなく流してある。そのニュースを聞いて、彼らのテリトリー周辺にどんな反はん応のうが現あらわれるか。それを確たしかめるべく、休日を潰つぶして情報収しゆう集しゆうに向かっているのである。


　──悪魔狩りのウィザードの名は、だいぶ知れ渡わたってきたからな。もういつネットの上じよう層そう部ぶが動き出してもおかしくない時期だ。


　危き険けんは増ますが、それは景も水原も覚かく悟ごの上である。そうしたセルネットのリアクションこそが、彼らの内実に迫せまる貴き重ちような情報源げんなのだ。


　実は水原はセルネットの下部細胞を構こう成せいする構成員でもあった。だが、組そ織しきに忠ちゆう誠せいを誓ちかっているわけではない。セルネットという組織を探さぐるために潜せん入にゆうしているのだ。


　セルネットの細胞という立場は、アンダーグラウンド全般に関する情報収集を行うには都合がいい。ただ、セルネットの細胞システムでは、一つの細胞は、他の細胞の情報までは知ることができない。謎なぞに包まれた組織上層部に迫るには、結局一つずつ手がかりを辿たどるしかなかった。


「ま、焦あせってもしゃーねーしなー」


　くわえ煙草のまま独り言をつぶやく。


　陰いん鬱うつな天気の下、味気ない街まち並なみを歩いているのに、水原の表情はどこか明るい。


　水原には、カプセルに関かかわるようになって一つだけ気に入っていることがあった。それは、食事や散歩、学校への通学など、それまで退たい屈くつなだけでなんとも思わなかった日にち常じよう生活が、新しん鮮せんな行こう為いに感じられるようになったことだ。


　夜遊びの最中では目に入らない道みち端ばたの花。通い慣なれたはずの道に敷しかれた煉れん瓦がの色と形の造ぞう作さく。注意すればいろいろなにおいが混まじっているとわかる街の空気。通り過すぎる住人の──特に若わかい女じよ性せいの──顔に浮うかぶ個こ性せい的な表情。


　そんなものを眺ながめ、味わっているだけで、なんとなく満足のいく時間が過ごせてしまうのだ。多少年とし寄より臭くさいと思わぬでもないが、これまで派は手でなことや華やいだことばかりに目を奪うばわれて育った水原としては、この変化は予期せぬ驚おどろきだった。


　平へい凡ぼんなことを楽しむ。


　実はそれこそが幸福なんてものに至いたる一番の近道なのかもしれない。もっとも、夜の道を歩くと決めたいまになっては、せっかくの悟さとりにも皮肉な思いが募つのるばかりだが。


　──ついでに言やあ、こいつは一種のバロメーターだよな。


　いま水原はかつてない危険の中に身を置いている。それは切せつ迫ぱくした危機ではないが、長い長いロープの上を慎しん重ちように渡わたっていくような類たぐいの危険だ。


　ロープが細くなったり揺れが激はげしくなれば、自おのずから足あし下もとにのみ集中してしまう。だが、真下をのぞき込こんでいたのでは、いずれ足を踏ふみ外して破は滅めつへと落下してしまうだろう。


　求められるのは平へい衡こう感覚──精せい神しんのバランスである。心の余よ裕ゆう、と言い換かえてもいい。自分がそれを失っていないかどうかを、常つねに問い続けなければならないのだ。


　こうして何気なく街を歩いているとき、頭の片かた隅すみにでも日常の風景──例えばすれ違ちがう乙女おとめの姿すがた──を愛めでる心があるか否いなか。それこそが自らの調子を計る有ゆう効こうな手しゆ段だんたり得うるのだ。


　と、自分自身に言い聞かせながら、水原は、街角で携帯電話で話しているスタイル抜ばつ群ぐんの女子大生に崇すう拝はいの眼まな差ざしを投げかけた。多少天気が悪かろうが、地下にカプセルが蔓延はびころうが、街に美人のある限かぎり、水原の心から余裕が失われることはないのである。


　とはいえ、頭ず痛つうの種がないわけではない。


　水原は先日の悪魔狩りを思い出して顔をしかめた。


「なるほど、噂うわさに違たがわずとんでもねえ悪魔だった。けどなあ……」


　あの晩目にした光景は、忘わすれがたく脳のう裏りに焼き付いていた。


　圧あつ倒とう的てきな力を振ふるう景の〝影かげ〟。


　敵てき悪魔をものともしないあの暴ぼう威いは、悪魔戦には詳くわしくない水原にしても並ではないとはっきりわかる。


　だが一方で景の取った行動は、あまりに理り不ふ尽じん且かつ不合理だった。


「俺の用意した情報も、まるで活いかしてねえしよ……」


　と、水原は渋しぶい顔をする。


　もっとも水原は、そのことで腹はらを立てているわけではない。情報をいかに活用するかは、それこそ現げん場ばの判断に委ゆだねるのが最良と、彼自身わかっている。だが、景の場合は、情報をどう扱あつかうという以前の問題だ。


　確たしかに結果は上う手まくいった。水原の予想を遥はるかに上回り、最短で目的を遂とげることができたのだ。しかし、たとえ今回は景の戦せん術じゆつが上手くいったとしても、毎回毎回あんな場当たり的な手法を取っていたのでは、いつか必ずしくじるだろう。


「第一、やり過ぎだぜ。連中が気き絶ぜつした時点で作戦は終しゆう了りようしてたんだ。なんだって周りに当たり散らす必要がある？」


　それともあのとき思わず口にしたように、やはり暴走したのだろうか？　だとすれば事じ態たいはいよいよ深しん刻こくだ。いくら強力な悪あく魔まを操あやつろうとも、ろくにコントロールできないのでは話にならない。危険すぎる。


「そうとも。危険すぎる……が、だ」


　──野や郎ろう以上の適てき任にん者しやってのも、すぐにはな……


　いや、これ以上いくら捜したところで、景以上に水原の目的に適かなう人物は見つからないだろう。扱いにくいのは大きな難なん点てんだが、実力、実じつ績せき、そして何より、無む秩ちつ序じよな争そう乱らんが組織間抗こう争そうへと急速に推すい移いしつつあるアンダーグラウンドにあって、単たん独どくで活動する彼のスタンスは極きわめて特とく異いなものだ。それは、水原の望むポジションとぴたり一いつ致ちするのである。


　いまや、市のアンダーグラウンドで何かを為なそうとするには、悪魔の存そん在ざいは不ふ可か欠けつだ。


　水原には悪魔を呼よび出す素そ質しつがなかった。


　だが、自分で悪魔を操れないなら、悪魔を操る人間そのものを操ってみせればいい。


　──乗りこなすっきゃねえ。


　曲くせ者ものなのは端はなから承しよう知ち済ずみだ。そうでなくては、このオカルトにまみれた世界で、一人ひとりで戦い、生き残ってこられたはずがない。


　片や、すでに多くの組織から注目され、実力、武ぶ名めいともにトップクラスと並ならびつつあるフリーの悪オ魔ー持ナちー。片や、情じよう報ほう戦せんでは市内屈くつ指しとの自負こそあれ、セルネットの片隅に潜もぐり込んで雌し伏ふくするに過ぎない一ユーザー。悔くやしいが、「格かく」でいえば景の方が数すう枚まい上手なのである。


　差し当たってはこちらが折れる。おだてて、なだめて、調子を取って、少しずつ手た綱づなを締しめていけばいいのだ。


　地味だろうが、格かつ好こう悪かろうが、それがベストなら苦とは思わない。


　そうすることが、もう永えい遠えんに得ることの叶かなわなくなった答えの、そのわずかな欠片かけらを手に入れる道なのだから。


「……ん？」


　ふと、水原は聞こえてきた物音に足を止めた。


　考え事をしているうちに、いつものくせで裏うら道みちに入っていた。アーケード街と平行して伸のびる裏道だ。用水路とブロック塀べいに挟はさまれた狭せまい道で、曇くもり空の下、薄うす汚よごれたコンクリートが輪をかけて殺さつ伐ばつと見える。


　その裏道の角を曲がった先から、複ふく数すうの濁だみ声ごえと激しい足音が聞こえてきたのだ。


「なんだあー。妙みようなとこに鉢はち合あわせちったか？」


　少し顔を引きつらせて水原はポケットから両手を抜ぬいた。


　誰だれかが誰かを追いかけているらしい。この辺りは決して上品な地ち域いきではないから、そういうことは珍めずらしくない。水原自身、これまでにも何度か似にたような場面に遭そう遇ぐうしたことがあった。


「真っ昼間からご苦労なこった。つっても、俺おれらのやってることに比くらべりゃ、健康的か」


　声は近づいていた。


　あいにく、助けを求めるか弱い女じよ性せいの声は聞こえてこない。追われているのは男だろう。ならば、わざわざ揉もめ事に首を突つっ込む義ぎ理りもない。どこかに隠かくれてやり過すごせばいいのだ。


　幸いブロック塀の反対側はスーパーマーケットの駐ちゆう車しや場じようだった。水原は長身を活かして塀の上に手をかけると、スニーカーの底で壁かべを蹴けって、右足をブロック塀の上にかけた。


　そのまま塀を乗り越こえようと身を乗り出したとき、角から小さな逃とう亡ぼう者しやが姿を見せた。


　とっさに目が合う。


　思わず動きが止まった。


「け、景!?」


　驚おどろいたのは向こうも同じだった。だが立ち直るのは水原よりはるかに早かった。


「馬ば鹿かっ。名前を呼ぶ奴やつがあるかっ」


　鋭するどい叱しつ責せきが飛ぶと、水原は景の言い分がもっともだと理り解かいしながらも、思わずむっと顔をしかめた。


　しかし、追われているのが景となれば、このまま捨すて置くわけにもいかない。


「しゃーねえ。おら。来いっ」


　と、腕うでを差し出す。


　あるいは自分の助けなど断ことわるかとも思ったが、景は躊ちゆう躇ちよなく水原の手をとった。


　景がジャンプし、タイミングを合わせて水原が腕を引く。男のくせに驚くほど軽かった。


　二人ふたりは共に塀を乗り越えて、反対側に飛び降おりた。


　そのすぐあとに、塀の向こう側から男たちの叫さけび声が響ひびいてきた。二、三人はいるようだ。彼らは角を曲がったところで景の姿を見失ったことに気づいたらしい。怒ど声せいと罵ば声せいを交こう互ごに吐はき出しながら、裏道を駆かけ抜けていった。


　二人は横に並んでブロック塀に背せ中なかを預あずけたまま、足音が去って行くのを黙だまって聞いていた。


「ったく……マジご苦労なこったぜ」


　水原はぼやいて煙草たばこを取り出し火をつけた。


　ちらっと隣となりの景を窺うかがう。


　景はまだ呼こ吸きゆうが乱みだれていたが、ほっとした様子だった。だいぶ逃にげていたのか、額ひたいには汗あせが浮うかんでいた。しかも殴なぐられたあとがあって、唇くちびるの端はしに血が滲にじんでいる。あの晩ばんのイメージからは想そう像ぞうできない姿すがただ。


　──あらまあ……


　水原は驚いたが、考えてみれば景は喧けん嘩かに強そうにはとても見えない。さっき感じた体重の軽さや、ほっそりとした首くび筋すじや手足など、まるで子こ供どもだ。自分だってガキには違ちがいないが、景の方はもっと幼おさなくて柔やわな、少年っぽい外見だった。


　横顔に浮かぶ表情にも、少年らしい潔けつ白ぱくさがある。一見いかにも大人おとなしそうに見えて、実は決して外がい圧あつに屈することのない純じゆん粋すいな気き質しつを持っているのだ。


　いかにも不良たちのかんに障さわりそうな面つらである。こう言うと身も蓋ふたもないが、厳いかつい連中から追い回されるのもなんとなく納なつ得とくがいった。


　水原は少しの間、景の年下のような横顔を見ていた。それから煙草のパッケージを差し向けて、


「……吸すうか？」


　景は一いつ瞬しゆんきょとんとした無む防ぼう備びな顔を見せた。


　向けられた煙草と水原の顔に素す早ばやく視し線せんを往おう復ふくさせたが、結局、


「……いや、いい」


　と辞じ退たいした。


　水原は何も言わずにパッケージを引っ込め、自分一人だけ煙草をフカした。


　ふー、と吹ふき出す煙けむりとともに、煙草の香かおりが午後の空気に広がる。


「なあ？」


「……何？」


「よくあんの？　あーゆーの」


「…………」


　景は答えない。水原が横目で促うながすと、以前のように表ひよう情じようを殺して──しかし完全には成功せずに仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、


「まあ……」


　と答えた。


「お前、悪オ魔ー持ナちーだろ？　あんな連中イチコロじゃん」


「馬鹿。相手は素人しろうとだぞ。悪あく魔まなんか使えるわけないだろ」


「素人っても、別に俺らがプロってわけじゃなし。それに連中だってユーザーだぜ。カプセルに手ぇ出すからには、ある日いきなり悪魔に襲おそわれたって文もん句くなんか言えねえさ」


　ましてやいまのカプセルマーケットでは、暴ぼう力りよく沙ざ汰たはつき物だ。カプセルを楽しむ連中だって、それぐらいのことはわかっている。まあ、全員が自覚しているわけではないが。


　しかし景は、


「……僕ぼくが倒たおすのは悪魔だけだ。悪魔を持ってない人間は相手にしない」


　と意固地な口調で答えた。


「殴なぐられても？」


「うるさいな。放ほっておいてくれ」


　もはや無表情を繕つくろう努力も放ほう棄きして、景は、ふんっとそっぽを向いた。


　水原はやれやれと思いつつ、その場に腰こしを下ろした。景は立ったままだが、あの晩のように一方的に立ち去ろうとはしなかった。


　目の前には猫ねこの額ひたいのような駐ちゆう車しや場じようが広がっていた。斜ななめ前にある鉄てつ筋きんの建物は、年季の入ったスーパーマーケットの裏うら側がわだ。商品搬はん入にゆうのための出入り口があり、これまた年代物のバンが停車していた。


　駐車場はアスファルトで舗ほ装そうされているが、あちこちが剝はげて地面がむき出している。指先ほどの雑ざつ草そうが平然と舗装を破やぶり、白く塗ぬられたラインの表面も、細かくひび割われていた。子供のころに遊んでいた近所の広場を思い出させる懐なつかしい風景だった。


　こんなところにも、こんな風景があったんだな、と水原はいつもの調子で思わぬ発見を楽しんだ。友達と一いつ緒しよになって、毎日夢む中ちゆうで遊び回っていた時間が思い出される。


　あの頃ころの友人たちとは、もう連れん絡らくも取り合っていない。あんな風になんの悩なやみもなく一日中遊ぶこともなくなった。


　自分が大人になったのだとは思えないのだが、少なくとも、すでに子供ではなくなったのだろう。水原の時間は、ある日を境さかいにはっきりと「過か去こ」と「現げん在ざい」に区切られていた。


　水原は力を抜ぬいて、ブロック塀べいに頭をつけた。


　こうしていると、かつての自分をいまの自分が遠くから眺ながめているような錯さつ覚かくを覚える。それは、少し寂さびしい気がしたが、悪い感じではなかった。


「……あの、だな」


　景がぽつりとつぶやいた。煙草たばこをくわえたまま、水原が隣となりの景を見上げる。


「さっきは助かったよ。その……ありがとう」


「…………」


　水原はマジマジと景の顔を直視した。


　景は余よ所そを向いていたが、その視線は感じ取ったらしい。「なんだよ？」と居い心ごこ地ち悪そうに尋たずねた。


「いや、別に」


　水原が返事をすると、景は再ふたたび、ふん、と鼻を鳴らして顔を逸そらした。


　水原は思わず苦く笑しようした。それから黙だまって景の謝しや礼れいを受け入れた。


「しかし、こんなとこで何してたんだ？　お前が足を運ぶには、ここら辺は似に合あわねえ気がするけどよ」


「……別に」


「いいじゃねえか。教えろよ」


　水原が軽い口くち振ぶりで促すと、景は渋しぶ々しぶといった顔で口を開けた。


「先日の一いつ件けんだ」


「パーキングの？」


「ああ。あのあとネットにどんな動きがあるかを探さぐりに来た。君の情じよう報ほうだと、連中はこの辺に出入りしてたそうだから」


　水原は驚おどろいて景の顔を見直した。景がここを訪おとずれたのは、自分と同じ理由だったのだ。


「なんでまた……」


「そろそろ僕のことはネットでも問題視しされているはずだ。リアクションがあれば、やつらの思おも惑わくを計る材料になる。君が来たのも、大方似たような目的じゃないのか？」


「そりゃ、まあ……」


　戸と惑まどいながら首しゆ肯こうする。


　水原はあの晩ばんの戦い方を見て以来、景のことをジャンキーにありがちな直情型のファイターだと勝手に思いこんでいた。だから、景が一人で地道な調ちよう査さを行いに現あらわれたことは、ずいぶん意外な気がしたのだ。


「いつもやってんの？　こういうこと」


「……ずっと独ひとりでやってきたからな。自分でやらなきゃ、しょうがないじゃないか」


　──……へえ。


　危き険けんを冒おかしてでも単たん独どくで動くというのは、それだけ小まめな調査の重じゆう要よう性せいを知っている証しよう拠こだ。いや、そもそも彼の目的は悪あく魔ま狩がりなのである。これまでにも数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐっているはずなのだ。その彼なら、悪魔戦に際さいし、事前に情報を保ほ有ゆうしていることがどれだけ戦局を左右するか、まさに身に染しみてわかっているに違ちがいない。


　しかし、どこのグループにも属ぞくさない者にとって、単なる噂うわさレベルの情報であれ手に入れるのは簡かん単たんなことではない。


　アンダーグラウンドといってみたところで、カプセルが出回っているのは、要するに不良の──十代テイーンの世界だ。仮かりに金や力があっても、それだけで情報を入手することは難むずかしい。水原たちの世代は、仲間意い識しきのない者には内実を語かたることが少ないからである。景がワルどもの空気に馴な染じんでいるとは思いにくいから、不良連中にも、ろくなつてなどないだろう。単独で情報収しゆう集しゆうしたところで、大した成果があるとは思えなかった。


　扱あつかう情報の量と質しつ。分ぶん析せき力りよくと情報操そう作さ能のう力りよく。それに性せい格かく上じようの信しん頼らい度ど。そういったものを兼かね備そなえる情報屋は、願ってみてもなかなか得られるものではない。景が水原と手を組んだのも、きっと自分一人で入手できる情報に限げん界かいを感じていたからなのだろう。


　水原は景の人物像ぞうに大きな修しゆう正せいを加えることにした。


　にしても、と水原は複ふく雑ざつな微び笑しようを浮うかべた。


「ふふん。やっぱ俺に任まかせっきりじゃ、不安が残るか？」


「いや、それは……」


「あー、いいんだ、いいんだ。てか、それぐらい用心深くなきゃ、悪魔狩りのウィザードの評ひよう判ばんも眉まゆ唾つばに思えてくる。俺だってあの晩みたく、お前の実力は自分の目で見るまで評ひよう価かを避さけてたんだからな。何より、俺はまだセルネットに加わってる一人ひとりなんだ。お前が高いリスクを犯おかして、俺の情報につき合ってることはわかってる。裏うら切ぎったらただじゃおかねえってぐらいの気き迫はくがないと噓うそだぜ」


　水原が言うと、景は何か言いたそうに唇くちびるを動かしかけた。


　しかしそれより早く水原が先を続けた。


「けど、あんま向いてないことして、連中に顔を覚えられでもしたら本末転てん倒とうだ。せめて、俺の情報を二、三、裏を取るぐらいにしといてくれ」


「……そうする。というより、正直言ってそれぐらいが精せい一いつ杯ぱいだ」


「だろうな」


　ぶすっとしたまま白はく状じようする景の口振りがおかしくて、水原は内心吹ふき出した。


　すると景は、真しん剣けんな顔になって水原を見つめた。


「この際だからはっきり言っておこう。僕はまだ君を百パーセント信用していない。いや、できない。何しろ君が言うとおり、君はセルネットの一員だ。確たしかに、君が持ってきた情報は、どれもネットを裏切る内ない容ようのものだった。その事実がそのまま君を信用する保証にはなっている。でも、いま僕が一番恐おそれているのは、それが全すべて僕の油ゆ断だんを誘さそうための餌えさかもしれないって可か能のう性せいだ。君の本当の狙ねらいが、僕の存そん在ざいをクローズアップさせるだけさせておいて、最後にネット上じよう層そう部ぶに売り、自分の手て柄がらにする、ってこともあり得うるからな」


「へえ……」


　と水原は腕うでを組んだ。


　妥だ当とうな見けん解かいだ。頭から人を信じるお人ひと好よしや単たん細さい胞ぼうに比くらべれば、それぐらいの用心深さは、かえって評価できる。水原のような男にとっては好ましく思えた。


「もっともだな。だが、それをわざわざ本人に明かすのはどういう魂こん胆たんだ？」


「さっきも言ったが、これからはネット上層部が直ちよく接せつ僕をターゲットに動き出す可能性が高くなる。君を百パーセント信用できないとしても、曖あい昧まいな態たい度どを残したままで下へ手たな勘かんぐり合いをしていては生き残れない。たとえ君がマイナス感情を持つにせよ、はっきりと双そう方ほうの立場を理解し合った方がいい」


　景はきっぱりとした口調で告げた。水原はにやりとした。


　──いいじゃねえか。


　そういう関係は悪くない。あの晩からというもの、この先どうなることかと悩なやんでいたが、景は思っていた以上に理知的だ。こういう奴やつとなら、水原にとっても満足のいくコンビネーションが築きずけるかもしれない。


　いま水原が求めているのは、かつて一いつ緒しよに遊び合ったような「友ダ達チ」ではない。


　目的のため、互たがいに足りない部分を補ほ強きようし合えるパートナーなのだ。


　水原は深々と息を吸すい、両手を広げてみせた。


「オーケー。言いたいことはわかった。異い存ぞんはねえぜ。タッグを組むと決めたからにゃあ、んなしょうもないことで自じ滅めつするなんてゾッとしねえからな」


「そう言ってくれるとありがたい」


「ただ、そういうことなら、こっちからも確かく認にんしときたいことがある。こないだの戦せん闘とうに関してだ」


「……なんだ？」


「なんだじゃねえだろ。俺おれの聞きたいことはわかってるはずだぜ？」


　水原が下からねめつける。


「僕のやり方が無む茶ちやだ、と？」


「そうだよ。誰だれだってそう思うぜ。現げん場ばには現場のやり方があるってんなら、そのやり方を教えろよな。マイナス感かん情じようがどうとかいうレベルの問題じゃない。それがわかんねーんじゃ、こっちがお前の『能力』を信頼できねえ」


　水原が口を尖とがらせると、景は仕方ないという顔で彼の隣となりに腰こしを下ろした。


「あの戦法は君の情じよう報ほうがあったからこそ取った戦法だ。もしそうでなければ、奴らがばらけるのを待って、一人ずつ──少なくとも、細胞リーダーだけでも先に倒たおしていた」


「俺の情報？」


「敵てきの悪オ魔ー持ナちーは二人ふたり。そのうち一人は細胞リーダーで、もう一人は不明という情報だ」


　景は前方を見み据すえながらつぶやいた。あの晩を思い起こしているのか、視し線せんが遠い。


「細胞リーダーが攻こう撃げき型がたの悪あく魔まで、ただそれほど腕の立つ奴じゃないってこともわかっていた。だから本当に怖こわいのは正体がわからない方の悪魔だ。あの場合だと、そいつを真っ先に叩たたきたい。だが、一人ずつ誘い出すにも、奇き襲しゆうで先せん制せいするにも、持ち主の顔が割われてないから実行は不可能だった。だからまず、そいつを暴あばきにかかったんだ」


「……あの、バイクぶっ壊こわしたのが、それだってのか？」


「そうだ。敵にしても問題のルーキーが隠かくし球になることは、わかっているだろう。だからまず敵の意表を突ついて動きを止め、同時に挑ちよう発はつさせることで敵に連れん携けいを取らせないようにしたんだ。そのあと姿すがたを見せて、こっちが一人きり──こんなちっぽけなガキだけだと知らせてやれば油断が生じる」


「で、でも、だったら何もバイクじゃなく、連中の誰かを直接叩けばいいじゃねえか」


「バイクを炎えん上じようさせたのは光こう源げんを確かく保ほする意味もあった。説明したと思うが、僕の悪魔は〝影かげ〟だから、どうしても光が必要なんだ。あそこには街がい灯とうもあったけど一つだけだった。おそらく四方から囲むだろう十人を相手にするには、どの方向に対しても瞬しゆん時じに〝影〟で攻撃を仕し掛かけられるようにしておきたかった。街灯とは反対側からも明かりを当てて〝影〟の出現範はん囲いをカバーしておきたかったんだ」


「…………」


「それに、仮かりに誰かを直接奇襲で襲おそったとすれば、奴らの過か剰じよう反はん応のうを招まねいただろう。あいつらは、こんな生意気な真ま似ねをしでかしたのが一人のガキだと知って、さあどうしてくれようかといい気になった。その隙すきが欲ほしかったんだよ」


　遠くを見つめる景の冷静な眼まな差ざしに、水原は唾つばを飲んだ。


「つまり、その隙に悪オ魔ー持ナちーの特定をしたってわけか？」


「ああ。相手がカプセルをのんで、しかも敵意を見せれば、どいつが悪オ魔ー持ナちーかは、かなりの確かく率りつで絞しぼり込こめる。それに奴らが僕ぼくを取り囲んだとき、一瞬だけリーダーの男が背はい後ごにいた奴に目配せをした。おそらく、まだ悪魔を出すなという合図だったんだろうな。こちらの不意を付くつもりだったんだろう。あるいは、単に後からバラして戦意を挫くじこうとしたのかもしれないが、いずれにせよ狙いとしては悪くない」


「そ、そんなとこまで見てたのか」


　と水原は勢いきおいよく口を動かし、くわえていた煙草たばこの灰はいを散らせた。自分も陰かげから見守っていたが、そんな素そ振ぶりは気付かなかった。


　景はわずかに首しゆ肯こうして、


「それからさらに油ゆ断だんをさせるため、リーダーの方に注意を集中させる真似をして、まず最初にルーキーを叩く。あとは敵が動どう揺ようしている間に戦闘の趨すう勢せいを決してしまえば、残る相手はリーダーだけだ。そしてリーダーは攻撃型悪魔を使うとはいえ、それほど腕うでの立つ奴やつじゃないとわかっていた。君のおかげでね」


「……な、なるほど……」


　辛かろうじて相づちを打ちながらも、水原は内心舌したを巻まいていた。


　これは、場当たり的な直情型ファイターだなどととんでもない。大だい胆たんでいて精せい密みつ。しかも合理的な手法を取る、とんだテクニカル・プレイヤーだ。


　──こりゃ、たった一人で悪魔狩りを続けてきたって実じつ績せきを、だいぶ甘あまく見てたようだな。


　この線の細い華きや奢しやな少年のどこに、荒あらくれたジャンキーを向こうに回して暗あん躍やくするだけのガッツが隠れているのだろうか。まったく、人は見た目では図はかれないものだ。


　だが、それでもまだ疑ぎ問もんは残った。


「わかった。こないだ無茶苦茶だって非ひ難なんしたことは取り消すよ。こっちこそ考えが浅かった。謝あやまる。でも、最後の大暴れはどんな意味があるんだ？　セルネットのリアクションを引き出すのが目的だとしたら、あまり上う手まくないやり方だろ」


　水原が尋たずねると、景は苦い顔になった。


「その点については、こちらが謝らないといけない。詳くわしく説明しなかったのは、アンフェアだった」


「あん？　どういう意味だ？」


「……僕の悪魔は、自分で言うのもなんだが、極きわめて強力だ。だが……その分コントロールに難がある」


「げ。まさか制せい御ぎよが利きかねえなんてーんじゃねえだろうなっ？」


　水原が声を荒げると、景は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。カンニングを認みとめる優ゆう等とう生せいのような態たい度どだ。


　水原は青くなった。悪魔の制御が利かないために暴ぼう走そうし、あやうく一いつ般ぱん人じんまで巻き込みかけた例は少なくない。いまでも、あらゆる悪魔戦にはその危き険けんが付きまとっているのだ。


「そんな……一番肝かん心じんのとこじゃねえか。じゃあお前、これまでどうやって悪魔を使ってたんだよ？」


「光を使ってた」


「光？」


「そう、光源だ。僕の悪魔は光がなければ形を取れない。だから、光を消すことによって、影を消していたんだ」


「……それで！」


　あの晩ばん、景が慌あわてて路地に飛び込んだわけがわかった。つまり彼は、路地の暗くら闇やみに飛び込むことで、自分の影を消していたのだ。


「そんなあやふやなやり方で通してきたってのか？　そりゃお前、いくら十分な作戦立てたところで意味ねえぜ」


「わかっている。けど……僕が召しよう喚かんできたのは、この〝影かげ〟だけだ。このやり方しかない」


「なんとかならねえのかよ。悪あく魔まの制御ってのは、要は精せい神しん力りよくだろ。気合いの問題じゃねえのか？」


　水原が追つい及きゆうすると、景はまた意固地な顔に戻もどって、「簡かん単たんに言うな」と口を曲げた。


「僕が努力してないとでも思うか？　〝影〟が暴走したとき誰よりも痛いた手でを被こうむるのは、この僕なんだ」


「そりゃそうだろうが……」


「いつもは僕だって、もう少し光を消すための手しゆ段だんも用意するさ。この前は君が急に呼よび出したからだ」


「おいおい。じゃあ、あの最後の暴走は俺のせいだってえのか？」


「そんなこと言ってないだろ。タイミングが合わなかったというだけだ」


　と、いよいよ意地になった口振りで景が強く言葉を吐はいた。


「確たしかにこのあいだの件けんは百点満点とはいかなかった。それは認みとめるさ。けど、あんな失態はもうしない。次からは何かしらの対たい策さくを用意する」


「何かしらって何よ？」


「……なんだっていいだろ。何かしら、だ」


　悔くやしさと不安をほんの少しずつ混まぜた表ひよう情じようで、景はむっつりと黙だまり込んだ。


　水原は三み度たび景の評ひよう価かを改めざるを得なかった。悪魔狩りのウィザードも、万事につけて冷静沈ちん着ちやくな一いつ匹ぴき狼おおかみ、とはいかないらしい。


「どーすんだよー。そんな弱点抱かかえてちゃ、うかうかと動けねえじゃんよー」


「……うるさいな。君の心配することじゃない。君は情じよう報ほうを回してくれればいいんだ。あとは僕がやる」


「んなこと言って、平気なのかあ？」


「これまでだってそうやって凌しのいで来たんだ。これからもやってみせるさ」


「でも、今後はネットがお前を追ってくることになるんだぜ？　いつもいつも有利な条じよう件けんで奇き襲しゆうかけられるとは限かぎらねえんだ。んな弱点、放置できねえだろ」


「だから……手を考えるさ」


「どうせなら一いつ緒しよに考えようぜ？　俺も他ひ人と事ごとじゃねえんだし」


　水原がちらりと横目に見る。


　景は一いつ瞬しゆん険けんのある表情を消し、弱気な瞳ひとみをのぞかせた。


　だが、そんな自分にハッとしたように、険けわしい仕草で固く目を閉とじた。


「……手は考えておく。どうにかするさ」


　と、景はきっぱり水原の協力を拒きよ絶ぜつした。


　──おいおい……


「できねえことフイてんなよ。これまでだって、さんざん考えてきたんだろ？　いまさら一人で悩なやんでみたって、答えがでるわけねーんじゃねーの？　違ちがう？」


　知らず知らず棘とげのある口調になっていた。景はその棘に敏びん感かんに反はん応のうし、できあがりつつあった親しん密みつな空気を素す早ばやく消し去った。


「君には無理だ。これは悪オ魔ー持ナちーにしかわからない問題なんでね」


　景が得意とする、相手を虚こ仮けにした言い草だった。


　水原はむっとしたが、景は彼の反応を平然と無む視ししていた。


「……へへえ。さすが歴戦の勇者様だ。言うことに重みがあるね。どっかの漬つけ物石みてー」


「……実戦を経けい験けんしたことのない者には、そう感じられるのかもしれないな」


　わざとらしい挑ちよう発はつだったが、水原には効こう果か的だった。


　水原はあごを突つき出すようにして、景を横目ににらみつけた。


　景は多少無理の感じられる様子で、前方を向きながら冷れい笑しようを見せつけていた。外見が外見だけに、もの凄すごく嫌いやみに映うつる。さっき彼を追い回していた不良たちの気持ちが、よく理り解かいできた。


　じっと横顔を見み据すえていた水原が、ふいに指を伸ばして、


「よお」


　と赤く腫はれた唇くちびるの端はしを突っついた。


　景は飛び上がって「ひぃぃ」と叫さけんだ。


「な、何をするんだっ。何を!?」


「いやあ、痛いたむかなあと思って」


「痛いに決まってるだろっ。馬ば鹿かじゃないのか、君は！」


　目め尻じりに涙なみだまで浮うかんでいる。


　水原は目を半はん眼がんにしたままケタケタ笑った。


「絆ばん創そう膏こう。貼はってやろっかあ？」


　景は涙の滲にじむ瞳で、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。が、なんとか怒ど気きを静めると、強きよう烈れつな蔑べつ視しの一いち撃げきをぶつけてから駐ちゆう車しや場じようの出口へと背せを向けた。


「……カツアゲされんな、ガキ」


　小さくなる背中に向かって、水原は小さく吐き捨すてた。





　　　　◆◆◆◆◆





「ふーん。クリスタルちゃんの整せい備びしてる情報網もうってのも、案外役に立つもんねえ……ほんと、あの子って、こういうのやらせると大したものだわ」


　キメリエスはパソコンのディスプレイに鼻先をくっつけるようにしてインターネットの掲けい示じ板ばんを検けん索さくしていた。場所はマンションの一室。彼が偽にせの名めい義ぎで借りている部へ屋やだ。


　彼が難むずかしい顔で閲えつ覧らんしていたのは、セルネットの運うん営えいする裏うらサイトの掲示板だった。IXＣナイン・シー結成後、そのメンバーの一人ひとりであり、彼と同じ細さい胞ぼうに属ぞくするクリスタルという女じよ性せいが立ち上げたものである。


　彼女はかつて、セルネットの人間ですら詳しよう細さいを知ることのない執行細胞フアースト・セルの一角、バールの存そん在ざいを、独どく力りよくで割わり出した過か去こを持っている。バールの存在を知ったあと、直ちよく接せつ彼の下に赴おもむいてその部下となった人物だった。もとより情報を扱あつかうことにかけては定評があり、現げん在ざいはその才気を活かして、セルネットの情報部門を統とう括かつしている。


　裏サイトの構こう築ちくは、現時点における彼女の最大の功こう績せきだった。セルネット構成員のみならず、広くカプセルユーザーが利用できるように門戸を開き、結果として集まってくる情報を組そ織しきのために利用できる仕組みになっている。また、今後はここから情報を発信することによって、マーケットを誘ゆう導どうすることも視野に入れているらしい。コンピューターに弱いキメリエスは、よくわからないなりに感心することしきりだった。


　もっとも、その計画もまだ始動したばかりである。現在ウェブ上でできることには限げん界かいがあった。


　キメリエスは左右の人差し指をたどたどしく動かしながら、キーボードを叩たたいて情報の検索を続けていた。


　求めているのは、ウィザードの動き。それを推すい測そくする手がかりである。


　キメリエスはすでに、その身しん上じようであるフットワークの軽さを活かして、方々から証しよう言げんや噂うわさを集めている。その結果、一つの結けつ論ろんを出していた。それは、ウィザードはひと月ほど前に、セルネット内に繫つながる優ゆう秀しゆうな情じよう報ほう源げんを手に入れた、というものだった。


　それまでウィザードが標的としてきた悪オ魔ー持ナちーには共通した特とく徴ちようがあった。全員が好戦的であり、アンダーグラウンドで名の売れた──正せい確かくには、有名になりつつあるか、もしくはなったばかりの悪オ魔ー持ナちーだという点である。


　ウィザードが比ひ較かく的短期間のうちに武ぶ名めいを馳はせたのは、そうした腕うでに覚えのある連中を集中的に叩いてきたからだ。このため、IXＣナイン・シーの中でもウィザードの行動を売名行こう為いと捉とらえている者が多い。


　しかし、キメリエスはそう考えなかった。


　その証しよう拠こに、この手の売名行為を行う者にしては、自らの武ぶ勲くんを派は手でに言いふらす素そ振ぶりが見えない。己おのれの強さをアピールしてグループを立ち上げるといった気配もない。また、キメリエスが調べたところでは、ウィザードの凶きよう刃じんに倒たおれた者は、世間で知られているよりずっと多いのだ。


　ウィザードはまるで修しゆ行ぎよう僧そうのように、淡たん々たんと狩かりを続けている。売名のための行為とは思えなかった。


　では単なる腕うで試だめし。己の悪あく魔まに自信がある者が、悪魔戦の興こう奮ふんを求めて悪戯いたずらに戦いを仕し掛かけているのかというと、そうでもない。というのは、ウィザードの戦い方は徹てつ底ていした一撃離脱戦法ヒツト・アンド・アウエイであって、ときには敵てきが悪魔を呼よび出す前に勝負を決することさえあるからだ。先日の件けんも、ある意味これに当たる。この辺が、ＤＤドラツグ・ドツグズのリーダーとして無敗を誇ほこる甲か斐い氷ひよう太たとの相そう違い点だ。


　他ほかにIXＣナイン・シーで推測されたウィザードの目的としては、自らの悪魔を高める行為ではないか、という意見があった。


　一部の俗ぞく説せつに、「悪魔は悪魔を喰くらって自らの力を増ます」というものがある。ウィザードはこれを信じて、力のある悪魔を襲おそっているのではないかと考えたのだ。だがこんなものは、もちろん的外れだ。ウィザードは襲った相手をほとんど喰らっていない。


　結局、IXＣナイン・シーではウィザードの目的がなんなのか、これといった結論は出ないまま終わっていた。が、キメリエスはこうした彼の動きに、別の視点を当てた。より単たん純じゆんに、これらはウィザードが自分の知り得た悪オ魔ー持ナちーを順に狙ねらっていった結果に過すぎないと考えたのだ。


　セルネットといった組織の幹かん部ぶにいると、つい見落としてしまうことだが、個こ人じんで活動し、他組織になんのパイプも持たない人物にとって、誰だれが悪オ魔ー持ナちーかという情報を入手することは極きわめて困こん難なんなことである。そもそも、一いつ般ぱん人じんにしてみれば、だれがカプセルユーザーなのかさえ、そう簡かん単たんにはわからないものなのだ。


　仮かりにそういう立場の人間がなんらかの理由から悪魔を狩ろうと思い立てば、その標的とできる人間は自おのずから限げん定ていされる。ウィザードが倒してきた者たちのように、アンダーグラウンドで噂になった者たちだ。


　名が売れ、その所在が明らかになった者たち。周りに悪オ魔ー持ナちーと知られた者たち。それが獲え物ものを求めるウィザードの耳に入り、片かたっ端ぱしから狩られていった。そう考えれば、彼の動きは簡単に説明できる。


　だが、それはひと月前までの話だ。


　この一か月間の彼の行動は、以前のものとははっきりと異ことなっている。


　例えばパーキングでの一件。あのとき襲われた悪オ魔ー持ナちー二人のうち、もとから細胞だった男は、悪魔を使うことが周りの人間にも知られていた。だが、もう一人のルーキーは悪魔召しよう喚かんに成功したばかりの新米だ。立ち会った人間の証言から力のある悪魔だとは報告されていても、関係者以外には悪オ魔ー持ナちーだという事実は伏ふせられていた。


「た、だ、しぃ……」


　例外が、この掲けい示じ板ばんだ。


　悪魔召喚に成功して興奮したのだろう。そのルーキーの仲間の一人が、掲示板に書き込こみを行っているのである。


「もっとも、どこの誰だと特定できるような情報までは書き込まれていない。いや、特定が不ふ可か能のうとはいえないけど、こんなゲーセンの名前や、他の仲間のニックネームだけでは難むずかしいはず。しかも、書き込まれてるのは、あの晩ばんの前日。そんな短期間での特定は、部外者にはまず無理よね。もちろんウィザードちゃんにもできっこない」


　自分に言い聞かせるようにつぶやいて、キメリエスは親指の爪つめを軽く嚙かんだ。


　アイシャドウで縁ふち取どった瞳ひとみに、ディスプレイの光が四角く映うつっている。普ふ段だんは眠ねむたげな目が、知的好こう奇き心しんで、いつになく輝かがやいていた。


「てことは、このちょっとした情報から即そく座ざに期待のルーキーを割わり出してのける人物が、ウィザードちゃんに肩かた入いれしてるってこと」


　そしてそれは、セルネット内部の誰か、と考えるのが最も妥だ当とうだ。


　ただ、セルネットがとっている細さい胞ぼうシステムでは、構こう成せい員いんは自分の属ぞくする細胞以外の情報を入手することはできない。IXＣナイン・シーのような上じよう層そう部ぶなら多少の融ゆう通ずうが利きくが、それとて原げん則そくに反する以上、他のメンバーの手前あまり無む茶ちやなことはできないだろう。


　この謎なぞの協力者は、限かぎられた条じよう件けんの中で、素す早ばやく正確に情報を処しよ理りしたことになる。


「なかなかセンスのある情報屋さんをお友達にできたみたいね」


　そう独白してキメリエスはクスリと笑った。画面の向こうにまだ見ぬ獲物を夢む想そうする狩人かりゆうどの笑えみだ。


　パーキングでの現げん場ばを見て以来、キメリエスはこのウィザードなる人物に非ひ常じような興きよう味みを寄よせていた。組そ織しきに頼たよらず、自らの力のみを信じて夜の街を行く、その態たい度どが気に入ったのだ。


　これが刹せつ那な的な戦せん闘とうに溺おぼれ、敵を求めて徘はい徊かいするだけのジャンキーなら興きよう醒ざめなのだが、どうやらウィザードは、そうした愚おろか者とは正反対の人物のようだ。


　実戦で磨みがき上げた実力。その実力に驕おごることのない慎しん重ちような足そく跡せき。そしてウィザードは、それが何かはわからないが、確かつ固こたる目的を持っている。その遂すい行こうのため、自身に足りないものを補おぎなうことにも、どうやら成功したらしい。


　優ゆう秀しゆうな人物だ。


　さぞ仕し留とめ甲が斐いがあるに違ちがいない。


　こういう人物を追い詰つめる仕事には、組織内の派は閥ばつ争いにはない興奮があった。危き険けん人物の排はい除じよなど退たい屈くつな仕事と決めつけていたが……どうしてどうして、自分はツイている。


「さて……そこまではわかっていても、ここから先が問題ね」


　ウィザードと、その仲間となった裏うら切ぎり者。彼らの正体が何者なのかを暴あばき出すのは、かなり骨ほねの折れる仕事になるだろう。というより、今後も長い時間をかけて彼らの行動を追跡し続けることが、どうしても必要になる。しかしそれでは「危険人物が悪魔の存そん在ざいを暴ばく露ろする前に排除する」というキメリエス本来の仕事に抵触した。


「罠わなを仕掛けて誘おびき出すのが適てき当とうか……」


　そう、キメリエスは判はん断だんを下した。


　ウィザードの真の目的がなんであれ、彼が悪あく魔ま狩がりに奔ほん走そうしていることは事実である。そして、いま彼──いや、「彼ら」がセルネット内の情じよう報ほうをもとに悪オ魔ー持ナちーの捜そう索さくを行っているのも間違いない。


　ならばこれを逆さか手てにとって、彼らを誘さそい出すのは難しいことではない。


「よーし。じゃあとりあえず、この掲示板から始めましょうか……いかにもありそうなガセネタを書き込んじゃって……」


　ウフフと薄うす笑わらいを浮うかべながらキメリエスはマウスをクリックする。


　が、二度三度とクリックして画面が切り替かわるたびに「あれ？　おや？」と声をもらして、視し線せんを画面上に彷徨さまよわせた。


　キメリエスはコンピューターが苦手だ。ましてクリスタルの構こう築ちくしたサイトは、正せい規きのものではないため特とく殊しゆな仕様になっていた。


「もうっ。クリスタルちゃんもいけずねえ」


　苛いら々いらとマウスを操あやつっていたキメリエスだが、結局はデスク上に投げ出した。拗すねたような仕草で爪を嚙む。


「ま、まあいいわ。こんなつまらない雑ざつ事じはディリエルちゃんに任まかせましょう。私はウィザード対たい策さくに専せん念ねんしなきゃ。何しろ、結構な大物みたいだもの」


　自分で自分を慰なぐさめつつ、椅い子すの背せを倒たおして腕うでを組む。飲み干ほしたブランデーグラスに新しい一いつ杯ぱいを注ぎ、香かおりを楽しみながら唇くちびるを濡ぬらした。


　ウィザードの使う悪魔は強力だ。それはあの現場をひと目見ただけでわかる。


　だが同時に欠点も浮き彫ぼりになっていた。


「一つは光……彼は攻こう撃げきに際さいし光を必要としている。たぶん悪魔の能力が光に関係してるのね」


　ウィザードは奇き襲しゆうや不意打ちを繰くり返しながら、「闇やみ討うち」という手しゆ段だんだけは、ただの一度も取っていない。パーキングでわざわざバイクを炎えん上じようさせる真ま似ねをしたのも、おそらくはより多くの光こう源げんを必要としたからだろう。


　そしてもう一つ。


「彼は自分の悪魔を完かん璧ぺきにコントロールできていない……」


　ニヤッと笑う。


　惜おしいことだ。これほどの機知と才覚を有しながら、悪オ魔ー持ナちーにとってもっとも肝かん要ような資し質しつに欠けるとは。


　だが、彼はその欠点を抱かかえながら今日きようまで勝ち抜ぬいてきた。まずはお手て並なみを拝はい見けんせねばならない。


「うーん。楽しみ……」


　長い検索を終えたキメリエスは、両腕を上げて酔よっぱらった猫ねこのように身体からだを伸のばした。


　その仕草はだらしなくていい加か減げん。艶なまめかしいと同時に滑こつ稽けいな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。気持ちよさそうに目を細めている表情など、とても悪魔戦を楽しみにするタイプの人間には見受けられない。


　だが彼の持つ知ち恵えと力は、ウィザードこと物部景に倍する修しゆ羅ら場ばを潜くぐって磨みがかれてきたものだった。事実、もし景が、自分の人物像ぞうがこれほどまで的てき確かくにつかまれていると知れば、震ふるえ上がっていただろう。


　しかし景は、自分に近づく牙きばの存在を、予想しつつも実感していなかった。


　キメリエスは、草むらに潜ひそむ毒どく蛇へびのように自らの気配を消して、そっと景の背はい後ごへ忍しのび寄よりつつあった。
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「……ここか？」


　原付の速度が落ちると、シートの後部に無む理り矢や理り座すわっていた景が、ハンドルを握にぎる水原に尋たずねた。


「の、はずだ。待てよ……」


　水原はエンジンを切ってヘルメットを首の後ろに下ろした。ハンドルに両りよう肘ひじを乗せて、闇の中にたたずむ倉庫の外がい壁へきを見み据すえる。


　周囲には同じ大きさの倉庫が、左右に行ぎよう儀ぎ良く並ならんでいた。倉庫の列は二列。互たがいに向き合う形で搬はん入にゆう口を向け合っている。二人ふたりはその片かた方ほうの列の倉庫と倉庫の間に隠かくれて、向かい側を臨のぞんでいた。


　その中の一つ。表側の外壁に、白くペイントされた『12』の文字が見える。


　水原は小さく鼻を鳴らした。


「あった。十二番倉庫。間ま違ちがいないね」


「……ずいぶん辺へん鄙ぴな場所だな。ジャンキーが溜たまり場に使うには、変わったところだ」


「ま、そうかもしんねえな。けど、ここなら全員ラリって朝まで騒さわいでも大だい丈じよう夫ぶだろうし。だからじゃねえの」


　二人がいるのは川沿ぞいの倉庫街だった。市の中心からは遠く外れた位置にある。倉庫が並んだ裏うら側がわはすぐ川になっており、微かすかに水のにおいがした。周りは雑草の茂しげる空き地が続き、その向こうには廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じようの建けん設せつ予定地があって、フェンスで囲われていた。


　深夜を過すぎれば人の気配は完全に絶たたれる。水原の言うとおり、大声で叫さけんでみても誰一人ひとり現あらわれはしないだろう。


　倉庫の方もいまでは半分近くが空き倉庫となり、搬入口となるシャッターの前には鎖くさりが張はられているところもあった。外に放置されたコンテナなど、風雨にさらされたまま塗と装そうが色いろ褪あせている。


「今日の奴やつらもネットの細さい胞ぼう。悪オ魔ー持ナちーは一人。大物ってわけじゃないが、油ゆ断だんは禁きん物もつだな」


「……人がいるような気配はないぞ。どうせ人目を気にする必要がないなら、明かりの一つぐらい点いていそうなものだが……」


「板かなんかで塞ふさいでんだろ。お、見ろよ。あの角。車が止まってるぜ」


　水原があごで示しめした方向には、一台のセダンが駐ちゆう車しやしていた。ボディが暗い色だったので見落としていたのだ。


「やっぱ、ここで当たりだ。でないと、こんな時間に車があるはずがねえ」


　景は無言のままセダンをにらんでいたが、やがて原付から降おりてセダンの方に足を向けた。


「調べてみる」


「おいっ」


　振ふり向きもせずに告げると、返事も待たずセダンへと近づいて行く。水原は舌した打うちしてヘルメットをシートの下に格かく納のうし、キーを抜いて景の後を追った。


　──くそっ。相変わらずつき合いづれー野や郎ろうだよ。


　スーパーの駐車場で険けん悪あく化かした二人の仲は、あれから十日以上過ぎたいまでも一向に改かい善ぜんされていなかった。四日前にも二人で悪あく魔ま狩がりを行ったのだが、そのときなど、ろくに口を利きこうともしなかったのだ。
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　──あれで完璧に勝っちまうんだから、余よ計けいに始末が悪いんだよな。


　適てき当とうなことを言って調子を合わせていればいいと考えていたのだが、景が思った以上に頭がよかったため、上辺だけのやり取りもスムーズにいっていない。事前のミーティングも必要最さい小しよう限げんのやり取りに終わっている。


　互いに相手の技ぎ術じゆつを必要としているから喧けん嘩か別れをすることもなくコンビを続けていられるのだ。だが、そこから一歩離はなれた関係は、もはや最悪といってよかった。


　──奴もガキだが、俺おれも青いよな。ったく。何が乗りこなすだ。


　水原が駆かけ寄ったとき、景はセダンに張り付いて、サイドウィンドから車内をのぞいていた。


　車は古い型のＢＭＷだった。夜なのでよくわからないが、手入れは行き届とどいているように見えた。試ためしにボンネットに手を置いてみたが、エンジンの熱は完全に冷めていた。


「どうだ？」


　水原が尋ねるが、景は車内に鋭するどい視し線せんを投げたまま答えない。いい加か減げんうんざりして水原はわざとらしく頭を振った。


　ところが──


「……妙みようだ」


「あん？」


　厳きびしい顔の景に、水原は眉まゆを片方持ち上げて聞き返した。


　景はウィンドブレーカーに通した右みぎ腕うでを持ち上げると、トンと指先でウィンドをつついた。


　水原は不ふ審しんな思いのまま、景の背はい後ごから車内をのぞいてみた。ただ、特に変わった様子はない。


「なんだよ？」


「ダッシュボード」


　車内をにらんだまま景が短く答えた。水原がダッシュボードを眺ながめる。


　助手席の前のダッシュボード上に何かがこぼれていた。細長い小石のような……


「カプセルじゃん？」


　水原はわけがわからないまま隣となりの景に視線を向けた。


「見ろよ。やっぱ当たりだ。ここにジャンキーがいる証しよう拠こじゃねえか。何が妙なんだよ？」


「……気に入らない」


「はあ？　何が？」


　水原が尋たずねると、景は言葉に詰つまった。奥おく歯ばを嚙かみ合わせるような表ひよう情じようで言葉を探さがし、


「不自然な気がする……なぜこんなところにカプセルを置きっぱなしにしているんだ？」


「そんなもん……助手席乗ってた奴が置いてったんだろ？」


　なぜ景がそのような些さ細さいなことを気にするのかわからなかった。水原は戸と惑まどいながら返事をしたが、景は即そく座ざにそれを否ひ定ていした。


「助手席には誰だれも乗っていなかった」


「な、なんでわかるんだよ」


「降りた形けい跡せきがない」


　そう答えて景はセダンの反対側を指差した。


「そっちを見てみればわかる。セダンの左側には足あし跡あとは一つしか残っていない。後部座ざ席せきから降りたものだ。あとは運転席から降りた足跡。このセダンに乗っていたのは、二人だけだ」


　説明された水原は慌あわてて反対側に回ってみた。この付近に街がい灯とうはなく、月明かりも弱々しい。だが、それでも目を凝こらして注意すれば、地面に残った微かすかな足跡が見て取れた。


　──こいつ……こんなとこまで見てんのかよ。


　景の言ったとおり、後部座席から降りた足跡は、はっきりそれとわかった。だが、同じような跡は助手席のドアの下には残されていない。


「じゃ、じゃあ、そうだな。ダッシュボードの中にカプセルの入ったビニールかなんかを突っ込んでたんじゃねえ？　それ出すときにこぼしたとか」


「それならシートの上か足あし下もとに落ちるだろ」


「いや、そりゃ振り回すかなんかしたんじゃねえの？　ラリってたのかもしれねえし」


「ドライバーだぞ？」


「ジャンキーならそれぐらいやるだろ」


　水原が肩かたを竦すくめると、景は再ふたたび沈ちん黙もくした。唇くちびるを嚙んで、じっとカプセルを見つめている。


　水原は困こん惑わくして景を眺めた。


　──何を神しん経けい質しつになってんだ、こいつ？


　景は、おそらく自分でも何が引っかかるのかわからないのだろう。だから普ふ段だんの切れ味がないのだ。


　──らしくねえな……


　水原は軽い気持ちでそう思った。


　あるいは、勘かんのようなものが働いているのだろうか？　これまで積んだ経けい験けんが、景の中で警けい鐘しようを鳴らしているのかもしれない。


　水原は、フォワードに立つ人間がときおり見せる、理由のない「勘」を軽視するつもりはなかった。それは景自身も気付かない体調の悪化であるのかもしれないし、このシチュエーションに対する無自覚な苦手意い識しきの現あらわれなのかもしれない。ひょっとすれば、二人して見落としている危き険けんの兆ちよう候こうを、景だけが肌はだで察している可か能のう性せいだってあるのだ。


「……なんなら今回はやめとくか？」


　水原が声をかけると、黙だまり込んでいた景が、びくっと肩を震わせた。


「何も、絶ぜつ対たいここの連中をぶちのめさなきゃならない、ってわけじゃないんだ。不安要よう素そがあるなら、無理することはないぜ」


　パートナーの台詞せりふを聞いた景は、伏ふせていた顔を上げた。


　水原は内心動転した。それまで鉄てつ壁ぺきを誇ほこっていた景の冷静な瞳ひとみに、始めてみせる弱気な色が浮うかんでいたからだ。


　不安と迷まよいのにじんだ目。他者の判はん断だんにすがろうとする目だった。その目を見た瞬しゆん間かん、水原は自分が思い違ちがいをしていたのだと、ようやく気が付いた。


　景の態たい度どを見て、らしくない、と思った。


　だがそうではなかった。


　戦せん闘とうを開始する前、景はいつだって、迷い、悩なやんでいたのだ。


　自分の判断に誤あやまりはないか。見落とした点はないか。戦せん略りやく的な不ふ備びはないか。この戦いに勝てるのか。そうした切りのない疑ぎ問もんと自分に対する不信や不安を、いつも抱かかえていたのだ。そして、それを飲み込み、肚はらを据すえて事に臨のぞんでいたのだ。


　パーキングのときもそうだ。


　水原の軽口を無む視しし──いや、いま思えば、軽口につき合う余よ裕ゆうなどなかったのだ──じっとジャンキーたちを見つめていた横顔。あの真しん剣けんな眼まな差ざし。景はきっと、連中の前に姿すがたを現す直前まで、自分にミスがないかどうかを必死に確かく認にんしていたに違いない。


　──こいつは……


　こいつは本気なのだ。いつだって純じゆん粋すいなまでに本気で戦っているのだ。


　しかし、景の目が己おのれの弱さを映していたのは一瞬のことだった。


「……いや、やろう」


　決定の言葉を口にすると同時に、景の両目からは余念が消えた。


「え、でも……」


「大だい丈じよう夫ぶだ。たとえ何か問題が生じたとしても、対たい処しよする自信はある。始めるぞ」


　言うが早いかウィンドブレーカーをはためかせて身を翻ひるがえす。水原はのどまででかかった制せい止しの言葉を、結局はのみ込んだ。


　──ま、確たしかに考え過すぎだよな……


　二人は脇わきを抜ぬけて倉庫の裏うら手てに回った。


　倉庫の裏は川辺まで埋うめ立てられ、埠ふ頭とうのような景観になっていた。静かに流れる川波が、コンクリートの岸辺をちゃぷちゃぷと触さわっている。


　倉庫の裏口には鉄てつ製せいの引き戸があった。取っ手の部分に鎖くさりが巻まかれ、南なん京きん錠じようで鍵かぎをかけてある。景はウィンドブレーカーの内ポケットからピッキングツールを取り出して鍵かぎ穴あなに差し込んだ。


　水原がポケットライトを取り出して手元を照らす。景は一分ほどカチャカチャと音を立てていたが、大した苦労もなく鍵は外れた。


「多芸だよな」


「この程てい度どならな」


　これも、夜の街を闊かつ歩ぽする中で、必要に応おうじて身に付けた技ぎ術じゆつだろう。景が何事も一人でこなしてきた証しよう拠こだ。


　景は取っ手に巻かれた鎖を素す早ばやく外した。


　扉とびらを引く。錆さび付いた手て応ごたえのあと、引き戸は、ギッ、と音を立てて、三十センチほど開いた。


　倉庫内は暗くら闇やみだった。戸の開く音が闇の中で反はん響きようした。水原はぎくりと身体からだを竦すくめたが、闇はざらついた音をあっという間にのみ込んでしまった。


　景が倉庫内に視線を投げる。水原もそっと様子を窺うかがった。


　闇に慣なれてくると、内部の様子が見えてくる。中はがらんどうだった。広さは小学校の体育館ほどだろうか。高さも似にたようなものだった。倉庫の正面側には二階部分があり、壁かべ際ぎわに階段があった。


「……景」


「ああ。明かりだ」


　二階は事じ務む所しよか何かなのだろう。倉庫内に面する壁に窓まどがあり、カーテンがかかっていた。


　そのカーテンの隙すき間まから光がもれている。誰かいるのだ。


「にしても静かだな。ひょっとして寝ねてるのか？」


「かもな。車に乗ってたのは二人だ。片かた方ほうが寝てしまえば、もう一人も黙るしかないさ」


　景は二階をにらんで、そうもらした。


　ぐっと全身に力を入れたのが、ウィンドブレーカー越ごしにも見て取れた。いよいよ中に入り、敵てきを襲おそう覚かく悟ごを決めたのだ。


「君はここにいろ」


　そう言い残して景は倉庫内に踏ふみ入った。ウィンドブレーカーの衣きぬ擦ずれだけしか聞こえない、気体のように軽やかな動きだ。


　水原はいつも通りその場に残っていたが、いつになく落ち着かなかった。これまで自分は、直ちよく接せつ敵に手を下すべく一人で乗り込む際さいの景の心しん情じようなど考えたことがなかった。いま彼がどんな思いをしているか、想そう像ぞうしてみようとしたこともなかった。どれだけ頭でわかったつもりになっていても、所しよ詮せん自分はバックアップの経けい験けんしかないのだ。


　しかも景は、これまでこんなことを誰に知られることもなく、ただ独りで行っていたのである。


　そんな経験を経へてきた奴やつは、他ほかには誰もいない。


　──くそっ。まだまだわかってなかったな。俺も。


　と、何かが頭の中で疑問符ふを投げかけた。


　他には誰もいない？


　その通り。いまの世の中、群むれもせずに行動する奴はいない。アンダーグラウンドでも同じこと。いや、危き険けんの多い世界ならばこそ、どんな奴も集しゆう団だんを作って行動している……


　セルネットも。細さい胞ぼうも……


　──『車に乗ってたのは二人ふたりだ』


　たったいま景が口にした台詞せりふが脳のう裏りに再さい生せいされた。二人？　なぜ？　今回のターゲットは細胞だ。細胞は四人一組だ。特に今回ターゲットに選んだ奴らは、必ずといっていいほど四人そろって行動する奴らだ。それがどうして今日きように限かぎり……


「け、景。ちょっと待──」


　遅おそかった。


　いきなり倉庫の中が光の洪こう水ずいで溢あふれかえった。


　バンッ、という音が聞こえそうな勢いきおいで、一いつ斉せいに照明に灯あかりがともった。


「くっ──！」


　水原がとっさに目を閉とじる。眼がん球きゆうに痛いたみが走るほどの衝しよう撃げきだった。その痛みを堪こらえて薄うすく目ま蓋ぶたを開ひらいた。


　──景っ！


　回かい復ふくしつつある視し界かいの中で、光のシャワーを全身に浴びたブルーのウィンドブレーカーが見えた。倉庫のちょうど中央。腰こしを落とした姿し勢せいで為なす術すべもなく立ち尽つくしている。


　そこへ、


「初めまして、ウィザード」


　二階の事務所。そこに至いたる階かい段だんの上に、一人ひとりの男が立っていた。


　身体にぴったりと合った細身のシャツを着て、スリムなブーツカットのパンツをはいている。髪かみを紫むらさき色いろに染そめ、唇くちびるにも紫のルージュを引いていた。


　目の周りにはアイシャドウ。首からはシルバーやレザーのネックレス。腰には派は手でなバックルのベルトが二つも巻まかれている。手首にはブレスレットやバングルがかかり、指にはグッチ、クロムハーツ、Ａ＆Ｇといった高こう価かなリングが幾いくつもはめられていた。


　派手で奇き形けいな印象ながら、トータルで見ると調和が取れている。なよなよとしているくせに、恐おそろしく存そん在ざい感のある男だ。


　──畜ちく生しようっ。待ち伏ぶせだ！


　照明は強かった。人工の光に照らされ、四角い倉庫の床ゆかが白く広く浮うき上がって見えた。真上から降ふってきた光の粒つぶが、硬かたいコンクリートに当たってパラパラと跳はね返っているかのようだ。


　その中央に景が立っている。彼は左ひだり腕うでをかざすようにして動きを止めていたが、ゆっくりとその腕を下ろし、背せ筋すじを伸のばした。


　フードを被かぶったまま、頭上の男を見上げる。


「やっぱり、あのカプセルはわざとらしかったわね？　ああいう細かいお膳ぜん立だてって好きなんだけど、ついついやり過すぎちゃうのよ。そのまま帰っちゃうかと思って、ひやひやしたわ」


　男は独どく特とくの口調で喋しやべりだした。ニヤニヤと人を馬ば鹿かにするような笑えみを浮かべているのだが、不思議と嫌いやらしさは感じなかった。


「私の名はキメリエス。セルネット、第二世代細胞セカンド・セルの人間よ。用よう件けんの方は察しが付くでしょう？　ちょっとおいたが過ぎたようね」


　──第二世代細胞セカンド・セルだと!?


　水原は愕がく然ぜんとして息を呑のんだ。


　セルネットが遠からずウィザードに刺し客かくを差し向けるだろうとは予想していた。しかし、通つう常じようなら最初は実働細胞アクト・セルと呼よばれる、セルネットの実働部隊が現あらわれるはずだった。それがいきなり幹部クラスの第二世代細胞セカンド・セルが現れるなど本来なら絶ぜつ対たい考えられないことだ。


　──しかも、キメリエスだ？　『始末屋』に並ならぶ、双そう璧へきじゃねえかっ。


　最近は聞かなくなったが、カプセルユーザー間の争そう乱らんがもっとも激はげしかった時期、市内最強の悪あく魔ま使いとしてセルネットの躍やく進しんを支ささえたベリアルという人物がいた。『始末屋』の二つ名で知られる執行細胞フアースト・セルの一角だ。そのベリアルが争乱の表舞台で華はな々ばなしい戦果を上げる傍かたわら、彼の手が届とどかない敵対者を、人知れず退しりぞけてきたのがキメリエスである。当時、同じような働きをしていた者は第二世代細胞セカンド・セルに何人かいたが、彼の手しゆ腕わんはその中でも突とつ出しゆつしたものだった。


　この二名は、共にセルネットが抱かかえる最たる戦力であり、内外に対する力の象しよう徴ちようであった。『始末屋』が徹てつ底ていした殲せん滅めつ戦せんを演えん出しゆつしてセルネットへの恐きよう怖ふ感を植え付ける一方で、キメリエスは、あるときは組そ織しき間のいざこざを収おさめ、あるときは戦せん端たんが開かれる前に敵てきを暗殺して、余よ計けいな騒そう動どうの芽を摘つんできたのだ。


　──くそぉっ。なんてこった……！


　計算違ちがいも甚はなはだしかった。


『始末屋』が敵を斬きり滅ほろぼす組織の大たい剣けんとすれば、キメリエスは場合に応おうじて自在に閃ひらめく小刀とも評ひようせる人物である。いくら悪魔狩がりのウィザードがセルネットにとって目め障ざわりな存在に成長しつつあるとはいえ、直ちよく接せつ討とう伐ばつに出向くにはあまりに大物過ぎる刺客だった。


　景もキメリエスというコードネームは知っていたらしい。フードの下からわずかにのぞく顔が、かつてない緊きん張ちようを浮かべて青白く色を変えていた。


　だが、景が恐怖を感じているとしても、彼の目に光っているのは、紛まぎれもない闘とう志しだった。どれほど顔色を探さぐってみても、絶望も諦あきらめも見いだすことはできなかった。


　水原が見て取ったものを、キメリエスもまた見て取ったらしい。


「ふーん……」


　と不敵な微び笑しようで紫の唇を歪ゆがめる。敵と対たい峙じしているというのに気け怠だるげな瞳ひとみを、彼はおかしそうに輝かがやかせた。


「思ってた通り、いい顔してるわね、君。……どう？　あなたがセルネットにどんな感かん情じようを抱いだいてるのか知らないけど、ネットとは関係なく、私個こ人じんと仲良くする気はないかしら？　最終的にどうするかは保ほ証しようできないけど、とりあえず今日この場で正面衝しよう突とつってのは避さけられるわよ。悪くない提てい案あんじゃない？」


　まさしく、願ってもない提案に思えた。が、同時に罠わなの可か能のう性せいも高い。


　水原は呼こ吸きゆうを忘れるほどの葛かつ藤とうを覚えた。


　が、景は迷まよわなかった。


「断ことわる」


　と静かに鋭するどく返答する。


　──くっ……


　反はん射しや的てきに景を責める感情が水原の胸むねにわき起こった。だが、水原はその感情をすぐに理性で否ひ定ていした。


　──景の判はん断だんが正しい。俺おれたちはすでに、ネットに喧けん嘩かを売ってるんだ。格かく上うえのキメリエスが、奴やつの方から和わ睦ぼくを申し入れるなんてあり得ない。


　それに、仮かりにキメリエスが一時の気まぐれでウィザードと休戦してみたところで、セルネットがそれを許ゆるす公算はさらに低い。


「あ、そう？　やっぱりねえ。ま、しょうがないか。立場ってつまんないわよね」


　景の即そく答とうに気を悪くした様子もなく、キメリエスは肩かたを竦すくめた。


「でも、せめて質しつ問もんには答えてほしいんだけど。──一応こっちもできるだけのことは調べてみたの。でも、あなたがなんのために悪魔狩りなんて趣しゆ味みを続けてるのか、どうしてもわからないのよね。よければ教えてくれない？」


　重ねて尋たずねるキメリエスだったが、景は、今度は無言で返答しなかった。


　キメリエスは唇くちびるを尖とがらせた。


「うーん、案外つまんない子ねえ。不言実行タイプなんだ。いいわ。だったら拳こぶし──じゃなくて、悪魔で語らいましょう。実は私、結けつ構こうその手の熱血も嫌きらいじゃないのよ。見えないでしょ？」


　ひょいっと右手を上に翻ひるがえす。何かが手のひらから飛び出し、再ふたたび落下して手の中に収おさまった。


　カプセルだ。


　キメリエスの身体からだ全体から、不気味な威い圧あつ感が立ち上り始めた。


　景もポケットに手を入れ、中からカプセルを数すう錠じようつかみだした。その手を前に突つき出し、挑ちよう発はつ的なポーズを取る。


　と、そのポーズに相手の気を逸そらせておいて、背せ中なかに回した左手が、隠かくれている水原に向かって鋭く振ふられた。


　逃にげろ、という合図だ。続いて指を二本立てる。それからまた、逃げろ、の合図。


　水原は苦く渋じゆうをにじませた。しかし、去りがたい気持ちを強ごう引いんに抑おさえ込こみ、引き戸の陰かげから身を離はなした。


　指を二本。敵は二人いる、という意味だ。つまり、キメリエス一人に気を取られていれば、残る一人に捕とらわれる可能性があると告げているのである。


　水原が人ひと質じちに取られれば、景は動きが取れなくなる。どうせ水原が見守っていたところで、景にとって有利なことなど何もないのだ。


　そう、自分に強く言い聞かせてもなお、水原の視し線せんは景の背中に釘くぎ付づけになっていた。


　──くそっ。畜ちく生しようっ。


　足の裏うらが張はり付いたように動かなかった。倉庫に残った景の背中に、不良に追い回され、駐ちゆう車しや場じように隠れてほっと息をついていた少年の姿すがたが重なった。


　──甘あまったれんな！


　己おのれを叱しつ咤たし、水原は倉庫に背を向けた。暗くら闇やみに沈しずむ倉庫街の裏手を、川に沿そって走る。


　夜の闇が視界と脳のう裏りを暗く閉とざしていた。だが、水原の目には、青いウィンドブレーカーの残ざん像ぞうが、鮮せん烈れつな印象のまま残り続けていた。


　見守っていたところで有利なことなど何もない。


　だが、それなら別の援えん護ご方法があるはずだ。
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　──もう一人は逃げたか……


　何食わぬ顔のまま、ふむ、とキメリエスは頷うなずいた。


　──もっとも、逃げたというより、ウィザードちゃんが逃がしたって感じね。冷静な判断だわ。この期ごに及およんで、結構度ど胸きようがあんじゃない。


　ただ、少々芸がないという気がしないでもない。どうせなら、こういうシチュエーションに陥おちいったときの対たい策さくも用意しておけばいいものを。


　──でも無理ないかな。こいつらどう見たって中ちゆう坊ぼうだもん。


　ウィザードはキメリエスが想像していたより、遥はるかに若わかかった。なんとなくだが自分と同世代の人間を思い描えがいていたのだ。倉庫の前に現あらわれた二人を見たときは、人ひと違ちがいかと思ったほどだ。


「……ちょっとやる気が削そがれるわよね。なんだか子こ供どもいじめてるみたい」


　とはいえ、可愛かわいがってやる、というには、いささか緊きん迫ぱく感のあり過すぎる相手だった。


　こうして向き合っているだけでも、尋じん常じようでない闘とう志しとそれを裏付ける気配が漂ただよってくる。キメリエスの戦士としての経けい験けんが、目の前の小こ柄がらな少年を容よう易いならざる敵てきと認みとめていた。こんな心ここ地ちよい緊きん張ちようは久ひさしぶりだ。


「……よしっ。始めましょっか」


　キメリエスはカプセルを口に入れた。ウィザードもまた彼に続いた。


　二つの気配が爆ばく発はつ的に膨ふくらむ。


　闇の力が凝ぎよう縮しゆくした、オカルトに息づく気配だ。


　先に姿を現したのはウィザードの悪あく魔まだった。強い照明を浴びて落ちた、真っ黒なウィザードの影。その影が、ぬぼりと隆りゆう起きし、膨れあがって立ち上がった。


　騙だまし絵のような異い様ような光景。漆しつ黒こくの影は厚あつみを帯び、次の瞬しゆん間かんには質感を伴ともなった「姿」を形成していた。


「ワーオ」


　闇の甲かつ冑ちゆうをまとった巨きよ人じんだった。


　身の丈たけは優ゆうに召しよう喚かん者しやの倍以上ある。両りよう腕うでと肩。首と胴どう。そのどれもが丸太のように太く、鎧よろわれているのを忘わすれてしまうほど滑なめらかだった。


　頭部は仮か面めんのような甲かぶとに覆おおわれている。複ふく数すう空いた呼こ吸きゆう孔こうの奥おくで、朧おぼろな眼がん光こうが明めい滅めつして見えた。髑どく髏ろを連想させる不気味な造ぞう形けいだ。


　だが、何よりその印象を決定づけているのは、巨人から発せられる強きよう烈れつな攻こう撃げき本ほん能のうだった。


　あらゆる破は壊かいを是ぜとするかのような陰いん性せいの熱ねつ情じよう。その波動がマグマのように押おし寄よせてくる。それだけでも並なみの悪魔と悪オ魔ー持ナちーなら圧あつ倒とうされてしまうだろう。小柄な主の傍かたわらに立ち、残ざん虐ぎやくな宴うたげの予感に、身を震ふるわせている。


　キメリエスは煮にえたぎる敵意の波を、真夏の海風を味わうように涼すずしげな顔で楽しんだ。


「いいわね。ゾクゾクするわ」


　敵の悪魔に応こたえるべく、キメリエスもまた己おのれの悪魔を召喚した。


　右手を前に差し伸のべる。


　軽く指を曲げ、「ちっち」と舌したを鳴らして何かを呼よび出す仕草をした。


　すると──


　トッ、と軽い音とともに、何もない空間から、一いつ匹ぴきの猫ねこが階かい段だん上に飛び降おりた。


　薔ば薇らのように赤い色をした猫だった。しかし、毛皮の色をのぞけば不自然なところのない、ただの猫だ。バランスの取れたスリムな四し肢しをしており、長い尾おが緩ゆるやかに弧こを描えがく様が優美だった。


　ウィザードが意外な悪魔に当とう惑わくを見せる。そう。なまじキメリエスの評ひよう判ばんを知る者は、彼の悪魔を初めて見たとき、決まって拍ひよう子し抜ぬけするような反はん応のうを見せるのだ。


　だが、その態たい度どが最後まで改まらなかったことは、ただの一度もない。


「さあ。お手並み拝はい見けんよ」


　キメリエスが悠ゆう然ぜんと腕を組む。主の指示を受けた様子もなかったのだが、赤い猫は敏びん捷しような動作で階段から飛び降りた。


　四本の足でぴたりと着地する。そして、羽う毛もうの上を歩むかのような静かな動きで、ウィザードの前に歩み出た。


　ウィザードは用心のため一歩後ろに下がった。代わって〝影かげ〟が前に出る。仮面に覆われた〝影〟の表情はわからないが、冗じよう談だんのようにちっぽけな敵に向けられた視し線せんには、相手を区別しない攻撃の意い志しが見て取れた。


　赤い猫はつんと澄すました顔で、肩を怒いからせる巨人の顔を見上げた。長い尾がしなやかにしなり、ひゅんと音を鳴らした。


　その直後。


　まさに間かん髪はつ入れることなく、〝影〟の手のひらが猫の頭上に叩たたき付けられた。


　轟ごう音おんが倉庫の壁かべを揺ゆるがし、天てん井じように積もった埃ほこりを舞まい散らせた。


　キメリエスは目をむいた。


　速い。しかも重い。おまけに、片かた時ときも目を離はなさなかったにもかかわらず、攻撃前になんの予よ備び動作も見つけられなかった。


　その上、〝影〟はキメリエスの猫の回避行動をしっかりと捕ほ捉そくしていた。


　一撃をくわえた〝影〟は、そのままグンと身体からだを引き延のばして倉庫の隅すみに移い動どうしたのだ。


　その先には、到とう底てい避よけられたとは思えない攻撃を、鮮あざやかに躱かわした赤い猫がいた。大きく跳はねたジャンプを終え、コンクリートの上に着地しているところだった。


　そこへ〝影〟が肉薄する。


　風を巻まいて襲おそいかかる〝影〟の横よこ薙なぎの一撃。その鉤かぎ爪づめの先を、ダンスでも踊おどるような動きで躱す。


〝影〟の二の腕を、タッと一度足で蹴けって、肩かたを飛び越こえ、背はい後ごに着地した。


　すると、それまで地面に落ちた黒い染しみに過すぎなかった影から、〝影〟の左足が飛び出した。海中に潜ひそんでいた下半身が、水面を割わって現あらわれたようだ。


〝影〟は左足を跳ね上げて、背後に回った猫を追った。


　猫は動じることなく、後方へステップして蹴りを躱す。


〝影〟は躱されたことを意に介かいする素そ振ぶりもみせず、独こ楽まのように身体を回転させた。


　長大な右腕が鎌かまのように床ゆかを薙ぐ。今度はバックステップでは躱せない。猫は真上に飛び跳ねた。


　だが、〝影〟の狙ねらいはその動きにあった。


　空中に浮うかんだ猫は、それ以上動きが取れない。フェイントだった一撃から力を抜き、〝影〟は左手を猫に伸ばした。鉤爪が大だい蛇じやの牙きばの如ごとく口を開け、為なす術すべのない猫をひと飲みにして握にぎり締しめられた。


　が、そこには手応えがない。


　今度ばかりは〝影〟ですら猫の行方ゆくえを見失った。


　頭を左右に振って敵てきの姿すがたを探さがす。その敵てき愾がい心しんに燃もえた視線が、キメリエスのいる階段で停止した。


　腕うで組ぐみして立つキメリエス。その前方──一番最初に姿を現した位置に、まるでそこから一歩も動いていないとでもいう風に、赤い猫が四本の足で立っていた。


「いやあ……こりゃまた、キョーアクな悪あく魔ま連れてるわねえ……」


　さすがのキメリエスも冷や汗あせを浮かべていた。


　──これって、あの狂きよう犬けんの鮫さめとタメ張はれるんじゃない？


　強力な悪魔だとは思っていたが、これは予想を超こえていた。これほどの悪魔は、キメリエスの知る限かぎり、ＤＤの統とう率そつ者しや、甲斐氷太が操あやつる悪魔と、『始末屋』ベリアルの悪魔だけだ。つまり、このフリーの少年は、彼らと同等の実力を有する悪魔を従したがえているということになる。ゆくゆくは葛根市を二分するだろう組そ織しきの、トップクラスの悪オ魔ー持ナちーと。


　──もっとも……


　キメリエスはちらりとウィザードに目をやる。


　ウィザードは固まったように立ち尽つくしていた。最初の攻こう撃げきのあとは、手を握り締めたまま動くことができずにいる。悪魔の制せい御ぎよはおろか、自立的に動く〝影〟を目で追うのが精せい一いつ杯ぱいといった様子だ。


　──こっちはいささか幻げん滅めつね。ほとんど放し飼がいじゃない。


　悪魔戦もレベルが上がれば、単なる悪魔の力の優ゆう劣れつでは勝敗は決しない。己の悪魔をいかに操って戦せん術じゆつを組み立てるか。その手法がクローズアップされてくる。


　悪魔は多かれ少なかれ自立的な意志──本ほん能のうのようなものを備そなえている。それを殺すことなく自分の意のままに操るのは、並なみ大たい抵ていのことではない。悪魔の力が強ければ強いほど、そのコントロールは困こん難なんなものになるのである。


　だが、一流の悪オ魔ー使ナいーは、それをやってのけるものだ。『始末屋』ベリアル然しかり、ＤＤの甲斐氷太然り。キメリエスも例外ではない。


　ウィザードにせよ、ただ手をこまねいているわけではあるまい。敵がさしたる相手でなくば、〝影〟がいきり立って攻撃本能を剝むき出しにすることもなく、それなりの制御はできるはずだ。また、そうでなくては悪魔狩がりを続けてこられたはずがない。


　しかし、小手先の誤ご魔ま化かしでは、キメリエスの相手は務つとまらない。


「まだまだケツが青いのね」


　ただ拳こぶしを握るしかないウィザードへ、キメリエスは薄うすい冷れい笑しようを向けた。


　──でも、遠えん慮りよはしないわよ……
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　景は焦あせっていた。こんな風な展てん開かいは予期していなかった。


　勝つ自信はあった。相手は初めて戦う第二世代細胞セカンド・セルであり、しかも、こちらの噂うわさを知った上で待ち構かまえていた実力者だ。だが、幸いなことに、景にとってネックとなる光こう源げんは、敵の方から十分に提てい供きようしてくれた。これまで様々なタイプの攻撃型悪魔を倒たおしてきたという自負もある。必要最さい小しよう限げんでケリを付ける、普ふ段だん通りの一撃離脱ヒツト・アンド・アウエイとはいかないだろう。それでも、最終的には敵を下してみせるという自信を持っていた。


　しかし……


　──なんなんだ、これは。


　決して弱いわけではない。もしそうなら、〝影かげ〟がこれほど攻撃的な反はん応のうを示しめすはずがない。実じつ際さい、小こ粒つぶな悪魔ながら、その機き動どう性せいや運動能力は目を見張るものがある。それに、どうやら幻げん覚かくの類たぐいを操るようだ。気の抜ぬけない相手である。覚かく悟ごした通り、紛まぎれもない強敵だ。


　だが、にもかかわらず脅きよう威いを感じないのだ。


　これまで強敵に対たい峙じしたとき必ず感じた、背せ筋すじが冷たくなる感覚がない。恐きよう怖ふと恐きよう慌こうの足音をＢＧＭに、手足の震ふるえを締め上げて戦った緊きん張ちよう感が訪おとずれない。とっくに戦せん闘とうが始まっているというのに、それがガラス越ごしに行われているような錯さつ覚かくすらあった。


　──いや、そんなことより問題は流れに乗れてないってことだ。


　と景はあごを嚙かみしめた。


　戦闘の流れに、自らの意い志しを挟はさめない。景の思おも惑わくを置き去りにしたところで、勝手に激げき戦せんが繰くり広げられている。ついていくことができないのだ。


　悪魔とのシンクロがズレていた。〝影〟の攻撃本能が先行している。自分でも自覚している欠点──〝影〟に対するコントロールの甘あまさが浮うき彫ぼりになっていた。


　──もし……もしこれが敵の真の狙ねらいなら……


　自分は弾たまの込こめられた拳けん銃じゆうを持っていながら、それを抜くこともできないまま敗れ去ることになるだろう。そんな暗い予感が重油のように胸むねの奥おくに溜たまりつつあった。


　景が焦りを募つのらせる前で、キメリエスはさらにカプセルを服用した。


　眠ねむたげな瞳ひとみに鋭するどい眼がん光こうが宿る。


「ＧＯ！」


　口笛を吹ふくように、キメリエスが指令を発した。


　赤い猫ねこが階段から身を躍おどらせた。


　と、猫の体が上下左右にぶれた。


　映えい像ぞうにノイズが混まじったように、輪りん郭かくが幾いく重えにもずれたのである。


「何っ!?」


　景は思わず声をもらした。


　床ゆかに着地したとき、猫の数は十匹ぴき以上に増ふえていた。光のシャワーを浴びて瞳の虹こう彩さいを針はりのように細めた猫たち。二十を超える視し線せんが〝影〟の巨きよ体たいに突つき刺ささり、絹きぬを裂さくような鳴き声が、倉庫内の空間を切り裂いた。


　ビリヤードの球がブレイクするように、猫たちは一いつ斉せいに矢と化した。


　景の指し示じを待つまでもなく、〝影〟が声なき雄お叫たけびを放って彼らを迎むかえ撃うつ。


　電光石火の攻こう撃げきが閃ひらめいた。


　同時に突き出した左右の鉤かぎ爪づめが、縦じゆう横おうに飛び交かう猫を一匹ずつ切り裂いた。だが、それらは攻撃を受けると同時に、パッと毛皮を散らしたかと思うと煙けむりのように姿すがたを消した。〝影〟は気にせず、片かたっ端ぱしから猫を蹴け散ちらしていく。


　逃にげずに襲おそいかかってくるため、さっきと違ちがって攻撃が当たっていた。だが一匹、二匹と倒していっても猫はただ消え失うせるだけだった。彼らの総そう数すうも一向に減へらない。


「ちっ。やはり幻覚かっ？」


　猫たちの動きを懸けん命めいに追っていた景が、困こん惑わくしてもらした。


　しかしキメリエスは、黙だまってほくそ笑えんだ。


　一匹の猫が〝影〟の肩かたの上に乗った。そして次の瞬しゆん間かん、その猫の体が溶とけた。


　猫の形を取っていた肉体が、赤い濃のう厚こうな霞かすみのようになり、グンと長く伸のびたのだ。


　──なっ!?


　赤い霞は飴あめのように引き延のばされ、〝影かげ〟の体に絡からみついた。かと思うとロープ状じようになった両りよう先せん端たんが、鋭く尖とがって楔くさびと化した。


　楔が床に突き刺さると、赤い靄もやは〝影〟の身体からだを締しめ付けた。膠にかわを急速に固めたように、靄が硬こう化かしていく。剛ごう力りきを誇ほこる〝影〟が、堪たまらず膝ひざを屈くつしたほどだ。


　景は呆ぼう然ぜんとした。〝影〟がひざまずく姿を目にしたのは、これが初めてだ。


「どう？　猫って化けるのよ」


　キメリエスはしたり顔でつぶやいた。


〝影〟の動きが止まった。


　その隙すきを突き、他の猫たちが空中に身を躍らせる。あらかじめの段取り通りといった無む駄だのない連れん携けいだ。


　猫たちは〝影〟を釘くぎ付づけにした一匹と同じで、空中でその形を崩くずした。そして、二、三匹が一つにまとまり、ナイフの刃やいばのような形を取った。その数三つ。絡みついた仲間を避さけつつ、異なる角度から〝影〟に斬きりかかった。


　ギイン、と鈍にぶい音が響ひびく。


　不定形に揺ゆらめく刃は、〝影〟の甲かつ冑ちゆうに弾はじかれた。


「ちぇっ。硬かたいか」


　キメリエスは小さくささやき、その瞳をさらに赤く脈打たせた。


　するとナイフは複ふく数すうの靄に別れ、再ふたたび猫に戻もどって床に着地した。そしてそれぞれが床を蹴りながら一いつ箇か所しよに集まると、空中にジャンプして再び一つに合わさった。


　直径一メートルほどの赤い靄が、宙ちゆうに浮いたまま渦うずを巻まく。


　渦は旋せん回かいしながら重量を増まして、〝影〟の鳩みぞ尾おちを打った。


　衝しよう突とつの衝撃で空気が振しん動どうする。攻こう城じよう槌つちにも似にた一撃は、〝影〟の巨体を揺さぶった。


「ぐっ──！」


　景が苦く痛つうの息を落とす。


　大槌は一撃するとそのまま頭上に舞まい上がり、今度は上空から〝影〟に襲いかかった。


〝影〟が鈍い腕うでを力ちから任まかせに引き上げてガードする。その上から大槌が落ちた。衝撃が〝影〟の身体を縦じゆう断だんし、足あし下もとのコンクリートが八方に向かってひび割われた。


　──これが奴やつの本ほん領りようか!?


　悪あく魔まは現げん世せへと召しよう喚かんされる際さい、なんらかの形を取る。そして、たいていの場合、その姿形は悪魔の本ほん質しつと召喚者の魂たましいを反はん映えいさせたものになった。つまり、悪魔の外見には、たとえ主たる召喚者であっても関かん与よできないのだ。


　──だがこいつは……


　キメリエスは悪魔の外見に惑まどわされず、その核かくとなる力だけをより純じゆん粋すいな形にまで分ぶん解かいしてのけたのだ。その上で、分解した力を加工し、自じ在ざいに使し役えきしているのである。悪魔の表ひよう層そう的な要よう素そに留とどまらず、その本質までを完かん璧ぺきに感じ取り、制せい御ぎよ下かにおいて初めてできる技わざだった。


　──なんて奴。


　景はいま、ようやくにして敵てきの力に戦せん慄りつを覚えた。


　ダメージを受けた〝影〟は、怯ひるむどころか怒いかり狂くるっていた。


　力に任せて、戒いましめを解とこうと全力でもがいている。だがキメリエスは、巻き付いている悪魔の操そう作さに素早く意い識しきを集中し、引き千切られないよう硬化の程てい度どを緩ゆるめた。


〝影〟の両腕が自由を取り戻した。しかしそれは一瞬のことだ。


　まだ手足に絡んだままのキメリエスの悪魔は、絶ぜつ妙みようの動きで〝影〟の力を受け流しながら硬化と軟なん化かを繰くり返した。〝影〟は己おのれの甲冑をはい回る悪魔を、どうしても追つい尾びできない。底なし沼ぬまにはまったように、ただ足あ搔がき、疲ひ労ろうだけを重ねていた。


　完全に捕つかまった。敵の思惑通りだ。


　──だが……


　景はダメージに耐たえながら、顔を伏ふせたまま歯を剝むいた。


　形はどうあれ、これで〝影〟の暴走が止まった。


　ようやく〝影〟ではなく、景に手が回ってきた。


　反撃の一手を放つチャンスが。





　　　　◆◆◆◆◆





「たわいもない」


　とキメリエスは勝利を確かく信しんした。


　それは、キメリエスがこの戦いを通じて、初めて見せた隙だった。


　カッ──


　と、昼間のように照らされた倉庫に、照明が消し飛ぶほどの強きよう烈れつな閃せん光こうが弾けた。


「うわっ」


　網もう膜まくが焼け焦こげるかと思った。思わずしゃがみ込んで目を覆おおったが、すでに遅おそ過すぎる。視し界かいは真まっ赤かなハレーションを起こしていた。


「ああもうっ！」


　一時的に視力を失ったキメリエスは、耳を澄すませ、敵の気配を探さぐるべく意識を集中させた。


　変化した猫ねこたちの気配は手に取るように把は握あくできる。だが、動きを止めていたはずの〝影〟の手て応ごたえがない。


　──そんな!?


　キメリエスは痛いたむ目に涙なみだを溜ためて階かい段だんから階下を見下ろした。〝影〟は消えてはいなかった。だが場所が違ちがう。ウィザードの背はい後ごに立っていた。一いつ瞬しゆんのうちに位置を入れ替かえ、束そく縛ばくから脱だつ出しゆつすることに成功していた。


「どうやって……」


　不意を突かれたため、一瞬悪魔の制御から意識が離はなれた。だが、悪魔自身にも自立的な意い志しはある。キメリエスの注意が逸それても、敵を拘こう束そくする手を緩めたりはしないはずだ。第一、仮かりに隙を突かれて戒めを破やぶられたにせよ、そのときのダメージを感じていなければおかしい。


〝影〟は閉とじた手のひらの中から消失したのだ。こちらのお株かぶを奪うばう、霞かすみのような動きである。


　と、ウィザードの足下に燃もえ尽つきたがらくたが転がっているのが視界に入った。さっきの閃光を起こした仕し掛かけだろう。自作の閃光弾だんか何かかもしれない。


　──閃光っ。そうか！


　影かげだ。


　天てん井じようの照明よりさらに強い光を浴びることで、影のできる位置を変えたのだ。ウィザードの悪魔は、彼の影が形を取ったものらしい。その特とく性せいを利用して、瞬間移い動どうをするように罠わなから逃のがれたに違いあるまい。


「味な真ま似ねを……！」


　興きよう醒ざめしつつあったキメリエスの顔に、楽しげな輝かがやきが戻もどった。


　一方ウィザードは、この契けい機きを無む駄だにしなかった。復ふく讐しゆうに猛たけって猫たちに襲おそいかかろうとする〝影〟を制し、


「本体だっ。召喚者を狙ねらえば、そいつらの方から一いつ箇か所しよに集まる！」


　数すう錠じようのカプセルを嚙かみ砕くだきながら唾つばを飛ばした。


〝影〟の眼がん光こうがキメリエスへと向きを変える。カプセルを摂せつ取しゆすることにより、悪あく魔まとの間のシンクロを高めたのだ。〝影〟の動きに、それまでなかった使し役えき者しやの意志が見える。


　キメリエスがわずかに顔を青くする。


「……なんだ。やっぱそれなりに使えるんじゃない」


〝影〟が襲ってきた。キメリエスは一目散に階段を駆かけ下りた。


　ガンガンという階段を蹴ける音の後ろから、鉤かぎ爪づめが鉄てつ製せいの手すりを切り裂さく、耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。


　あんなものにやられては一溜まりもない。キメリエスは猫たちを二つの集しゆう団だんに分けて、身を守るため片方を側そばに集めた。


　一方、残る集団はウィザードへ走らせる。本体を狙うというのは、悪魔戦の基き本ほん的な戦法の一つだ。ウィザードが自分を直ちよく接せつ攻こう撃げきするというなら、こちらもやり返すだけである。そもそも、互たがいに本体を狙い合えば、単体の悪魔しか操あやつれないウィザードの方が不利なはずなのだ。


　ところがウィザードはそのことも計算していた。


　青いウィンドブレーカーを翻ひるがえし、懐から何かを取り出す。ハッとしたキメリエスは慌あわてて顔を背そむけ、目ま蓋ぶたを閉じた。


　音のない爆ばく発はつと共に、白い津つ波なみのような閃光が倉庫内を染そめ上げる。


　今度は光に目を焼かずに済すんだ。キメリエスは背後を振ふり返った。すると、ウィザードに迫せまっていた猫の一団が、主の指し示じが途と切ぎれた地点で足あし並なみを乱みだして立ち尽くしている。そのすぐ前には、光の速度で引き戻された〝影〟が腕うでを振り上げて構かまえていた。


「散れ！」


　キメリエスが険けわしい声で叫さけぶ。しかし逃にげ延のびたのは一、二匹ひきのみで、残りは全すべて〝影〟に引き裂かれた。


　今度の猫ねこはダミーではない。数匹分のダメージが、一挙にキメリエスへとフィードバックした。わかってはいたが、凄すさまじい威い力りよくだ。実じつ際さいに喰くらってみると、その恐おそろしさが骨ほね身みに染しみた。


　足がもつれてよろめいた。実戦から遠ざかっていたツケが回っている。ダメージに対する耐たい性せいが弱まっていた。


「……やっぱ引き時かもね」


　猫たちを蹴散らした〝影〟が、またもこちらに向かってくる。仕方がない。キメリエスは二階の事じ務む室しつに向けて叫んだ。


「消して！」


　命令は半瞬遅おくれて実行された。倉庫内の照明が音もなく消える。瞬またたく間もなく闇やみが光を追いやって、倉庫の中に君くん臨りんした。


〝影〟の気配が消える。闇の奥おくからウィザードの狼ろう狽ばいした声が聞こえてきた。


　照明を消したのは二階の事務室に潜ひそんでいたディリエルである。


　──形けい勢せい逆ぎやく転てんね。


　まあ、待ち伏ぶせに会った時点で、たいがいの戦せん闘とうは負けたも同然なのだ。お手並みは十分に拝はい見けんした。そろそろ決着を付けさせてもらうとしよう。


「ビビんなさんな。命までは取らないわよ」


　闇の向こうのウィザードに声をかける。キメリエスの周囲に集まっていた猫たちが、ゆっくりと前に進み出した。いまだ目が慣なれない射ぬ干ば玉たまの闇の中に、彼らの瞳ひとみだけが、ぽつぽつと光っている。


　パッと闇の中に明かりが点ともった。ウィザードが持参したマグライトを付けたのだ。


　闇の中に光の輪が浮うかび、その中央に影が落ちる。だが、キメリエスは、ウィザードが悪魔を召しよう喚かんしてしまう前に、さっき逃げ延びた猫の一匹で、彼の手元からライトを叩たたき落とした。


　床ゆかを転がるマグライト。光の帯が倉庫内を横切ったが、マグライトは駆け寄よった猫の手によって破は壊かいされた。


「無む駄だよ。この子たちには、君が妙な動きをしたら即そく座ざに攻撃するよう指示を出したの。たとえ私の目を潰つぶしても、もう隙すきは作らないわ」


　冷れい徹てつな声で宣せん言げんする。


　勝負あり、だ。


　ウィザードからの反はん応のうはなかった。しかし、なぜかキメリエスには、彼が抵てい抗こうを諦あきらめたとは思えなかった。


　──見た目は軟なん弱じやくっぽいけど、あの子、がむしゃらな性せい格かくしてるわ。下へ手たしたら玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで反撃に転ずるかも……


　気は抜ぬけない。キメリエスは猫たちを使って、慎しん重ちようにウィザードを包囲した。


　闇の中、ジリジリと沈ちん黙もくのときが過ぎる。


　悪くない感かん触しよくだ。最近ではカプセルをのんでも、こんな風なスリルは味わえない。


　すると、闇の中に低い音が聞こえてきた。


　──何？


　ウィザードの方からではない。倉庫の外……バイクのエンジン音だ。


　ガンッ、とシャッターを外から蹴る音が響いた。


「景っ。こっちだ！」


　シャッターの向こう側から叫び声がする。あの、先に逃げた少年だ。


　どうする？


　だが、キメリエスが行動に移うつるより早く、ウィザードが仲間の援えん護ごに反応した。


　ウィンドブレーカーが翻る。キメリエスはとっさに目を伏ふせる。


　三み度たび閃せん光こうが駆け抜け、今度はそれに続いて鉄板を引き裂くような轟ごう音おんが響いてきた。ウィザードがシャッターを破やぶったのだ。


　指示を受けていた猫たちが、容よう赦しやなくウィザードに襲おそいかかった。閃光は一いつ瞬しゆん。影かげができる時間も短い。いまや景は丸まる裸はだかだ。


　苦く痛つうの悲鳴が聞こえた。


　が、その悲鳴はたちまち猫たちのものに変わった。


　傷きずを負ったウィザードの横に、〝影〟が現れていた。横よこ殴なぐりに照しよう射しやされるオレンジ色の光線が、彼の姿すがたを照らしている。原付のヘッドライトだ。破れたシャッターから、無理矢理乗り入れて来たのである。


　それぞれの勝手な意い志しで襲いかかる猫たちは、所しよ詮せん〝影〟の相手ではなかった。五匹が一瞬で蹴け散ちらされ、ダメージに意い識しきが遠のきかけたキメリエスは、思わず彼らへの指示を撤てつ回かいした。


　乱らん入にゆうした原付の少年は、ウィザードが倒たおれているのを見て覿てき面めんに狼狽うろたえた。


　駆かけ寄って腕を肩かたに回すと、ぐったりしたウィザードを抱かかえたまま原付に寄った。だが、人を抱えたまま運転するのは無理と判はん断だんしたのか、原付はそのままにシャッターから表へと逃げた。


「……まったく……乱らん暴ぼうねえ」


　思わず愚ぐ痴ちが口をついて出た。よろめきながらシャッターに向かう。


　呼こ吸きゆうと脈みやく拍はくが激はげしい。悪戯いたずらにダメージをもらい過すぎた。なんとも格かつ好こうの付かない失しつ態たいだ、とキメリエスは苦く笑しようした。


　それにしても無茶をする。あの少年は悪オ魔ー持ナちーではないだろう。それが、仲間を助けるためとはいえ、悪あく魔ま戦せんの戦場に飛び込こんでくるとは。


「さて……このまま逃にがすわけにはいかないけど……」


　キメリエスは乱みだれた前まえ髪がみをかきあげた。疲ひ労ろうが激しく、額ひたいにはびっしりと汗あせが浮かんでいる。


　だが、ウィザードは負ふ傷しようした。もう一人ひとりの少年にしても、年は似にたようなものだから人一人を抱えたまま、そう遠くへは逃げられまい。油断なく追い詰つめればいいのだ。


　と、急に携けい帯たいが鳴った。ディリエルからだ。


『追います』


　携帯に出るなりディリエルは短く言った。


「待ちなさい。一人で先行する気？」


『回復させちゃまずいでしょう。俺おれが仕し留とめてきますよ』


　電話越ごしには地面を蹴ける足音も聞こえてきた。キメリエスは慌あわてて二階の事じ務む所しよを見上げたが、すでにディリエルの姿すがたはなかった。窓まどから外に飛び降おりたらしい。


「ディリエルちゃんっ。あなた……」


『敵てきの手の内はわかった。やってやりますぜ』


　声がそわそわと浮うわついていた。抑おさえきれない乱暴な口くち振ぶりが、言葉の端はし々ばしに感じられる。


　──この馬ば鹿か、カプセルのんでハイになってるわねっ。


　悪魔を目にするため、二階にいたディリエルもカプセルを飲用していた。そして悪魔戦を目まの当あたりにし、興こう奮ふんしているのだ。


　それだけではない。予想外のウィザードの強さに、仕留めれば大きな手て柄がらになるとわかったのだ。キメリエスの下に回されたディリエルには、他の第サ三ー世ド代・細セ胞ルのように敵組そ織しきとの争いで功こう績せきを立てる機会がない。日ひ頃ごろから功を焦あせるところがあった。


「ちょっと待って。手負いとはいえ、あの子はただ者じゃ──」


『わかってますよ。あなたは休んでてください』


　言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、引っ込んでろと言わんばかりの勢いきおいである。それっきり電話は切れてしまった。


「あの青あお二に才さい……」


　忌いま々いましく舌した打うちする。もう少し体力の回復を待ちたかったが、そうも言っていられないようだ。


　キメリエスは倉庫から外に出た。わずかな月明かりが、無人の倉庫街を冷たく照らしていた。





　　　　４





　軽い。あまりに軽い。その軽さが水原の心を一いつ層そうかき立てた。


　景はぐったりと消しよう耗もうしていたが、意識はまだしっかりしていた。浅い呼吸を繰くり返し、朦もう朧ろうとした眼まな差ざしを前方の闇やみに投げ掛かけている。


　水原は景の右みぎ腕うでを自分の肩に回していた。左腕は折れていた。足あし下もとが覚おぼ束つかないので、ほとんど抱えるようにして小走りに走っている。景の左ひだり脇わきを抱えた手には、湿しめった感かん触しよくがあった。汗ではなく血だ。だが、どこを負傷したのか、怪け我がの具合がどれほどなのか、朧おぼろ気げな月明かりでは判断がつかなかった。調べている余よ裕ゆうもなかった。


「馬鹿だな。なんで戻もどったんだ」


「…………」


「何も二人ふたりして敵に捕つかまることはないのに……もったいないことを」


「…………」


「どうしたんだ？　なんで黙だまってるのさ？　これじゃいつもと反対だ」


「……うるせえ」


　景がのどの奥おくで苦笑した。それから顔をしかめた。


「……痛いぞ。そんな乱暴に引っ張ぱるな」


「やかましい。テメエこそいつもの鉄面皮はどうした」


「たぶんパニックになってるんだ。ちょっと状じよう況きようの整理がついてないんだ」


「メーハクだろ、馬鹿。俺たちゃ嵌はめられたんだよっ」


　水原は前を向いたまま吐はき捨すてた。


　同時に、胸むねの中で叫さけんでいた。


　違ちがう。


　嵌められたのは、俺だ。


　偽にせの情じよう報ほうにまんまと踊おどらされた。他ほかの誰だれでもない、自分のミスだ。


　わきまえた風な顔で忠ちゆう告こくを口にしながら、実は何も見ていなかった。調子に乗って甘あまく見ていたのは、自分の方だったのだ。


　二人は倉庫街から離はなれ、雑ざつ草そうの茂しげる広大な空き地へと逃げ込んでいた。川が流れているのと反対方向だ。倉庫街へ進入したのとも違う方向である。


　スイバやイヌビエ。クズといった雑草が未み踏とうの地のように茂って行く手を遮さえぎっていた。雑草の丈たけはだいたい腰こしの高さまであり、それが延えん々えんと続いている。


　風が吹ふくたびに雑草がうねって乾かわいた音を立てていた。明かりに乏とぼしいため、夜の海をわたっている錯さつ覚かくを覚える。


　ずっと先の方にフェンスと格こう子し鉄線を照らす明かりが見えた。廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じようの建けん設せつ予定地だ。あそこまで逃げられれば、なんとかなるだろう。しかし道のりは遠い。


　──くそっ。空き倉庫に隠かくれてる方が良かったか？


　いや、駄だ目めだ。あの倉庫街は国道に至いたる出口を抑えられたら袋ふくろ小こう路じとなる。敵に応おう援えんを呼よばれたらそれまでである。


　──闇に紛まぎれて逃にげた方が、見つからない確かく率りつは高い。


　水原は雑草の海を懸けん命めいにかき分けて進んだ。大した距きよ離りではない。せいぜい一キロ……いや、八百メートルってところだ。昼間ならまったく問題ない距離だし、夜でも大した違いはあるまい。怪我人？　考えるな。とにかくあそこまで逃げ切るのが先決だ。


「……いつか、こうなることはわかっていた……」


　よろめき、いまにも倒たおれそうになって歩く景が、諦てい観かんの漂ただよう口調で言った。


「僕ぼくの悪あく魔まは諸もろ刃はの剣つるぎだ。満足な制せい御ぎよも利きかない状じよう態たいで乱らん用ようすれば、必ず痛い目に遭あう。そんなこと、少し考えればわかることだ。なのに僕は対たい策さくを怠おこたった。悪魔を狩かり出すことを優ゆう先せんさせて、都合の悪いことには目をつむっていた」


　それは己おのれの非ひを認みとめる告白だった。


　こんなときになって認めるのは反はん則そくだ。これが事前のミーティング時か何かなら、思い切り虚こ仮けにして、からかってやれるのに。


「駐ちゆう車しや場じようで君に忠告されたときが、最後のチャンスだったんだろうな。自じ業ごう自じ得とくだ」


　違う。そうじゃない。


　口まででかかった言葉を、水原はのみ込んだ。お前のせいじゃないなどと傷きずを舐なめ合ってみたところで、状況は好転しない。


「いーから黙って歩け。野や郎ろうを抱だきかかえる趣しゆ味みはねーんだ。俺は」


「……僕だって。男に寄よりかかるなんて不本意だよ」


「ほほう。まるで、女に寄りかかったことがあるような発言だな。根暗クン」


「あるさ」


　予想外の返答に、水原は思わず景の横顔を見た。


　景の目が遠くを見つめ、表情が優やさしいものになっている。水原は気がつかなかったが、その表情は、彼が駐車場でそうしたように、かつての自分をいまの自分が眺ながめているときの表情にそっくりだった。


　景にもまた、「過か去こ」と「現げん在ざい」を区切る運命の瞬しゆん間かんがあったのだ。


「……生意気だな。ガキのくせに」


「ガキはお互たがい様だろ。もっとも、下手に寄りかかると拳げん骨こつが飛んで来てたけどね」


　クスリと思い出し笑いをもらす。水原はいよいよ意外な思いで、この色々な表情を隠し持っているパートナーを眺めた。


　わずかな会話だったが、景の身体からだに力が戻ってきたようだった。足取りが次し第だいに復ふつ活かつしてきている。肉体的に負った傷も酷ひどいが、悪魔に襲おそわれた精せい神しん的ダメージの方が大きいのだろう。それが徐じよ々じよにではあるが回かい復ふくしているのだ。


「それにしても……強い」


　景はぼそっと口にした。


「あれが、第二世代細胞セカンド・セルか……」


　声に畏い怖ふの念がにじみ出ていた。景とて自分の悪オ魔ー持ナちーとしての実力には、相当の自負があったはずだ。それが叩たたきのめされたらしい。


　水原は気き遣づかう様子で、


「やっぱショックか？」


「まあね」


「だったら一ついいこと教えてやる。あれは第二世代細胞セカンド・セルの中でも特別だ。キメリエスの名前ぐらい、お前も聞いたことあるだろ。ベリアルに次ぐ、ネットの戦せん闘とう員いんナンバー２。四しのみ……『調停者』バールの懐ふところ刀がたなだぜ」


「……質しつ問もんしていいか？」


「情報屋に対して無ぶ粋すいだぜ」


「その、ナンバー２な懐刀に狙ねらわれてる事実の、どこがいいことなんだ？」


「それは……自分で考えろよ。それが現場の仕事だろ？」


　ぶっきらぼうに言う。


　景は呆あきれた様子で息を吐ついたが、それはどう見ても苦く笑しようを隠す仕草だった。


　二人の息づかいと雑ざつ草そうを踏ふみ分ける音。その二つだけが、広い空き地の、深い夜の闇やみに途と切ぎれることなく続いていた。


　ときおり、思い出したように水原が後方を振ふり返る。もうだいぶ倉庫街から離はなれていた。建けん設せつ予定地までの道のりの、ちょうど半分ぐらいを踏とう破はしている。


　ここまで来て、まだ追ってくる様子が見当たらないということは、空き倉庫や国道への道、もしくは川沿ぞいの県道といった、的外れな場所を探たん索さくしているのかもしれない。この付近は雑草が茂しげるばかりで、ろくに身を隠かくすところもないが、これだけ広く、しかもこの暗さだ。離れてしまえば簡かん単たんには見つけられないだろう。


　──よしっ。逃げ切ったかもしれねえぜ。


　水原はぐっと力強く笑い、満面に気色を浮うかべた。


　前方に視し線せんを戻もどす。闇の中、フェンスを照らす大型の外灯が見えた。はるか彼方かなたに点ともる灯台のようだった光が、いまは手に届とどく希望の明かりに思える。


「……そうだ忘わすれるところだった」


　と景が言った。


「なんだよ？」


「さっきの倉庫」


「それが？」


「『景っ。こっちだ！』」


「だから、それが何？」


「名前を呼よぶ奴やつがあるか。馬ば鹿か」


「……あ」


　水原がしまった、という顔をする。


　景はその様子を横目に見てニッと笑った。


　そのときだ。


　空き地の上空に火柱が立った。


「なんだ!?」


　花火が上がったように、当たりが光で照らされた。何事かと振り返る。


　火柱は、空き地に踏み入ってすぐの辺りから、空に向かって上がっていた。夜空を照らすサーチライトさながらに、ゆっくりと空き地全体を照らして回っている。


　火柱の立つ地面に、一人の男がいた。


「……悪オ魔ー持ナちーだ」


　景が感かん情じようを殺した声で言った。


　男はすぐに二人を発見した。火柱が消える。だが、一度見つかってしまえば身を隠すところがない空き地では見失いようもないだろう。


　水原は大きく息を吸すって止めた。両目をぎらつかせて、こちらを目指している男を見つめた。


　このペースでは追いつかれる。


「……水原。二手に分かれるぞ」


「……どういうことだ」


「どちらか一人ひとりは逃にげられる」


　──どちらか一人、だと？


　敵てきが追っているのは景だ。悪あく魔ま狩がりのウィザードが狙いなのであって、二手に分かれれば、男がどちらを追うかは火を見るより明らかだった。


　そして、辺りは暗く、足あし下もとに影かげはない。閃せん光こう弾だんも使い尽つくした。迫せまる敵と戦う術すべが、景には残されていなかった。


「君は優ゆう秀しゆうな情じよう報ほう屋やだった。運があったら、また頼たのむ」


　そう言って、景は水原の肩かたから腕うでを下ろした。その動作の途中で、辛つらそうに顔をしかめた。折った左腕を動かしたのだ。だが、泣き言はもらさなかった。


「じゃあな」


　景が背せを向ける。


「待てよ」


　水原が呼び止めた。


　景は一いつ瞬しゆん動きを止めたが、振り向かずそのまま行こうとした。水原は景の肩をつかんで、無む理り矢や理り引き留とめた。


「っ！　……痛いたいぞっ。さっさと行け」


「まあ聞け。一つ作戦を思いついた。現げん場ばの意見を聞かせてくれ」





　　　　◆◆◆◆◆





　見つけた。


　ディリエルは口をつり上げて凶きよう暴ぼうな笑みを刻きざんだ。


　雑草の中に飛び込こみ、まっすぐに二人の少年へ走り寄よる。


　──ようやく俺おれにもツキが回ってきたぜ……


　ディリエルはかつて、キメリエスとは違ちがうリーダーの下で働いていた。セルネットの黎れい明めい期きに活かつ躍やくした人物で、キメリエス同様、組そ織しき発はつ展てんのために戦った戦士である。ところが、そのリーダーがネットから去り、彼と親しかったキメリエスへと、ディリエルの身み柄がらが譲ゆずられたのだ。


　それ以来、ディリエルは長いこと不ふ遇ぐうをかこってきた。有力な攻こう撃げき型がた悪魔を持ちながら、それを活かす機会も与あたえられず、元は同じ立場だった細さい胞ぼう仲間が手て柄がらを挙げる中、組織の表おもて舞ぶ台たいから遠ざけられてきた。全すべてはあの変人、新たにリーダーとなったキメリエスのせいだ。


　奴がセルネットで名を馳はせたのは、もう過か去この話だった。時代は変わった。執行細胞フアースト・セルが組織運うん営えいから身を退ひき、新たに結成したIXＣナイン・シーが実じつ権けんを握にぎるいまとなっては、かつての功労者の下にいることは、将しよう来らいのマイナスにしかならなかった。


　そもそも、IXＣナイン・シー結成が決まった混こん乱らん時じに、組織の中ちゆう枢すうから離はなれていたのが痛つう恨こんだ。あのゴタゴタでは、元からいた第二世代細胞セカンド・セルメンバーが大挙して引いん退たいし、変わりにたまたまその場に居い合あわせた人間が、ごり押おしを通して支し配はい者しやの座ざにありついたのである。かつて自分と同等のキャリアを積み、競きそい合った仲間は、いまでは組織を支配する側の一人として『ケルベロス』などと大たい層そうなコードネームを名乗っている。


　それに比くらべて、自分はどうだ？


　キメリエスなどという落ち目に、自分の意い志しでなく従したがわされたばかりに、いまだにこうしてガキ一人を排はい除じよするため、奔ほん走そうさせられている有様だ。これほど納なつ得とくのいかない話はない。


　──だが……


　今度の件けんで、彼の不幸は取り除のぞかれるはずだった。


　彼が密ひそかに内通しているIXＣナイン・シーの有力者カークとは、すでに約束を取り付けている。彼がキメリエスを出し抜ぬいて悪魔狩りのウィザードを排除すれば、キメリエスに圧あつ力りよくをかけて引退へ追いやり、代わって彼をIXＣナイン・シーの座につけてくれるのだ。


　カークは邪じや魔まなキメリエスを退しりぞけ、彼は栄光への階かい段だんを一歩上る。双そう方ほうにとって有ゆう益えきな取り引きだった。


　これでようやく、彼は彼本来に相応ふさわしい覇は道どうへと足を進めることになるのだ。


　──しかも、上う手まいことにあのガキは弱ってる。


　二人ふたりの悪魔戦をのぞき見たディリエルは、そのハイレベルな戦いぶりに度ど肝ぎもを抜かれていた。


　悪魔狩りの噂うわさなど尾おひれがついたものと決めつけていたが、あれほど強力な悪魔など他ほかには見たことがない。直ちよく接せつの上司であるキメリエスにせよ、悪魔戦に立ち会ったことはあっても、その真の力がどのようなものか、目まの当あたりにしたのは初めてだった。


　腹はら立だたしいが、もし頭からやり合っていれば、ウィザードにもキメリエスにも、自分は到とう底てい敵かなわないだろう。


　特にウィザードだ。拙まずいことにディリエルの操あやつる悪魔は、火トカゲ──サラマンダーなのである。攻撃力は高いが、光をともなうため、影かげを操るウィザードとは相あい性しようが悪かったのだ。


　──それがどうだ？　邪魔な二人は互たがいに潰つぶし合って、どっちも満まん身しん創そう痍いときた。


　笑いが止まらないとはこのことだ。キメリエスはさっき、ディリエルがカプセルをのんでハイになっていると見抜いたが、理由はそれだけではない。彼が目もく論ろんでいた以上に願ってもない展てん開かいになったからこそ浮うかれていたのだ。


　いまならワケもなく始末できる。


　未来の展望を約束するトロフィーを、この手で直接もぎ取ってやるのだ。


　ディリエルは走りながらさらにカプセルをのんだ。


　ゴキゲンなスパークが頭の中で弾はじけ回った。


「はっ。ふはははっ！」


　気付かぬうちに笑い声を上げながら、ディリエルは哀あわれな獲え物ものへと走り続けた。


　すると、前方でもたついていたガキどもが、二手に分かれて逃にげ始はじめた。一人は真まっ直すぐに建けん設せつ予定地へ。もう一人は左に折れた。国道のある方角だ。


「ケッ。諦あきらめの悪いガキどもだぜ」


　二人のうち片かた方ほうはウィザード。もう片方はキメリエスが言うところの裏うら切ぎり者の情じよう報ほう屋やだ。


　ディリエルの狙ねらいはもちろんウィザードである。裏切り者を放置するのも気にくわないが、そっちは所しよ詮せんおまけだ。


　ディリエルはさっき倉庫で見たウィザードの姿すがたを思い出した。奴やつは、やけにぶかぶかしたフード付きの青いコートを着ていた。それは、ウィザードが悪あく魔ま狩がりを行うときのコスチュームである。


　青いコートは建設予定地を目指していた。


　──よしっ。


　せめてもの情なさけだ。もう一人の方は見み逃のがしてやろう。ディリエルは寛かん大だいな気持ちになって標的を定め、走り出した。


　ウィザードは後ろを振ふり返ろうともせずに、必死になってフェンスを目指していた。ディリエルも後を追うが、なかなか距きよ離りが詰つまらない。


　──ちいっ。意外にしぶとい……


　悪魔で攻こう撃げきするか？　そう考えたディリエルは、サラマンダーを召しよう喚かんしようとした。が……


　──待てっ！　奴は負ふ傷しようしてたはずだぞ。あんな全力疾しつ走そうができるか？


　ディリエルは慌あわてて足を止めた。


　走り去る背せ中なかを注ちゆう視しする。倉庫で見たウィザードは、あんなに長身だっただろうか？　コートのサイズだって、もっとアンバランスではなかったか？


　そこまで考えて、ディリエルはようやく自分が一いつ杯ぱい食わされたことに気が付いた。青いコートだけを着き替がえたのだ。あれは囮おとりだ。


「くそっ。ガキどもっ！」


　ディリエルは再ふたたびサラマンダーを召喚した。長い首と尾おを持つ、全長三メートルの大トカゲが姿を顕けん現げんさせた。全身が冷えた溶よう岩がんに覆おおわれ、眼がん孔こうや鼻孔から燃もえ盛さかる火か炎えんが噴ふき出していた。


　主あるじの命を受け、サラマンダーは再び夜空に向かって炎ほのおを噴き上げた。


　火柱が天を焦こがし、辺りが昼間のように明るくなる。


「見つけたぜっ」


　国道目指して逃げた少年の姿があった。コートを着ている方と違ちがい、まだろくに前進すらできていない。


　小こ柄がらで華きや奢しやな体つき。間違いなく、こっちがウィザードだ。


「舐なめやがってっ」


　ディリエルは本物のウィザードを追った。


　追いつくのは、あっという間だった。追っ手に気付いたウィザードが、思わず後ろを振り返った。間違いない。あのガキだ。


「待ちなっ。逃げても無む駄だだぜ！」


　叫さけんで追い縋すがる。よたよたと逃げるウィザードが、二度三度こちらを振り返った。


　目に恐きよう怖ふは見られないが、顔は緊きん張ちようで強こわ張ばっていた。左ひだり腕うでを庇かばうように走っている。やはり怪け我がをしているのだ。ウィザードの背中がどんどん近づいてくる。もう手を伸のばせば届とどく。


　ディリエルはウィザードの襟えりをつかんだ。


　ウィザードは抵てい抗こうしてディリエルの手を振り払はらった。だが、その勢いきおいで足をもつれさせ、雑ざつ草そうの上へ転てん倒とうした。


「よーし、観念しな」


　ディリエルが息をついて言った。


　ウィザードはふらつきながら立ち上がった。


　向かい合ってみると本当に子こ供どもだった。だが、生意気そうな目をしている。そうだ。外見に騙だまされてはいけない。年が低かろうと、こいつはセルネットの構こう成せい員いんを幾いく人にんも狩ってきた筋すじ金がね入りのジャンキーなのだ。


「どうだ。え？　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいって気分はよ？　せっかくだから感想を聞かせてくれよ？」


「…………」


「おいおい。シカトはねえだろ？　さっきは危あやうく騙されるところだった。よくねーぜ。ああいうの。お友達に悪いだろ？」


　ディリエルが揶や揄ゆしても、ウィザードは挑ちよう発はつに乗らなかった。無言のままディリエルの威い圧あつを跳はね返している。


　ジャンキーだというのに、曲がったところのない目をしていた。全すべてを淡たん々たんと受け入れる人間の目だ。しかも、受け入れながら流されない。窮きゆう状じようを認みとめた上でなお、諦めることを良しとしない者が持つ目の輝かがやきだった。


　生意気なガキだ。


　カプセルで自じ制せいの利きかなくなった頭が、よく考えるより先に手を出していた。右足が跳ね上がってウィザードの胴どう体たいにめり込む。柔やわそうな身体からだがわけもなく地面に崩くずれた。


　ディリエルは、ケッと鼻を鳴らした。この期ごに及およんで悲鳴の一つも上げない少年が、気にくわなかった。


「テメエの目的だのなんだの、色々聞いときたいことがあったんだが……いいだろう。そこら辺は適てき当とうに話作っとくさ。強ごう情じようそうなクソガキだ。いちいち口割わらすのもめんどくせえ」


　ディリエルはサラマンダーを召喚した。悪あく魔まは主の傍かたわらに立つと、その長い首を持ち上げ、獲え物ものとなる少年を見み据すえた。


　景は尻しり餅もちをついたまま、ジリジリと後ろに下がった。ディリエルは悪戯いたずらに追わない。多少距離が空いたところで、何一つ問題にはならない。


「火は噴くなよ。こちらの戦士殿どのは、光を浴びるとパワーアップなされるからな」


　口では軽口を叩たたきつつも、ディリエルは、いざ悪魔を操あやつる段だんになると、冷静さを取り戻もどしていた。彼とて伊だ達てに第サ三ー世ド代・細セ胞ルに籍せきを置いているわけではないのだ。


　──注意すべきは例の閃せん光こう弾だんもどき。つっても、コート脱ぬいだいまの格かつ好こうを見る限かぎり、これ以上ネタを隠かくしてるようには見えねえがな。


　ディリエルは最後にウィザードに声をかけた。


「恨うらみはねえ。むしろ感かん謝しやしてるんだぜ？　何しろ、俺の未来を切り開く鍵かぎになってくれたんだからな。どうだ？　最後に何か言いたいことがあれば聞いてやるぜ？」


　返事は期待していなかった。


　が、ウィザードは口を開けた。


「百メートルが十二秒七なんだそうだ」


「……なんだと？」


「だから、あと十秒ぐらい待ってくれないか？」


　わけがわからず、ディリエルは怪け訝げんな目を向けた。カプセルの影えい響きよう、あるいは恐怖の余あまり不ふ可か解かいな発言をしているようには見えない。


「どういう意味……」


　答えはすぐにわかった。


　突とつ然ぜん、ディリエルたちがいる空き地の周辺が、光に照らし出されたのだ。


「なっ……！」


　光は──廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じようの建けん設せつ予定地から投げ掛かけられていた。フェンスを照らしていた大型の外灯だ。いまその外灯の強い光が、フェンスではなく、空き地に向かって放たれている。


　──囮おとり役やくのガキ！


　処理場に向かって逃にげた少年だ。あの少年がフェンスによじ登って、上に設置されていた外灯の向きを変えたのだ。


「だから二手に分かれて……！」


　巨きよ大だいな悪魔の気配がした。ディリエルは弾はじかれたように振ふり向いた。


　目の前に〝影かげ〟が立っていた。


　二階の事じ務む室しつから盗ぬすみ見していたときとは訳わけが違ちがう。直ちよく接せつ叩き付けられてくる圧あつ倒とう的な闘とう志しの前に、ディリエルは言葉を失った。


「最後に何か言いたいことは？」


　ウィザードが冷淡に尋たずねる。


　ディリエルの口からは悲鳴しか出なかった。





　　　　◆◆◆◆◆





　大きく息を吸すい、崩れるように吐はき出す。


　景は目を閉とじて空を仰あおいだ。


　ほてった身体に夜風が優やさしい。傷きずは痛いたんだが、その痛みにも勝利のあとでは乙おつな味わいがあった。


　処理場の方から、遠く水原の叫さけび声が届とどいた。景は振り返り、折れていない方の腕うでを大きく振った。


　この作戦は水原の立案だった。一いちか八ばちかの危き険けんな賭かけだったが、反はん撃げきへの手がかりは、半ば諦あきらめていた自分の目を覚ましてくれた。おかげで追い縋すがる敵てきを返り討うちにできたのだ。


　囮を演えんじることを思いついたのも水原だった。追っ手が景を追えば、水原が外灯を動かす。囮と気付かずに水原を追えば、景が逆ぎやく戻もどりして外灯の光の中へと戻ってくる手て筈はずだった。それは、悪魔を持たない彼にとって巨大なリスクだったはずだ。


　──なんでなんだろうな……あいつ。


　倉庫でも、空き地でも、水原は景を置いて逃げようと思えばそうできたのだ。景とて、水原が先に逃げたところで恨みには思わなかっただろう。


　自分たちの関係は、馴なれ合いの友情ごっこではない。アンダーグラウンドにおける連帯とは、そんな甘あまえた関係ではないのだ。


　なのに……


　ふっと微び苦く笑しようして景は首を振った。


　そうだ。自分たちの関係は、そんな甘えた頼たより合いではない。水原にどんな思おも惑わくがあって危険を冒おかしたのか。そんな推すい測そくをしてみても意味はない。彼が自分で決め、行動したことなのだ。


　借りが一つ。


　要はそれだけのことだ。


　水原がフェンスを降おりてこちらに向かってくる。景はよろめきながら、彼の方に歩き始めた。


「馬ば鹿かな子よね……」


　背はい後ごから声が聞こえた。


　振り返る。


　そこには、やっと追いついたキメリエスが立っていて、茂しげみに倒たおれ伏ふした自分の部下を見つめていた。


「…………」


　景は唇くちびるを嚙かみしめた。


　とっさにわき起こってくる怒いかりと失意を、意志と誇ほこりでねじ伏せた。


　疲つかれ果てた身体からだから気力を振り絞しぼる。あごから首くび筋すじ、肩かたから両腕、胸むねから両足へと、ゆっくり力を循じゆん環かんさせていく。


　カプセルを取り出し、口に入れた。


　影はできている。


　諦てい観かんは去った。


　自分はまだ、戦える。


　キメリエスが面おもてを上げた。部下への哀あわれみと自じ嘲ちようの混まじった、悲しい目をしていた。


「第二ラウンド……いくわよ？」


　景は無言で頷うなずいた。





　　　　５





「景！」


　水原が駆かけ寄よったとき、そこではすでに死し闘とうが繰くり広げられていた。


　斜ななめに差し込こむ人工の光。腰こしから下を埋うめる草の海。その中に立って、二人の戦士が力を競きそっていた。


　カプセルをのんだ水原の目には、彼らが操あやつる悪あく魔まの姿すがたも映うつった。


　荒あらぶる黒い鬼おにと、その周囲を飛び交かう数十の赤い狐きつね火び。


　鬼は声なき咆ほう吼こうを放ち、雷いかずちの速さで敵を切り裂さいた。火のように果か敢かんに喰くらい付き、大地を揺ゆるがして風を乱みだした。


　狐火は自じ在ざいにその姿を変え、間かん断だんなく敵を襲おそった。あるときは竜りゆうに、次の瞬しゆん間かんは鎖くさりに、そして空を覆おおう津つ波なみと化して、激げきする鬼を翻ほん弄ろうした。


　互たがいに刃は先さきを重ねての凌しのぎ合い。圧あつ力りよくと圧力の乱らん舞ぶ。


　景とキメリエスは、隙すきとも見えぬ一瞬の緩ゆるみを、ゼロ距きよ離り間かんで探さぐり合っていた。呼こ吸きゆうの切れ目をこじ開け、眼がん孔こうの死角にねじ込んだ。幾いく層そうにも偽ぎ装そうしたフェイントを仕し掛かけ、技わざと技の絡からみ合う先に罠わなを仕掛けて敵を誘さそった。
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　両者は全身全ぜん霊れいで戦っていた。力と意志とが渦うずを巻まいて、見事な均きん衡こうを保たもっていた。


　水原は立ち尽つくした。もはや声も出なかった。


　──こいつら……


　こいつらは、なんて奴らなのだ。


　水原は打たれように目の前の光景に見入っていた。


　これが悪魔戦。悪魔を召しよう喚かんして粋いきがっている悪バ魔カ持どちもとは違う、悪魔使いたちの悪魔戦なのだ。


　景が仕掛けた。


〝影かげ〟が実体を取るのをやめ、草むらに落ちた景の影に潜もぐり込んだ。その景の影が物理法ほう則そくを無む視しして伸のびる。草むらに映った〝影〟のシルエットが、両りよう腕うでを鷲わしのように広げつつキメリエスに迫せまった。


　キメリエスが手を前方に差し出す。繊せん細さいな指が空中の鍵けん盤ばんを弾はじくように動く。


　浮ふ遊ゆうしていた狐火たちが、瞬間猫ねこの姿に戻もどった。かと思うと、再ふたたび鋭するどい礫つぶてとなって、銃じゆう弾だんのように〝影〟に降ふり注いだ。


　赤い爆ばく撃げきが大地を乱打する。


　だが〝影〟の動きは止まらない。すべらかに、音もなく近づいてキメリエスへと腕を伸ばす。


　クッ、とキメリエスがのどの奥おくで笑った。


　残っていた猫たちが、主の周囲に駆け寄って弾けた。弾だん幕まくを引いたように、赤い霞かすみがパッと広がる。ほとんど同時に、〝影〟が攻こう撃げきを仕掛ける。


　流れる影が隆りゆう起きした。高速で迫る水すい雷らいが海面に頭をのぞかせる。


　飛び出ると同時に実体化した鉤かぎ爪づめが、キメリエスの細い身体を捉とらえた。


　だが、攻撃を受けた途と端たんに、錐きりのような笑えみを浮うかべたまま、キメリエスの肉体は霧む散さんした。


　ダミーだ。弾幕を張はったとき、悪魔を己おのれの姿に変えて入れ替かわったのである。


　茂しげみに身を伏ふせたキメリエスが、ざっ、と草を散らしながら立ち上がった。


　視線は景に向いている。その視線に導みちびかれて、一匹ぴきの猫が──続いて、二匹目、三匹目の猫たちが、空から地から襲いかかった。


　景の目が、ぎらりと光る。


　身を翻ひるがえす。一匹目の攻撃を間かん一いつ髪ぱつ回かい避ひした。二匹目は無理だった。景の身体がもんどり打って草むらに沈しずんだ。


　水原が息を呑のむ眼前で、三匹目が景に飛びかかる。だが、猫が口を開け牙きばを剝むいたところで、駆けつけた〝影〟の一撃が、猫を跡あと形かたもなく粉ふん砕さいした。


　景は一回転して反動のまま飛び起きる。負ふ傷しようしているとは信じられない動きだった。カプセルで傷きずの痛いたみが麻ま痺ひし、闇やみの力が体力を補おぎなっているのだ。


　二人の悪魔使いと二匹の悪魔は、再び対たい峙じして正面からぶつかり合った。


　見る者に極度の緊きん張ちようと疲ひ労ろうを強しいる、気の遠くなりそうな戦いだった。


　水原には悪魔戦の良よし悪わるしなどわからない。だが、それでも両者の力は拮きつ抗こうして見えた。このまま夜明けまで戦い続けそうな勢いきおいだ。


　そして、水原はそれを見たいと思った。


　勝ち負けや打算を超ちよう越えつした感かん情じようが、この戦いを──二人ふたりの優すぐれた戦士が奏かなでる、この世のものでない幻げん想そう的な戦いを、できる限かぎり見続けていたいと思った。


　だが、そんな水原の妖あやしい願いは、無ぶ粋すいな乱入者によって閉とざされた。


「アァアアッ！」


　獣けものじみた声に呼よばれ、もう一匹の悪魔が召喚された。


　サラマンダーだ。


「クソッタレッ。クソッタレがあ！」


　ディリエルだった。意い識しきを取り戻したらしい。しかし、宙ちゆうをにらみつける彼の両目は、とても正気の者の目には見えなかった。


「こいつまさか……」


　バッドトリップだ。


　あまりに異い様ような様相に、水原が青ざめて身を引いた。それが拙まずかった。怖おじ気けづいた様子が幻覚に狂くるわされたディリエルの注意を引いたのだ。


　ディリエルが水原を視界に入れた。彼の内側を焦こがしていた憎ぞう悪おが、噴ふん出しゆつの対象を見つけた。


「死ねオラぁっ！」


　唾つばを飛ばしてがなり立てる。


　呼こ応おうしてサラマンダーが地を蹴けった。開いたあぎとから炎ほのおが見えた。


「おやめっ、ディリエル！」


　キメリエスが叫さけぶ。その叫び声がやけに遠く聞こえた。


　そしてもう一つの叫び声──





　　　　◆◆◆◆◆





「水原ぁ！」


　景は絶ぜつ叫きようした。


　頭の中が白光に染そまった。


　その瞬しゆん間かん、〝影かげ〟がかつてない動きを見せた。


　剝き出しの魂たましいが発した、原始的な感情の鞭むち。その鞭に打たれた悪あく魔まが、下された厳げん命めいだけを帯びて、主の制せい御ぎよから完全に離はなれたのだ。


　それは、景が己おのれの悪魔の手た綱づなを完全に手離した、生しよう涯がいただ二度の──その最初の瞬間だった。


〝影〟は一発の弾丸と化した。


　一息に距きよ離りを詰つめ、掬すくい上げる一撃をサラマンダーの胴どうに叩たたき込んだ。


　打たれた悪魔は一ひと溜たまりもなかった。下からの一撃で体が浮き上がることすらなく、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。


〝影〟が吼ほえた。


　戦いくさの興こう奮ふんに酔よった、歓かん喜きの雄お叫たけびだった。


　打ち砕いた悪魔の返り血を全身に浴び、〝影〟は次なる獲え物ものを求めた。真っ先に標的になったのは、景と同じくサラマンダーを止めようと駆かけつけていたキメリエスの悪魔たちだ。十指に余あまる数の赤い猫ねこが、文字通り瞬殺された。致ち死し量りように近いダメージが襲おそいかかり、キメリエスが糸の切れた糸吊り人形マリオネツトのように倒たおれた。「カハッ」と血を吐はく。辛かろうじて意識は残ったが、それで残りの猫たちがすべて姿すがたを消した。


　戦場から悪魔が消えた。


　だが、〝影〟はまだ満足していなかった。


　仮か面めんの奥おくで明めい滅めつする狂った眼がん光こう。


　その、視線が、すぐ側そばに、無む防ぼう備びに立っていた、人間の少年を視し界かいに捉とらえた。


　止よせ、と景。


　水原が鬼おにを見上げて息を飲む。


　景は、〝影〟が自分の意い志しからかけ離れたところで、ゆらりと腕うでを掲かかげるのを目にした。


　シンクロもクソもない。


　景と〝影〟は、いま完全に切り離されている。


〝影〟が振ふり上げた腕の先で、鉤かぎ爪づめが鈍にぶく光った。すでに何匹もの悪魔の血を吸すった鉤爪。その鉤爪が次の標的へと標ひよう準じゆんを据すえる。


　景の精せい神しんは目の前の現げん実じつを拒きよ否ひしようとした。意識が遠のき、思考が深い霧きりに包まれた。


　だが、意識が暗転する直前、景の中の何か──彼が本来持っている、悪魔やカプセルとは関係のない「強さ」が、絶望しかかった己の怠たい惰だを大たい喝かつした。


　脳のう裏りで思考が爆ばく発はつする。


　思考の爆発が連れん鎖さする。


　それは論ろん理りを伴ともなった思考というよりは、「勘かん」や「センス」や、「第六感」といった領りよう域いきに属ぞくする思考だった。


　暴ぼう走そうする〝影〟。己の弱点。水原の声。音と映えい像ぞうが攪かく拌はんされる。


　制御が利かねえなんてーんじゃ──赤い猫が──僕ぼくが努力してないとでも──炎えん上じようするバイクの──次の瞬間には──長い尾おが緩ゆるやかに──幻覚？──そんな弱点抱かかえてちゃ──化けるのよ──一つ作戦を思いついた──赤い濃のう厚こうな霞かすみのように──抱だきかかえる趣しゆ味みはねーんだ──悪魔の外見に惑まどわされず──ナイフ──ロープ状じように──一いつ緒しよに考えようぜ？──ひざまずく姿を目にしたのは──指し示じを出したの──その本ほん質しつまでを完かん璧ぺきに──多芸だよな──硬かたいコンクリートに──ただ足あ搔がき、疲ひ労ろうだけを──分ぶん解かいした力を加工し──中でも特別だ──逃にげようと思えばそうできた──制御下に置いて初めてできる──なんでなんだろうな──〝影〟の力を受け流しながら──形はどうあれ、これで──おら。来いっ──


　ハッ、と理解が弾はじけた。


　──分解した力を加工し、自じ在ざいに使し役えきしているのである。


　──形はどうあれ、これで〝影〟の暴走が止まった。


　無む意い識しきに右腕が伸のびた。


　意識を自らの内面へとダイブさせる。


　魂の奥に眠ねむるイメージ。古びた一いち枚まいの《ドア》。


　景の影が波打った。


　遥はるか天空で舞まう天使が、白銀の弓から放った矢のように。景の影の、伸ばした腕の部分から、細い──しかし強くしなやかな一本のラインが走り出た。


　黒い、影でできたワイヤー。


　ワイヤーは瞬またたく間にその本数を増ふやし、草むらの上を高速で走って〝影〟に接せつ触しよくした。接触したあとは〝影かげ〟の甲かつ冑ちゆうの表面に移い動どうし、するすると巻まき付きながら、腕に、首に、何重にもなって絡からみついた。


　そして、その細さからは想そう像ぞうもできない力で、攻こう撃げき態たい勢せいに入っていた〝影〟を締しめ上げた。


　遠のいていた音が戻もどり、どっと周りの時間が流れ出した。


　動きを妨さまたげられた〝影〟が、怒いかり狂くるって暴あばれ出した。


　その動きがワイヤーを伝って景に感じ取れた。


「あっ！」


　景は慌あわてて右手を握にぎり締しめた。連動して、その下に落ちた影も拳こぶしを握る。


　すると、ワイヤーの手て応ごたえが感じ取れた。


　まるで影の感触が伝わってきているようだった。鎖くさりに繫つながれた猛もう獣じゆうの、荒あら々あらしい力がダイレクトに伝わってくる。指が千切れそうな力だった。


　──くそおっ！


　景は死に物狂いでワイヤーを握り締めた。ワイヤーは影に過すぎない。たとえ感触があるとしても、物理的な力が影えい響きようを及およぼすとは思えなかった。


　だが、そうすることでどれほどの効こう果かがあるにせよ、景はその手を放す気はなかった。


　ワイヤーで雁がん字じ搦がらめにされた〝影〟は、網あみにかかったシャチのように暴れ狂った。己の主でありながら、己の身を拘こう束そくする景に向かって、激はげしい感かん情じようの束が叩たたき付けられてきた。


　不満。怒り。欲よく望ぼう。敵てき意い。


「黙だまれ！」


　景は〝影〟に向かって叫さけんだ。


「僕はお前の主だっ。逆さからうことは許ゆるさない！」


　憤ふん怒ぬの波動が返ってきた。抵てい抗こうが激しさを増ました。


〝影〟の身体からだが膨ふくれあがる。その内ない圧あつが、彼を縛しばるワイヤーをいまにも弾き飛ばそうとしていた。


　──くうぅ……


　折れた左ひだり腕うでが脳裏に痛いたみを突つき刺さしてくる。全力を傾かたむけた悪あく魔ま戦せんが、景の心身からあるゆる力を吸すい尽つくしていた。乾かわききった身体が、〝影〟の抵抗に砕くだけそうになる。


　景は必死に踏ふん張ばった。


　持ちこたえる。持ちこたえてみせる。どうにかすると、そう請うけ負ったのだ。


「聞け」


　景は声を振ふり絞しぼった。


「僕はお前の主だ」


　ワイヤーが引っ張られる。指が切れそうに痛い。


「僕の魂たましいがお前を産んだ」


　ギリギリとプレッシャーが増ぞう加かしていく。


「お前の力、お前の闘とう志し、すべては僕の中に根を張るものだ。お前がどれだけ強かろうと、僕は、もっと、強い！」


　怒ど濤とうのような反感が打ち寄よせてきた。身体が吹ふき飛ばされそうになる。だが〝影〟の反抗は、景に恐きよう怖ふではなく怒りをもたらした。


「いい加か減げんにしろっ。いつまで駄だ々だをこねてやがる！」


　景が激げきした。


　頑がん迷めいだった怒りと反感が、ほんのわずかに揺ゆらいだ。


「わかるはずだぞっ。お前は僕なしに存そん在ざいできない。お前は僕の『影』なんだ！」


　フッ、と。


　張り詰つめていたワイヤーが緩ゆるんだ。景はすかさずワイヤーを操あやつって〝影〟の動きを封ふうじる。しかし力ちから任まかせにではない。あるときは緩やかに。あるときは鋭するどく。〝影〟の呼こ吸きゆうに合わせるように、ワイヤーの力と〝影〟の動きをシンクロさせた。


　そうだ。悪魔の制せい御ぎよ。力だけではない。乗りこなすのだ。


「いいか」と、景は子こ供どもに言い聞かせるように話しかけた。


「僕たちは同じ根を持っている。僕たちは二つで一つだ。お前が敵を求めるように、僕はお前の力を欲ほつしている。お前が必要だ。僕の支し配はいを受け入れろ。僕はお前を、いまよりもっと強くしてやる。お前が気付いていない力を引き出してみせてやる」


〝影〟はまだぐずついていた。しかしその抵抗は次し第だいに弱まっていった。


　戸と惑まどいながらも獅し子しが腰こしを下ろすように、内ない蔵ぞうした力はそのままに、〝影〟は構かまえを解といた。


　景はワイヤーを手放した。


　背せ筋すじを伸ばして立ち、胸むねを張って悪魔と向き合う。


「僕の悪魔よ。いまこそ僕の剣けんとなれ──」


〝影〟が実体を解いて地面に潜もぐった。


　そして、するすると景の側そばに近寄ると、そのまま足あし下もとに落ちた影の中へと、吸い込こまれるように潜り込んだ。





　景はぐったりとしゃがみ込んだ。


　これ以上、もう何も考えたくなかった。


　風が吹き、雑ざつ草そうが揺れる。その風の中に、口笛の音が混まじった。かすれ、強こわ張ばっていたが、その口笛は太ふて々ぶてしい響ひびきで胸に響いた。


　顔を上げる。


　水原がこちらを見ていた。


「お見事。魔法使い」


　黙って笑う。もはや何を取り繕つくろう気力もない。


「助かったぜ。さすがに、相あい棒ぼうの悪魔に喰くわれたんじゃ格かつ好こうがつかねえもんな」


「ああ。僕もおかげで腹はらを壊こわさずにすむ」


「いやいや。背が伸のびてたかもしれねえぜ？」


　水原がぐっと背伸びしてみせた。


　彼が無理をしているのは、すぐにわかった。悪魔も持たない一いつ般ぱんユーザーが、激げき戦せんの中に身を置き、悪魔に襲おそわれかけたのだ。味わった恐怖とストレスがどれほどのものなのか、悪オ魔ー持ナちーである景には想そう像ぞうもつかない。


　しかし、水原はこの場に留とどまって行く末を見み届とどけた。もし景が〝影〟の制御に失敗すれば、真っ先に襲われ、犠ぎ牲せいになると知りながら。並なみの胆たん力りよくでできることではない。


　──まったく。


　景は微かすかに苦く笑しようした。


　この男はまたしても逃にげなかった。たまげた情じよう報ほう屋やもいたものだと思う。


　それから、景は思い出して周囲を見回した。


「キメリエスは？」


「え？」


　水原も慌あわてて辺りを見回す。


　キメリエスの姿すがたは消えていた。彼だけではない。ディリエルまで連れ去られている。


「くそっ。うっかりしてた」


　水原が髪かみの毛をかき回して悪あく態たいをついた。対して景は冷静につぶやいた。


「なぜ攻こう撃げきしてこなかったんだろう。僕はさっき隙すきだらけだったのに……」


　キメリエスは大きなダメージを負ったが、まだ意い識しきを失っていなかった。一匹ぴきでいい。もう一度悪魔を召しよう喚かんして攻撃していれば、景は反撃もできずに倒たおされていたはずだ。


「まいったな。どうする？　いまなら野や郎ろうの方がダメージでかいかもしれねえぜ？　見つけ出して……」


「勘かん弁べんしてくれ。無理だ」


　景は力無く首を振ふった。水原も苦笑して「だな」と肩かたを竦すくめる。キメリエスはこの場から去ったのだ。向こうもこれ以上戦うつもりはあるまい。


「今こん晩ばんはお開きにすっか。あとのことは……明日考えようぜ」


　軽い口調で言って片かた目めをつぶる。


　景は心から同意した。


　いまはただ、悩なやみ多き明あ日すのあることを喜ぶだけだ。





　　　　◆◆◆◆◆





「終わったみたいね……」


　倉庫街まで逃げ戻もどったキメリエスは、意識のないディリエルを抱かかえたまま、空き地の方を見てつぶやいた。


　猛たけ々だけしかった悪あく魔まの波動が、怒いかりを収おさめて召喚者の支配下に戻る。その過か程ていは、これだけ離はなれた場所にいても、はっきりと見て取れた。


　──すごい子が出てきたものね……


　キメリエスは感かん嘆たんして息をつく。


　攻撃しようと思えばできた。だがそんな気になれなかった。組そ織しきの意い志しに背そむいてしまったが、やる気にならなかったのだから仕方がない。


　──それに……


　もう一人ひとりの少年。あの少年の勇気も眩まぶしいほどだった。


　仲間を助けるため倉庫に戻ったこと。ディリエルの追撃を躱かわす囮おとりを買って出たこと。自分とウィザードの死し闘とうを、恐おそれることなく見守ったこと。そして、暴ぼう走そうする悪魔に身を晒さらし、仲間を信じて動かなかったこと。


　向こう見ずだと思う。考えが足りないし、未み熟じゆくで無む鉄てつ砲ぽうだとよくわかっている。それでも、そんなことはクソ食くらえだった。


　カプセルユーザーの争そう乱らん期き。乱立する悪オ魔ー持ナちーグループの争いの中で、幾いくつもの不実と裏うら切ぎりを目まの当あたりにしてきた。勝つためならどんな汚きたない真ま似ねでもするという連中が山ほどいたし、事実、考えつくあらゆる奸かん計けいが仕し掛かけられた。憎にくしみと欲よく望ぼうがごった返す中を、さらなる憎しみと欲望を吐はき出しながら、誰だれしもが泳いでいたのだ。


　だが、そんな時代だからこそ、信しん頼らいできる仲間や、共に戦える戦友は、宝ほう石せきのように貴き重ちようだった。


　裏切りが当然のようにまかり通っていたからこそ、裏切らないということが至し高こうの価か値ちを持って燦さん然ぜんと輝かがやいていた。


　そして、当時のセルネット──いや、『無む慈じ悲ひな女王』こそは、キメリエスにとって、まさにそれらの象しよう徴ちようだった。


『無慈悲な女王』は争いに荷か担たんしないユーザー間の情報ネットワークだ。そして、そうした体てい裁さいを持つからこそ、それを整せい備びするために働く上位の細さい胞ぼうには、あらゆる困こん難なんとトラブルが立ち塞ふさがっていた。


　他のグループとの衝しよう突とつはもちろん、下部細胞の不始末の処しよ理りや、顔が見えないシステムゆえの不信感。それがある程てい度ど解かい決けつして組織が形を整え出すと、今度はそのシステムを併へい呑どんしようとする集しゆう団だんから、度たび重かさなる攻撃を受けた。キメリエスは組織の一員として、仲間とともにそれを撃げき退たいし続けたのだ。


　変わり者や偏へん屈くつ者しやばかりが集まった集団だったが、『指し導どう者しや』ベルゼブブの人望の下、確たしかな統とう制せいが取れた集団だった。固い絆きずなで結ばれていたというわけではない。馴なれ合うのではなく、互たがいが夢ゆめ見みた居い場ば所しよを作るため、力を寄よせ集めて戦ったのだ。世間からはみ出した夜の住人にだって、見る夢はあるし、自分のいる場所を求める心はある。


　いまアンダーグラウンドからは熱が去りつつある。これからは組織の規き模ぼが優ゆう劣れつを決し、氷の論ろん理りが抗こう争そうを制するようになるだろう。あんな青あお臭くさい少年二人ふたりが、生き延のびられるとは到とう底てい思えない。


　それでも──


　その芽を自分が摘つむことは、キメリエスにはできなかった。


「まあいいじゃない。ロマンに倒たおれるのも人生よ。どこまで保もつかわかったもんじゃないけど、行けるとこまで行ってごらんなさい」


　キメリエスはそっとささやいて、倉庫の陰かげから身を離した。


　こんなに胸むねの躍おどった夜は久ひさしぶりだった。


　しかし、もうじき夜は終わる。太陽に嫌きらわれた者は、さっさと退散するとしよう。


「とりあえず、ディリエルちゃんを病院にでも運ばなくちゃね。ほんっと。世話の焼ける子だわ。この子は」


　それでも自分が預あずかる部下には違ちがいない。キメリエスはよっこらせとディリエルを担ぎ直して、無人の倉庫街を歩き始めた。


　と──


　その足が止まった。


「あれ？」


　ぽつん──と、豆まめ粒つぶほどの穴あなが、胸に開いた。


「え？」


　視し界かいが傾かたむく。ディリエルを背せ負おったまま、キメリエスは地面に倒れた。


　──え、ええっ？


　撃うたれた。


　しかし血は流れてこない。実じつ際さいに肉体が負ふ傷しようしたのではなく、そう見えているだけなのだ。これは悪あく魔まの銃じゆう弾だんだ。


　──銃弾の悪魔。けど気配はしない……これって……


　暗殺に特化した攻こう撃げき型がた悪魔。小型拳けん銃じゆうの形を取るその特とく異いな悪魔は、IXＣナイン・シーの一人、カークが操あやつる悪魔だ。


「な、なるほど……ディリエルちゃんを抱だき込んだのは……」


　カークはディリエルを買ばい収しゆうし、キメリエスの情じよう報ほうを流させていた。自分の失しつ態たいを探さがして、IXＣナイン・シーの座ざから追いやるための工作だ──と、そう思っていた。


　──暗殺が目的だったの……


　苦く笑う。


　思い切ったことをする。カークを見くびっていたようだ。


　キメリエスは這はい蹲つくばったまま身動きした。カークの悪魔の射しや程てい距きよ離りは一キロに達する。一度照しよう準じゆんすればあとは狙ねらいを定める必要もないという、恐ろしく強力な悪魔なのだ。


　カークは、古ふる株かぶであるキメリエスの力をよくわきまえている。となれば、臆おく病びよう者もののあの男なら、射しや程てい距離ギリギリから攻撃したに違いない。奴やつが現あらわれるまでに、まだ時間がある。


　キメリエスは這いながら進んだ。


　目が霞かすんできた。カプセルを口に入れるが、のみ込む力が、もはやない。


　──それにしても……


　いくら疲ひ労ろう困こん憊ぱいとはいえ、あんな若わか造ぞうの攻撃を喰くらうとは……やはり自分は引き際ぎわを見み誤あやまっていたらしい。まったく。既き得とく権けん益えきにしがみついているとろくな目に遭あわない。


　みっともなく足あ搔がくのはキメリエスの美学に反した。しかし、今日きようは少し気分が違う。ついさっき、自分より一回りも若い者たちから、懸けん命めいに戦う姿すがたを見せつけられたばかりなのだ。ここで自分だけがあっさり投げ出していたのでは、彼らの前に立ちはだかった敵てきとして、格かつ好こうが付かない。


　自分にだって、意地はある。


　キメリエスは歯を食いしばって地面を這い続けた。





　カークは小こ躍おどりして現げん場ばに駆かけつけた。


　長年目の敵かたきにしつつ、その実力ゆえに正面切って逆さからえなかった邪じや魔ま者ものを、ついにこの手で始末したのだ。すぐにも祝しゆく杯はいを挙げたい気分だった。


　が、現場に到着したカークは、呆ぼう然ぜんとして色を失った。


　気を失ったディリエルは、倉庫の側そばに転がっていた。


　ところが、肝かん心じんのキメリエスの姿がない。


　カークはパニックに陥おちいって辺り一帯を探たん索さくした。攻撃が成功したことは間違いない。第三者が訪おとずれた可か能のう性せいも皆かい無むに近い。


　なのになぜ、キメリエスの姿が消えているのか？


　カークは夜明けまで倉庫街を一人で走り回った。汗あせに埃ほこりが張はり付き、着ていたコートもすっかり汚よごれ果てたが、キメリエスの姿はもちろん、その行方ゆくえをつかむ糸口も、何一つ見当たらなかった。


　部下を呼よぶわけにはいかない。キメリエスの死体を見られたら、自分の仕し業わざと見み抜ぬかれてしまう。奴は悪魔狩がりのウィザードに返り討うちにされたのだ。自分が関かかわっていた疑うたがいを持たれては拙まずい。


　やがて完全に日が昇のぼったあと、カークは訪れたときとはまるで正反対の、暗い不安と疑ぎ心しんを抱かかえて倉庫街をあとにした。


　カークはその後もそれとなくキメリエスの行方を捜さがし続けたが、結局なんの手がかりも得ることはできなかった。





　　　　◆◆◆◆◆





「お前も暇ひまな奴だな」


　その戦友は荷をまとめながら、そうつぶやいた。


　市を出るのだという。すでにリーダーであるバールの許きよ可かも取ったらしい。


　見送るため部へ屋やを訪れたキメリエスは、同じ細さい胞ぼうに属ぞくする戦友の言葉に肩かたを竦すくめた。


「忙いそがしいところに時間を作って来たんじゃない。それともなに？　別れの花束がないのが不満なの？」


「どうせなら餞せん別べつを寄よこせ」


「じゃあ、ダッコしてちゅーしてあげる」


「…………」


　戦友はうんざりした様子で荷に造づくりを再さい開かいした。


　キメリエスは壁かべにもたれて腕うでを抱え、彼の反はん応のうを楽しんでいた。


「それにしても残念ねえ。せっかく新しい子が、私たちの細胞に加わったっていうのに……」


「あの澄すました女か？　興きよう味みないね」


「あらそう？　意外と真ま面じ目めな子よ。執行細胞フアースト・セルの方々に心しん酔すいしてるあたり、微笑ほほえましいじゃない」


「なんていった？　コードネーム」


「クリスタルちゃんよ」


「そうだったっけな……だが彼らがこの前顔を見せたのはいつだ？　その女がどんなつもりでうちに入ったのかしらんが……拍ひよう子し抜ぬけするんじゃねえか？」


　苦い口調で吐はき捨すてるように言う。キメリエスも顔を曇くもらせた。


　いま、キメリエスたち古ふる株かぶの第二世代細胞セカンド・セルの間では、不ふ穏おん極きわまる噂うわさが流れていた。ベルゼブブが死去した、というものだ。


『指し導どう者しや』ベルゼブブはもとより、執行細胞フアースト・セルの詳しよう細さいは彼らにもあまり明かされていなかった。仮かりに噂が真実だとしても、彼らが口を閉とざしてしまえば真相を探さぐることは難むずかしい。


「バールはお変わりになった」


　ぼそり、と、感かん情じようを削そぎ落とした声で戦友が言葉を口にした。


「……彼だっていつも完かん璧ぺきではいられないわ」


「そういう問題じゃない。いや、どんな問題でも関係ないな。ネットを抜けるのは俺おれの意い志しだ。他人のことは関係ないさ」


　と、冷めた口調でつぶやく。


　彼は自覚しているのだろう。はみ出し者のジャンキーが、執行細胞フアースト・セルたちの理想に魅みせられて共に過すごした時間。それがもう終わったことを。


　キメリエスは努めて明るく振ふる舞まった。


「ディリエルちゃんのことは心配しないで。ちゃんと面めん倒どう見みてあげるから」


「あいつは身の程ほどを知らない。邪魔なようなら、早めに切り捨てな」


　戦友は平然と言った。キメリエスは困こまったように苦く笑しようする。


「そこを育ててあげるのが、リーダーの勤つとめでしょ」


「寝ね言ごとを言うな。俺たちは犯はん罪ざい組そ織しきに身を置く人間だぞ」


「やーねー。武ぶ闘とう派はの人って、これだから」


　キメリエスがわざとらしく顔をしかめる。


　すると、彼は初めてキメリエスを正面に見み据すえ、真しん剣けんな顔を作った。


「キメリエス……」


「何よ、改まって。愛の告白？」


　キメリエスはからかうような悪戯いたずらっぽい仕草をしたが、彼は取り合わずに先を続けた。


「お前の人ひと恋こいしいところはドラッグの世界では徒あだになる。お前が倒たおれるとすれば、それは思し慮りよ不足や力量ゆえではなく、その甘あまさゆえに倒れるだろう」


「…………」


「お前が人一倍仲間思いなのはよくわかった。お前はとぼけてたが、陰かげで幾いく度ども俺の命を救ってくれたことも知ってる。そういうスタイル。最初は気にくわなかったが、いまじゃ結けつ構こう気に入ってるさ」


「……ありがと」


「だが、もうやめるんだ。『無む慈じ悲ひな女王』は……いや、『セルネット』は変わりつつある。もうここは行き場のないはみ出し者が集つどい合った場所じゃないんだ。お前独ひとりが気を吐いたところで、元には戻もどらない」


　それは、無ぶ愛あい想そうな戦友が初めて口にする、心からの助言だった。


　キメリエスは壁に持たれて腕組みしたまま、彼の心こころ遣づかいを味わうように目を閉じた。


　そして目を開け、いつもの自分らしい微び笑しようを──酸すいも甘いもかみ分けた大人おとなの、毒花に似にた妖あやしい微笑を浮うかべた。


「でもね……それが私の生き方なのよ」





　　　　６





「──あ、景？　ワリい。いまちょっと取り込こみ中で……あ、待って翔しよう子こちゃん。なんでもないよ。ダチからで……な、何ゆってんの。違ちがうってオンナじゃねえよ。野や郎ろうさ、野郎。いやマジに。ほら、聞いてみ？　な？　ちょっとしたつき合いのある──え、何も聞こえないって？　おかしいな……ちょっと貸かして。景？　おーい、景ー？　なんだよー。何か喋しやべれよー──って待って翔子ちゃん！　そんな怒おこんないでよ。マジだって。オンナじゃねえよ……え、恭きよう子こちゃん？　ば、馬ば鹿かだな、そりゃ恭子ちゃんは良く知ってるけど、ただのオトモダチ……あ、あっ。待って。待ってってば。翔子ちゃん？」


　足早に去っていく女の子。その背せ中なかに手を伸のばすが、結局その手は、力をなくした様子でへにゃへにゃと下に下がった。


　映えい画が代にコーヒー代にピザとパスタとデザートにジェラート。金と時間と手間と情熱を傾かたむけた半日に及およぶ先行投とう資しが、ぷりぷりしながら去っていく。


「……えー。マジかよー」


　と水原は盛せい大だいに嘆なげいた。ひと月にわたる交こう渉しようの末、やっとものにしたデートだというのに……いったいどこから恭子ちゃんのことが伝わったのだろう？　女の子たちが持つ独どく自じの噂ネットワークというやつは、侮あなどりがたく、しかも始末に悪い。


「しかも、食うだけ食ってから持ち出すとは……あのアマ、ぜってー確かく信しん犯はんだろ」


　憮ぶ然ぜんとして唇くちびるを尖とがらせる。


　今回は女の子の方が一いち枚まい上うわ手てだったらしい。賢かしこい女の子はとても好みだが、浪ろう費ひされた様々な事どもに思いを馳はせると、愚ぐ痴ちの一つもついてしまう。


　水原は肩かたを落として電話に出た。


「景？　お前、もうちょっとＴＰＯをわきまえろよな。おかけでまんまと食い逃にげされちったじゃんよ」


　八つ当たりもいいところだが、水原は責せめる口調で言った。


　ところが携けい帯たいからは景の返事が返ってこない。着信番号は景のものだ。水原は眉まゆをひそめた。


　すると──


『……水原っ？』


「あ、景？　なんだよ。いったいなんの用だ？」


　ようやく返ってきた台詞せりふに、水原はここぞとばかりにふてくされた声を投げた。


　だが、例によって例の如ごとく、景の調子は冷静そのものだ。水原の嫌いやみなど気付いた素そ振ぶりもなく、


『いま悪オ魔ー持ナちーと遭そう遇ぐうした』


「て、おいおい。マジで？」


　水原が真剣な──しかし幾分、またか、といった顔をする。


　時間はもう夜の十一時を回っていた。本来過ごすはずだった楽しい未来を脳のう裏りから振り払はらって、水原は景の居い場ば所しよを聞いた。


　遭遇戦では水原にできることはほとんどない。その悪オ魔ー持ナちーについての情じよう報ほうを知っていればいいが、そうでなければせいぜい景の指し示じに従したがって、逃とう走そうの手伝いをしにバイクで駆かけつけるぐらいだった。


　もっとも水原はそれほど心配していない。


　景と水原がタッグを組むようになって、すでに半年以上が過ぎていた。戦いを重ねるたびに、あれほど波のあった景の強さは、盤ばん石じやくのものへと成長している。たとえろくな準じゆん備びのない遭遇戦であろうとも、いまの景が後おくれを取るとは思えなかった。


「にしても、お前もつくづくマメだよな。その熱心さの半分でもオンナに向けて見ろよ。ショタなお姉さん方を半ダースぐらいトリコにできるぜ」


　いつもの軽口を叩たたいて微笑する。


　景は落ち着いてきたが、それでも楽々と沈ちん着ちやくさを保たもっているわけではない。昔と変わることなく、戦せん闘とうに臨のぞむ際さいの彼はいつだって真しん剣けんで本気だ。だから、景が少しぐらい嫌な顔をしても、軽口と冗じよう談だんでバランスを取るのが自分の役目と、最近の水原は心得ていた。


　こうして電話に出ているときだって、深しん刻こくぶったりはしない。


　すれ違った女じよ性せいの香こう水すいに、おおっと敬けい慕ぼの念を向けることを忘わすれないし、たとえこっぴどく振られた直後でも、脳のう天てん気きを気取った言動で、世を楽しむことを疎おろそかにしない。


　足あし繁しげく行き交かう人の流れ。通りを漂ただよう聞き慣なれたポップス。


　なんでもない日にち常じようの、ちょっとした光景を新しん鮮せんな気持ちで受け取る。たとえアンダーグラウンドで熾し烈れつな争いに荷か担たんしていようとも、心は自由に生活を楽しむのだ。


　それは、ちゃらんぽらんな楽観主しゆ義ぎだからこそできる綱つな渡わたりであり、景が苦手とする不ふ真ま面じ目めだが持続力のあるバランス感覚の発はつ露ろだった。水原の軽けい薄はくさとその軽薄さを楽しむ余よ裕ゆうは、いまでは彼だけでなく、彼らコンビの精せい神しん安定を計るバロメーターとなっていた。


「で、もう決着はついたのか？　それともこれから戦うの？　せっかく見つけたからって、無理すんなよ。たまにゃあ休んで……」


『現げん在ざい逃とう亡ぼう中ちゆうだ』


「へ？　なに？　逃にげてんの？」


　少々驚おどろいて水原は目を丸めた。


「なんだ。じゃあ今回はやらなかったのか。もちろんそれでいいと思うけど……珍めずらしいじゃん？　どういう風の吹ふき回しだ？　生理でもきたか？」


『やらなかったわけじゃない。敵かなわないから必死で逃げてるんだ』


　冗談だと思って、水原は笑った。


　しかし電話の向こうの声は、一向に笑わなかった。


　水原は戸と惑まどいながら、


「……あれ？　ひょっとしてマジ話？」


『冗談を言う気分じゃないね。マジに』


　声の調子に苛いら立だちが混まじってきた。だがそれより驚くべきことは、焦あせりが色いろ濃こく見られたことだ。


　戦闘に関かかわっている最中に景が自分の弱みを見せるなど、まずない。たとえ水原が相手でも滅めつ多たにないことだった。


『とりあえずこっちに来て、後方に詰つめてくれ。まだなんの手も思いつかないが、逃亡のバックアップを頼たのむことになるかもしれない』


「おいおいマジかよ……」


　今度こそ狼ろう狽ばいして水原は聞き返した。


　早足になって歩き出す。歩き出しながらバイクや原付といった移い動どう手しゆ段だんの運用方法と、市内の地図とを脳のう裏りに展てん開かいしていく。


「いったいどんな奴やつなんだよ」


『知っている人間だ。たぶん本人に間ま違ちがいない』


　意外な返答に水原は一いつ瞬しゆん足を止めた。それからまた足を速め、


「誰だれだ？」


　と電話の向こうに耳を澄すませる。


　声に隠かくしきれない緊きん張ちようをにじませて、景は短く答えた。


『甲斐氷太』






　狂犬─hound─







「よお」


　甲か斐い氷ひよう太たが声をかけると、男は弾はじかれたように振ふり返った。


　妙みような形なりをした男だった。サイズの合っていない、ぶかぶかのウィンドブレーカーを着ているのだ。そのブルーの布ぬの地じが、振り返る動作に合わせて、ふわり、と空気をはらんで翻ひるがえった。


　男は、ジリッと半歩下がりながら警けい戒かい心しんを剝むき出しにして身み構がまえた。フードを被かぶっているので顔はわからないが、体型からして甲斐より年下だろう。男、というよりは少年だ。


　こいつの噂うわさは聞いたことがある。


　甲斐は少年を、頭のてっぺんからつま先まで遠えん慮りよのない視し線せんで眺ながめた。少年は黙だまったまま甲斐の動きに注意を払はらっていた。


　夜の公園といえばカップルかヤンキーの溜たまり場のようなものなのだが、この辺りは比ひ較かく的治安がいいらしい。甲斐と少年以外には、周囲に人は見当たらなかった。


　甲斐がいるのは公園の出入り口。車が乗り込こめないようホッチキスの芯しんのような形をした柵さくが並ならんでいて、その上に腰こし掛かけていた。


　少年がいるのは公園を周回する遊歩道と出入り口とが交差する三差路だ。公園の奥おくから歩いてきたところだった。通りがかりで甲斐に声をかけられて足を止めたのだ。
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　少年がここまで過か剰じように警けい戒かいしているのは、一つには甲斐の正体がわからないからで、もう一つはついさっき「仕事」を終えた帰り道だったから、だろう。


　両者の間には街がい灯とうが立っていて、周囲に光の輪を落としている。外灯のてっぺんには風かざ見み鶏どりが飾かざられており、ときおりカラカラと音を立てて揺ゆれていた。


　月はない。静かな夜だった。


「お前さあ。金。貸かしてくんない」


　もの凄すごく慣なれた口調で、甲斐は少年に声をかけた。少年は最初きょとんとしたが、甲斐の目的を知ってうんざりとため息をついた。


「他ほかを当たってくれ」


　そう答えた声が心底疲つかれている。


　ふーん、と甲斐はくわえていた煙草たばこをくゆらせた。


　予想通りの若わかい声だ。小こ柄がらな男とは聞いていたが、こんなに若いというのは予想外だった。


「まあ、そう言うなよ。別に財さい布ふを丸ごと寄よこせって言ってんじゃねーんだ。十円。十円でいい」


　甲斐が言うと、少年はいよいよ怪け訝げんそうな声で「はあ？」とつぶやいた。


「十円？」


「おうよ。リーズナブルだろ？」


「……お前、リーズナブルの意味わかって言ってないだろ。十円カツアゲしてどうするつもりだ」


「カツアゲってのは、人聞きがワリいな。俺おれとしちゃ、ギブ・アンド・テイクのつもりなんだぜ」


「ギブ・アンド・テイク、ね」


　少年が苦く笑しようする。


「テイクするのは僕ぼくの安全、ってわけかい？　それとも治ち療りよう費ひか入院費か？」


「あー。なんだテメエ。えらく捻ひねくれたガキだな、おい」


　腹はらを立てたようでもなく言って、甲斐はジャンパーのポケットに手を突つっ込んだ。


「俺がやるのはこいつさ」


　何かを取り出し、ピンと親指で弾はじく。


　少年の態たい度どが変わった。


　甲斐が見せつけた物。それはカプセルだったのだ。


　そして、次なる言葉が少年の態度を決定的に硬こう化かさせた。


「お前、ウィザードだろ。悪あく魔ま狩がりのウィザード」


　少年が再ふたたび構えを取る。フードの下からわずかにのぞく両目が、年とし格かつ好こうにそぐわぬ、鋭するどく油ゆ断だんのない目つきになった。


「そうか……その革かわジャン。ＤＤだな」


　ゆっくりと右手がウィンドブレーカーのポケットに潜もぐり込む。そこにカプセルを入れているのだろう。臨りん戦せん態たい勢せいだ。


　少年は素す早ばやく公園の出入り口周辺に視線を飛ばした。待ち伏ぶせに遭あったと思っているのだ。しかし、予期せぬ状じよう況きように陥おちいったと知っても、浮き足だったところがない。腹が据すわっている証しよう拠こだった。


「俺だけだよ。ちょっと悪魔の気配がしたんでな。のぞいてみたのさ」


　そう保ほ証しようしたが少年は態度を改めなかった。


　そういえば、こいつはＤＤの仲間も何人か狩っている。復ふく讐しゆうのために待ち伏せされたと勘かんぐるのも無理はないかもしれない。


　実じつ際さい、ＤＤはウィザードを敵てき視ししていた。だが、いずれも一対一の勝負だったそうだから、わざわざ捜さがし出してぶちのめそうという動きはない。甲斐を始め、ＤＤのメンバーは、基き本ほん的に強い悪オ魔ー持ナちーには敵味方なく一目置いているのだ。


「そのうちどっかで当たるかなーとは思ってたんだけどよ。まさかこんなとこで、ばったり出くわすとは思わなかったな」


　というより、無差別に悪魔を狩っているというのなら、自分のところには真っ先に来るべきだろう。何しろ、市内で自分以上に名が知れていて、しかも顔の割われている悪オ魔ー持ナちーはいないのだ。


　要するに、こいつも他の連中と同じなのだ。多少腕うでが立ったところで、自分より弱い連中だけを相手に粋いきがっている程てい度どの奴やつなのだろう。所しよ詮せんは。


　──まーでも、噓うそかほんとか、あのおキかメまリ野エ郎スまでやったっつー話だからな。


　その噂うわさが眉まゆ唾つばとしても、市内での評ひよう判ばんがまったくの当て外れとは思えない。それなりには使うのだろう。気晴らしにはちょうどいい。


「つーわけで、お前さんには悪魔を狩るチャンスをテイクだ。対俺様のチケットが十円ってのは破は格かくだぜ。な？　リーズナブルだろ？」


　獰どう猛もうな微び笑しようを浮かべ、甲斐は吸すっていた煙草を吐はき捨すてた。柵さくから腰こしを上げ、捨てた吸い殻がらを靴くつ底ぞこで踏ふみ消す。


　そして、一歩、二歩と出て両足を広げ、肩かたをそびやかして腰に手をやった。


　仁に王おう立だちに立つ立ち姿すがたが、恐おそろしく様になっている。


　少年はなお警けい戒かいしたが、どうやら本当に男は一人ひとりだと悟さとったらしい。低い声で、


「いいだろう」


　と答えた。


「ただしチケット代は後あと払ばらいだ。君の治療費の足しにしてくれ」


「おほ。言うねえ。そんな啖たん呵か切られたのは久ひさしぶりだぜベイビー」


　嬉うれしそうに相好を崩くずす。


　だが、その中心にある二つの瞳ひとみは、笑うことなく強い光を放っていた。


　二人ふたりはほぼ同時にカプセルを口に入れた。


　少年は無む駄だなく。甲斐は悠ゆう々ゆうと。


　甲斐はカプセルを歯で嚙かみ潰つぶしてから、唾だ液えきとともにのみ込んだ。カプセルは即そつ効こう薬やくだ。喉のどを通って胃に落ちたと思うと、そのときには身体からだの芯しんを揺ゆさぶるような快かい感かんの波が押おし寄よせていた。


　襲おそい来る快楽の波を、ぐっと脇わきへ押しやる。


　精せい神しんを高こう揚ようさせる一方で、冷静な思考を確かく保ほする。


　いつも通りの手順だった。目をつぶっていても一いつ瞬しゆんで済すむ。


　身体の中で渦うず巻まき始めた力をひとつかみでコントロールし、体内に螺ら旋せんを描えがくイメージで、その回転を速めてやる。そして、勢いきおいのついたところで、その流れを外へと吐き出した。


　頭上へ。


　力が脳のう天てんから迸ほとばしり、夜空に悪魔が顕けん現げんした。


「……なっ！」


　空中に現あらわれた悪魔を仰あおいで、少年が絶ぜつ句くした。それを見て甲斐は鼻を鳴らした。


　他ほかの連中と同じ反はん応のうだった。無理もない。何しろ甲斐の悪魔はキメリエス辺りと異ことなり、経けい験けんの浅い悪オ魔ー持ナちーでもひと目見てその「圧あつ倒とう的さ」がわかるのだ。


　空に浮いているのは、一頭の黒い鮫さめだった。


　体長十メートルを超こす巨きよ大だいな黒鮫が、街がい灯とうの風かざ見み鶏どりと同じ高さに浮いていた。


　天を指すナイフ状の背せビレと両りよう翼よくに広がる胸むなビレが、バランスの取れた三角形を形作っている。光を吸い取るような黒い表皮は、大木の幹みきのように太い胴どうをすっぽりと包んでいた。その長大な胴の先では人の背せ丈たけほどもある尾ビレがゆっくりと左右に揺れて、夜気を動かしていた。


　手で触さわったときの体温や感かん触しよくが容よう易いに想そう像ぞうできる。本物の生物のようなリアリティーだ。


　その巨体の中で特に人目を引くのは、一つには、ぞろりと並ならんだ真っ白い牙きばである。一本一本が岩登りロツク・クライミングに使うハーケンのように鋭するどい。


　そして、もう一つは鮫の両目だ。


　それは本物の鮫の眼がん球きゆうと異なり、真まっ赤かな輝かがやきを放っていた。猫ねこのように縦たてに長い瞳どう孔こうを持ち、しかもはっきりと悪あく魔ま自身の意い志しを映うつしている。そして、鮫の目が映す意志とは、大海を自じ在ざいに泳ぐ気高さと、敵と戦える興こう奮ふんだった。


　並なみの悪魔とは何から何まで別物だ。それは、凄すさまじい存そん在ざい感を誇ほこる攻こう撃げき型がたの悪魔だった。


「その悪魔……お前、甲斐氷太か!?」


「大たい抵ていの奴はそう呼よんでるね」


　甲斐が肩を竦すくめると、少年は明らかに動どう揺ようを示しめした。


　カプセルに関かかわる者で、彼の名を知らない者はいない。市内に数あるカプセルユーザーのグループの中でも、もっとも過か激げきで好戦的と恐れられるグループ『ドラッグ・ドッグズ』。そのリーダーであり、群ぐんを抜ぬいた武ぶ勇ゆうを誇る無敗の悪オ魔ー持ナちーが甲斐なのだ。組そ織しきの規き模ぼとしては雲うん泥でいの差があるセルネットでさえ、目め障ざわりと思いながら正面切って手を出せずにいる男である。謎なぞめいた行動と実力のために注目されているとはいえ、悪魔狩がりのウィザードとＤＤの甲斐氷太ではまるで格かくが違ちがった。


　少年の反応を見て、甲斐は人食い虎とらのように笑った。


「さあさあ。払い戻もどしは利きかねーぜ。とっととテメエの悪魔を見せやがれ。さもなきゃ、このままひと飲みだ」


　馬ば鹿かにするように、だが十分な凄すごみを利かせて、甲斐はあごを突つき出した。


　少年に眼ガンをつける双そう眸ぼうは、禍まが々まがしく真っ赤な色に染そまっている。悪魔召しよう喚かんをしたとき、召喚者に現れる変化の一いつ端たんだ。


　一方、少年が動揺を見せていたのは、そう長いことではなかった。


　フードの下の両目から、熱した鉄が冷えて鋼はがねとなるように感かん情じようの揺らめきが消えた。


　落ち着いていて、しかも確かつ固こたる戦意のある目つきに変わった。開き直って覚かく悟ごを決めたらしい。


　顔には出さなかったが、甲斐は内心、ほほおと見直した。


　開き直って自や棄けになった人間の目ではなかった。現げん状じようを把は握あくした上で活路を見いだすことに賭かけた、決意の眼まな差ざしだ。若わかさに似に合あわず逆ぎやつ境きように慣なれている。


　ただ、甲斐が待っていても少年は悪魔を召喚しようとしなかった。


　召喚した瞬しゆん間かんを狙ねらわれることを恐れているのかと思ったが、どうやらそういうわけでもないらしい。


「なるほど……最初の一ひと太た刀ちにすべてを賭けるって戦法か」


　悪くない戦法だった。


　甲斐の悪魔は、その姿すがたも実力も知れ渡わたっているが、悪魔狩りのウィザードに関して言えば、強いという評ひよう判ばんはあっても、操あやつる悪魔の実体はヴェールに包まれている。


　通つう常じようの悪魔戦では、戦いの中で相手の悪魔の性せい質しつを見抜いて、より効こう果か的な戦せん術じゆつを組んでいく必要がある。だが、今回の戦いに関して言えば、情じよう報ほう戦せんの面では少年が大きくリードしているのだ。


　こちらが相手の悪魔の正体を知らない以上、効果的な対たい策さくは立てられない。そして、その利点を最さい大だい限げんに活いかすには、敵てきが手がかりをつかむ前に、最初の一撃で勝敗を決してしまうのがもっとも効果的である。


　だが、たとえ頭でそうわかっていても、仕し掛かける相手が甲斐氷太の黒鮫となれば、躊ちゆう躇ちよしそうなものだ。


　この少年は迷まよわずにこの戦法を選んだ。


　それだけ自信があるのか、単なる身の程ほど知らずかはわからない。だが、やはり、相当に肚はらの据すわったガキだった。


「よしよし。そういう態たい度どは大好きだぜ」


　甲斐は軽くその場でジャンプし、身体からだのしこりを解ほぐした。身み構がまえているようでいて、実は余よ計けいな力を抜いている。全力の一撃を出すか、一度躱かわして間を置くか。そのどちらの行動でも対たい応おうできる体たい勢せいである。


　二人は、間に緊きん張ちよう感をはらんで対たい峙じした。


　甲斐は目を細めた。いい気分だった。評判が広まりすぎて敵がいなくなったため、最近ではまともな悪魔戦をしていないのだ。


　この少年は、自分の正体を明かしてなお、こんな風に向き合ってくれている。これから打ち破やぶる敵だというのに、好感を持ってしまいそうだった。


　少年がジリジリと前に出始めた。


　こちらに真まっ直すぐではない。どうやら街がい灯とうの下に移い動どうしようとしているらしい。光を背に取るのは兵ひよう法ほうの常道だ。あるいは飛び道具でも使うのだろうか？


　──だが、少々不用意に間合いを詰つめ過すぎじゃねーのか。坊ぼう主ず？


　どしっと右足を前に踏ふみ出す。


　露ろ骨こつな威い嚇かくだが、それ故ゆえに効果はあった。少年は微び妙みように位置をずらすのを止めた。だが、それでも意い識しきは甲斐本人や頭上の黒くろ鮫さめより、街灯の方──街灯と自分の位置関係に向いているように思える。


　不ふ可か解かいだった。何か裏うらがあるのかもしれない。甲斐はそれ以上の挑ちよう発はつはやめて、じっと少年の出方を見守った。


　両者の緊張が飽ほう和わ状態を迎むかえようとしていた。


　あれこれ考えていた雑ざつ念ねんが、ゆっくりと薄うすれていく。視し野やがウィザードの青い姿を中心に狭せばまっていき、一方感覚は四方に向かって広がっていった。


　もし──


　このとき、このまま何事もなくときが流れて、二人の悪オ魔ー持ナちーが正面から衝しよう突とつしていたとすれば──


　これよりのちの葛くず根ね市しアンダーグラウンドは、その有り様を大きく変えていただろう。


　だが、ささやかな運命は、ここで二人が雌し雄ゆうを決することを臨のぞんでいなかった。


　電話の着信音が鳴った。


　甲斐の携けい帯たい電話だ。


　甲斐の注意が逸それた。戦せん闘とう中ちゆうの甲斐が見せるには、あまりにも初歩的なミスだった。だが結果として、悪あく魔まとのシンクロにズレが生じた。呼こ吸きゆうに乱みだれが生じた。


　その瞬間、少年は二つの選せん択たく肢しの中から、反はん射しや的に退たい却きやくを選んでいた。紙かみ一ひと重えの──というより、本人にも判はん断だんの付かない、直感の為なした選択だった。


「待──！」


　我われに返ったがすでに遅おそい。少年は野生の獣けもののように俊しゆん敏びんな動きで、公園の茂しげみを突っ切って行った。


「くそっ」


　毒づきながら後を追う。


　自分のミスが信じられなかった。一度戦闘に集中すれば、隣となりに雷かみなりが落ちても平静でいられる自信があったのに……


　甲斐は走りながら携帯を取りだした。ＤＤのメンバーの一人。自分が片かた腕うでとして頼たよっているビーグルという男からだった。


「この馬ば鹿かが。間が悪いんだよっ」


　甲斐は応おう答とうのボタンを押すと、携帯からもれてくる『あ、氷太？　さっきの──』という声を、ぶった切るように電話を切った。


　茂みを抜ぬけ、通路に出たところで、少年を見失っていた。甲斐は年とし甲が斐いもなく、地じ団だん駄だを踏んだ。


「あーくそっ。逃にがしゃしねーぞ！」


　決意も新たに煙草たばこを取り出す。


　残り二本。


　吸すい終わるまでには、なんとしても決着を付けてやるのだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　二百七十円しかなかった。


「……ちっ」


　自動販はん売ばい機きの前に立ち、甲斐は手のひらを見つめて舌した打うちした。


　じゃらっと小こ銭ぜにをジーンズのポケットに戻もどし、革かわジャンのポケットから煙草の箱を取り出す。


　残り三本。


　とても持ちそうにない。


「十円……あと十円か……」


　他の銘めい柄がらなら買えるのだが、こんなところで妥だ協きようするのは気にくわない。


　甲斐は自販機の前でしゃがみ込こむと、釣つり銭の取り忘わすれがないか、ガチャガチャと返へん却きやく口ぐちを探った。それから片かた膝ひざをつき、自販機の下をじとっとのぞき込む。ＤＤのメンバーが見たら顔を覆おおいそうな格かつ好こうだ。


　結局どこにも小銭は落ちていなかった。甲斐は、なお未練がましい視線を足あし下もとに注ぎながら、立ち上がって手のひらに着いたゴミを払はらった。


　黒の革ジャンにブラックジーンズという、彼の定番の服ふく装そうである。ただ、その革ジャンはただの革ジャンではなく、銀色の鋲びようや鎖くさりが飾かざられたパンク風のジャンパーだ。それが、無駄のない長身にマッチしている。


　鉄てつ条じようを束ねて作ったような印象がある男だった。緊きん張ちよう感のない様子で自販機をにらんでいるだけなのに、退たい屈くつな虎とらが暇ひま潰つぶしを探さがしているような物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　手にした煙草の箱をもう一度確かく認にんする。


　残り三本。


　煙草に火を点つけようか、ちょっと我が慢まんしようかと悩なやんだ甲斐は、結局我慢することにして煙草を革ジャンのポケットに戻した。


「しょうがねえ。そこらで借りるカツアゲするか」


　甲斐は頭を搔かきながら自販機の前を離はなれた。


　甲斐がいるのは人気の少ない通りである。オフィス街から一区画離れた通りで、反対側には公園の木々が道沿ぞいに並ならんでいる。こういうところなら財布ヤンキーが集つどっていそうなものだが、あいにくと見当たらない。場所を変えようと、甲斐は通りの交差点を目指した。


　携帯に着信があったのは、そのときだった。ビーグルからだ。


　甲斐は応答ボタンを押おして気の抜けた声で電話に出る。


「なんだ？」


『なんだじゃねえだろ。氷太。お前いまどこよ？』


「どこって……」


　甲斐はきょろきょろと頭を振ふる。


「公園」


『どこの？』


「名前知らねえ」


　やる気の欠片かけらもなく応じると、電話の向こうからため息がもれた。


『今日きようは黒ミサやるって言ったろ。忘れたのか？』


「あん？　日曜の晩ばんだぜ？」


　甲斐が聞き返す。黒ミサというのはＤＤが開かい催さいしているカプセルパーティーのことだ。メンバーの他ほかにも、その連れや女を招まねいて行うドラッグパーティーである。開催するのは水曜の晩と決まっていた。


『カイムを負かした先勝祝いだよ。こないだ説明しただろうがっ』


「負かしたっても……ありゃ、俺おれが出てったから奴やつの方から退たい却きやくしただけじゃねえかよ」


『わかってるよ。でも戦意高こう揚ようの意味もあるだろ。こういうときぐらい、みんなの気分、盛もり上げてやるもんだぜ』


「けっ。よくゆうぜ。あいつら調子のいいこと言うわりに、カイムにゃ未いまだに負けっぱなしじゃねえか。説教ならともなく、なんで先勝祝いになるんだよ」


　不ふ機き嫌げんそうにぼやく。


　ＤＤはセルネットと敵てき対たいしており、両組そ織しき間では大小の小こ競ぜり合いが絶たえず起こっていた。カイムというのはセルネットの幹かん部ぶで、そうした小競り合いの際さいに指し揮きを執とる、いわば敵の大たい将しようだった。代だい替がわりの激はげしいセルネットで、現げん在ざい最強の戦士と見られている人物だ。


『お前なあ。いまさらそんな文もん句く言うなって。こないだ説明したときは納なつ得とくしてたじゃねえか』


「……そうだっけか？」


『そうだよっ。とにかくだ。もう始まってるんだから、とっとと顔出してくれ。今回の功労者がいなきゃ話にならねえ』


「気がのらねえなあ……」


　正直に言うと、再ふたたびため息が聞こえてきた。


『氷太。気分の問題じゃねえよ。こういう言い方が嫌きらいなのは知ってるが、これはリーダーとしての勤つとめだ』


「うわ。超ちようキレー。そういう言い方。マジムカツクー」


『氷太、氷太。頼たのむからガキみてえなこと言わんでくれ。……あ、そうだ。お前目当てにパー券買ったって女もいっぱい来てるんだぜ？　みんな酒入ってイー感じになってる。お前来たらモテモテだぞ。ひゅーひゅー』


「……あそこに来る女、頭ん中空っぽなのばっかだからなあ……」


　さんざん経けい験けんしているのか、甲斐は口をへの字にした。


　甲斐は馬鹿を装よそおうのを好むが、実際には頭が切れる。馬鹿を装っているところに、もっと馬鹿な会話を返されると、さすがに悲しくなってくるのだ。


「どうせだったらこう、ちっとは気の利きいたこと言える女連れて来いよな……」


『あのな。ジャンキー女に高望みすんなよ』


　だいぶビーグルの声にも疲つかれがにじんできた。これ以上駄だ々だをこねてからかうのも面おも白しろくないと感じて、甲斐は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「煙草たばこはあるよな？　そっち」


『煙草？　ああ。もちろんだ。腐くさるほどある』


「よし。じゃあこれから向かうわ。一時間はかかんねえと思う」


　甲斐が請うけ負うと、明らかにほっとした様子で『そうか』と声が返った。


『待ってるよ。なるべく早く来い。来たら来たで楽しめるさ。な？』


　そう言い残して電話が切れた。


　甲斐は軽くため息をついて携けい帯たいをしまった。そのまま、いつものクセで煙草に手が行くが、残り三本なのを思い出して、なんとなく手を引っ込めた。パーティー会場には山ほどあるとわかっても、なぜか吸すう気にならなかった。


「……なんか、沈しずんでんな。俺」


　こういうことは珍めずらしくない。他人が聞くと意外に思うのだが、甲斐はこれで気分屋なところがあった。気分が上向きのときはいいが、下向きになるとかなり陰いんに籠こもる傾けい向こうがあるのだ。自覚はしているのだが、なかなか改かい善ぜんできない。


　特に最近は、その傾向が顕けん著ちよだった。ふと気が付けば、心の隅すみに陰いん鬱うつな何かがこびり付いていることが多い。これがカプセルの悪あく影えい響きようだろうか？　だったら誰だれに文もん句くを言う筋すじ合あいでもないが。


　と、不意に思いついて甲斐は、持ち歩いているカプセルを一いち錠じよう取り出した。


　指に挟はさんで目の前に寄よせる。


　ちっぽけなカプセル剤ざいだ。どこにでもありそうな、ありふれた品に見える。だがこれが彼の人生を変えた。


「…………」


　カプセルを眺ながめた甲斐は、ごく無む造ぞう作さにそれを口にした。


　奥おく歯ばで嚙かんでのみくだす。どくん、と心しん臓ぞうが喜びの鼓こ動どうを刻きざんだ。快かい楽らくの波がにじみ出し、脳のう内ないと体内をとろかしていく。


　病やみ付きになる味だ。鬱積していた無数のもやもやが、シャンパンの泡あわのように小気味よく弾はじけ飛んでいくようだった。


　やめられない快感。


　だが、甲斐は同時に苦い思いを覚えずにいられなかった。


　足りていない。


　以前は満足していた快感で、完全に満たされていない。


　甲斐はカプセルに強い耐たい性せいを持っていた。人の何倍も乱らん用ようしていながら、びくともしないのはその耐性のおかげだ。そして、その耐性の強さはカプセルに限かぎらない。他ほかのあらゆる快楽に対しても同様で、それは肉体面というより、精せい神しん面で特に顕著だった。


　酒にも女にも、そして喧けん嘩かにも心の底から溺おぼれることができないのだ。どれほど熱中していても、心のどこかは自らの興こう奮ふんを冷静に受け止めているのである。


　カプセルはまだしもマシな方だった。始めた最初のころは完全にトリップできたし、そのせいでずいぶんと危あぶなっかしい真ま似ねもしでかした。だが、すぐに、気が付けばトリップをコントロールできるようになっており、どれほどカプセルをキメていようと、本気で集中すれば普ふ段だんと変わらぬ思考ができるようになっていた。そしてトリップした真っ最中でも、心のどこかでは常に平静な自分が確かく保ほされていることに気が付いた。


　だから、その次は悪あく魔ま戦せんに入れ込むようになった。


　ハイになった状じよう態たいで味わう闘とう争そうの興奮は、甲斐の中から胸むなくその悪い冷静さを取り除のぞいてくれた。また、それに慣なれて冷静さが戻もどってくるようになっても、戦いの中で論ろん理り的思考を働かせている間は気にならなかった。


　要は心の底から──いや、魂たましいが震ふるえるほどに熱中できればいいのである。そして、悪魔戦は興奮と冷静さの両方を駆く使しして初めて快楽が得られる、まさに最さい適てきな「娯ご楽らく」だった。


　甲斐は悪魔戦に没ぼつ頭とうした。


　そして、強くなり過すぎた。


　もとより圧あつ倒とう的な馬力を誇ほこっていた甲斐の悪魔は、戦いを重ねるに連れ、そのコントロールを完かん璧ぺきなまでの完成度へと高めていった。戦せん術じゆつは練り込まれて危あやうさをなくし、無敗の評ひよう判ばんは、最初のうちこそ腕うで自じ慢まんの悪オ魔ー持ナちーたちを寄せ付けたが、やがて倦けん厭えんされる結果を生んだ。いまでは誰一人ひとりとして立ち向かってくる者はいない。


「……ちっ」


　カプセルをキメたのだが逆ぎやく効こう果かだったようだ。


　甲斐は陰いん気きな顔で路上に唾つばを吐はいた。そして、結局しまったはずの煙草を取り出し、一本くわえて火を点つけた。


　深々と煙けむりを吸い込み、夜気の中に吐き出す。胸むねの中の重苦しい感かん情じようが、煙と共に吐き出せればいいのだが、出てくるのは燻くすぶった紫し煙えんだけだった。


「……やっぱフケるか」


　と、つぶやいてみる。


　しかし、パーティーをすっぽかしても、他にやることがあるわけではない。


　ビーグルの言うとおり、仲間の顔を眺ながめていれば、少しは気が晴れるかもしれなかった。甲斐は、メンバーの前では決して見せることのない肩かたを落とした姿すがたで通りを歩き始めた。


　そのときだった。


　甲斐の足がぴたりと止まった。


　倦けん怠たい感に支し配はいされていた足取りが、その瞬しゆん間かんピリリと引き締しまったものに変わっていた。


　甲斐が顔を上げて公園の方向に向ける。日本刀のような目つきだ。


「悪魔か……」


　誰かが悪魔を召しよう喚かんしている。それも興奮状態だ。戦闘──悪魔戦を行っている。


　だが、甲斐はわずかに顔をしかめた。


「妙みようだな……相手の気配がない……」


　すると──


　──んっ!?


　その悪魔とは違ちがう、もう一体の悪魔の気配が現あらわれた。悪魔戦の相手だ。だが、新たに現れた悪魔は、ほんの数瞬場に留とどまったのちに消失した。それも、最初に現れた悪魔の気配を引き連れて。


　深しん閑かんとした夜の公園から、空耳とも取れるような、かすれた悲鳴が聞こえてきた。


　決着がついたらしい。


　甲斐は思わず口笛を吹ふいた。


「鮮あざやかだね。初手で決めちまったよ」


　興きよう味みが湧わいた。なんとなく面おも白しろそうな予感がした。


「……そうだな。面つらの一つも拝おがんでみるか」


　甲斐はごく軽い気持ちで向きを変え、公園の方へと足を向けた。本当に、ただ悪オ魔ー持ナちーの顔を見ようと思っただけで、それからどうするかなどは考えていなかった。


　だが、この判はん断だんはカプセルとの出会いと同様、彼の行く末を変えることになる。


　それは、鬱ふさぎ込こんだ猛もう犬けんのために、運命の女め神がみが贈おくったプレゼントだった。


　そして、運命の女神とは、たいてい悪戯いたずら好きで質たちが悪いと相場が決まっているのだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　少年がまとっている、悪魔召喚の名残なごり──そのわずかな気配。


　それを頼たよりに、甲斐は猟りよう犬けんのように少年のあとを追った。


　少年が逃げ込んだのはオフィス街の方だった。日曜の晩ばんで、しかもこの時間帯ともなれば、オフィス街からは人の行き来は、ほぼ絶たえる。


「表通りに逃げ込まねえのは感心だな」


　目もく撃げき者しやが出る可か能のう性せいがある場所では、迂う闊かつに悪魔は召喚できない。だが、それを逆さか手てに取るのはアンダーグラウンドの仁じん義ぎにもとる行こう為いといえた。カプセルと関かかわりを持たない素人しろうとならともかく、カプセルに手を出す同じ穴あなの狢むじなが、無関係な一いつ般ぱん人じんを盾たてにするような行動を取るのは、いわば禁きんじ手だ。


　その点、さすがアンダーグラウンドが長いだけあって、ウィザードも心得ているらしい。その辺りの暗あん黙もくの了りよう解かいはしっかり踏ふまえていた。


　──この辺りなら一般人パンピーと鉢はち合あわせることもないからな。


　両側に背の高いビルが並ならんでいるとはいえ、車道の幅はばが三車線分もあり、空間は広い。黒くろ鮫さめを使うにはまずまずの環かん境きようだ。


　もっとも、逆に言えば、これはウィザードのミスといえるだろう。一度退たい却きやくを選んだからには、もう正面からまともに戦うつもりはあるまい。なら、目撃者の心配がなくとも、もっと適てき当とうな逃げ場はあるはずだ。


「ふふん。さすがに逃げるのに精せい一いつ杯ぱいってとこか」


　彼は自分の気配を隠かくしていない。追ってきていることは、ウィザードもわかっているはずだった。


　降ふって湧わいた逃とう亡ぼうのチャンスに、かえって冷静さを失っているのかもしれない。ウィザードがどれだけ修しゆ羅ら場ばを潜くぐっているかは知らないが、自分ほどの使い手と、なんの準じゆん備びもなく遭そう遇ぐう戦せんに引きずり込まれた経けい験けんはないはずだ。知られる限かぎりでは不敗の達人らしいが、ここに至いたってとうとう馬ば脚きやくを現したのかも知れない。


　──もし俺が奴やつなら……


　逃げるのは建物の中だ。人が居いないのは絶ぜつ対たい条じよう件けんとして、できれば地下。それも狭せまいほどいい。土と地ち勘かんがあり、馴な染じみのある場所。ここから近く、出入り口が複ふく数すうあれば理想。


　もっともそんな都合のいい場所は、そう簡かん単たんには……


　──いや……


「待てよ」


　甲斐は思わず足を止めた。


　現げん在ざい地ちを確かく認にんする。そして、ウィザードが目指している目的地に気が付いた。


　地下街だ。


「そうだ。あそこなら……」


　この先には複数の百貨店が軒のきを揃そろえる場所がある。その地下に、百貨店同士を結ぶ地下通路と、服ふく飾しよく店てんやレストランが入った地下ショッピング街があった。ウィークエンドなら人でにぎわう場所だが、日曜の夜なら近ちか寄よる者はいない。


　悪くない戦場だ。


　あの中なら見通しは悪いし、何より黒鮫の動きが極きよく端たんに制せい限ぎよされる。ウィザードの狙ねらいはそれだろう。小こ癪しやくな奴だ。


「……いいだろう。それぐらいのハンデはくれてやるぜ」


　甲斐は殊こと更さらに残ざん虐ぎやくな笑えみを浮うかべた。


　その程てい度どの浅あさ知ぢ恵えなど、奴のちんけな悪あく魔まごと嚙かみ砕くだいてやればいいのだ。甲斐は、一度は戦う姿し勢せいを示しめしながら、あっさりと逃げ出したウィザードに、強い怒いかりと嗜し虐ぎやく的な執しゆう着ちやくを覚えていた。このまま無事に済すますつもりは、さらさらなかったのだ。それは、自分が犯おかしたミスに対する自虐心の裏うら返がえしでもあった。


　──見てろよ。ぶちのめしてやるぜ……


　甲斐は足を速めて走り出した。そこに再ふたたび電話が鳴った。


「しつけーなっ」


　甲斐は舌した打うちしたが今度は諦あきらめて電話に出た。もっとも走る速度は落とさない。


「んだよっ！」


『氷太？　いや、さっきの電話──』


「るせえなっ。いまいいとこなんだ。引っ込んでろ！」


　吠ほえるように怒ど鳴なり返す。


『え？　え？』と狼ろう狽ばいした声が聞こえてきた。電話の向こうで目を白黒させるビーグルの顔が目に浮かぶ。クククッとのどの奥おくに笑いがこみ上げた。


　いきなり怒鳴られて狼狽うろたえたビーグルだったが、そこは長いつき合いである。怒鳴ってはいるが、甲斐が暗い怒りに興こう奮ふんしていることにすぐ気が付いた。


『どうした？　何かあったのか？』


「おおよっ。イカした遊び相手を見つけてな。目下追つい跡せき中ちゆうだ」


『遊び相手って……なんだ？　悪オ魔ー持ナちーでも見つけたのか？』


「悪魔戦より面おも白しろい遊びは、寡か聞ぶんにして知らねえな」


　甲斐が気取って答えると、ビーグルは『おいおい』といささか呆あきれた口調になった。


『んな、弱い者いじめして発散してんなよ。ほっといて、こっちに来いってば』


「そうはいかねえ。舐なめた真ま似ねした落とし前をつけてやる。生意気な奴には教育が必要だ」


『……誰だよ、相手は？　まさか、セルネットの有名所とか言わねえだろうな』


「例の悪魔狩がりだ」


『ウィザードか!?』


　電話の向こうの声が変わった。ビーグルはＤＤには珍めずらしい情じよう報ほう通つうだ。その特とく技ぎを活いかして、甲斐の参さん謀ぼうを務つとめている男である。当然、ユーザー間でささやかれる、悪魔狩りのウィザードの評ひよう判ばんは耳にしていた。


『あの野や郎ろう……とうとうお前のとこまで出で張ばってきたのかよ？』


「喧けん嘩か売ったのは俺おれだけどな」


『は、はあ？　だってお前、こっち向かってたんじゃねえの？』


　ビーグルが当とう惑わくして尋たずねる。


　そこで目的地に到とう着ちやくした。


　オフィス街を貫つらぬく通りが、幹かん線せん道路と交差する交差点。無人の街の中央で、向き合う四つの信号機が無機的な点てん滅めつを繰くり返していた。


　それぞれの角には十階を超こす高さの百貨店が並ならんでいる。建物と道路を結ぶ横おう断だん歩道がロの字型に渡わたっていた。


　この地下には、入り組んだ地下街が広がっているのだ。その入り口が、横断歩道の階かい段だんの隣となりに、ぽっかりと口を開けていた。


「とにかくだ。もうちょっと到着は遅おくれる。まあ三十分はかからねえから、先に楽しんでてくれ。んじゃ。こっから先は電波届とどかねーから」


『ちょ、ちょっと氷太！』


　呼よび止めるビーグルを無む視しして、甲斐は電話を切った。


　そして、あらためて交差点を見回してみる。


「……出入り口は四つ」


　まずはこの下にウィザードを閉とじこめるのが肝かん心じんだ。


　甲斐は黒くろ鮫さめを駆く使ししてあたりに設せつ置ちされた屑くず籠かごを運んだ。そして、それらを四つある出入り口の階段にぶちまけて回った。ゴミが──特に缶かんジュース等の空き缶が、盛せい大だいな音を立てて階段中に散らばる。


　即そく席せきのブービートラップだった。これで誰だれかが階段を使えば、音でそうとわかる。とんだ反社会的行こう為いだが、甲斐は意に介しなかった。なんならあとでＤＤの連中を呼び集めて、後あと片かたづけをさせればいいのだ。


　準じゆん備びを整えた甲斐は、歪ゆがんだ暴ぼう力りよくの予感に震ふるえて、飢うえた軍犬のように地下街へ飛び込んだ。


　自分がまき散らしたゴミを蹴け飛とばし、階段を駆かけ下りる。足音が周囲に反はん響きようした。ウィザードにも聞こえているかもしれないが、自分の訪おとずれを告げる意味ではプレッシャーにもなるだろう。


　地下に降りると、そこに並ぶ店はどこもシャッターを下ろしていた。照明は点ついていて、壁かべに貼はられたポスターやショッピング街の見取り図をのっぺりと照らしている。


　人の気配はなかった。


　ウィザードが引きずる悪魔の気配も、もはやほとんど感じない。だが甲斐は、彼がここにいると直感的に感じ取っていた。勘かんのようなものだが、間ま違ちがいないという自信があった。


「……さあ。ゲーム開始だ」


　まずは中心に向かって進んだ。またしても足音が反響する。厄やつ介かいだが仕方がない。条じよう件けんは向こうも同じだ。


　いつでも悪魔を召しよう喚かんできるよう、カプセルを嚙み砕く。カプセルの昂こう揚よう感は、たちまち戦いくさの興奮に混まざって溶とけた。


　──出てこい、ウィザード。まさか隠かくれん坊ぼうがしたいわけじゃあるまい。


　甲斐は意気揚々と通路を歩き回った。


　ところが、そのまさかだった。


　地下街の通路をくまなく回っても、ウィザードは姿すがたを現あらわさなかったのだ。


「なんだ……いったいどういうつもりだ」


　逃にげたわけではない。まだこの中に潜ひそんでいるはずだ。


　こちらの不意を突つくつもりなのかもしれない。そう思った甲斐は、通路を歩きながら、わざと隙すきを作った。フェイントではなく、本当に目を閉じて歩いたり、とっさに行動に移うつれないよう胡坐あぐらを組んで座すわり込こんだりもしてみせた。


　それでもウィザードは動く気配さえ見せなかった。


　シャッターに閉ざされた無人の地下街は、テレビゲームの地下ダンジョンのように素そっ気けない。だが、それだけにわずかな変化でも見み過すごすはずはなかった。甲斐は怪あやしいと見た店の店内はもちろん、トイレの中まで探さがし回ったが、あのブルーのウィンドブレーカーは切れ端はしさえ見つからなかった。どこかに隠れているのではなく、向こうも移い動どうしながら身を隠しているのだ。まさに鬼おにごっこである。


　苛いら々いらと時間だけが過ぎていった。つくづくムカつく男だ。もったいぶったところで、どうせろくな戦いもできるわけがないだろうに。


　甲斐はさんざん悪あく態たいをついたが、もちろんそんなことで事態が好転するわけもない。


　──あるいはこれが狙ねらいか？　こっちがじれるのを待ってんのか？


　甲斐はいったん立ち止まって煙草たばこを取り出した。


　残り二本のうち、一本に火を点つける。


　一服つけると少し落ち着きが戻もどってきた。甲斐は改めてウィザードの狙いを推すい測そくした。


　──奴やつは公園で、一度は戦いに臨のぞみながら結局逃げた。


　それは何な故ぜか？　自分があの甲斐氷太と知って、敵かなわないと思ったのかもしれない。もしくは、実じつ際さいに見た黒鮫に恐おそれを為なしたとも考えられる。なまじ腕うでの立つ者なら、ひと目見て甲斐と黒鮫の恐おそろしさは理り解かいできたに違いないのだ。


　──だが……


　正体を露あらわにしたあとのウィザードの戦意。あれは相当のものだった。逃げられないと悟さとって開き直ったにせよ、あのとき奴は真しん剣けんに自分を倒たおそうと考えていた。そして──ここが肝要なのだが、奴は「倒せる」と考えていた。実際にそんな実力があるかどうかの問題ではない。奴がそう考えたことが重要なのだ。


　悪あく魔まを狩かる、というのがウィザードの目的であることは確たしかだ。ならば、せっかくの標的を逃のがすのも惜おしいはず。実際の実力がどうあれ、本人が「倒せる」と考えている相手ならなおさらのことだ。


　もちろん、甲斐氷太が相手となれば並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごでは向かって来れまい。しかし、仮かりに、いつかは自分をも狩るべき標的とウィザードが考えていたのなら、今日きようの機会は絶ぜつ好こうの好機と見て取るはずだ。何しろ自分はＤＤのリーダーである。仲間も連れずに単たん独どくでいることなど──実はしょっちゅうなのだが──滅めつ多たにない、とそう考えるのではないだろうか？


「……ちっと都合が良すぎるかな」


　甲斐は腕組みして頭を悩なやませた。


　そのとき、それまで見事に隠されていた殺気が、槍やりのように突き刺ささってきた。


「──！」


　背はい後ご。


　甲斐が振ふり返る。だが──


「な、なんだ……」


　何もいない。


　すでに四回も回った地下街の通路が、それまで通り続いているだけだ。両りよう脇わきのショーウィンドウにも、壁から突き出た看かん板ばんや、壁に張はられたポスターにも、どこにも異い常じようは見当たらない。


　なのに、はっきりと悪魔の気配がする。


　すぐ側そばで、悪魔が身を潜ひそめていると、感覚が警けい告こくしている。


「どういう……」


　あっ、と反はん射しや的に考えが浮うかんだ。


　──しまったっ。カプセルの効こう果かが切れてるのか!?


　ウィザードが時間を稼かせいだ理由はこれか。甲斐はそう思い、己おのれの間ま抜ぬけぶりに歯は嚙がみした。公園での油ゆ断だんといい、いくら悪魔戦が久ひさしぶりとはいえ、素人しろうとでもしない無様なミスを連発するとは！


　甲斐は吸すいかけの煙草を吐はき捨すててカプセルを嚙んだ。のみくだすのとほとんど同時に悪魔を召しよう喚かんする。


　天てん井じようの低い地下の通路に、巨きよ大だいな黒くろ鮫さめが姿を現した。黒鮫は、召喚された窮きゆう屈くつな空間を不満に感じたようだが、甲斐は構かまわず直進させた。


　が──


「なんだと!?」


　見えない。


　カプセルをのんだにもかかわらず悪魔の姿が目もく視しできなかった。あり得ないことだ。悪魔がそこにいるという気配は、それこそ手で触さわるように感じているのに。


　──つまり、目に見えない──透とう明めいな悪魔なのか？


　黒鮫もまた悪魔の位置がつかめずに中ちゆう途と半はん端ぱな位置で動きを止めた。そもそもこの狭せまい空間では、方向転回すら一苦労だ。


「くそっ」


　拙まずい。甲斐は唇くちびるを嚙んだ。


　悪魔の気配はジリジリと近寄よってくる。攻こう撃げきの意い志し──いまにも襲おそいかかれるという、悪魔の放つ暗い歓かん喜きさえ伝わってくる。だが、その位置が特定できない。何しろ姿すがたが見えないのだ。こんな悪魔は初めてだ。


　ヒリヒリした焦しよう燥そう感が胸むねを焦こがす。こめかみを粘ねばりけのある汗あせが伝った。


　いっそ一時的に退たい避ひして距きよ離りを開けたいところだが、下へ手たに背せを向ければその瞬しゆん間かん襲いかかってくるに違ちがいない。甲斐は奥おく歯ばを嚙みしめ、目を皿のようにして通路を見み渡わたした。敵てきを求めて隅すみ々ずみまで視線を巡めぐらせるが、何一つおかしな点は見つからない。


　──いや！


　違い和わ感がある。


　それが何かわからないが、視界の中のどこかに、ひっかかるものがある。


　──どこだっ？　どこがおかしい？　何が気になったっ？


　白と黒の四角に塗ぬり分けられた床ゆか。赤みがかったベージュ色の壁かべ。商品の飾かざられたショーウィンドウ。セール期間を告知するポスター。服と鞄かばん、アクセサリー、携けい帯たい電話の店の看板。天井を這はう蛇へびのようなダクトと、口を開けた通風口。等とう間かん隔かくで置かれた無む機き質しつな照明。


「照明！」


　わかった。影かげだ。


　照明は天井に等間隔に設せつ置ちされ、通路を照らしていた。そのため照明と照明の間には、光の届とどかない影ができている。その影が不自然に伸のびていた。


　そこにいる何かが、光を遮さえぎっている。


「そこかあ！」


　甲斐が叫さけぶと、忠ちゆう実じつな黒鮫は即そく座ざに彼の攻撃の意志を汲み取った。身を捻ひねり、照明の光と不自然に伸びる影の間の空間に突つき刺ささる。その巨体でどうやって、と驚きよう嘆たんするほどの動きだった。


　獰どう猛もうなあごが血に飢えた牙きばを閃ひらめかせた。


　だが、甲斐を待っていたのは失意と驚きよう愕がくだった。


　黒鮫の一撃は、照明と影の間の空間を、ほとんど隙すき間まなく攻撃した。にもかかわらず、なんの手て応ごたえも得られなかったのだ。空振りだ。


　──外したぁ!?


　慌あわてて黒鮫を方向転てん換かんさせる。巨体の尾おが通路の天井を叩たたき、胴どう体たいが壁を擦こすった。


　その瞬間、甲斐を嘲あざ笑わらうかのように、悪あく魔まの発する気配が膨ふくれあがった。そろそろと忍しのび寄っていた影が、アクセルを踏ふんだように加速したのだ。


　影は壁の表面を滑すべり、まっすぐに甲斐を目指して伸び上がった。そして、映えい像ぞうに過すぎないはずの黒い染しみが、水面に浮ふ上じようする魚ぎよ雷らいさながら、その表面を膨らませた。


　──そうかっ。


「影が！」


　甲斐が唸うなる。


　公園でウィザードが取った行動の意味が、いま鮮せん明めいに脳のう裏りに浮かんだ。


　奴やつは光にこだわっていた。何な故ぜか？　影だ。影を作ろうとしていたのだ。


　目に見えなかったわけではない。影そのものが悪魔なのだ。


　二次元から飛び出した〝影〟が、空中を迫せまりながら手の形を取った。指先が鋭するどい鉤かぎ爪づめに変じ、迷まようことなく甲斐に肉にく薄はくした。


　このとき甲斐が反射的に攻撃を躱かわそうとして後ろに身を退ひいていれば、勝負はついていただろう。最初の一撃は回避できたにせよ、続く二の太た刀ちは到とう底てい躱せなかったはずだ。


　だが甲斐は後ろではなく前に避よけた。


　高速で迫る鉈なたのような鉤爪へ、こちらからぶつかる覚かく悟ごで身を投げ出した。


　黒くろ髪かみが宙ちゆうに舞まい、額ひたいを鉤爪の切っ先が裂さく。だが、間かん一いつ髪ぱつ、攻撃をかいくぐった。


　暖あたたかな血で側頭部が濡ぬれるのを意い識しきしながら、甲斐は床の上で一回転して立ち上がる。そして、その一瞬の回避運動の最中にも、黒鮫を制せい御ぎよすることは忘わすれなかった。


　向き直ったとき、〝影〟はその姿を露あらわにしていた。


　それは、壁から上半身を突き出した鬼おにだった。


　いかにも影らしく、闇やみが凝ぎよう固こしたような悪魔だ。そのシルエットは、西洋風の甲かつ冑ちゆうを身にまとっているように見える。


　太い腕うでに厳いかつい肩かた。頭部は仮か面めんに覆おおわれ、呼こ吸きゆう孔こうのような穴あなの向こうから、朧おぼろな眼がん光こうが向けられていた。


　黒くろ鮫さめに一歩も劣おとらぬ、好戦的で獰どう猛もうな眼光が、こちらを見据えている。


「こいつ……！」


〝影〟が伸び上がって攻撃を仕し掛かけた。


　だが、もはや甲斐の体たい勢せいは整っている。


「つけ上がんなよっ！」


　甲斐の両目が目ま映ばゆいほどに赤く燃もえ上がった。


　主の的てき確かくなコントロールを受けた黒鮫が、失しつ態たいを怒いかりに変えて憤ふん然ぜんと牙きばを剝むく。


　だが、両者が交差する寸すん前ぜん、〝影〟は姿を消した。


「またっ」


　平面に戻もどったのか。そう思った甲斐は鋭く視し線せんを投げたが、壁を伝っていた影は跡あと形かたもなくなっていた。悪魔の気配そのものが消えている。


　──退いた？


　影の悪魔はやる気満々だった。これはウィザードの操そう作さだ。


　──あくまで不意を突いた一いち撃げきで仕し留とめるつもりか……


　甲斐は怒りにまかせて通路の壁かべを殴なぐりつけた。卑ひ怯きよう──などという言葉が悪魔戦でなんの意味も持たないことはわかっている。だが、湧わき上がる憤いきどおりは抑おさえようもなかった。


　ウィザードは、それだけ確かく実じつ性せいを求めているのだろう。だが、それにしても一合たりとも刃やいばを交えぬとは徹てつ底ていしている。


　──小細工無しじゃ自信がないってことか。


　確たしかに、自分を相手にするならば慎しん重ちようになるのはわかる。甲斐は十人の悪オ魔ー持ナちーを相手に一ひと晩ばん中じゆう戦い抜ぬいたこともあるのだ。パワーだけでなくスタミナも並なみ外はずれていることを、ウィザードは知っているのかもしれない。


　こうなると、悪魔の正体が明らかになったいま、ウィザードは一いつ層そう慎重になるだろう。もう一度その気にさせるのは、かなり骨ほねが折れそうだ。


「だが、このままじゃ終わらせねえぜ」


　いまのところ甲斐はまるでいいところがない。常じよう勝しよう不敗の評ひよう判ばんなど誇ほこりとは思わぬまでも、このままではプライドが許ゆるさない。


「見てろ……」


　今度はこっちが仕掛けてやる。隠かくれ回っているウィンドブレーカーの裾すそに、火をつけてやるのだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　躱かわされた。


　景けいは廊ろう下かの陰かげに隠れたまま、目を閉とざし、奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　痛つう恨こんだった。最初で最後。絶ぜつ好こうの機会を、これで永えい久きゆうに失ったことになる。甲斐は〝影かげ〟の正体に気付いた。もはや同じ手は通用しない。


　陰に隠れての遠えん隔かく操作だったため、詰つめの甘あまさが露ろ呈ていしたのだ。戦せん術じゆつ上致いたし方ない結果とはいえ、悔くいが残った。


　すでに水みず原はらには連れん絡らくを取ったが、彼が駆かけつけても現げん状じようは変えようがない。このまま我が慢まん比くらべで、甲斐が隙すきを見せるのを待つしかなかった。


　いっそ正面から、と思わぬでもない。しかし危き険けんすぎた。甲斐の黒鮫は力を隠さないが、あの状態がマックスというわけではないのだ。うかうかと決着を逸はやるのは拙まずい。


　ところが、景が次の手を練っていると、甲斐が奇き妙みような行動に出始めた。地下街の中央。もっとも長い直線の廊下に移い動どうしたかと思うと、ポスターを剝はいで照明を覆い始めたのだ。


　光こう源げんを塞ふさいでいるのである。


　やはり気付かれたのだ。明かりを遮さえぎって、影ができないように細工する気なのだろう。


　だが景は甲斐の行動を見て目を輝かがやかせた。


　今日景は、ある悪オ魔ー持ナちーを狩かるために夜の街に出たのである。手元にはマグライトを用意していた。光源は自分で用意できる。


　光を消してしまえば、甲斐は油ゆ断だんするだろう。しかも彼が細工している通路は絶好の位置だ。間に何も遮る物がないから、直ちよく接せつ光を──つまり影を届とどかせることができる。反撃を許さず、こちらが姿すがたを見せた瞬しゆん間かんの一いつ照しよう射しやで決着を付けられるのだ。願ってもない展てん開かいである。


　甲斐は墓ぼ穴けつを掘ほった。


　こちらの勝ちだ。


　景は甲斐が作業を終えるのをじっと待った。一つ、また一つと、長い通路が端はしから闇に包まれていく。その様子を交差する通路の角から、息を詰めて見守っていた。


　地下街の中心だけあって、通路の幅はばは他ほかの倍はある。だが天てん井じようの高さは変わらないため、黒鮫の機動力が半はん減げんされることに変わりはない。
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　照明はあと二つ。


　景はカプセルをのんだ。気配を抑えつつ、いつでも〝影〟を召しよう喚かんできるようスタンバイする。


　甲斐が最後の照明に取りかかった。景はマグライトを取り出した。


　そろり、と通路の中に進む。甲斐がいるのは通路の反対側だ。明かりの消えたいま、悪あく魔まの気配さえもらさなければ悟さとられる心配はない。


　マグライトの電球を自分に向けて、静かに床ゆかに置く。視し線せんは甲斐に向けたまま、スイッチの位置を手て探さぐりで確かく認にんする。


　スイッチに指を添そえた。片かた腕うでが斜ななめ後ろに回されているが、それ以外は短たん距きよ離り走そうのクラウチングスタートに似にた体たい勢せいだ。


　マグライトの角度を慎重に調整。呼こ吸きゆうを静め、意い識しきを集中する。


　甲斐が最後の照明をポスターで覆おおった。


　景はスイッチを入れた。


　強く真まっ直すぐな光線が、身体からだを横から照らす。


　光はそのまま直進して、甲斐の姿をスポットライトのように──


　跳はね返された。


　闇やみに慣なれた瞳ひとみを光が差した。目を伏ふせることも忘わすれて、景は硬こう直ちよくした。


　鏡？
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「ストライク」


　──いや、ライナー直ちよく撃げきか？


　甲斐は、ついに姿を見せたブルーのウィンドブレーカーを見てニヤリと笑った。


　ウィザードが自分の影を悪魔として操あやつるならば、もっとも確実で、且かつ強力な攻こう撃げきをくわえるにはどうすればいいか？


　答えは簡かん単たん。敵てきに直接自分の影を接せつ触しよくさせればいいのである。そうすれば敵の身体の表面に、悪魔を召喚することができる。これはもはや回かい避ひ不ふ能のう。一撃必殺の荒あら技わざだ。また、たとえそこまで上う手まくいかなくとも、敵のすぐ側そばまで影を届かせることができれば、さっきのように、敵を目指して忍しのび寄よる手間が省はぶけることになる。


　では、そのためにはどうすればいいのか？


　まずは光の位置関係。


　自分の背はい後ごに光源を用意し、真横から遠方まで光を照射する。そうすることで敵まで自分の影を届かせるのである。


　ただ、この戦法を使うには敵と自分とのポジション。それに戦場のロケーションが問題となる。広さは必要としないが、影を届かせるための真っ直ぐな空間が条じよう件けんだ。その空間の両端に、敵と自分がいるという位置関係が望ましいだろう。余よ計けいな光もいらない。一本の光線でいい。


　そして、敵の前に自分の姿を見せることだ。


　このように。


　甲斐はくわえていた煙草たばこに火を点つけた。三本目の煙草である。


　これが最後の一本。当初の予定通り、吸い終わるまでにはケリを付ける。


　甲斐がトイレから引っ剝ぱがして並ならべた鏡は、物の見事にウィザードの作戦をはじき返した。


　光に打たれて動きを止めていたウィザードが、我われに返ってライトを消した。


　しかし、


「遅おせえよ」


　もはや位置はつかんだ。闇の中だろうと、黒くろ鮫さめの視覚と嗅きゆう覚かくを使えば攻撃できる。


　甲斐は通路を駆かけ出した。同時に、まるで闇そのものが動いたように、黒鮫が音もなく空中を疾しつ駆くした。


　再ふたたび通路の端に光が点った。今度は複ふく数すう。持っているライトをすべてばらまいたらしい。


　でたらめに交差する光の帯。


　その中にブルーのウィンドブレーカーがそびえ立った。床に、天井に歪いびつな影かげが踊おどり、その中の一つが形を取って起きあがった。


〝影〟がはっきりと姿を現あらわす。


　再び逃とう走そうを選んでいれば、チェックメイトだった。だがウィザードは逃にげなかった。襲おそいかかる黒鮫を相手に、毛ほども退ひく気配を見せない。戦いの流れがたゆたったとき、安あん易いに逃げれば敗北するという勝負の機き微びを心得ている。


　だが、どうせ手て遅おくれだ、と甲斐は走りながら嘲ちよう笑しようを浮うかべた。


　そしてまた、嘲笑しながら、失望もしていた。


　この悪魔戦は、これで、ジ・エンドだ。勝負は一いつ瞬しゆんで終わるだろう。怒いかりを募つのらせ、敵を求め、無様に追い回してようやく戦ったところで、得られる手て応ごたえなど紙かみ屑くずのようなものに決まっているのだ。これが済すんでしまえば、また、あの死んだような時間に戻もどらねばならない。


　──いまさら身み構がまえてねえで、初めからそうしてりゃよかったんだ。


　と、ウィザードに逆さか恨うらみする。


　あの公園で、少しでも緊きん迫ぱく感を味わったまま戦せん闘とうになっていれば良かった。そうなっていれば、こんな雑ざつ念ねんを持たず、それなりに満足のいく戦いができたかもしれなかったというのに。


　──せめて、ここまでもたつかせてくれた礼だけは、きっちりと返してやる。


「行くぜ！」


　甲斐は正面から黒鮫を突とつ入にゆうさせた。半はん端ぱな防ぼう御ぎよは突つき破やぶり、下へ手たな回かい避ひでは逃げ切れない。小細工の通用を許ゆるさない一撃だ。


〝影〟の気配が膨れあがった。


　黒鮫が咆ほう吼こうをぶつける。通路の空気が振動する。


　ウィザードは怯ひるまない。〝影〟が声なき雄お叫たけびを上げて迎むかえ撃うった。


　両りよう雄ゆうは通路の中央でぶつかりあった。


　消し飛ばし、粉ふん砕さいし、燻くすぶる感かん情じようをぶつけて、鬱うつ憤ぷんを晴らすつもりだった。


　しかし、そうはならなかった。


　甲斐に投げ返された手応え。


　それは、予想を遥はるかに上回る、鉄てつ壁ぺきのような手応えだった。


　ぶつかった瞬間のダメージは、どちらも同量だっただろう。だが、予期せぬ力に啞あ然ぜんと足を止めた甲斐に対し、ウィザードは即そく座ざに次の動きに移うつった。


〝影〟が黒鮫の身体からだをかいくぐって横につける。そして鉤かぎ爪づめを胴どう体たいに突き立てた。


　黒鮫は怒って身を捻ひねらせるが、天てん井じように背せビレが支つかえてろくな動きが取れない。一方〝影〟は狭せま苦くるしい空間を自じ在ざいに移い動どうした。


　両雄の攻こう防ぼうは、地下街を揺ゆるがした。


　巨きよ体たいという意味では、〝影〟も同じだ。まともに立ったら、頭部から伸のびる角のような突起が天井を突き破っていただろう。しかし〝影〟は身体の「厚あつみ」を変化させている。影のように二次元的な映えい像ぞうと、立体的な姿すがたとを自由に選んでいるのだ。しかも動きが凄すさまじく速い。拳こぶしを殴なぐりつけたかと思うと平面に潜もぐり込こんで壁かべを這はい、天井を回って背後を取る。移動しながら腕うでだけを突き出し、一撃をくわえてはまた位置を入れ替える。


　どの攻撃も効こう果か的で、こちらの防ぼう御ぎよを上回った。悪あく魔まの自立的な行動ではない。ウィザードは自分の悪魔の特とく質しつを理り解かいし、その挙動を完全にコントロールしていた。


　無む敵てきを誇ほこる黒鮫は、完全に翻ほん弄ろうされていた。


「マジかよ……」


　そのうち、無理に攻撃を避よけようとした黒鮫が、地下道の天井を一部破は壊かいした。


　途と端たんに、ブザーが鳴り響ひびき、天井から弧こを描えがいて水流が噴ふき出した。スプリンクラーが作動したのだ。


　振ふりまかれる水流は、照明を覆おおっていたポスターを流し落とした。再ふたたび息を吹ふき返した光が、今度は無機質な床ゆかや壁だけでなく、天井から降ふり注ぐ水流と飛沫しぶきを照らし出した。


　無数の水すい滴てきがライトアップされ、光の奔ほん流りゆうが通路を満たす。


　水音が床を叩たたいて、無人の地下街に楽しげな反はん響きようを響かせる。


　甲斐もウィザードも瞬またたく間にずぶ濡ぬれになった。濡れた光が、二人ふたりと二匹ひきを妖あやしく浮かび上がらせた。


　甲斐は降り注ぐ水流が髪かみから顔を滴したたっても、気に留とめようとしなかった。ろくな指示さえ出さず、全力でぶつかる二匹の悪魔を見つめていた。


　その視し線せんが、悪魔を挟はさんだ向こう側に立つウィザードへと移される。


　ブルーのウィンドブレーカーを身にまとい、水に打たれたまま、じっとたたずむ小こ柄がらな──自分より遥かにちっぽけな人影。


　──あんな奴やつが……


　小細工なしでは自信がない？


　所しよ詮せんは弱者相手に粋いきがってるだけ？


　ガツンと重たい一いち撃げきが来た。


　頭をぶん殴られたようだった。


　甲斐の中で何かが崩ほう壊かいしていった。それは彼自身知らぬ間に背負い込んでいた何かだった。その重みに顔をしかめながらも、いつしかそれが当然と思いこんでいた何かだった。かつて甲斐が馬ば鹿かにし、下らないと一笑に付していながら、知らず知らずのうちに取り込まれていた何かだった。


　その何かが、最高に痛つう快かいな破壊音を轟とどろかせて、ガラガラガラと崩壊していった。


　また、黒くろ鮫さめが一撃を浴びせられた。


　脳のう天てんを力ちから任まかせに殴りつけるような一撃。ダメージがフィードバックして甲斐を襲おそう。目が霞かすみそうな、このパワー。


　黒鮫が逆ぎやく襲しゆうの牙きばを剝むいた。躱かわせないと悟さとった〝影かげ〟が、両腕で牙をガードする。力の乗った一撃。それをしっかりと受け止める、この手応え。


　甲斐はそれをただ受け取り、味わっていた。


　気が付けば鳥とり肌はだが立っていた。全身の毛け穴あなが開いたような気がした。体内が熱く燃もえ、開いた毛穴から降り注ぐ水が流れ込んでいく。熱と悪お寒かんが入り交じった異い様ような感かん触しよくが、甲斐の心を粟あわ立だたせる。


　身体の奥おくから、いわく言い難がたい「奮ふるえ」が生まれようとしていた。


　奮えは腰こしから背せ筋すじを伝い、表ひよう現げんしようのない、それまでに経けい験けんしたことのない感動へと昇しよう華かしていった。


　呆ほうけたようだった甲斐の顔。


　その表情が、いまゆっくりと、消えることのない「笑えみ」を刻きざんでいく──
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　強い。格かくが違ちがう。


　景は全身に冷や汗あせを浮うかべて、目の前で繰くり広げられる戦いに集中していた。


　必死になって〝影〟をコントロールするのだが、一向に勝てる気がしない。それどころか、無む我が夢む中ちゆうでコントロールしていなければ、あっという間に怖おじ気けづいてしまっただろう。いまだって、足が震ふるえそうになるのを、必死に押おしとどめているぐらいなのだ。


　噂うわさは間違っていなかった。


　この悪魔は化け物だ。


　あくまで不意打ちを狙ねらい、正面切っての戦せん闘とうは避さけていた。しかし、それでも勝ち目がまったくないとは思っていなかった。ここまで有利な戦場を設せつ定ていしたのだ。


　なのに、この様である。


　横から見れば、むしろ景の〝影〟が押しているように見えたかもしれない。実じつ際さい、このままなら押し切れそうな手て応ごたえはある。


　だが、そんなことはあり得なかった。


　なぜなら、あの男は、まだ黒鮫をろくに操あやつっていないのである。自らコントロールするのではなく、適てき当とうに遊ばせているだけなのだ。


　かつての自分でもあるまいに、甲斐氷太ともあろう者が悪あく魔まの制せい御ぎよを不得手とするわけがない。


　どうして本気を出さないのか。彼の狙いはわからない。様子見なのか、ハンデのつもりか、それとも他ほかに理由があるのか。正直わかりたいとも思わない。だが、はっきりしているのは、自分に活路があるとすれば、いまの内に……甲斐がその真意を明かさない間に、一気に押し切ってしまうことだ。


　景は持っていたカプセルを惜おしみなくのみ込んだ。心身への負ふ荷かが跳はね上がるが、そんなことを気にしている場合ではない。


　そのときだ。攻こう撃げきを避けようと無茶な回かい避ひ行動を取った黒鮫が、天てん井じように衝しよう突とつした。その衝撃でスプリンクラーが作動し、勢いきおいよく水が降り注ぎ始めた。


　辺りはたちまち水みず浸びたしになった。排はい水すいは整っているのだろう。床ゆかに水が溜たまりそうな様子はないが、床一面に薄うすく張はった水が流れていく様はまるで流水階段カスケードのようだった。


　状じよう況きようの変化は二匹ひきの悪魔には大した問題にならないらしい。見み慣なれた地下街の廊ろう下かを陣じん取どり、太古の魚ぎよ竜りゆうを彷ほう彿ふつとさせる黒い鮫と、夜や叉しやと見まがう己おのれの〝影〟が、所ところ狭せましと火花を散らしている。悪魔たちは全身に流水を浴び、復ふつ活かつした照明を浴びて光の粒つぶを飛ばしている。


　遠くから見物するなら幻げん想そう的と評ひようせる光景だったかもしれない。だが、彼らの飛ばす水みず飛沫しぶきがまともに頰ほおを打つ距きよ離りとあっては、必死になって平静を保たもつばかりである。


　しかし、スプリンクラーの作動は、景にとって希望の火だった。これで消しよう防ぼう署しよに連れん絡らくが行ったはずなのだ。


　間もなく消防署の人間が駆かけつけてくるはずである。そうなる前に撤てつ退たいしなければならないのは、自分も甲斐も同様だ。つまり戦いにタイムリミットが設もうけられた。このままやり過すごせば、逃にげ切れるということだ。


　景は水を吸すって重たくなったウィンドブレーカーを引きずり、横に折れる通路へと走り出した。幸い、照明が戻もどり、〝影〟の行動範はん囲いは増ふえている。移い動どうしながらでも、黒鮫の防御ができる。


　景は交差する通路に駆け込む瞬しゆん間かん、フードの奥から甲斐の姿すがたを確かく認にんした。


　甲斐もこちらを見ていた。どういうわけか、すぐに追い縋すがろうとしてこない。


　理由はわからないがツイている。景はそう思って甲斐から視し線せんを逸そらそうとし、最後の瞬間、彼と目を合わせた。


　背筋がゾッとした。


　甲斐は、景を見て笑っていたのだ。


「悪オ魔ー持ナちー」の呼こ称しように相応ふさわしい──魔に魅み入いられたような笑みだった。
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　仕し留とめる。


　この手で。


　奴やつを仕留める。


　絶ぜつ対たいに。


　何がなんでも。


　あとのことなど、知ったことか。


　この身に代えようとも、決して、奴を、


「逃がしやしねえっ！」


　甲斐は火の玉と化していた。床に張った水を跳ね飛ばし、降ふりかかる水流をものともせずに全力で通路を走っていた。


　笑いながら走っているため、ときどき水が口からのどに入る。水に湿しめった革かわジャンやジーンズが、手足の動きを妨さまたげる。おかげで息が切れそうだ。しかし構かまわなかった。走るのを止める気もなければ、息が詰つまろうと笑うのを止めるつもりもない。全身がハイになっていた。頭の中は無む茶ちや苦く茶ちやだった。そして、瑞みず々みずしく躍やく動どうしていた。


　血が熱い。息が焼けそうだ。楽しい。笑いが止まらない。


「待ちやがれっ！」


　吠ほえる。


　腹はらの底から大声で吠える。身体からだ中の細さい胞ぼうで力が爆ばく発はつしていた。


　水のヴェールが重なった先には、追つい尾びする黒くろ鮫さめと、阻そ止しする〝影かげ〟の姿があった。〝影〟は後ろ向きに高速で移動しながら、迫せまる黒鮫を牽けん制せいしている。この器用さはウィザードの操そう作さだろう。


　だがいまや敵てきを押し切る勢いなのは黒鮫の方だった。


　あの、瞳ひとみに焼き付いたブルーのウィンドブレーカーは、通路の先に見え隠かくれしている。ときおり後ろを振ふり返って、自分の悪魔に指し示じを飛ばしていた。だが逃げることを優ゆう先せんしているので、どうしてもお粗そ末まつな操作しかできていない。


　対して黒鮫は違ちがった。


　いまや甲斐は、自分と黒鮫が完全に一体化しているかのような感覚を得ていた。黒鮫にせよ、さっきまでの不ふ甲が斐いなさを怒いかりに変えて、貪どん欲よくに闘とう志しを燃もやしている。こちらもまた、炎ほのおをまとっているようだ。


　二つの黒い火の玉は、地じ獄ごくの歌を高らかに絶唱しながら、猛もう然ぜんと獲え物ものを追った。


　葛根市に生きるあらゆる悪オ魔ー持ナちーが、口を揃そろえて「最強」と称たたえる、ＤＤのトップ甲斐氷太。


　それがこの、甲斐氷太だった。


　前方を行くウィザードは生きた心ここ地ちがしなかったに違いない。


　甲斐は両目をぎらつかせて、滴しずくを飛ばすブルーの裾すそをにらみ続けた。


　出口は近い。


　いまの時期なら、外はそろそろ空が白ばみ始めているころだ。すでに車の往おう来らいもあるだろう。何より、消防署のサイレンがすぐに聞こえてくるはずだった。


　夜の住人に許ゆるされた時間はあとわずか。それまでに決着をつけるのだ。


　黒鮫の猛もう攻こうは〝影〟の防ぼう御ぎよを派は手でに揺ゆさぶっていた。はっきり言って意気込ごみが違う。主の闘志に天と地ほどの差がある。


　黒鮫は小細工を弄ろうしない。真まっ直すぐに力をぶつけてくる。〝影〟とウィザードは、それを捌さばこうと必死だった。黒鮫の倍の手数を要して、なお押し切られようとしていた。


　ついに黒鮫のあごが〝影〟の左ひだり腕うでに喰くらい付いた。


〝影〟が嚙かみ付かれた腕ごと黒鮫を通路の壁かべに叩たたき付ける。力ちから任まかせの投げだった。ズシンッと通路はおろか地下街全体を揺ゆるがすような衝しよう撃げきが走った。


　目め眩まいがしそうなダメージをもらった。だが黒鮫は牙きばを外さなかった。渾こん身しんの力をあごに込め、手て甲こうに覆おおわれた〝影〟の腕を嚙み砕くだいた。


　今度は〝影〟が大ダメージに絶ぜつ叫きようする。前を走っていたウィザードの背せ中なかが揺ゆれ、濡ぬれたウィンドブレーカーに足を取られて転てん倒とうした。


　水みず飛沫しぶきが上がる。だがウィザードは腕を立てて上半身を起こした。震ふるえながら立ち上がって、振り向きもせず前に進んだ。


〝影〟が二次元に姿すがたを転じ、黒鮫の鼻はな面づらに絡からみついた。黒鮫はさんざん暴あばれ回った末、〝影〟を床ゆかにたたき落とした。


　辺りが煙けむるほどの水飛沫が跳はねる。


　その間にもウィザードは逃にげ続けた。彼の目指す先に曲がり角がある。その先──斜ななめ上から、人工のものでない微かすかな白光が差し込んでいる。


　外に出る出口。階かい段だんだ。


　甲斐は黒鮫を突とつ進しんさせた。


　床に落とされた〝影〟が、跳ね上がって、前に立ち塞ふさがった。


　両者がもつれ合って床に落ちる。水を跳ねながら床を滑すべる。


　甲斐はカプセルを嚙み砕いた。嚥えん下かし、両目を真まっ赤かに燃やした。


「行けぇっ！」


　滝たきのような力が黒鮫に注がれる。巨きよ体たいが一回り膨ふくれあがったかのようだった。


　黒鮫は〝影〟を振り払はらって浮うかび上がった。尾おを打ち振るって前に飛んだ。


〝影〟もただちに追尾する。黒鮫を上回る機き動どう性せいで、敵の前方に回り込む。


　二匹ひきの悪あく魔まは、同時に角を曲がって階段に飛び込んだ。


　次の瞬しゆん間かん、かつてない手て応ごたえが、甲斐にもたらされた。


　牙が鎧よろいを嚙み砕き、肉に突つき刺ささって引き裂さく感かん触しよくだ。


「決まった!?」


　断だん末まつ魔まに似にた波動が、廊ろう下か中の水を振しん動どうさせた。


　そして、〝影〟の気配が消失した。


　甲斐は足を止めて立ち尽つくした。


　──……やった？


　甲斐は肩かたで息をしていた。その呼こ吸きゆうが徐じよ々じよに収おさまった。


　ザー、とそれまで意い識しきに入らなかった雨のような水音が聞こえてくる。水に打たれ、少しずつ熱気が冷めていく。


　甲斐は頭が空っぽになったまま、バシャバシャと廊下を進んだ。


　曲がり角を曲がって階段を見上げる。


　その中なか程ほどに、あのブルーのウィンドブレーカーが倒たおれていた。


　ウィザードだ。


「…………」


　予想通り、すでに外は白ばんでいた。灰かい白はく色しよくの空が、地下街の出入り口に四角く切り取られて見える。


　ウィザードは身動き一つしなかった。フードが外れて露あらわになった頭とう髪はつが、黒く濡ぬれている。ウィンドブレーカーから染しみ出す水が階段を濡らして、一段ずつ黒い染しみを作っていた。


「……やった」


　甲斐は黒くろ鮫さめを現げん世せから帰した。


　強きよう敵てきを下した。が、なぜか甲斐は満たされていなかった。少し待ってみても、なんの感かん慨がいも湧わいてこない。最後は呆あつ気けなかったからだろうか？　だが、悪魔戦に限かぎらず、戦せん闘とうとはそういうものだ。


　まだ興こう奮ふんが抜ぬけきれず、頭がまともに動かない。


　そのまともに動かない頭が、妙みような感覚を捉とらえた。


　違い和わ感。


「……ん？」


　覚えのある違和感。ぞくっと身体からだの方が先に反はん応のうするが、頭はまだついてこない。


　──あれ、これって？


　悪魔の気配だ。


　そして甲斐は気が付いた。ウィザードの身体の下。ウィンドブレーカーから染み出した水が、階段に作る黒い染み。


　真っ直ぐこちらに伸びている。


「うおっ!?」


　甲斐が慌あわてて後ろに飛び退のいた。そのすぐ先を〝影かげ〟の腕うでが薙ないだ。


　身を伏ふせ、息を潜ひそめていたウィザードが、ここぞとばかりに飛び跳ねる。そして、甲斐の様子など一いち瞥べつもせず、一目散に階段を駆かけ上がった。


「て、テメエ～っ！」


　甲斐が黒鮫を召しよう喚かんし直そうとする。だが、その前にウィザードは出口から姿を消した。


　間かん髪はつ置かずに鳴り響ひびく音。エンジン音だ。


「バイク!?」


　事前に用意していたとは考えられない。ということは……


　──仲間かっ。


　甲斐は慌てて階段を駆け上がった。だがその前にバイクのエンジン音は噴ふき上がり、呼よび止める間もなく遠のいていった。


　甲斐は地上に出た。


　ずぶ濡れの甲斐に、ようやく差し始めた朝日が、間抜けな祝福を投げ掛かける。


　交差点から伸のびる幹かん線せん道路を、一台のバイクが疾しつ走そうしていくのが見えた。その後部座ざ席せきには、甲斐と同様、すっぽりと濡れそぼったブルーのウィンドブレーカーが風に翻ひるがえっていた。


「…………」


　逃にげられた。


　甲斐は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。


　髪かみの毛先や手足から、ぽたぽたと滴しずくが落ちて大地を濡らした。


　それからようやく、甲斐は携けい帯たいが鳴っていることに気が付いた。革かわジャンの内ポケットに入れていたおかげで、水に浸つからずに済すんだらしい。


『氷太っ？　氷太だな？　ああ、やっと繫つながった！』


　ビーグルだった。


　懐なつかしい。まるで、ひと月ぶりに声を聞いているような気になった。


『一体全体どこで何やってるんだよっ。お前は！　こっちはフォローすんのスゲエ大変だったんだぞ。来たくないならないで、どうしてそう言わねえんだよ。この薄うすら馬ば鹿かっ。そうでなくても、せめて途と中ちゆうで連れん絡らくぐらい入れやがれ！』


　ビーグルは甲斐の声を聞くなり、我が慢まんならない様子で叱しかりつけた。日ひ頃ごろ温おん厚こうな彼には珍めずらしいが、それも無理のないことだった。一度は来ると約束した甲斐が結局現あらわれなかったのだ。パーティーを仕切るビーグルにすれば、とんだ災さい難なんだったはずだ。


「……悪い」


　甲斐は乾かわいた声で、ぼそりと謝あやまった。


　電話の向こうの声が途と切ぎれた。まったく思ってもみない返答だったのだろう。


『……なんだ？　どうしたんだよ、お前。何かあったのか？』


　と、ビーグルは逆ぎやくに心配するような口調で尋たずねた。甲斐がまだ呆然としたまま「ああ」と生返事を返すと、いよいよ気がかりそうな声になった。


『そういやお前、悪オ魔ー持ナちーを追っかけてるとか言ってたよな。まさか負ふ傷しようしたのか？　いまどこなんだ』


「いま……」


　説明しようとすると、遠くからサイレンが聞こえてきた。消しよう防ぼう署しよの人間が駆けつけてきたのだ。


　電話越ごしにも聞こえたのだろう。ビーグルが慌てて『おい、氷太っ？』と声をかける。


「待ってくれ。ちょっと場所を移い動どうする」


『大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんだ、そのサイレン。いったい何があったんだ？』


「逃にがしたんだ」


『はあ？』


　とビーグル。


　──いや。


　甲斐はビーグルの疑ぎ問もんには答えずに、自らの考えを改めた。


　階かい段だんでの、最後の一いち撃げき。あれは当てようと思えば当てられたはずだ。ウィザードはわざと外した。日が昇のぼった時点で悪あく魔まの宴うたげは終しゆう了りよう。おそらく、そんな風なことが言いたかったのだろう。


「俺おれの負けだな。ククッ。悪魔戦で負けたのは初めてだぜ」


　苦く笑ってつぶやく。もれ聞いたビーグルが、電話の向こうで絶ぜつ句くするのがわかった。


　と、そのとき。


　地下街から離はなれようと歩き出した甲斐の視し界かいに、小さく光る物が映うつった。


　いま駆け上がってきた階段。その中なか程ほどの──ウィザードが倒たおれていた場所だ。


　甲斐は眉まゆをひそめて階段を下り、その何かを拾い上げた。


　甲斐の目が丸くなる。


　十円玉だった。


『氷太っ。おい、氷太ったら！』


　返事のない甲斐に向かって、電話の向こうのビーグルが何度も呼びかけてくる。しかし甲斐は携帯を握にぎったまま返事をしない。


　十秒後。


　甲斐の大だい爆ばく笑しようを聞いて、ビーグルはいよいよわけがわからなくなった。


　甲斐は涙なみだまで浮うかべて大笑いした。サイレンが近づくのも構かまわず、空を仰あおいで笑い続けるのだった。





　　　　◆◆◆◆◆





「……まさか実じつ践せんするはめになるとは……」


　水原の運転するバイクの後部座席。濡ぬれた服の寒さに震ふるえながら、景はそうつぶやいた。


「なに？　なんか言ったか？」


　と水原が肩かた越ごしに問いかける。


　景は首を振ふり、


「いや。なんでもない……」


　と答えた。





　これが、悪魔狩がりのウィザードとＤＤの甲斐氷太の、初手合わせとなった一夜である。


　これよりのち、ウィザードが不敗の甲斐に土をつけたという噂うわさは、甲斐本人の口からアンダーグラウンド中に広められた。その結果、ウィザードの注目度は一気に高まり、セルネットの賞しよう金きん額がくも三倍に跳はね上がった。


　だが、同時にウィザードの操あやつる悪魔が〝影かげ〟だという情じよう報ほうも流れ、有力な悪オ魔ー持ナちーたちは、それぞれ対たい抗こう策さくを講こうじるようになる。従したがって、それ以降、景は悪魔狩りの活動を縮しゆく小しようせざるを得なかった。


　そして時間が流れ、ウィザードの風聞もまた、ジャンキーの間で語られる噂と伝説の中へ沈しずんでいくのである。


　Ｂのコードネームを持つ男が、舞ぶ台たいに復ふつ帰きするその日まで。






　夜よ道みち─pathway─










　最さい初しよの登とう校こう日び前日に、その計けい画かくは決けつ行こうされた。





　　　　◆◆◆◆◆





　姫ひめ木き梓あずさは刺激を好このむ。スリルとアドベンチャーの飽あくなき探たん究きゆう者しやなのである。


　ところが、そんな彼女ともあろうものが、夏なつ休やすみという一いち大だいバカンスに、なんのスリルもアドベンチャーもないまま最初の登校日を迎むかえることとなった。


「クツジョク的だわ！」


　梓は大いに憤ふん慨がいして、彼女の物ではない水みず羊よう羹かんをかき込んだ。


「この素す晴ばらしい、宝石のように貴き重ちような夏休みを、もう三分の一も退たい屈くつな日にち常じように埋うもれさせただなんて。いったい一学期が終おわってからのわたしは何をしていたのっ？」


　と、プラスチックのスプーンを片かた手てに熱ねつ弁べんを振ふるう。


「来る日も来る日も離れに寝ねそべってゴロゴロするばかり。マンガを読よんだり、お菓か子しを食べたり、ゲームをしたり、またマンガを読んだり。健けん全ぜんな若わか者ものが日がな一日怠たい惰だを貪むさぼるだなんて、生命のローヒ以外の何ものでもないわ。人生の損そん失しつよ。この閉へい塞そくした生活を打だ破はしない限かぎり、わたしたちに未来はないわっ」


　自分の台詞せりふに酔ようようなノリで、梓は高たからかに言い放はなった。


　そういうこと寝そべってお菓子食べながら言われてもなあ、と物ものの部べ景けいは思ったが、もちろん口にするような浅あさはかな真ま似ねはしなかった。


「だいたい何よ登校日って。馬ば鹿かじゃない。こちとらオフシーズンど真まん中なかよ。何が悲かなしくて学校に出てかなきゃならないのよ。筋すじが通らないでしょそんなの。途と中ちゆうで呼び出して様よう子すを見るなんて、生せい徒とを信しん用ようしてない証しよう拠こよ。先生の質しつが年々低てい下かしてるってほんとね」


「でも、僕ぼくたち現げんに宿しゆく題だいやってないしなあ……」


　やんわり意い見けんしたつもりだったが、梓は親の敵かたきを見つけたように目を尖とがらせた。


　スプーンを口にくわえたまま、


「……あなににおよ？」


「そ、そのね。確たしか、登校日までにやっとかなきゃいけない宿題があったじゃない。問もん題だい集しゆうの最さい初しよの方とか。あれ、片かた付づけなくていいのかなあ、なんて思うんだけど」


　恐おそる恐る意見する景を尖った目でにらんだまま、梓はくわえていたスプーンを指ゆびで回した。


　そして一言、


「まーた始まった。マジメぶりっ子ー」


「で、でも先生に言われたことだし。ほら。クラスの南本くん、宿題忘わすれて立たされたじゃない」


「あんなの南本がどんくさいだけじゃん。宿題忘れてくのなんて一人や二人じゃないんだから、何人かの中に混まざってりゃ目め立だちゃしないわよ」


「でも……梓ちゃん」


「いーい、景ちゃん？　夏休みってのは遊あそぶためにあるのよ。これはもう学校がこの世よに生せい誕たんした日から決まってる、尊とうとい不ふ文ぶん律りつなの。普ふ段だん大人おとなにシイタゲられてる子供のために、夏の間だけ与あたえられた特とつ権けんなの。大人だって、わたしたちが笑ってる光こう景けいを見て幸しあわせになれるんだから。大切なのは思い出作りよ。夏休みの宿題なんて、ほんとは絵え日につ記きだけで十分なのよ」


「……でも絵日記も三日目で終おわってるしなあ……」


　ついぽろっと景が口を滑すべらせると、梓はたちまち目め尻じりをつり上げた。


「わ、る、い？」


「いえ、まさか……」


　景は、シールド・スマイルと自みずから命めい名めいした愛あい想そ笑わらいを浮うかべて手を振ふった。


　梓はしばらく叛はん意いを許ゆるさぬ恫どう喝かつの視し線せんで景を見ていたが、やがて空からになった水羊羹の容よう器きを置おき、彼女の物ではない二個こ目めの──今度は栗くり入りの水羊羹に手をつけた。


　ちなみに水羊羹は全ぜん部ぶで三個あり、それを用よう意いしたのは景だったのだが、当とう然ぜんのように梓の取り分は二個となった。


　景は梓の嫌きらいな抹まつ茶ちや味あじの水羊羹を食べながら、こっそり持ってきた宿題の入った鞄かばんを横よこ目めに見てため息をついた。


「言っとくけど、夏休みの宿題。抜ぬけ駆がけしたら承しよう知ちしないわよ。いいわね」


「わかったよ。もう」


　景は諦あきらめてそう答えた。梓とつき合っていると、諦めが肝かん心じん、という言葉の意い味みが身に染しみてわかってくる。


「だいたい、景ちゃんがいけないのよ。ただでさえ二人でできる遊びなんか限られてるのに、身体からだを動かす遊び全ぜん般ぱんが苦にが手てだなんて」


「苦手っていうか……梓ちゃんが無む茶ちやなだけで……」


「缶かん蹴けりしたら、缶探さがしてるうちに日が暮くれちゃうしさ」


「だって梓ちゃん、用よう水すい路ろの中に蹴るんだもん……」


「隠かくれん坊ぼうしたら見つけられなくて、最さい後ごは警けい察さつ呼ぼうとするしさ」


「床ゆか板いたの下なんて、普ふ通つう捜さがさないよ……」


「鬼おにごっこしても、すーぐ捕つかまるしさ」


「投なげ縄なわは反はん則そくだよ。しかもやたら上う手まいし……」


　その上、景が改あらためて思い出してみると、なぜか全ぜん部ぶ自分の方が鬼をやらされている。


　ううん、なぜかってことはないな、と彼は力ちから無なく笑って首を振ふった。なんでそうなったかは明めい白はくだ。いまさら深く考えたくはないが……


「ピンポンとかバトミントンとかは盛もり上がったんだけど、あれってすぐに球たまがなくなっちゃうしなあ」


「まあ、外は林だからね。もともと球きゆう技ぎをするには向むいてないよ。前の田たん圃ぼは広いけど足あし場ばが悪わるいし」


　おまけに梓は、パワーやスピードは申もうし分ぶんないのにコントロールに難なんがある。五回に一回はホームランを打つから、ラリーが続つづかないのである。むろん、球探さがしは景の役やく目めだ。


「第一、蚊かとか虫が一いつ杯ぱい！」


「それは……諦めるしかないんじゃないかな」


　二人がいるのは、二人の秘ひ密みつの遊び場である景の家の離はなれだった。母おも屋やの裏うら手てに広がる水すい田でんの、さらにその奥おくにぽつんと立っている。廃はい屋おくと見み紛まごうが如ごとき、あばら屋やである。大人も滅めつ多たに寄よりつかないため、二人にとっては理り想そうの居い場ば所しよだった。


　ただ、水田といっても、いまでは放ほう置ちされて荒あれ放ほう題だいとなっている。野や趣しゆに溢あふれる風ふう景けいではあるが、それを眺ながめるのが梓と景では所しよ詮せん猫ねこに小こ判ばんだった。また、水田の周しゆう囲いも雑ぞう木き林ばやしに囲かこまれているのだが、こちらも手て入いれがされないままで、下した生ばえの雑ざつ草そうが我わが世よの春を謳おう歌かしている。おかげで、この時じ期きは虫がわんさといるのだ。昼ひる間まはまだいいが、夜に明あかりを灯ともそうものなら、悲ひ鳴めいを上げそうなほどの虫が大たい挙きよして押おし寄よせてくる。網あみ戸どなど破やぶれて役やくを為なさないため、虫除よけは絶ぜつ対たいの必ひつ需じゆ品ひんである。ここにいると身体中が蚊か取とり線せん香こう臭くなってしまうのが、梓にとって、この夏最さい大だいの悩なやみだった。


「ほらね。やっぱり部へ屋やの中で遊んでるのが一番いいと思うよ。またトランプしようよ」


　と景は机つくえに置きっぱなしのトランプを手に持った。


　カードゲームなら景の独どく壇だん場じようである。子供の小さな手だというのに、カードを切きる仕し草ぐさは流れるようだった。


「えー。やーよ。それこそもう飽あきちゃった」


　と梓はつまらなそうに言った。当然ながら、彼女はカードゲームが苦にが手てである。ダイナミックでないというのが、その主しゆ張ちようするところだった。


「じゃあ、オセロは？　将しよう棋ぎとかチェスもあるよ。ボードゲームも」


　と離はなれの畳たたみの上に並べていく。すべて景のコレクションだ。


「……ほんと、インドア・ボーイね。景ちゃん」


　と、梓はマカロニ・サラダを見るベンガルトラのような視線を向けた。


「そうね。お金賭かけるんだったらやる」


「え、それは……」


　と景の手が止とまった。いま景が用よう意いしたゲームなら、どれであっても勝かつ自じ信しんはある。ただ、梓がお金やお菓子を賭けて戦たたかう場合、負まけそうになるととんでもない行こう動どうに出るので、とてもではないが、のんびりゲームを楽たのしむ気になれないのだ。


「うーん。他ほかに二人で室しつ内ないでできることかあ……となるとやっぱり、あれじゃない？　一対一の格かく闘とう技ぎマッチ──」


「きゃ、却きやつ下か！」


　慌あわてて景が叫さけんだ。


「駄だ目めだよっ。危あぶないよ、そんなの。ここは床も古ふるいんだから、暴あばれて壊こわれたらどうすんのさ。


　危き険けんすぎるよ」


　主おもに僕が、と心の中で付つけ加くわえる。


　梓は不ふ服ふくそうに「そーう？」と唇くちびるを尖らせた。


「別にボクシングとかキックとかムエタイとかＫ１ゴッコじゃなくてもいいからさあ」


「あ、当たり前じゃないか、そんなの。叩たたいたり蹴ったりの格闘技なんて、梓ちゃんに手て加か減げんできるわけないんだから……」


　ぞっとしたようにもらす。


「それに怪け我がしたら大たい変へんだろ？　大人が側そばにいないんだから。どこで、なんで怪我したって、怒おこられるに決きまってるよ。ひょっとしたら、もうこの離れを使うなって言われるかもしれないよ？」


「じゃあプロレスゴッコは？　この上に毛もう布ふ敷しいてやったら、怪我しないんじゃない？　大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと優やさしく技わざかけるから」


　すでに技をかける側がわは決まっているらしい。景は首を横に振って、


「あのね、梓ちゃん。梓ちゃんはやられたことないから分からないと思うけど、バックドロップやパイルドライバーって、手加減できるっていっても限げん度どがあると思うんだ。物ぶつ理り的てきに。毛布一枚ぐらい、全ぜん然ぜん意味ないよ」


　と経けい験けん者しやは語かたった。


　すると梓は、


「あ、じゃあ何、景ちゃん。景ちゃんはコブラツイストとか四の字じ固がためみたいな密みつ着ちやく系けいの技をかけて欲ほしいわけなの？　うわ。景ちゃん、ヤらしー」


　と、わざとらしく自分の肩かたを抱だき、身み震ぶるいして見せた。景は反はん論ろんするだけの気力が沸わいてこなかった。


「ははーん。そうだ。だったらさ、景ちゃん。ここは一つ、わたしたちの世せ代だいが避さけて通れない、定てい番ばんのトラウマ遊びをやりましょうか」


　目と口を三み日か月づきのようにして、梓は邪よこしまな笑みを浮かべた。景は「トラウマ」という形けい容ように不ふ吉きつな思おも惑わくを嗅かぎ付けつつも、


「いいけど……何、それ？」


「ズバリっ、『お医い者しやさんゴッコ』よ！」


「ぅえ!?」


　と景はたちまち顔を赤らめた。


「や、それはでも、さすがに、なんていうか……」


　しどろもどろで抗こう弁べんする景に、梓はジリジリとにじり寄よった。


　そして、


「あーら。そんなに怖こわがらなくていいデスからねー。平へい気きデスよー。痛いたくしないかラー」


「……え、僕患かん者じや？」


　てっきり医者役は男の自分と思っていた景が我われに返ったときには、伸のびてきた梓の腕うでが、むんずとＴシャツの裾すそをつかんでいた。


「ハイ、まずは服脱ぬいでー」


「わあっ。待まって梓ちゃん。放はなしてっ」


「暴れちゃ駄だ目めデスよー。暴れるとかえって──怪我、します、よおー」


「駄目だってシャツが伸のびる……ズボンはもっと駄目ー！」


「はい、わがまま言わないー」


「いーやー」


　畳の上の攻こう防ぼうは三分半に渡わたって繰くり広げられた。満まん面めんに喜き色しよくを称たたえる梓に対して、景は端はなから半はん泣なきである。まさに、猫ねこが鼠ねずみをいたぶるの図ずであった。


　結けつ局きよくＴシャツをはぎ取られた景は、ズボンだけは勘かん弁べんしてもらったが、なぜか腕うで十じゆう字じにキャメルクラッチまでかけられてから、ようやく解かい放ほうされた。


　梓は、ぐすぐす鼻はなを鳴ならす被ひ害がい者しやを放ほうり出すと、魔ま法ほう瓶びんに入れてきた麦むぎ茶ちやをごくごく飲のんでから満まん足ぞくそうに息を吐はき出した。


「うん。まあまあ面おも白しろいじゃない。『お医者さんゴッコ』」


「……これは『お医者さんゴッコ』とは違ちがうよ」


「まあでも、わたしと景ちゃんみたく、いつも二人で遊んでいる男の子と女の子なら、いつか体たい験けんしなくちゃいけない登とう竜りゆう門もんだ、って書いてあったから。これは」


「前から思ってたんだけど、梓ちゃんが読むマンガって、変な方向に偏かたより過すぎてるよ」


　不ふ平へいを鳴ならす景だったが、むろん梓は意に介かいさなかった。いつものことである。


「まあいいわ。この辺で余よ興きようはやめて、そろそろ本日の本ほん題だいに戻もどりましょうか」


　コトン、と麦茶の入ったコップを机つくえに戻し、梓は胡坐あぐらをかいて切りだした。


　伸びたＴシャツの裾を悲かなしそうに見つめていた景が、「え？」と顔を上げる。


「本題なんてあったの？　てか、それなら別に余興なんていらないじゃない……」


「うるさいわね。残ざん念ねんながら、その本題は夜になってからの話なのよ」


「夜？」


「その通り」


　と梓は人ひと差さし指を立てた。


「初はじめに言ったでしょ。このまま、なんのスリルもアドベンチャーもないまま夏休み最初の登校日を迎むかえるなんてクツジョク的だって」


「……それもすでに偏った見み方かただと思うけど」
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　スリルとアドベンチャーがなかったということは、それだけ平和だったということなのだ。もちろん、景にすれば、たとえ休み中だろうと学期の最さい中ちゆうだろうと、梓という名のスリルとアドベンチャー──しかもデンジャー──が常つねに側にいるわけであるから、白い鳩はとから表ひよう彰しようされるほどの平和というわけにはいかない。いかないが、まあ、まずまず快かい適てきな生活を送おくって来れたのだ。梓の「クツジョク的」なる発はつ言げんには、賛さん同どうできなかった。


　ただ、悲しいことに、景が賛同するか否いなかは、二人の間では糸くずより軽かるい問題だったりする。彼もそのことをわきまえているので、あえて反はん論ろんは口にしなかった。鳩から表彰を受けるのは、だいぶ先のことのようだ。


「で、何をやるの？」


　景は、元気のないシールド・スマイルで尋たずねた。


「肝きも試だめし」


　景のシールド・スマイルに亀き裂れつが走った。


「景ちゃん、知ってる？　裏うらの林って向こう側の丘に繫つながってるじゃない。そこの森もりの奥おくに、古ふるびた洋よう館かんがあるのよ。いまじゃ誰も住すんでない、ちっちゃい館やかたなんだけどね」


「し、知ってるけど……」


「その誰も住んでない館から、いつしか声が聞こえてくるようになったの。女の人のか細ぼそい悲ひ鳴めいが」


「あ、梓ちゃん、まさか……」


「運うん良よく今こ宵よいは快かい晴せいよ」


「今宵!?」


「寝ね静しずまった夜の森。月明かりに照てらされる獣けもの道みち──」


「け、獣道って、梓ちゃん……？」


「その奥にひっそりとたたずむ洋館。夜よな夜な聞こえる亡もう者じやの声──」


「亡……者？」


　情じよう感かんたっぷりに梓が言う。景は聞きたくないのに聞き入って唾つばを飲のんだ。なまじ人一倍感かん受じゆ性せいが豊ゆたかなものだから、リアルな光こう景けいが脳のう内ないに勝かつ手てに作られてしまうのだ。おまけに景は大だいの怖こわがりだった。


「どう？　まるで正しよう体たいを暴あばいてくれって言わんばかりのシチュエーションじゃない？」


「言ってないっ。誰も言ってないよ、そんこと！」


「スリルとアドベンチャーばかりか、ロマンまで味あじわえるのよ」


「そんなのロマンじゃないっ」


「あら。景ちゃんがいつも話してくれる王おう国こくの話と一緒じゃない」


「僕の話に亡者なんか出ないもんっ」


「だったら、なおのこと好こう都つ合ごうね。いい、景ちゃん。好すき嫌きらいをなくして色いろんなことを経けい験けんしないと、いいお話は作れないのよ。新しん境きよう地ちを切り開ひらかなきゃ」


「い、いいよ、そんなのっ。僕は怖いのやなんだからっ」


　いつになく激はげしい口く調ちようで景は異い議ぎを唱となえた。


　梓の瞳ひとみに一いつ瞬しゆん冷たい光が点ともる。それがスッと溶とけるように消えると、彼女は肩を竦すくめて唇の端を持ち上げ、困こまったように眉まゆを寄よせながら、やれやれと首を振った。ちょっと人が優しくしてやってれば付け上がりやがってこのガキは、という意い味みのボディ・ランゲージだ。


　景の背せ筋すじが寒さむくなった。


「けーいちゃ～ん？」


「あ、あの……梓ちゃん。落おち着ついて……」


　底そこ冷びえがする視線に、さすがの景も怖おじ気けづく。


「行くの？　行きたくないの？」


「ど、どっちかって言えば、できれば、なるべく、行きたくない……かなあーなんて……」


「いーから、来るのっ！」


　そんなわけで、そういうこととなった。


　ちなみに、そののち日ひ暮ぐれまで続けられた余興では、反はん抗こう的態たい度どを見せた景はズボンも許ゆるしてもらえなかった。





　　　　◆◆◆◆◆





「……だいぶ時間を食くったわね」


「関かん係けいのない話で引ひっ張ぱるからだよ。まったく」


　景はぶつくさ文もん句くを言ったが、その声は心なしか震ふるえていた。


　梓が言った通り、夏の夜よ空ぞらは呆あつ気けないほどに晴はれ渡わたっていた。透とう明めいな夜や気きの遥はるか向こうに、ビロードのような宇う宙ちゆうが横よこたわっている。


　月も美うつくしく金色に輝かがやき、雲がその美しさにかしずくように、静しずかに側そばで控ひかえていた。が、それは頭ず上じようを遮さえぎる枝えだ葉はの向こう側がわの話だ。


　いま、梓と景は、予定通り森の中に踏ふみ入いっていた。景の家の裏うら手てに広がる雑木林。そこから繫つながる森の中だ。途と中ちゆうまでなら景も散さん歩ぽで歩いたことがあるのだが、それは昼間のことである。日が暮れる前と後では、まるで勝かつ手てが違った。見み知しらぬ場所に入り込んでから、もうかなりの時間が経けい過かしている。


　はっきり言って周まわりは薄うす暗ぐらい。一応懐かい中ちゆう電でん灯とうは用意していたのだが、それをつけると虫が寄よってくるので使えないのだ。


「そう？　わたしはもう目が慣なれたわよ。これぐらい明あかるければ、だいたい見えるじゃない」


「でも、はっきりとは見えないよ」


　ときおり揺ゆれる灌かん木ぼくの枝。幹みきに絡からまる蔦つた草くさと苔こけ。ガサガサ音を立てる下した草くさ。生き物のような形をした茂しげみ。大たい木ぼくの根ね元もとに空あいたうろ。なまじ月明かりが木こ漏もれ日びのように差さし込む分、全然見えなくはないというのが、見る者の想そう像ぞう力りよくを刺し激げきする。こんな時間にこんな場所にいる自分が信じられなかった。信じたくもなかった。


　景は自分の右と左と前と後ろをいっぺんに見ようと無む駄だな努ど力りよくを重かさねていた。目を離はなした次の瞬しゆん間かんには、そこに何が現あらわれるかわからない。本気でそう思っていた。


　もっとも、確かにこの森には、そう思わせるような雰ふん囲い気きがある。そのことは梓も認みとめざるを得えなかった。


　不ふ埒らちな侵しん入にゆう者しやに向かって四し方ほうから迫せまってくるような圧あつ迫ぱく感かんと迫はく力りよく。それでいて、森がどこまでも深く続いているという感かん覚かく。人ひと手での入らぬ森が持つ、幻げん想そうの魔ま力りよくだ。夜という魔ま法ほうの時間、森がこれほどに様さま変がわりするものだとは、二人とも予よ想そうしていなかった。


「いけない、道に迷まよった」


「エーッ！」


「冗じよう談だんよ。びっくりした？」


「びっくりしたよ！　やめてよ、そういうのっ」


　景が涙なみだ声ごえになるのを聞いて、梓は楽しそうに笑った。あまりにいまさらだが、いい性せい格かくをしている。


　獣道の前を行くのは梓。景は彼女の背はい後ごに隠かくれるようにしながら、全ぜん身しんで「おどおど」という様よう子すを表あらわしながら続いていた。


「まったく、景ちゃんは怖がりねえ」


　その一言が言いたくて、この計けい画かくを企き画かくしたのだ、といわんばかりに梓は言った。


「……怖がりは悪い事じゃないよ。どんなに怖がったって、法ほう律りつで罰ばつせられたり、先生に怒られたりしないもん」


　でも人を怖がらせるのは悪いことなんだからね、という台詞せりふを、景は余よ程ほど梓に言ってやろうかと考えた。もちろん、考えただけである。ズボンの次はいったい──などと想像すると、嫌いやみを言う気も失せてしまう。


　しかし、実じつ際さいのところ梓の足あし取どりは確かだった。


　ときおり場所を確かく認にんするかのように足を止めて周しゆう囲いを見回すが、すぐに確かつ固ことした自じ信しんを持って先に進み出すのだ。


「梓ちゃん、ここに来たことあるの？」


「え、ま、まあね。だいぶ前にね」


　何なに気げない質しつ問もんだったが、梓の返へん答とうはなぜかぎこちなかった。もっとも、周囲の見み張はりに精せい一いつ杯ぱいの景は、そんな些さ細さいな反応にはまるで気が付かなかった。それ以上聞かれなかったのをいいことに、梓はさらに足を速はやめた。


「ほら、景ちゃん。こっち」


「待って梓ちゃんっ。もっとゆっくり」


　ずんずん森の奥へと進んでいく梓のあとを、景は必ひつ死しの思いで追おいかけた。


　暗くらいので足あし下もともよく見えない。何度も転ころびそうになり、何度かは結局転んだ。その点梓は大したもので、見通しの悪い獣道を、軽けい快かいなペースで踏とう破はしていった。


「それにしても、夜の森って意い外がいとうるさいのね。虫の声がすごい」


「そうだね。風ふう流りゆうっていうより、やかましいもん」


「でも、車の音なんかは聞こえないからいいわね。街がい灯とうとか電でん柱ちゆうとか無ぶ粋すいな物もないし」


「それだけ人が来ないってことだよ……」


「ふふ。そーねー。でも、『人以い外がい』──なら、色いろ々いろいたりして……」


「だ、か、ら。そういうこと言わないでってさっきから──」


　と、そこで梓が足を止めた。そして、びしっと指を突き出す。


「アッ。あれはいったい何かしら！」


「えっ！　えっ!?　な、なんなの？」


　景が慌あわてて梓の腕にしがみつく。


　梓が指差した方向。木き々ぎが並ぶ森の少し奥に、月げつ光こうを浴あびてぼんやり浮かび上がる白い何かが見えた。


　景が真まっ青さおになって息を呑のむ。


「で、で、で……でた……！」


「うーん。何かな。ちょっと浮いてるみたいだけど」


　浮いてる、の一言をやけに強きよう調ちようして梓がささやく。景はガタガタ震ふるえだした。


　景の目が白くて宙ちゆうに浮いた何かに釘くぎ付づけになっているのを、梓は横よこ目めでちらっと確認した。それからわざらしく、ぽんと手を打つ。


「よしっ。ちょっと行って確かめてみよう」


　景は、「地ち球きゆうは平ひらたい」と唱となえるクロマニヨン人を見るような目を発はつ言げん者しやに向けた。


「……何言ってんの梓ちゃん。そういうのやめてって言ったじゃない……」


「大丈夫よ。すぐ側みたいだから」


　と言い残して、獣道から逸それようと足を出す。景は血けつ相そうを変えて、梓の腕を引ひっ張ぱった。


「梓ちゃん、駄目っ！　そんなのほっとこうよ。どうせシーツか何かに決まってるんだからっ！」


「あ、正解──」


「な、何？」


「ううん。なんでもない。てか、シーツに決まってるんなら怖くないじゃん。行こうよ」


「駄目だって！　絶ぜつ対たいに駄目だからね」


「だったら、わたしだけ行くわ。景ちゃんはここに独りきりで残のこって……」


「もっと駄目ぇ！」


　ぶんぶんと首が折おれそうな勢いきおいで、景は頭を横に振った。梓はその反応を予よ想そうしていたかのように殊こと更さら涼すずしげな顔で「そう？」と首を傾かしげた。


「仕し方かたないわねえ。まあ、景ちゃんがそこまで言うなら、行くのはやめようか。スリルが味わえないのは残ざん念ねんだけど、景ちゃんが、そんなにお願いするならさ」


「あ、ありがとう、梓ちゃん……」


　梓が珍めずらしくも自分の意見を曲まげると、景は仏ほとけを拝おがむかのような勢いきおいで、頭を下さげて礼を言った。


「いいのよ。気にしないで、景ちゃん」


　と梓は鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。


「それより、先に進みましょうか。まだ道のりは遠とおいんだもんね」


「……や、やっぱり進むの？　もう帰らない？」


「馬鹿ね、景ちゃん。今日の本来の目的って洋館でしょ。忘れたの？」


　言うが早いか、梓は獣道を奥へと進みだした。景はしばらく躊ちゆう躇ちよのあまり動けずにいたのだが、そのまま置いていかれそうな梓の足取りを見て、弾はじかれたように走り出した。


「ま、待って、梓ちゃんっ。待ってよ！」


　と、後ろから叫さけぶ。


　だが、なぜか梓は今度に限り、呼ばれても振り返ろうとしなかった。それどころか、ほんとうに景を突つき放はなす勢いで足あし早ばやに先へ先へ急いでいる。


「あ、梓ちゃん！」


　景が驚きと絶ぜつ望ぼうの混まじった悲鳴を上げる。その悲鳴も間ま違ちがいなく届とどいているはずなのに、梓は止まらなかった。


　と、道が斜ななめに伸のびた柳やなぎに遮さえぎられ、梓の後うしろ姿すがたが森の中に消きえる。自分は道が分からない。ここで見み失うしなったらアウトだ。景は我を忘れて全ぜん力りよく疾しつ走そうし、地面から突き出た木の根に足を引っかけた。


「っぶ」


　万ばん歳ざいをするように盛せい大だいにスッ転ぶ。


　景はそのまましばらく動けなかった。辺あたりで虫の声が一ひと際きわ高く鳴なり響ひびき、頭ず上じようから降ふり注そそいだ。


「……痛いたい」


　二度、三度身じろぎしたあと、景は目に涙を浮かべて身体を起こした。前を見ても梓の姿はない。痛いのを我が慢まんして立ち上がり、獣道を進む。


　柳の生はえた場所に到とう着ちやくした景は、祈いのる思いで先をのぞいた。が、そこにあるのは不ぶ気き味みに続く森の中の道なき道で、梓の姿はどこにも見当たらなかった。


「そんなぁ……」


　へなへなと崩くずれ落ちる。


　と、そこで──


　フゥ


　と景の横を音もなく何かが横よこ切ぎった……ような気がした。


　景の顔が石のように固かたまる。呼こ吸きゆうすら止とまった。


　顔を横に向ければ、その正しよう体たいが見えるかもしれない。しかし景はそうしなかった。だって『見える』かもしれないのだ。そんなことできるわけがない。


　景はそろりそろりと立ち上がった。顔は梓の消きえた獣道の先へと向けられている。だが、実際には何も見ていないも同どう然ぜんだった。景の全ぜん神しん経けいは、さっき何かが横切った辺りに集しゆう中ちゆうしていた。


　再ふたたび──


　ユラ


　と、さっきと同じ何かが横切った。反はん射しや的に目が行きそうになる。慌あわてて堪こらえる。だが、視し界かいの隅すみに、またしても白くて宙に浮いた何かが、確かに映うつった。


　景の額ひたいから滝たきのような汗あせが流れてきた。


　景が見た何かは、さっき見た何かより幾いく分ぶん小さい気がした。ヒラヒラと風にたなびくようで、なんとなく洗せん濯たくしてある白いワイシャツのようにも見えたが、もちろんそんなはずはない。動き方も釣つり糸か何かでぶら下さげたまま、振ふり子こみたいに動かしたような動き方だったが、景は本ほん物ものの幽ゆう霊れいを──幸さいわいにも──これまで見たことがないのだから、幽霊が振り子のように動かないなどという理り屈くつは通らない。いや、違う。論ろん点てんがおかしい。だって幽霊なんていないんだから、動きも何もないのだ。我ながら馬鹿げたことを考えた。だからといって、幽霊じゃないなら、あれはいったいなんなんだという疑ぎ問もんは持ったりしない。重じゆう要ようなのは、あれは幽霊じゃない、なぜなら幽霊なんていないから、という点だけであって、他のことはまったく全然ちっとも重要じゃないからだ。重要なのは例たとえば明日は登校日で学校に行かねばならず、だから早めに家に帰ることが望のぞましく、早く風ふ呂ろに入って布ふ団とんで眠ねむるべきで、可か能のうなら提てい出しゆつするよう言われていた課か題だいを少しでもやっておいた方がいいということであって、いまさっき誰もいないはずの森の中で顔のすぐ横を横切っていった物の正体なんかではないのだ。


　景は固かたく目を閉とじた。遅おくればせながら、不ふ用よう意いに目を開あけているから見なくていいというか見るはずもない理り不ふ尽じんな何かを見てしまうのだ、じゃなくて見てしまったような気になったのだと気が付いたからだ。目を閉じていれば、そんな錯さつ覚かくに襲おそわれることもない。


　景は目を閉じたまま回まわれ右をした。梓はこの道に詳くわしいみたいだから、たとえ一人になっても大丈夫。そもそも梓なら幽霊を見つけたら──もちろんそんなものはこの世にいないから見つけようとしても見つけられるわけはないのだがあくまで可か能のう性せいとして見つけた場合というか見つけたような勘かん違ちがいをした場合には──なんとかして捕つかまえようとするだろう。心しん配ぱいする要よう素そはまったくない。一方自分は道に詳しくないし、梓だってそのことを知っている。たとえ梓を置おいて先に一人で帰ったとしても、腹はらを立てたりしないはずだ。もしも、なんでついてこなかったんだと怒おこられても、それはこのまま先に進んでどこにいるかわからない梓を捜さがすよりは、まだしも道のわかっている帰り道を森の出口まで進すすむ方が安全だったからであって、これはもう道を知らない自分には選せん択たくの余よ地ちもない仕し方かたのないことだったのだと言えばいいのだ。そうやってきちんと説せつ明めいすれば梓だって──たぶん──許ゆるしてくれるに違いないし、たとえ許してくれないにしてもそれはそのときになってから、つまり安全を確かく保ほした未来になってから心しん配ぱいするべき心配事であるから、いまここで自分が心配するようなことではないはずだ。何しろ、いまの自分にはもっともっと緊きん急きゆうに切せつ迫ぱくした心配事があるのだから、未来の心配にまで手を伸のばすのは賢かしこくない。うん、賢くないぞ。もちろん、その心配事というのは道に迷まよって迷まい子ごになる可能性に関かんする心配事であって、例の白くて宙に浮いた、もとい、宙に浮いたようにも見えなくはなかった何かに対する心配事ではない。そうとも。家に帰ろう。家に帰ってお風呂に入って、ちょっとだけ課題を片付けてから、布団に入ろう。明日梓に何か言われるかもしれないけど、太たい陽ようの下で何を言われたって自分はへっちゃらだ。


　よし、と景は目を閉じたまま頷うなずいた。


　それから、目を開けた。


　その鼻はな先さきをかすめ、頭ず上じようから──まるでバケツに入っていたような量りようの──水が降ふってきた。


「──っ！」


　バシャバシャッ、と飛沫しぶきが跳はねて、足あし下もとが濡ぬれる。


　冷たい。


「ワぁぁーッ！」


　景は大声を上げてその場から逃げ出した。


　来た道を引き返そうと回れ右をしたところを、その真まん前まえに水が降ってきた。そして、そこに背せを向けて一いち目もく散さんに駆け出したのだ。つまりそれは獣道を先へと進む方向だった。


　が、


「っぶ」


　と再び転てん倒とうした。なぜか足下の雑ざつ草そうが、輪わっか状じように結むすばれていたのだ。幸い、ちょうど景が倒たおれ込んだ辺りには不ふ自し然ぜんな量の枯かれ葉はが敷しき詰つめられていて、それがクッション代がわりになって怪我をせずに済すんだ。だが、気が動どう転てんしている景は、そんな偶ぐう然ぜんには毛け筋すじの先ほども気が付かなかった。いまなら、目の前で太陽が西から昇のぼって東に沈しずもうと、ただ太陽が昇ったという事じ実じつだけしか気付かないまま喜よろこびの涙を流しただろう。


「な、な、な、な──」


　もはや言げん語ご中ちゆう枢すうすら麻ま痺ひしたようで、景は意味のない短たん音おんのみを区く切ぎり良よく発はつ音おんした。怪我はしていなし立とうとすれば立てたはずなのだが、倒れた格かつ好こうのまま這はい蹲つくばっている。それでも、少しでも水が降ってきた柳の側から離はなれようと、地じ面めんの上でもがき続けていた。


　そこへ──


　ぺた


　と何かが額に張はり付いた。


　それは四し角かくくて柔やわらかくて表ひよう面めんがぬめっていた。


　景に少しでも普ふ段だんの冷静さがあれば、それが梓の大だい嫌きらいなある食べ物の触しよく感かんにそっくりであることに気が付いただろう。しかし、もちろんそのときの景には普段の冷静さはなかったし、特とく殊しゆな状じよう況きようで期き待たいできるぐらいのわずかな冷静ささえ微み塵じんもなかった。


「ひぃやぁぁぁぁ」


　羽は根ねに火がついた鶏にわとりのように、景は両手で額を振り払はらった。そして、その感触を忘れようと、その場でバタバタ転げ回る。


　もう駄目だ、と景は頭を抱かかえてうずくまった。やっぱり幽霊はいるのだ。偉えらい科か学がく者しやがテレビで言っていたことを心の底そこから支し持じしていたのに、本当はあの怖そうな顔をした霊れい能のう力りよく者しやの言っていたことが正せい解かいだったのだ。お墓はか参まいりだってちゃんとしたけど、心の底では幽霊を信じないのと同じようにご先せん祖ぞ様のことも軽かろんじていたに違いない。それどころか、さっきまでの自分の論ろん法ぽうでいけば、神様だって信じてないことになりやしないだろうか？　だからだ。だからこんな目に遭あっているのだ。罰ばちが当たったのだ。神様やご先祖様や幽霊や霊能力者が怒っているのだ。こんなことならせめて梓ちゃんが買って読んでいた少女マンガのホラー物を自分もきちんと読んでおけばよかった。そうすればこういうとき心しん霊れいの怒りを鎮しずめる方法や、あるいは魔ま除よけのやり方が載のっていたかもしれないのに。そういえば梓ちゃんは、あのマンガを読んだあと、やけに感かん銘めいを受けたように瞳を輝かがやかせていたっけ。あれはきっと幽霊対たい策さくの方法を知って感銘を受けていたに違いない。だから今日の梓ちゃんはあんなにも元気で全然怖がる素そ振ぶりを見せないのだ。あのときは、ああ梓ちゃんがまた何か悪わる巧だくみをしている嫌いやだなあと思ったんだけど、自分はとんだ誤ご解かいをしていた。触さわらぬ神に祟たたりなしなどと見て見ぬ振りをするのじゃなくて、あのときちゃんとどうしたの梓ちゃんと声をかけていれば、自分もその方法を知ることができていたかもしれないのに。ああ。


「──けーいちゃん」


　声がした。梓の声だった。


　頭を抱えてうずくまっていた景は、ガバッと顔を上げて声の主ぬしを見上げた。


　そこには、なぜか肩をぶるぶると震ふるわせ、必ひつ死しに何かを堪こらえている表情の梓がいた。


「どうしたのよ、景ちゃん。いったい何をそんなに泣いてるの？」


　微かすかに震える声──ちょうど笑いすぎたあとの疲ひ労ろうした横おう隔かく膜まくが出すような声──で、梓は景に話しかけた。そして、ぽんぽんと優やさしく肩を叩たたいた。


　景の両目に、涙が溢あふれた。


「あ、あず、あず、梓ちゃん！」


　景は身も世もなく梓の腰こしに抱だきついた。梓は「あらあら」と困こまったような──それでもやはり必死に何かを堪えているような──顔をした。


「いったい何があったの、景ちゃん。そんなに泣いちゃって」


「いま、いま、いまそこ、そこで！　そこで幽霊が！　幽霊が怒って！」


　思わず、


「ぷっ」


　と梓が吹き出す。それから慌あわてて、


「な、何を言っているのよ、景ちゃんたら。ユーレイなんているわけないでしょ？　気のせいよ。気のせい」


「でもっ。でもっ！」


「うーん。そうねえ。ひょっとしたら暗いから何か見み間ま違ちがえたりしたのかもしれないわね。目の錯さつ覚かくよ」


「でも水！　それにヌメってっ！」


「もうっ。しっかりしてよ、景ちゃんたら。何があったか知らないけど、もう平気よ。ほら。だってわたしがいるじゃない。もう安心だから。そんなに泣かないで。ね？」


　梓は慈じ母ぼの如ごとき微笑ほほえみを浮かべて景の頰ほおを両手で挟はさんだ。


　そのとき彼女の目は、どういうわけか赤く充じゆう血けつしていた。涙を流したあとのようだ。ただ、仮かりに梓が泣いたあとだとしても、それは悲かなしみや恐きよう怖ふのために泣いたとは思えなかった。なぜなら彼女の瞳には悲しみや恐怖の色はなく、清すが々すがしく──まるで思い切り笑い声を出してストレスを発はつ散さんした直ちよく後ごのように──透すき通っていたからである。


　しかし、周まわりは暗かったので、景は梓の目の色にまでは気付かなかった。ただただ梓の、通つう常じようの彼女なら考かんがえられない優しい台詞せりふに打うたれ、次から次へと溢れる涙をこぼしていた。


「梓ちゃーん」


　乳ち飲のみ子ごのように、しっかと抱きつく。


「あっ、コラ！　鼻はな水みずつけないでよ！」


「うえーん」


「……ったく。まあいいわ。これくらい」


　と梓は鷹おう揚ように笑みを浮かべる。普段なら極きよつ刑けいもののはずだが、そのときの彼女はやたらと優しかった。


「はいはい、しっかりしてね。ぐすぐすして遅れたりするから、こんなことになるんじゃないの。いい？　これからはちゃんと、わたしの言うこと聞きなさいね。わかった？　いいわね？」


　景は一も二もなく頷うなずいた。梓は実に実に満足そうな顔で頷いた。その顔は雄ゆう弁べんに、手て間ま暇ひまかけた甲か斐いがあった、と語かたっていた。


「……もっとも、あのマンガじゃ逆だったんだけどなあ。立たち場ばが」


　と少し残念そうにつぶやく。


　そのとき、


　びくん、と景が泣くのを止やめて身を固かたくした。他た方ほう、梓もまた真しん剣けんな表情になって顔を上げた。


　二人はそのまま、じっと耳を澄すませた。


「……何かしら、いまの声？」


「……な、何言ってるの、梓ちゃん。ぼ、僕は何も、聞こえなかった……よ？」


「噓うそおっしゃい。何かの鳴なき声ごえが聞こえたじゃない。獣みたいな──」


　もう一度、


　遠くから森中に響ひびき渡わたる不ふ吉きつな鳴き声が駆かけ抜ぬけた。


　一度目よりずっと大きい、錆さびたチャイムが割われたような、胸に突つき立たつ響きだった。


　景が息を呑のんで梓に抱きつく。梓もさすがに顔かお色いろを変えた。


「やっぱり！　あれ、なんの声？」


「知らないよ、そんなのっ」


「……猫かしら？　猫が喧けん嘩かするときの声に似にてたような……」


「ね、猫はあんな声出さないよ……梓ちゃん。帰ろう。もういいだろ。うちに帰ろうよ」


　景が泣きつき、梓の身体を揺ゆする。


　梓も青あおざめていた。棒ぼうを飲んだように立たち尽つくし、唇を結むすんでいる。しかし彼女の目には、さっきまではなかった決けつ意いがあった。


　あの声が聞こえてきたのは、この獣道の先。洋館のある方だったのだ。


「……あの噂うわさは噓じゃないもんね。学校の子も言ってたし……」


　梓は腰に抱きついている景の腕を取り、立ち上がらせた。そして手を繫つなぐ。


「……行くわよ」


「あ、梓ちゃん!?」


「早くっ。もう手を放しちゃ駄目だからね！」


　梓は嫌いやがる景を引っ張って、夜の森を奥へと進んだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　その洋館は、梓が想そう像ぞうしていたより、ずっとこぢんまりとしていた。ゴシックホラーに登とう場じようするような大きな館を想像していたのだ。


　あれから獣道はほとんど消え、二人は生おい茂しげる森を突っ切るように進んできた。すでに、あの叫び声が聞こえてから、一時間以上経たっている。ほとんど話もしないで歩いてきたのだが、二人とも疲れ切っていた。


　森を抜ぬけた先は、その洋館の裏うら手てだった。近くで見ると木もく造ぞうらしい。古い建たて物ものではあるが、ヨーロッパにある古こ城じようのような風ふう格かくはなかった。白いペンキがあちこち剝はげ落ち、窓まどには板いたが打ち付けられていた。


　洋館を見た景が、


「……梓ちゃん。これ、教きよう会かいじゃない？」


　梓は驚いて後ろの景に振ふり向いた。


「ほら。屋や根ねの上。十じゆう字じ架かがついてる」


　景が建物の屋根を指ゆび差さす。梓が見上げると、月の浮かぶ夜空に三角の屋根が尖とがり、その先せん端たんに十の字をした影があった。


「ほんとだ……そういえば、昔教会があったって話、聞いたことあるわ」


「ね、ねえ。梓ちゃん。でもそれってずいぶん前の話だよ。いまじゃこの教会には誰もいないはずなんだ。やっぱり帰ろうよ」


「もうっ。明るいところに出たんだから、そんなに怖くなくなったでしょ。さっきの声がなんなのか調べなきゃ駄目じゃない」


　強つよ気きに出た梓だったが、彼女も決けつして怖くないわけではない。森の奥の古い教会。夜ごとに聞こえる悲鳴の噂。そこに持ってきて、さっきの叫さけびだ。景ほどではないにせよ、想像力は強い方なのである。さっきから、様さま々ざまな不吉なイメージが脳のう裏りに浮かんでいるのだ。


　しかし梓は気になった。噂の真しん相そうや叫び声の正体が気になった。そしてどれだけ怖いからといっても、気になったまま、すごすご引き返すことなど、彼女にはできなかった。


　梓はぎゅっと景の手を握にぎり締しめた。


「さ、行くわよ」


「でも……！」


「ちょっとのぞくだけだから！」


　怯ひるみそうになる自分を叱しかるつもりで、梓は語ご調ちようを強くした。


　二人は洋館──放ほう棄きされた教会に近づいた。景は針はりが落ちる音にも飛び上がりそうなほど怯おびえていた。しかし不ふ思し議ぎなもので、景が怖がっていると思うと、逆ぎやくに梓は気持ちがしっかりしてきた。


　教会の横を通って正しよう面めんに回り込む。


　正面には短みじかい階かい段だんと両りよう開びらきの扉とびらがあった。扉の取とっ手てには鎖くさりが絡からまっていたが、鍵かぎは外されていた。梓は階段を上あがった。景も恐おそる恐る後に続いた。


　辺りは相あい変かわらず虫の鳴き声でやかましい。しかしいまの二人には、そんな雑ざつ音おんは気にならなかった。むしろ、その雑音がなければ、静しずまりかえった教会の中には、梓でさえ入る気にならなかったかもしれない。


　扉の前で立ち止どまる。二人とも唾つばを飲のみ込こんだ。


　ふと、景が、おやっという顔をする。


「梓ちゃん。なんか甘あまい香かおりがしない？」


「え？」


　言われて梓もくんくんと鼻を動かす。それから驚いた表情になった。景の言うとおり、何か甘いにおいが漂ただよっていた。


　教会の中からだ。


「……なんのにおいだろ、これ。変なにおいだけど、嫌いやなにおいじゃないね」


　景は幾いく分ぶん恐きよう怖ふが薄うすれたようにつぶやいた。


　だが、梓はかえって不ふ信しん感かんを高たかめていた。さっき景が口にしたとおり、ここは無む人じんのはずなのだ。どんな類たぐいの物でも、何か妙みようなにおいがするという時じ点てんでおかしかった。


「油ゆ断だんしちゃ駄目よ、景ちゃん。ひょっとすると、さっきの叫び声の主が放はなってるにおいかもしれないじゃない。それこそ謎なぞの生物だわ」


　と低い声で告つげる。景は自分の置かれた状況を思い出して、再び緊きん張ちよう感を取り戻もどした。


「さ、入るわよ？」


「……う、うん」


　ギイ、と梓は扉を開けた。景は目を閉じて、梓の肩に顔をくっつけた。


　中はがらんとしていた。しかし……


「……何これ？」


　梓は目を丸くして、教会の中を見み回まわした。


　小さな教会だった。内ない装そうは、梓が漠ばく然ぜんと抱いだいていた教会のイメージと似に通かよっている。正面奥に祭さい壇だんがあって、壁かべに十字架がかかっている。その十字架に跪ひざまずくように、ベンチ型の椅い子すが粛しゆく粛しゆくと並んでいた。祭壇の上の方には、ステンドグラスも嵌はめられていた。赤や黄色、水色をした色ガラスは、どれも古びて曇くもっていた。しかし、シルクのような月光に染そめられたいまだけは、美しく映はえていた。


　いまでは失われたが、かつては確かに存在した信しん仰こう。そんなものを感じさせる、質しつ素そな佇たたずまいだった。


　ただし、それだけではなかった。


　教会は、まるで地じ獄ごくの釜かまの照てり返かえしを受けているように、暗くらいオレンジ色で染まっていた。


　座すわる者もないまま、静しずかに並ぶベンチ。そのすべての座ざ席せきに、火のついた蠟ろう燭そくが立てられていたのである。低ひくい位い置ちにある明かりが、間かん接せつ照しよう明めいのように教会の中を照らしているのだ。


　誰だれかがいるような気け配はいはない。無人の教会で、蠟燭だけが音もなく燃もえていた。梓は思わず悪お寒かんを感かんじた。


　梓がずっと立ち止どまっているので、その後ろに隠かくれて目を閉じていた景は、ちょっとだけ片かた目めの目ま蓋ぶたを持ち上げた。


「うわっ。な、何これ？」


　景も同じように声をもらした。幻げん想そう的ながら非ひ現げん実じつ的な光景に心を奪うばわれたようだった。


「梓ちゃん？　これって……」


「わ、わたしだってわかんないわよ。こんなの……」


　においも外よりずっと強い。嗅かいでいると、頭の奥がくらくらしてくるようだった。この蠟燭のせいだろうか？　火を点けるといい香かおりのする、アロマキャンドルというやつなのかもしれない。


　梓はゆっくりと教会の中に入った。


　真ん中の通つう路ろを、祭壇の方に一歩ずつ進む。梓はどんどん鼓こ動どうが高まっているのを感じていた。手を繫いだ景の体たい温おんが、やけに熱あつく感じる。景のことが気になって、のどが渇かわいてきた。きっとこのにおいのせいだ。心なしか足下までふらついてきた。


　祭壇の側そばまで来た。


　よく見れば祭壇にも蠟燭が立っていた。床ゆかには何か、記き号ごうのようなものが書かれている。その上に黒い染しみが広がっていて、その真ん中にジャケットが落ちていた。
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「……なんだろ？」


　景が素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にした。とはいっても、自分から触さわってみようとは夢ゆめにも思っていないらしい。


　梓は覚かく悟ごを決めると、ジャケットをつかんだ。


　持ち上げる。


「キャッ！」


　梓は悲鳴を上げて後あと退ずさり、慌あわてて手に持もっていたジャケットを捨すてた。


　ジャケットの下には猫の死し体たいが横よこたわっていた。


　死んでいるのは間ま違ちがいない。目を閉じ、半分開いた口から血が流れていた。口だけではない。胴どう体たいに大きな傷きずが空あいており、そこから大たい量りようの血が流れていた。床に広がる黒い染みは、猫の血だったのだ。


「ヤーっ！　何よ、これ。ヒドいーっ」


　梓は女の子らしい金かな切きり声ごえを上げて、ジャケットを持っていた手を、近くのベンチに必ひつ死しにこすりつけた。血がついたかもしれないと思うと鳥とり肌はだが立った。指ゆび先さきにわずかに残る柔やわらかい感かん触しよくが、泣きたいくらい気持ち悪かった。


「だ、誰だれかがこのネコ殺ころしたんだわっ。あの叫び声は、このネコの声だったのよ。ヒドいっ。いったい誰がこんなことしたのっ？」


　目に涙を溜ためた梓は、うーうーと唸うなりながら何度も手をこすりつけた。


　本当に酷ひどい気分だった。胸がムカつく。吐はき気けがする。


　とうとう堪こらえきれずに涙がこぼれた。悲しくて、怖くて、嫌で、頭の中がぐちゃぐちゃになっていた。


　そんな梓の腕を、手を繫いでいた景が引っ張った。


「景ちゃん？」


　と梓が振り返る。


　景はさっきまで怯おびえていたのが噓うそのように、能のう面めんのように白い顔をして死んだ猫を見つめていた。そして梓の手を引きながら、猫の死体に近づいた。


「ど、どうしたの、景ちゃん？」


　景もおかしくなってしまったのだろうか。そんな堪たまらない思いが胸を過よぎった。


　景は梓の手を放はなした。


　そして、まるで躊ちゆう躇ちよすることなく、猫の死体を抱だき上げた。


「景ちゃん！」


　梓が鋭するどい悲鳴を上げる。


　猫の体は全ぜん身しん血まみれだった。生なま乾がわきの血で毛け皮がわが濡ぬれ、それは抱き上げた景にもべったりと染みついた。


　梓は絶ぜつ叫きようするように、


「何やってんのっ。放しなさい景ちゃん！」


　しかし景は放さなかった。もう動かなくなった猫の頭を、手のひらで優しく撫なでた。


「バカバカバカっ！　触さわっちゃ駄目っ。ネコって祟たたるんだからね。景ちゃんまで死んじゃったらどうするのよっ！」


　頭の中がこんがらがっていた。訳わけが分からないままパニック状じよう態たいになった。わたしのせいだ、とわけもなく思った。景ちゃんを怖がらせようとしたから、こんなことになったんだ。面白がって、こんなとこに来るんじゃなかった……


　梓が取り乱みだす前で、猫を抱いた景はゆっくりと振り返った。


　仮か面めんのような感情のない顔が、泣き叫ぶ梓と正せい対たいする。


　次の瞬間、くしゃっと景の顔が歪ゆがんだ。子供らしい、純じゆん粋すいな悲しみが、その顔を彩いろどった。


　目から透とう明めいな涙が流れ、スッと頰を伝つたう。


　梓は息を呑のんで口を閉ざした。


「お墓はか……」


「……え？」


「お墓、作ってあげなきゃ。このままじゃ、可哀かわい想そうだよ」


　景の涙を見、声を聞いたとき、梓の中から暴ぼう走そうする感情が去さった。


「ほんと……酷ひどいよね。誰がやったんだろう。可哀想に、この子」


「景ちゃん……」


　さっきまで怖がって泣いていた景が、いまは死んだ猫のために涙を流していた。服が血で汚れるのも気付かないで、猫を抱いたまま立っている。


　景ちゃんは本当に泣き虫だなあと、梓は場ば違ちがいな感かん想そうを持った。


　でも、泣き虫の景ちゃんは嫌いじゃない。


　景ちゃんが泣き虫なのは、景ちゃんが優しいからだ。


　優しい景ちゃんは、嫌いじゃない。


「そうだね……」


　と梓も頷いた。恐きよう慌こうが消えると、急に景に対する愛いとおしさがこみ上げてきた。


「お墓、作んなきゃね」


　梓は景の隣となりに寄より添そった。おずおずと手を伸ばして、猫の頭を撫でる。毛皮はまだ柔らかく、生きているころと変わらなかった。


　誰が、なぜ、こんなことをしたのかはわからない。この猫はきっと、死ぬ間ま際ぎわにはひどい恐怖と怒りを感じていたに違いない。人間を憎にくみ、恨うらんだだろう。でも、最さい後ごに、こんな風ふうに優しく抱いてあげれば、少しは許ゆるしてくれるかもしれない。いや、そんなわけはないか。そんなことで殺された恨みが晴はらせるわけがない。それどころか、怒りのままに自分たちに取とり憑ついたりするかもしれない。


　しかし、それでもこの子をこのまま放り出しておくことはできない。


　景のそんな気持ちを、梓は我がことのように理り解かいできた。そして梓もまた、景と同じ気持ちになっていた。


　景は猫を抱いたまま手て前まえのベンチに腰を下おろした。そして膝ひざの上に猫を横たえて、そっと体を撫でてやった。梓はその隣に腰掛かけ、身体を傾かたむけて景の肩に頭を乗せた。


　腰を下ろすと、森を踏とう破はした疲ひ労ろうが思っていた以上に大きいことに気が付いた。それに、頭がふらふらする感かん覚かくが強くなっている。景の汗のにおいと、猫の血のにおい。それに出で入いり口ぐち付ふ近きんより一段と強くなった甘い香りが、身体の中で渦うずを巻まいている。


「……景ちゃん……なんだか、頭がふらふらしない？」


「……うん。さっきから……」


　景も同じように頷いた。梓は景の肩に頭を乗せたまま、上うわ目め遣づかいで彼を見上げた。こぼれる涙を手で拭ふいたため、頰にも血の跡あとがついていた。


　景の白い肌と、透明な涙、赤い血。蠟燭の火。ステンドグラス越しの月光。景の瞳が梓を映うつした。景も、彼の瞳の中の梓も、なんだかボンヤリと酔よったような目になっていた。視し界かいの隅すみではわずかに揺ゆらぐ蠟燭の火がいくつもいくつも輝かがやいている。


「……梓ちゃん」


「……うん？」


「お墓、を……」


「……うん」


　少しずつ目ま蓋ぶたが重おもくなる。あれ？　と梓は胸の中で首を傾かしげた。変だな。どうして、こんなとこで、わたしは眠ねむくなってるんだろう。幽霊が出るって噂の洋館で、周りを蠟燭の火に囲かこまれて、おまけに死んだ猫まで一緒で……


　でもいいか、と梓は思った。


　ぼんやりと霞かすみのかかったような意い識しきで、その意識すら眠りに落ちようとしながら、それでも梓は、でもいいか、と思った。


　だって隣には景ちゃんがいるのだから。


　優しい、同どう胞ほうがいるのだから。


　梓は意識を失うしなう前に、心の中で謝あやまった。


　さっきは、ごめんね、景ちゃん。


　でも、泣いてる景ちゃんが、あんまり可愛かわいかったから……





　　　　◆◆◆◆◆





　翌よく日じつの登校日。二人は遅ち刻こくと呼よぶのもはばかられるような大遅刻をし、その遅刻ぶりに正せい比ひ例れいするだけの大おお目め玉だまを食くらった。





「それにしても、あれはいったいなんだったのかなあ、景ちゃん」


　梓は離はなれの畳たたみに寝そべって、景の持ってきたポッキーを囓かじりながらつぶやいた。


「わたしたち、夢でも見たのかしら……」


　そう語かたる梓の目は、どこか遠くを見ているようだった。口く調ちようはいつになく神しん妙みようである。


　今け朝さ、教会で目め覚ざめた梓と景は、室しつ内ないの空気が新しん鮮せんな朝のそれに入いれ替かわっていることに気が付いた。


　慌あわてて飛び起きると、今度は驚きのあまり声も出せなくなった。そこは確かに昨日の教会だったにもかかわらず、まるで雰ふん囲い気きが変わっていたからだ。


　ベンチの上にあった蠟ろう燭そくは一本残らず姿を消し、床に書かかれた記号や、広がっていた猫の血も、綺き麗れいさっぱり消えてしまっていたのだ。そればかりか、膝に乗のせていた死んだはずの猫までいなくなっていた。そしてその代かわりに、景の膝には、あろうことか薔ば薇らの花はな束たばが置おかれていたのだ。


　二人は仰ぎよう天てんして教会を飛び出した。


　外に出た二人を待っていたのは、夜訪おとずれたときとはまるで違う、美しい緑みどりの森だった。


　真ま夏なつの空は空気の分ぶん子しまで見えそうなほど晴はれ渡わたり、輝かがやく朝あさ日ひは汚けがれのないその日最さい初しよの陽よう光こうを降り注そそいでいる。おどろおどろしい外がい観かんに思えた建たて物ものですら、太陽の下では、古びてボロボロになりながらも、きちんとした教会に見えた。


　そして、教会を出た横よこ手てに、小さな土の盛もり上がりがあり、角かく材ざいを釘くぎで合わせただけの、簡かん素そな十字架が立っていた。


　十字架には、ナイフで削けずった文も字じが『ネコ』とだけ刻きざまれていた。


　二人は狐きつねにつままれたように、さんさんと降り注ぐ朝日の中、薔薇の花束を手に提さげたまま、しばらく立たち尽つくしていた。


　それから、今日が登校日である事実を思い出し、慌てて家に戻ったのである。


「ねえ、景ちゃん。どう思う？　景ちゃんの服、血が付いたままだったしさあ。とすると、やっぱりこれは……」


「梓ちゃん！」


　景は梓の言こと葉ばを、裏うら返がえった声で遮さえぎった。隠かくしようもないほど震えながら、


「そ、その話はもう止よそう。昨日きのうのことは忘わすれよう。血なんてどうでもいいよ。猫だってちゃんと弔とむらわれてたんだしさ。きっとあの子は、昔あの教会で飼かわれてた猫なんだよ。それが──」


「何かの拍ひよう子しに化ばけて出た、と？」


「梓ちゃーんっ」


　早くも景の目が潤うるみ始めるのを見て、梓は苦く笑しようしながら、それ以上脅おどかすのを止やめた。


　昨日の出で来き事ごとを思い出そうとしても、所ところ々どころ思い出せない部ぶ分ぶんがある。あの甘い香りが邪じや魔まをして、記き憶おくが上う手まく繫つながらないのだ。それでも、猫を抱いて涙を流す景の姿は、はっきりと覚えていた。


　あのときの景ちゃんの姿すがたは、絶ぜつ対たいに忘れないようにしよう。梓は黙だまって心に誓ちかった。


　そして、朝日の中、薔薇の花束を猫の墓に供そなえて手を合わせる姿も。


「それにしても、わたしたち、よく祟たたられなかったわよね。あんな状じよう況きようで」


「梓ちゃん。お願いだから、もうその話は……」


「違うって。別べつに景ちゃん怖がらせようってわけじゃないわよ。やっぱあれね。寝ねたまんま朝になったのがよかったのかしらね。あのあとヘタにお墓掘ほって地面に埋うめたりしたら、ほんとに化けて出てたのかもしれないじゃない？　きっと、あの猫はわたしたちが寝ちゃったもんだから、ちょっかい出すのを諦めたのよ」


　梓は寝そべったまま景の方に顔を向けた。景はできることなら耳を塞ふさぎたそうな顔をしていたが、文もん句くは言わずに黙って聞いていた。


「で、一つ思いついたんだけどさ。いざというとき、ひ弱よわで鈍どんくさくて根こん性じよう無なしな景ちゃんでもできる、究きゆう極きよくの奥の手」


「……いいよ、そんなの。僕、別に奥の手とかいらないし」


「何言ってんのよ。昨日の景ちゃんの怖がりようったらなかったわよ？　あんなにビビってたんじゃ、いざってときに、かえって危あぶないじゃない」


「それは、まあ……」


　と、さすがに恥はずかしそうにする。景も男の子の端はしくれであるから、森の中での取とり乱みだし様ようは、我ながら格かつ好こう悪わるいと思っていたのだ。


「そこで、わたしが考えた、猫の幽霊ですらやり過すごす究極の奥の手」


「……なに？」


　と景は渋しぶ々しぶ質しつ問もんした。


　梓は真剣な眼まな差ざしになった。


「『死しんだ振ふり』よ」


　はあ、と景はため息いきを落おとした。


「あっ。何よその態たい度どは！　せっかく人が必ひつ殺さつ技わざを授さずけてあげてるのに！」


「死んだ振りのどこが必殺技なのさ……」


「わかってないわね。『死んだ振り』は相あい手ての戦せん意いを喪そう失しつさせるのよ。相手が死んだと思ったら、どんな強きよう敵てきだって隙すきを作るじゃない。この先の将しよう来らい、景ちゃんじゃどう足あ搔がいても敵かなわないような凶きよう悪あくな敵てきに出で会あったらどうする気？　やたらと喧けん嘩か好ずきで捻ひねくれてて熱ねつ中ちゆうしたら止とまらない、自じ己こ中ちゆうで横おう暴ぼうで目つきの悪わるい不ふ良りように追おいかけられたらどうするのよ？　逃にげようにも逃げられない状況に陥おちいったらさ？　この『死んだ振り』を完かん璧ぺきにマスターすれば、そんな絶ぜつ望ぼう的ピンチでも、乗のり越こえられるかもしれないのよ。幽霊すら欺あざむけたんだから！」


　梓はムキになって熱ねつ弁べんを振ふるった。景は幾いく分ぶん白しらけた態度で、


「マスターも何も、死んだ振りなんか、誰だってできるじゃない」


　と小こ声ごえでつぶやいた。


　梓の両目に危き険けんな光が宿やどる。


「ほほお。言ったわね、景ちゃん。じゃあ景ちゃんがマスターできてるかどうか、ちょっとテストしてみましょうか」


　その声の剣けん呑のんさに、景は自らの失しつ言げんを悟さとった。だがもう遅い。梓が立ち上がって迫せまってくるのを見て、景は青ざめながら後あと退ずさった。


「な、何する気なのさ、梓ちゃん」


「簡かん単たんな事よ。景ちゃんはそこで自信たっぷりな『死んだ振り』をしてればいいの。いい？　絶対に動いちゃ駄目よ。死体は動かないんだから」


　そう言うと、手のひらを上に向けて、五本の指をくねくねと動かす。


「ま、待まって、梓ちゃん。まさかまた……！」


「大丈夫。まずは三級のテストからだから、ズボンは勘かん弁べんしてあげる。ちなみに、初しよ段だんでマスターね。夏休み中には実じつ践せんレベルまで持っていきましょう」


「いやだー」


　景の悲ひ鳴めいが離はなれに木こ霊だまする。


　夏休みはまだ、三分の二も残っていた。






　同胞─accomplice─










「四しの宮みやクンて、クールよね」


　彼女はそのように言うと、わずかに身をくねらせて微笑ほほえんだ。笑っているが、どこか悲しそうな笑顔だった。


　クールというなら、彼女こそ周りからそのように評ひようされていた。


　理知的で、現げん実じつ的で、気き丈じようで、しかも優やさしい女じよ性せい。


　本当の彼女がそうでないこと、彼女が周りの評ひよう価かに沿そうよう無理をしていることに、庸よう一いちは気が付いていた。彼女はときに、立って息をすることにさえ必死になっていた。


　彼女の笑顔はガラスの砂すなで作ったようだった。とても都会的で上品で洗せん練れんされていて、少し弱々しく脆もろく儚はかなかった。


　その先の運命を予感しながら、抗あらがうことができずにいた。





　根ね川がわ牧まき子こが笑うと、手にしていたグラスの中で、泡あわの消えたバドワイザーがくるりと一回転した。


　含ふくみがあるのか、そう装よそおっているだけなのか微び妙みような発言だった。しかし、庸一は発言者の真意を追つい及きゆうしようとはしなかった。


「そうか？」


「だって、そんな話題振ふってるわりに、全然感かん情じよう的てきじゃないもん」


「馬ば鹿か言え。俺は憤いきどおっている」


「えー。見えなーい」


　唇くちびるでついばむように笑いながら、牧子は上うわ目め遣づかいで答えた。口元からは微かすかにアルコールの香かおりがするが、瞳ひとみは透すき通っていて彼女の思考がクリアなことを示しめしていた。


　それでも庸一は、


「それは君が酔よっているからだ」


　と正反対のことを口にした。


　二人ふたりがいるのは大通りにある百貨店の屋上。夏の間だけ開かれるビヤガーデンだった。


　もたれかかった手すりから後ろを振り返れば、けたたましく笑い合う一いち団だんがいる。庸一の所しよ属ぞくする大学サークルの会員たちだ。酒しゆ宴えん開始から一時間半。熱帯夜をものともしないアルコールの熱気が、占せん領りようした複ふく数すうのテーブルすべてで渦うず巻まいていた。


　一人ひとり一人にはそれなりの外見も個こ性せいもあるが、全体としては他の大学の他のサークルと見分けがつかない。アルコールの入った十代後半から二十代前半の集団というものは、なぜか画一的な光景を生成するらしい。


　さっきまでは庸一も仲間と一いつ緒しよに笑いあっていた。場が盛もり上がり、会話をリードする必要がなくなったのを確かく認にんして、テーブルから離はなれたところだった。


「キミは全然酔ってないのね」


「幹かん事じだからな」


「ほら。クールだ」


　牧子は手すりに両りよう肘ひじをついていた。つややかなストレートヘアから白いうなじがのぞいている。


　美人であり、本人もそのことを知っていた。絵になる姿し勢せいだった。


「別に、言い出しっぺじゃないんでしょ？」


「他ほかに誰だれもしないから仕方ない」


「だからって、打ち上げの幹事まで四宮クンがすることないじゃん。現にキミ。退たい屈くつそうだし」


「退屈って楽しいぜ？」


「うわ。寂さびしー奴やつぅ」


　そう言うと、牧子は笑い崩くずれるようにして庸一にしなだれかかった。


　キャミソールのむき出しの肩かたが、半はん袖そでのジャケットから出る庸一の腕うでに触ふれる。微かに汗あせで湿しめった肌はだは、柔やわらかく熱を持っていた。


　庸一は内心首を傾かしげた。これまでの彼女には、なかった距きよ離りだった。


　このサークルは、毎月なんらかのイベントを企き画かく、開かい催さいするために活動している。イベントの趣しゆ旨しは様々で、要は人数を集めてわいわい騒さわぐことが目的である。今日きようも芸げい能のう人じんを招まねいた中ちゆう規き模ぼのイベントが開催され、いまはその打ち上げを行っている最中だった。


　庸一は、サークルを立ち上げた同期数人に誘さそわれる形で入会した。だが、誰とでもつき合いが持てる対人関係に強い性せい格かくのためか、グループ内外で起こったあらゆる揉もめ事を処しよ理りするうちに、折せつ衝しよう役やく、相談役として自然と周囲から頼たよられるようになっていた。いまではグループの中ちゆう核かくである。同期たちが思いつきだけで口にする企画を実現できたのも、庸一がいたからこそなのだ。


　サークルの催もよおすイベントはタウン誌しでも取り上げられるようになり、参加人数も急きゆう激げきに増ぞう加かしている。庸一は一いつ貫かんして表には出ず、初期メンバーの顔を立てていた。しかし、仲間内でもっとも重じゆう視しされているのが彼であることは、もはや暗あん黙もくの了りよう解かいだった。


「話を戻もどそう」


　庸一は煙草たばこに火を点つけながらつぶやいた。


「楽しい話題じゃないわ」


「だから早めに片かたづけたいと思ってるんだ」


　庸一が促うながすと、牧子はつまらなそうなため息をついた。見たいテレビがあるのに宿題が片づかない、といったため息だ。


「グループ売春ねえ……いまどき、女子大生なんて需じゆ要ようあるのかしら？」


「世の中、売れないものなんてないからな」


「まあ酷ひどい。四宮クン。その返答はアンマリなんじゃないかしら？」


「……俺おれはいま何か言ったかな？　どうも酔ってるらしい」


　庸一はとぼけたが牧子は許ゆるさず、悲ひ痛つうな表ひよう情じようを作って首を振ふった。


「悲しいわね。同じサークルの仲間から、そんな目で見られてたなんて。年は取りたくないものだわ」


「レディ。飲み物のお代わりは？」


「こっちがいい」


　そう言って、庸一がくわえていた煙草をつまむ。そのまま口に持っていき、唇くちびるに挟はさんで吸すった。


　彼女が人前で煙草を吸ったのは初めてだった。また少し違い和わ感が募つのったが、庸一はそのまま会話を続けた。


「仮かりに、サークル内に売春グループが存そん在ざいしたとしても、それだけなら特別騒さわぎ立てたりしなかった。それが冴さえたグループならね」


「……冴えた、の定てい義ぎは？」


「無用なトラブルを起こさない」


「意外。四宮クンってトラブル嫌きらいなんだ」


「無用な、が嫌いだ」


　庸一が言うと、牧子はトップ・ブリーダーが犬を見るような目つきで、「ふうん」と深く頷うなずいた。


「その点、このグループは冴えていた。存在が明るみにでるような問題は何一つおかしていなかったんだからな。だが、そいつの話によれば、最近は羽目を外しつつあるらしい。暴ぼう力りよく団だんが手を出す動きもあると聞いた。このままだと、無用な上に頭の痛いたいトラブルが起きることは間ま違ちがいない。それも近日中に」


「でもさあ。その緋ひ崎ざきって人。ホントに信用できるの？　あんまイイ噂うわさ聞かないよ？」


　と牧子が疑うたがわしそうに尋たずねた。


　緋崎というのは、庸一にこの話を聞かせた人物だった。彼の話を聞いて、初めて庸一は売春グループの活動を知ったのだ。


「裏うらがあるのは確たしかだな」


　と、庸一は牧子の疑ぎ念ねんを認みとめた。


「目的も不明だし、向こうの魂こん胆たんはまだ明かしてない」


「だったら……」


「しかし、彼自身は、かなり信用できる。滅めつ多たにいないほど誠せい実じつな男だ」


　庸一は断だん言げんした。牧子が目を丸くする。


「うっそ。マジで言ってる？　大学でも有名な変人じゃない」


「まさしく変わり者だ。奇き矯きような振る舞まいも目立つ」


「なのに誠実なの？」


「すぐには信じられないぐらい実直だ。噓うそというものを知らない」


　牧子は眉み間けんにしわを寄よせた。


「それって単なるバカじゃない？」


「馬ば鹿かは悪じゃないよ。けど、噓は人類が持つ代表的な巨きよ悪あくだ」


　庸一はそう言ったあと「持じ論ろんだがね」と付け加えた。


　牧子は煙草を指の股またに挟み、手のひらで口を隠かくすように吸っていた。澄すんだ瞳ひとみが一いつ瞬しゆん遠くを眺ながめた。「ふうん」と再ふたたび相づちを打ち、


「……四宮クンが彼とそんなに親しいとは思わなかった。相変わらず顔広いわね。だいぶ慣なれたつもりだけど、いまだに、ときどきびっくりする」


「親しくはないよ。昨日きのう会ったばかりだ」


「えー。それなのに、そこまで言い切るの？」


「俺、第一印象が外れたことないんだ」


　と言ってから、「これは自じ慢まん」と付け加えた。


　すると牧子は、何か聞きたそうな問いかける目を向けた。しかし、結局何も口にしなかった。


　庸一は構かまわず続けた。


「それにだ。うちのサークルの女子の間で、妙みようなグループができあがってるらしいってことは、前から気付いていた。いわゆる仲良しグループの秘ひ密みつの集つどいかと思ってたけどな」


「そ、そうなの？」


　牧子は驚おどろいて庸一の顔を見上げた。


「私、そんなの全然気付かなかったわよ？」


「巧こう妙みようだからな。その点は、実に冴えていた。気に留とめずにいたのは、そのためだ」


　当然のように言うと、牧子は、いかにも呆あきれましたと言いたそうに、肩かたを竦すくめ、両手を広げて頭を振った。


「……つくづく目ざといわね。キミって」


「性しよう分ぶんでね。もっとも、気に留めてなかったもんだから、メンバーの特定まではできてない。例外が、その緋崎の話にあった──」


「井い東とうさん？」


「そう。彼女には以前から不ふ審しんな点があった。あいにく、本人とはあまり話したことがないんだが……どうなんだ、実じつ際さい？」


「真ま面じ目めな子よ。サークルの仕事も誰よりきっちりこなしてくれるし」


「そうだな。見た目は地味で礼れい儀ぎ正しい。物静かで人当たりも良好。ただ、格かく別べつ親しい友人はおらず、特定の恋こい人びとも存在しない。もっとも、彼女は男には慣れてるな」


　そう言ってグラスを傾かたむける。牧子は庸一から奪うばった煙草たばこを吸いながら、何か言いたそうな目を彼に向けた。


「よく見てるじゃない」


「性分でね」


　庸一が答えた。牧子は彼が口にした評ひよう価かを否ひ定ていしなかった。


　サークルの中ちゆう枢すうメンバーは全員男だん性せいで、女性は後から参加した者ばかりだ。その女性陣じんを束ねているのが牧子である。庸一が彼女にこんな話を持ちかけたのも、彼女が女性陣の性格や交友関係をもっとも細かく把は握あくしているからだ。


　今回に限かぎらず、庸一がサークルで一番当てにしているのは牧子だった。実際、イベントが開かい催さいされれば、サークル全体の指し揮きを執とる庸一と牧子は一いつ緒しよにいることが増ふえる。多くの者は、二人を組そ織しきのトップと見なしていた。


「一度話してみるか」


「それは必要なこと？」


「どうやらそのようだ」


　牧子は口を覆おおっていた手のひらをどけた。吐はき出した紫し煙えんが、屋上のビヤガーデンから真夏の夜の空に向かって長く長く伸のびた。


「四宮クンて、優やさしー」


「どうもありがとう」


「あら。別に褒ほめてるわけじゃないのよ。『無用』が嫌きらいな人の優しさって、質たちが悪いなー、って思っただけだから」


　首を傾かしげた牧子が、挑ちよう発はつ的な目を向ける。彼女のいつもの悪ふざけだ。ただ、普ふ段だんより一いち割わりほどわざとらしく、二割ほど意地が悪い口調だった。


　だが、彼女はその態たい度どをすぐに改めた。


　そして尋たずねる。


「ごめん。一コだけ聞かせて」


「なんだよ」


「……四宮クン、どうして倉くら沢さわさんとつき合ってたの？」


　牧子は庸一の目をのぞき込こんだ。彼は無色透とう明めいな目で、ぼんやりと彼女の視し線せんを受け止めた。


　庸一の恋人が鉄橋から飛び降おりたのは、いまから二か月と少し前だった。春の空が、そろそろ模も様よう替がえをしようかと悩なやみ始めたころだ。


　彼女もサークルの一員で、牧子とも交友があった。彼女は自分が飛び降りる理由を、どちらにも告げていない。


「告白されたからさ」


　庸一は質問者の真意には気を払はらわず、与あたえられた数すう値ちだけを暗算するようにして質問の答えを導みちびいた。


「……それだけ？　告コクられたから、つき合ってたの？」


「他ほかにどんな理由がいるよ？」


「ふうん」


　牧子は生返事を返した。庸一が確かく認にんしているだけでも、彼女が使う「ふうん」には三十パターン以上のイントネーションが存そん在ざいしている。


「四宮クンて、優しー」


「……どうもありがとう」


　庸一の答えを聞くと、牧子は彼から目を逸そらした。屋上の手すり越ごしに、街まち並なみと街がい灯とうと夜空とを眺ながめる。


　そのとき、唐とう突とつに、庸一はわかったような気がした。牧子が動どう揺ようしているという事実と、その動揺の理由が。もちろん、わかったような気がするだけかもしれない。でも、たぶんそうなのだろう。


　庸一は、その予感に手を伸ばさないまま、自分のグラスに口を付けた。彼は予よ断だんを好まない。


　牧子の眺める風景に、庸一も目をやった。それから視線を真下に下げる。百貨店の入り口や、その前の舗ほ道どう。銀色のモニュメントが目に入った。


　さらに視線を移うつし、自分の足あし下もとを見た。


　手すりに阻はばまれた屋上の端はし。ここから一歩前へ踏ふみ出した世界に、庸一のつき合っていた相手がいる。


「う──ん。……よしっ」


　と、牧子が伸びをした。


　くわえていた煙草たばこを庸一の唇くちびるにねじ込んで返す。そして、けろりとした顔で、


「売春の件けん。調べて見つけてどうするの？」


　庸一は返ってきた煙草を一口だけ吸い込んだ。ちりちりと先せん端たんが燃もえ、煙草はフィルタを残して灰はいになった。


「止めるよう説得する」


「それもキミの優しさかしら」


「それこそ俺の優しさだ」


　庸一は吸い殻がらを灰皿に捨すてた。牧子は両目を細めるように笑った。


「苦労人ねえ、四宮クン」


「……なぜかよく耳にする台詞せりふだ」


「あ、白しら髪が」


「イテ。勝手に抜ぬく奴やつがあるかよ」


　庸一はグラスを空け、空いたグラスを満たすために、みんなの席に戻もどった。牧子も同じようにグラスを呷あおり、彼の後についてきた。


　その後、庸一は二次会の会場を手配し、牧子が女友達に囲まれている間に席を立った。





　　　　◆◆◆◆◆





「あなたはまるで迷まよえる羊です」


　彼女は慈じ愛あいに満ちた表ひよう情じようで、真しん剣けんにそう言った。静かで落ち着いていながら、豊ゆたかな情感を感じさせる声だった。


　性せい格かくも、また容よう姿しの上でも、あまり目立ったところがない、控ひかえ目めで大人おとなしい女性だった。同時に、従じゆう順じゆんな態度や物もの腰ごしの奥おくに、確かつ固ことした鋭えい利りな芯しんを秘ひめていることも、庸一の目には見て取れた。


　全体的に安定した雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。しかし、その安定さは調和や均きん衡こうの上に成り立ったものではない。


　彼女の安定さとは、ある一面を決定的で不ふ可か逆ぎやく的なまでに突つき詰つめてしまった結果として生まれたものだった。


　その安定さは彼女が望み、求め、手に入れ、ついには完全に我わがものとした、彼女の武ぶ器きだった。





　井東亜あ津つ子こがささやくと、アイスコーヒーに浮うかぶ細かい氷の粒つぶが、澄すんだ音を立てて寝ね返がえりを打った。


　それは、かつてない斬ざん新しんな評ひよう価かだった。まさか、この自分がそんな評価を受けようとは、思いも寄よらなかった。


「斬新な評価だ」


　と庸一は正直に告げた。


「視し野やが広がったような気がする」


「私、占うらないをやってるんです」


　褒ほめられて気をよくしたのか、亜津子はにっこりと微笑ほほえんだ。


「タロット占いや占せん星せい術じゆつじゃなくて、その人の雰囲気──オーラを見るんです。あ、でも、そんなに変な事じゃないんですよ。霊れい能のう力りよくとかじゃなくて、人相見に近いかもしれません」


「つまり、俺が羊に見えたと？」


「あ、いえ。別に、羊に見えたわけじゃないんです」


　亜津子は楽しそうに苦く笑しようした。


「えーと、その……そうですね。あくまで印象っていうか、イメージなんです。最初に見たときの。実はサークルに入って、初めて先せん輩ぱいに会ったときから、そう思ってました」


　ふむ、と庸一は腕うでを組んだ。


　試ためしに、


「二か月前からじゃなくて？」


「はい」


　淀よどみなく、亜津子は答えた。


　これは庸一が最近使用する人物鑑かん定てい法ほうの一つだった。庸一が自殺した恋こい人びとの話題を振ふると、事情を知る人間は幾いく通とおりかの反はん応のうを示しめす。特に、彼が自じ虐ぎやく的な言動を取ると、その反応はより顕けん著ちよになる。痛いたましい顔をする者。同情する者。そっと気を使うように、話題を避さける者。自分を責せめるのは止よせと諫いさめる者。その反応いかんで、相手の人物を見み極きわめるのだ。


　亜津子も当然、庸一の事情は知っている。


　彼女の返答にはなんの力みもなかった。


　二人ふたりがいるのは大学に近い、ありふれた喫きつ茶さ店てんだった。透とう明めいな自動ドアとわずかに埃ほこりの浮いた窓まどガラスが、屋外の熱気をシャットアウトしている。店内には涼りようを求めて逃にげ込んできた大学生たちが息をついているが、夏期休きゆう暇か中ちゆうのため混こん雑ざつはしていなかった。


　亜津子はノースリーブのブラウスに、ベージュのコットンパンツを穿はいていた。黒くろ猫ねこを象かたどったペンダントをしていたが、アクセサリーの類たぐいはそれだけだ。化け粧しようつ気けもなく、髪かみも丁てい寧ねいに整ってはいたが、どこかあか抜けなかった。


「なかなか面おも白しろいもんだな。その占い。でも、今日きよう井東さんにつき合ってもらったのは、俺じゃなくて君の問題を解かい決けつするためなんだ」


「……私、何か問題がありますか？」


「あるんだ。実は」


　庸一が言うと、亜津子は困こまった表情を作り、その表情のまま微び笑しようした。心当たりがありません、という困こん惑わくと、でもあなたには協力しますよ、という友好的態たい度どを取る意い志しの存在を、的てき確かくで効こう率りつ的に伝える微笑だった。


　庸一は自然なトーンで切り出した。


「井東さん、さ。うち以外にもサークルって入ってるの？」


「え？　いいえ。入ってません。その……実を言うと、前はちょっと掛かけ持ちしてたんです。黙だまっててすみません」


「知ってるよ。オカルト研究のサークルだろ？」


「え、し、知ってたんですか？」


　と亜津子は顔を赤くした。どうやら占いはともかく、そちらの方は秘ひ密みつの趣しゆ味みだったらしい。


「それに、謝あやまることでもないさ。サークルの掛け持ちは問題じゃない。やってる奴やつは他ほかにも一いつ杯ぱいいる」


　庸一が言うと、亜津子は困った顔を崩くずさないまま、戸と惑まどう素そ振ぶりを見せた。


「えーと、じゃあ何が問題なんでしょうか？」


　と、きょとんとした様子で尋たずねる。少し物わかりが悪い感じがする、いかにも凡ぼん庸ような仕草だった。


　もっとも庸一の見るところ、それらの態度はすべて表ひよう層そう的な「反応」に過すぎなかった。


　先ほどの困ったような微笑はもちろん、褒められて喜んだ様子や楽しそうな苦笑、力みのない返答なども含ふくめて、すべて「反応」なのだ。「演えん技ぎ」ではない。彼女自身が意い識しきしているかどうかはわからないが、外から与あたえられた情じよう報ほう等の刺し激げきに対して、自動的に「反応」しているのだ。


　そのシステムは、庸一の持つシステムに似にていた。精せい神しんの表層面だけを使い、インプットされた刺激に対して、一定の法ほう則そくに基もとづいた、当たり障さわりのないアウトプットを繰くり返すというものだ。暗算のように、設せつ問もんに対する解を機械的に──それでいて決してそうは見られないように──求め、会話を続けるというものだ。極めて燃ねん費ぴのいいコミュニケーション方法である。


　庸一は目の前の女じよ性せいの口調、視線の動き、癖くせ、仕草などを総そう合ごう的に観察しつつ、この時点までに交わされた短い会話を胸むねの中で分ぶん析せきした。


　彼女のシステムは高い完成度を誇ほこっている。彼女の表層は、それだけで独どく立りつした簡かん易い人じん格かくを形成しており、その人格は十分日にち常じよう的使用に耐たえ得うるものだった。


　この女性は頭がいい。


　また、世せ故こに長たけている。おそらくは人間というものに対して、鋭するどい、そして独自の見解を確立している。


　庸一は事前にサークルの女友達から聞いていた亜津子の印象をすべて白紙に戻もどした。彼女たちが話していた印象とは、亜津子が彼女たちのために用意したキャラクターの印象に過ぎない。


　庸一が黙だまり込こんだため、会話は長く途と切ぎれた。


　亜津子は居い心ごこ地ちが悪そうにもじもじとしていた。しかしそれも単なる反応だ。例えるなら、重たい泥どろを沈しずめた洗せん面めん器きのようなものだった。振しん動どうしているのは上うわ澄ずみだけで、底に溜たまった泥自体は、外界で突とつ風ぷうが吹ふき荒あれようと常つねに安定して沈ちん殿でんしているのだ。


　庸一は率そつ直ちよくに斬きり込むことにした。


「サークル、という言い方が悪かったかな。もっと私し的てきなグループのことだ」


「私的な……」


　亜津子は口をぽかんと開けて、「はあ……？」と気の抜ぬけたコーラのような返事をした。


　なかなかに豊ゆたかな表情だ。案外、彼女自身も、自分が「表層」と「本心」に二分化している自覚がないのかもしれない。表層的な反応を返す人格を、これが自分というキャラクターだ、と思いこんでいるのである。そういうケースは少なくない。


「あっ。ひょっとして、占うらないのこと、ですか？」


「占い？　さっきの、オーラを見るっていう？」


「はい。毎週、占い好きの人たちで集まって、一いつ緒しよに占いをすることがあるんです。でも、オーラを見るとかじゃなくて、一人ひとりでできないような、もっと大がかりな占いをするんです。あたしもその会に参加してるんですけど……先せん輩ぱいが言ってるの、そのことですか？」


　庸一はすぐには答えず、探さぐる視し線せんで亜津子の目をのぞいた。


　相変わらずの困惑が見える。薄うすっぺらなポーズだ。だが、その奥おくに秘められたものまでは、庸一の慧けい眼がんを持ってしても見通すことができなかった。


「……それって、何人ぐらい集まってるの？」


「だいたい、七人か八人です」


「みんな、うちのサークルの子？」


「違ちがいますよ。うちの大学とは関係ない人もいますし」


「大がかりって、いったいどんなことやってるの？」


「え、えーと。それはその……ちょっと恥はずかしいんですけど……」


　うつむき加か減げんに視線を逸そらすと、亜津子はわずかに赤くなった。


「みんなでマント着たり、部へ屋やを暗くして蠟ろう燭そくやお香こうを立てたり……結けつ構こう本格的にやってるんですよ？　先輩から見たら、占いオタクみたい、って思うかもしれませんけど」


「別に思わないよ。自じ慢まんじゃないが俺は、黄こう道どう十じゆう二に宮きゆうはもちろん、九く曜よう星せいも、陰いん陽よう五ご行ぎようも、タロットカードの図ず柄がらも、八はつ卦けの種類も全部空で言える」


　噓うそではない。ずば抜けた記き憶おく力りよくを持つ庸一は、一度見聞きしたそれらの名めい称しようを正せい確かくに記憶しているのだ。


　庸一の博はく学がくぶりを知らない亜津子は、「ほんとですか」と目を輝かがやかせた。


「先輩も占い好きなんですか？　意外ですね」


「そう？」


「あ、ご、ごめんなさい。別に悪い意味じゃなくて。だってほら。先輩ってサークルの責せき任にん者しやみたいな立場じゃないですか。実じつ務む家かのイメージがあるから、占いみたいな怪あやしげなものと結びつかなくて……」


　謝あやまりつつも、はしゃいだ表情は変わらない。打ち解とけた風な口くち振ぶりだったが、これもやはり、彼女の真の姿すがたではなかった。


　ただ──


「良ければ今度、その集まりにいらしてください。歓かん迎げいしますから」


「いいのか？　詳くわしくないんだけど、そういうのって仲間内で秘ひ密みつに行うもんだろ。部外者が気軽に顔出すのは拙まずくないか？」


「いいんです。私たち、いつもその会にはお客さんを呼よんで、一緒に参加してもらってますから」


　そう言って微笑ほほえむ。艶つややかさはないが、人当たりのいい笑顔だった。ディテールには目をいかせず、全体的な印象だけを相手に伝える種類の慣かん用よう句く的な笑顔だ。


　が、わずかだけ庸一のセンサーに引っかかるものがあった。


「客を？」


「ええ」


　もう一度、にこっと笑う。


　そのとき、庸一は異い様ような感覚を覚えた。それは、暗い湖の奥底から、客船ほどもある巨きよ大だいな魚ぎよ影えいが、水面に向かってゆらりと蠢うごめいたような感覚だった。


　庸一の眼がん光こうが弓を絞しぼるように鋭するどさを増ました。


「……お金も取ってるの？」


「お金は重要じゃないんです。あ、そうか。先輩が問題って言ってたの、そのことだったんですか？」


　再ふたたび奥行きのない物言いに戻もどって、亜津子が庸一に尋たずねた。


　庸一は答えない。彼女は続けて、


「もらってるお金は、お客さんの気持ちなんです。先輩も実じつ際さい来てもらえばわかりますよ。先輩が抱かかえてる迷まよいも、なくなるかもしれないですよ」


　と笑った。安っぽいプラスチックみたいな笑顔だった。


「……そういや羊だったな」


「はい」


　先ほど感じた不気味な感覚は、魚影が水底に戻るように急速に薄れつつあった。庸一はその名残なごりをすくい取るべく、亜津子の一挙一動に注意を集中させた。


「その会、なんて呼んでるの？」


　亜津子の目に、再び真実の光が点り、そして消えた。答えた声には、泥どろの中から這はい出てきた、彼女の真実の感かん情じよう──自じ尊そんが、はっきりとにじんでいた。


「『安息日サーバスの集つどい』」





　　　　◆◆◆◆◆





　庸一が愛車のエンジンをかけると、それを待っていたように助手席の窓まどがノックされた。


　ウィンドの向こうで、長い銀ぎん髪ぱつに縁ふち取どられた彫ほりの深い容よう貌ぼうが、その怜れい悧りな美貌を台無しにする悪ガキのような笑顔を浮うかべていた。


　庸一は腕うでを伸のばして助手席のロックを外した。ドアが開き、長身の男がシートに腰こしを下ろすのを待って、車をスタートさせる。メンテナンスが行き届とどいているのだろう。型落ちして久ひさしいスカイラインは、老舗しにせのバーの磨みがき込まれたカウンターのように滑なめらかに前進した。


　すでに日は傾かたむきつつあった。フロントガラス越ごしに見える街まち並なみは、アップルパイのような赤茶けた色に染そまっている。反対車線を走る車両にも、ヘッドライトを灯ともした車両が増ふえ始めていた。


　半分開けたサイドウィンドから、真夏の日に一日焙あぶられた空気が流れ込んで来る。車内は熱されて蒸むし暑あつかったが、古びたエアコンよりは吹ふき込む風の方が心ここ地ちよかった。


　助手席に乗り込んだ男は、ハイライトの箱を取り出して左右に振った。


「ここ、禁きん煙えん？」


「まさか」


「ほな失礼して」


　男は煙草たばこを一本口にくわえると、ライターで火を点つけ、美味そうに吸すい込んだ。横目に一いち瞥べつした庸一も自分の煙草を取り出してくわえる。


　ひょいっとライターの火が顔の横に近づいた。庸一はもう一度男を横目に見てから、差し出されたライターで煙草の先を燃もやした。


「進しん展てんは？」


「色々」


　両手でハンドルを握にぎったまま、庸一はくぐもった声で答えた。男は満足そうに頷うなずいた。


「つまり、俺のゆうたことを信じてもらえた、ってことやな」


「あんたの発言には信しん憑ぴよう性せいがあった。最初から信じてたさ」


「ふむ。でも、見ず知らずの男から聞いた話をその場の判はん断だんで信じるんと、自分で調ちよう査さした事実に照らし合わせて確かく認にんするんとじゃ、信憑性の度合いがだいぶ違ちがうやろ？　特に、あんたみたいな人やとな」




[image: ]


　緋崎正しよう介すけはそのように言うと、「やろ？」と同意を求めて笑いかけた。


　癖くせのある豊ゆたかな銀髪も、鋭えい利りで整った容貌も、子こ供どもっぽくきらきらした灰はい色いろの瞳ひとみも、すべて生まれつきのものである。彼の話によると、スラブ系けいの血が流れているらしい。非ひ常じような長身で、スリムな体型はバランスの取れたプロポーションを誇ほこっていた。甘あまいルックスとキレのある動作は、海外ファッション誌しのモデルや、ヨーロッパ映えい画がの俳はい優ゆうを連想させた。


　ただ、その独どく特とくの口調と奇き抜ばつな言動が、彼のハイセンスな外観を台無しにしている。そのため、派は手でな容貌で学内でも有名なわりに、その人物像ぞうは漠ばく然ぜんとした風聞しか伝えられていなかった。庸一は、おそらく大学でもっとも多く雑ざつ多たな情じよう報ほうが集まるポジションにいる。しかし、その彼ですら、緋崎正介に関しては単なる噂うわさ以上のことを知らなかった。つい先日、彼が自分の許もとを訪おとずれるまで。


「亜津子もいまんとこは猫ねこ被かぶっとるようやな。でも、騙だまされたらあかんで。あれ。結けつ構こうきっつい女やさかい」


「その忠ちゆう告こくは聞いておく。だが、どうも解げせないな。彼女はあんたらのサークルを抜ぬけたんだろ？　もちろん売春を止めさせようとするのは感心だが、それにしても、この状じよう況きようだ。面めん倒どう見みが良すぎやしないか？」


「ハハハ。そこはちょっと内部事情ってもんがあってな。あの女、俺おれんとこのボスの免めん許きよ皆かい伝でんやねん。大人おとなしゅうしとる分にはええけど、いざトラブったら、色々とその──普ふ通つうで済すまん面倒ごとが、な」


　庸一の質しつ問もんに、正介は空笑いで答えた。


　正介は、亜津子が以前入っていたというオカルト研究のサークルの人間だった。元サークル会員である亜津子が売春をしているという情報を得て、現げん在ざい彼女が所しよ属ぞくしているサークルを訪おとずれたのである。庸一に話を持ち込こんだのも、そうした流れからだった。


　庸一に事情を説明したときから、正介は自分の方の目的を明めい確かくに語ろうとしない。とりあえず利害は一いつ致ちしているし、何より正介の申し出が庸一にとっても助かるものだったので、強く問い質ただす真ま似ねはしていないのだ。


　今回も、その話題を追つい及きゆうするのは避さけて、庸一は違うことを尋たずねた。


「そっちはどんな具合だ？　その後は」


「ああ。実はちょっと手こずっとんねん。思ってたより上の方まで、話が行ってもたみたいでな」


「……ヤバいのか？」


「んん……いま俺んとこのボスが、方々手を尽つくしよるんやけどな。結構な火事になるかもしれへんてゆうとったわ」


「……そうか」


　ハンドルを握る庸一の表情が険けわしさを増ました。


　正介が説明しているのは、地元の暴ぼう力りよく団だんの動向である。正介が庸一の元を訪れたのも、実はそれが一番の理由だった。


　サークル内にある売春グループは、グループといってもあくまで小しよう規き模ぼのものだ。事じ務む所しよを構かまえることもなく、おそらくは中心となる主しゆ催さい者しやが一人いて、その一人がグループに所属するメンバーの仕事を管理し、マネージメントを行うという形のシステムだろう。要するにごく内輪的なコールガール・クラブだ。


　その経けい営えいは、まず順調に進んでいたらしい。どれぐらい以前から続いていたのかはわからないが、おそらくサークルが成長し、軌き道どうに乗り始めた時期だろう。イベントの開催時、サークルには大学外部の資し金きんと人材が潤じゆん沢たくに流れ込んでくる。顧こ客きやくを見み繕つくろうには、もってこいの場所だったはずだ。


　だが、小さくこぢんまりとまとまっていたグループは、ある時から羽目を外し始める。


　怪あやしげなＳＭや、複ふく数すう参加者による乱らん交こうパーティー。主催者以外のメンバー勧かん誘ゆうや、客の脅きよう迫はく。それら様々なトラブルが目立ち始め、厳げん密みつに選別されていた客きやく筋すじが、次し第だいに乱みだれ始めたのだ。そして、彼女たちの存そん在ざいが、暴力団組員の耳に入った。


「まあホンマもんのヤーさんにしたら、そこの金なんか微び々びたるもんなんやろけどな」


「……ヤクザといってもピンキリだ」


「そうなんよ。組長クラスならともかく、上からのシノギにてんてこ舞まいになってる下したっ端ぱにしたら、あんまり労力をかけんでも定期的に金が落ちるちっこい売春グループなんか、理想的なピンハネ対象やろからな」


　その通りだった。


　暴力団の組員にも、上じよう納のう金きんというノルマがある。いまどきのご時世、下っ端は上に納おさめる上納金を搔かき集めるため、まさにシノギを削けずっているのだ。売春グループに目を付けたのは、そういう立場にいる暴力団の下部構こう成せい員いん。ちんぴらだった。


「で、最初はそのちんぴらだけ相手にする予定やったんやけど、若わか頭がしらいうか、まあ組そ織しきの中ちゆう堅けんクラスの奴やつまで動き出しよってな。些いささか面めん倒どうなことになっとんねん」


「……俺も手を貸かそう。藤ふじ角すみ組だろ？　イベントの露ろ店てん関係でパイプがある」


「まあまあ。ゆうても、すぐにいざこざになりそうな雰ふん囲い気きやないし、もうちょっと待ってんか。俺の方のボスが、いっそ組潰つぶそうゆうて警けい察さつに手ぇ回してる最中やから」


　なんでもない態たい度どで肩かたを竦すくめる。庸一は半信半はん疑ぎならぬ二信八疑といった眼まな差ざしで、空そら恐おそろしいことを口にする銀ぎん髪ぱつの優やさ男おとこを見つめた。


「ずいぶん簡かん単たんに言うな。仮かりにも暴力団だぞ」


「うん。まあでも、大してでかあない地方暴力団やし……あくまで警察けしかけて介かい入にゆうさせるだけやから」


「それにしてもだ。人も金も、そこらで粋いきがってる不良や族とはわけが違ちがうだろ」


「そうなんやけど……たぶん平気ちゃう？　俺んとこのボス、そういう裏うら工作練らせたら異い常じように達者やから。なんかネタもつかんでるてゆうとったし、第一、本人やる気満々やったしな」


　正介は悲観論者ペシミストを逆さか撫なでするかの如ごとき態度で、脳のう天てん気きに煙草たばこをふかせた。庸一は──彼には珍めずらしいことに、眉み間けんにしわを寄せて苛いら立だちを露あらわにした。


　この男は真実を語っている。少なくとも、本人は真実を語っているつもりだ。先日牧子に語ったことは偽いつわりではない。庸一は、自分の人物眼がんに自信があった。


　ただ、彼本人を信じることと彼の言葉を信じることの間には、千匹びきの羊が一列縦じゆう隊たいになって行進できるほどの隔へだたりがある。


「……オカルト同好会のボスとやらが、どうしてヤクザ相手に立ち回れるんだ？　それも警察をダシにして」


「いやまあ、俺がゆうんもなんやけど、大物やから、そいつ。変人やけどな」


　クククッとのどの奥おくで笑う。悪戯いたずら小こ僧ぞうが若くて美人な担たん任にん教きよう師しに、秘ひ密みつの基き地ちを自じ慢まんしているような口くち振ぶりだった。庸一の眉間のしわが、一いち段だんと深さを増ました。どんな人物なのかは知らないが、この男に変人呼よばわりされていると知れば、文もん句くの一言も言いたがるだろう。


　と、そこで庸一は苦り切った顔になった。


　庸一は、彼の言うボスとやらが、「どんな人物なのかは知らない」のだ。


　最初に正介の話を聞いたあと、庸一は当然のように彼の所属するというオカルト研究サークルを調べた。持ち込まれた話が話だっただけに、常つねになく入念に調ちよう査さをした。そして、次から次にわき出てくる事実に、呆あきれ果てて言葉をなくした。


　そのサークルは無名のサークルとはいえ、同好会などではなく、大学にも登録されている歴れつきとしたサークルだった。正式な名めい称しようは『ソロモンのデイセンダンツ・末裔オブ・ソロモン』。勉強嫌ぎらいな小学生が課題もやらずにノートに落書きしたようなネーミングである。


　そんな名称からして、よくも正式に認みとめられたものだと首を傾かしげたのだが、その内実はさらに酷ひどかった。発足したのは庸一が入学した年の五月。加入者数は七十二人。いくらなんでも水増しのし過すぎだろうと思いきや、実じつ際さいに活動しているのは、正介を含ふくめたほんの四、五人。他ほかはすべて幽ゆう霊れい会員なのである。


　それも、単に名前だけ加入して実際の活動には参加しないという、真っ当な意味での幽霊会員ではない。文字通りの幽霊なのだ。そこに登録されていた名前は、誰だれ一人ひとりとして大学に存在しない学生のものだった。ある者は大学に籍せきを置いてはいるが、現げん在ざい留りゆう学がく中ちゆうで連れん絡らくが取れない。ある者は記入されている住所からすでに引っ越こし済ずみ。ある者はそもそも完全に行方ゆくえ不明で連絡が取れない。まさかと思ってその生徒の実家に連絡を入れてみれば、そんな番号はないという。なのに、大学名めい簿ぼには、しっかりと名前が記き載さいされているのである。当然誰一人として学費は払はらっていない。


　これだけの人間が学費を滞たい納のうしていれば、大学側の疑ぎ惑わくを招まねかないわけがない。庸一は可か能のうな限かぎり大学事じ務む局きよくの金の流れを追ってみた。そして、今度こそ背せ筋すじを寒くした。そこには一見してそれとわかるような矛む盾じゆんは存そん在ざいしなかったのである。何者かの改かい竄ざんを──極きわめて巧こう妙みような改竄を受けていたのだ。


　はっきり言って大学の管理は杜ず撰さんだ。職しよく員いんの準じゆん備びが、技ぎ量りようの面でも心得の面でもまるで整わない段階で、半はん端ぱにＩＴ化を計った結果である。頭の古い大学運うん営えい部ぶは経営のノウハウに暗く、用途不明の金が毎年驚おどろくほど方々で発生している。金の流れにも情じよう報ほうの流れにも、またそれらの管理体たい制せいにも付け入る隙すきはいくらでもあった。ちょっと気の利きいた奴なら、そのことに気付いていてもおかしくはない。


　だが、それを実際に実行するとなるとただ事では済まない。それも、七十二人という数の生徒を、架か空くうの名めい義ぎで付け加えるとなれば、目を回したくなるような手間と工く夫ふうを必要とするだろう。


　もちろん、これだけあからさまな以上、誰かが不信感を持ってサークルを調査すれば、事実は判はん明めいしているはずだ。だが、これまで『ソロモンの末裔』は、その存在を庸一にすら知られていなかった。今回の件けんがなくば、彼も気付かないまま卒業を迎むかえていただろう。


　その理由は、彼らが大学からサークル運営費を受け取っていない点にあった。正式に認められたサークルには、毎年大学からサークルの規き模ぼに見合った額がくの運営費用が与あたえられる。それを、『ソロモンの末裔』は受け取っていないのだ。ただ、名義上正せい規きのサークルとして存在しているだけなのである。


　サークル活動もオカルトマニアの寄り合いに等しく、ただ集まって雑ざつ談だんを交かわすぐらいの活動しかしていない。そこに顔を出す四、五人の会員が、彼らの所しよ属ぞくするサークルの実体を知らないことは間ま違ちがいないだろう。


　しかし、そうなると今度はより難なん解かいで根本的な疑ぎ問もんがわき上がってくる。


　つまり、『ソロモンの末裔』はなぜそんな真ま似ねをしているのか？　という疑問だ。普ふ通つう、加入者数を水増しして報告するとなれば、その目的は運営費の増ぞう額がくしか考えられない。


　庸一はあらゆる角度からこの難問を検けん討とうしたが、結局満足な答えは得られずにいた。サークルの責せき任にん者しやは、経けい済ざい学部三年の「杉すぎ村むら和かず明あき」。だが、この男が黒くろ幕まくではあり得ない。それどころか、サークルの名簿には、いま隣となりで悠ゆう々ゆうと煙草たばこをふかしている「緋崎正介」の名前さえも載のっていないのだ。


　それでも他ほかに手のない庸一は、杉村和明なる人物の身元を調査した。


　彼の地元は東京の板いた橋ばし区く。両親はすでに他界しており、主立った親しん戚せき関係は不明だった。そして、彼本人は四年前、交通事じ故こで死し亡ぼうしていた。


　だが、杉村和明氏はその三年後となる一昨年の春、この大学に見事入学を果たしているのである。


　こんな感想を抱いだくことは庸一にとって前代未聞のことなのだが……正直、わけがわからなかった。


　なぜ？　どうして？


　いったい、どんな理由があって、これほど手の込んだ──そしてこれがもっとも重要なポイントなのだが、意味のないことをしているのか。正介の言う、「俺んとこのボス」とは、いったい「どんな人物なのか」。何が目的で、何をしたいのか。


　庸一は困こん惑わくしていた。普ふ段だんのペースを乱みだされていることを認めるしかなかった。


　だが、もし仮かりに、彼が「大物」で「変人」な「俺んとこのボス」の真意を知れば、彼の困惑は取り返しがつかないものへと進しん展てんしていただろう。かつて「俺んとこのボス」は、庸一と同じ疑問を抱いだいた正介に対し、真顔でこう答えたのだ。


　だってその方がオカルティックだろ？


「とにかくや。こっちはこっちで進めようやないか。あんたはサークル内から売春グループを見つけ出して事が公おおやけにならん内に解かい散さんさせる。こっちは亜津子の阿あ呆ほをとっちめて説教する。俺たちがさっさと動けば、それで済む話やからな」


「……同感だ」


　トラブルを片かたづけるのは、庸一の仕事だ。それこそが、いまの彼の存在理由のようなものだった。


「何しろ、それぐらいしかやることがないからな……」


「はあ？　なんやて？」


　庸一の独ひとり言に、正介が不思議そうな顔をする。


「退たい屈くつは楽しいってことさ」


「なに？　それはまた、ずいぶん変わった意見やな。確かく認にんしときたいんやけど、俺たちいま、ヤーさんの鼻先かすめて売春グループ横取りしようとしてるんやなかったかな？　それやのに貴方あなた、退屈ですか？」


　呆あきれたように、またおかしそうに正介が眉まゆを動かす。


　庸一は生き真ま面じ目めに首しゆ肯こうした。


「基き本ほん的に、生きるってことは退屈なんだ。きっと」


　そう言って皮肉な微び笑しようを浮うかべる。正介が不服そうな顔をした。が、彼が反はん論ろんするより先に、彼の携けい帯たいが鳴り響ひびいた。


　正介が「おっ」と電話に出る。


「よう。ごくろーさん。どないやった。そっち？」


　親しげな声だった。件くだんのボスか、と庸一は思わず聞き耳を立てた。


　だが──


「いっ──マジで？　わかった。その子のアパートやな。すぐ行くわ」


　緊きん迫ぱくした様子で電話を切る。そして、初めてみせる真しん剣けんな目で、運転席の庸一を見み据すえた。


「トラブルや。売春グループに目ぇ付けとった下っ端が、メンバーの子のアパートを襲おそったらしい。たぶんその子が主しゆ催さい者しやや。すぐ寄よってくれるか」


　正介が言い終わると同時に、庸一はギアをセカンドに入れ、サイドブレーキを引いた。後輪が滑すべり、スカイラインは唸うなりを上げて車道をＵターンする。後続車のクラクションが張はり手のようにフロントガラスを叩たたいたが、庸一のドライビングは挙動を乱さなかった。


　そのままアクセルを踏み込こむ。メーターが瞬またたく間に跳はね上がっていった。


　シートベルトをしていなかった正介は、助手席のシートの上でひっくり返っていた。目を回しそうな声で、


「こ、こらっ。待たんか！　気が急せくんはわかるけど、俺まだ行き先ゆうてへんぞっ」


「根川牧子のアパートはこっちで合っている」


　あっさり答えた。正介は拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。


「なんや……主催者の目星はついとったんかい」


「この話を聞かせたとき動どう揺ようの仕方が不自然だったからな。その後彼女の身辺を調ちよう査さした。ヤクザに絡からまれて注意が散漫になってたんだろう。すぐにボロが出た」


「ボロて？」


「携帯。この一週間で番号だけじゃなく電話会社を三回も変えてる。たぶん客とのやり取りやメンバーへの連れん絡らくも携帯で行ってたんじゃないか」


「つまり、その下っ端にも番号知られて……」


「そういうことだ」


　淡たん々たんと語る庸一の目には、どのような種類の感かん慨がいもなかった。たとえ助手席に座すわっているのが、正介でなく牧子本人だったとしても、やはり同じように淡々と喋しやべっただろう。


　だが庸一は、前方から一いつ瞬しゆんも目を離はなさなかったし、アクセルを緩ゆるめることもなかった。


　スカイラインは多くのクラクションやパッシングに見送られつつ、夕ゆう暮ぐれの市内を走り抜けた。





　庸一は、法ほう規き的にではなく、物理的に可か能のうな限かぎり車を飛ばして道を急いだ。それでも、牧子の住むアパートに到とう着ちやくしたときには、当たりは夕ゆう闇やみに包まれていた。


　青い顔の正介が助手席から転がり出て口を覆おおう。庸一はそんな彼の窮きゆう状じようを後しり目めに、アパートの階かい段だんを、音を立てて駆かけ上がった。


　牧子の部屋は二階にあった。表札はない。だが、部屋の番号はサークルの名めい簿ぼで見て記き憶おくしている。


　ドアには鍵かぎがかかっていた。チャイムを鳴らし、次いでノックする。


　室内から応おう答とうはなかった。メーターをチェックするが回っていない。庸一は裏うらに回って、庭から部へ屋やを見上げた。二重のカーテンがベランダに出るガラス戸を遮さえぎっている。断だん言げんはできないが、人の気配はないように思えた。


　庸一がスカイラインの下に戻もどると、ようやく呼こ吸きゆうを整えた正介が、恨うらみがましい目で彼をにらんだ。


「お前……ホンマに免めん許きよ持っとんやろな……？」


「知らなかったのか？　その車はスポーツカーなんだ」


「俺おれが反省を求めとるんは、車にやのうてドライバーにや」


　と、仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻息を荒あらくする。庸一は構かまわず肩かたを竦すくめた。


「いない」


　庸一の言葉に、正介も表ひよう情じようを改め、「そうか……」と顔を曇くもらせた。


「果たして無事逃にげ延のびたんか……」


「それとも連れ去られたか。半々だな」


　庸一は腰こしに手を当ててアパートの玄げん関かんを見上げた。連れ去られたのだとすれば、彼女を待ち受ける運命は悲ひ惨さんだ。彼は思わず舌した打うちした。ほんのわずかだが、苦く渋じゆうがにじんでいた。


「組の方に探さぐりを入れてみる。あんたのボスにも──」


　と、庸一が言いかけたときだった。


「オイッ！」


　と、二人ふたりの背はい後ごから偏へん屈くつな猪いのししのような濁だみ声ごえが投げつけられた。


　振ふり返る。


　駐ちゆう車しや場じようを横切ってきたのは、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの二十代後半と見える男だった。おそらくバブル期に買ったのだろうヨレヨレのアルマーニを見せびらかすように胸むねを張って歩いてくる。


　男はいまどきヤンキーでもしないような型どおりの眼ガン付けで、自分より背せの高い二人を交こう互ごににらんだ。それから、「オイッ」ともう一度唾つばを飛ばした。


「テメエら牧子の知り合いか？　あのアマどこに行きやがった。あ？」


　甲かん高だかい地声に無理なドスを利きかせて、男が怒ど鳴なった。


　庸一と正介は顔を見合わせた。


「……逃げ延びたみたいやな」


「らしいな」


　と答えて、庸一が男に視し線せんを戻す。


「こいつが、例の？」


「うむ。最初に見つけたヤーさんや」


　二人の飄ひよう々ひようとした態たい度どが気にくわなかったらしい。男は、ただでさえ見み目め麗うるわしいとはいえない顔を、怒いかりで赤黒く染そめて詰め寄った。


　男が目を付けたのは、手前にいた庸一の方だった。ヤクザの鉄てつ則そく通り、先に手を出したりはしない。だが、息のかかる距きよ離りまで寄って、またも同じトーンで「オイッ」と繰くり返した。


「舐なめてんのか、テメエ。おっ？　人が話してるときは、相手の顔を──」


　バツッ


　と前まえ触ぶれもなく男の身体からだが引きつり、両目が飛び出そうなほど見開かれた。


　男の身体が、鎖くさりの切れたサンドバッグのように地面に横たわる。彼が倒たおれたあとには、軽く突つき出された庸一の右手と、その手に握にぎられてパチンパチンと火花を飛ばすスタンガンが残されていた。


「……うわあ……」


　正介が強こわ張ばった半笑いを浮うかべてささやいた。深みのある灰はい色いろの瞳ひとみが、庸一のスタンガンと駐車場に寝ねそべる男とを行き来している。


「そのあんちゃん、口調はともかく、内ない容よう的には結けつ構こうええこと言おうとしてた風に思たけど……」


「かもな。だが、人にマナーを説くなら、まず自分の口こう臭しゆうぐらいどうにかしないと」


「てか、お前、いつもそんなもん持ち歩いてんのか？」


「まさか。ヤクザ絡がらみと聞いて用意してたんだ。なかなか便利だな。これ」


「誰やったかな～。生きるんが退たい屈くつやあとかゆうとった好青年は？」


「今度教えてやるよ。それより、牧子の行方ゆくえだ。あんたのボス。呼よび出せないのか？」


　庸一が問うと、正介は難むずかしい顔になった。


「どうやろな。いまあいつ、動き回ってるはずやし」


「だったら、あんただけでいい。ちょっと手を貸かしてくれ。こいつを俺の車に入れるんだ」


「へ？　どないすんねん、そいつ」


「拷ごう問もんして吐はかせよう。何か知ってるだろ」


　言うが早いか、男の両足をつかむと、そのままズルズルとアスファルトの上を引きずり始めた。正介は慌あわてて辺りに人目のないことを確かく認にんした。こんなところを誰だれかに見られたら、たとえローマ法王のサインが入った警けい察さつ手て帳ちようを見せたところで、あらぬ誤ご解かいを受けるに違ちがいない。いや、あらぬ誤解ではないかもしれないが。


「……なあ。そのあんちゃん、マンガみたいにオーソドックスなヤーさんやけど、一いち応おうホンモンの極ごく道どうやで？　わかってんの？」


「組の方は、おたくのボスが潰つぶしてくれるんだろ？　だったらこいつが極道やってられるのも、そう長い期間じゃないさ。それに、俺はハンサムだが、どういうわけか人の印象に残らない顔をしている。尋じん問もん中ちゆうもマスクしてれば、どこの誰だかわかりやしない」


「……すみません。俺、むっちゃ目立つ顔してるんですけど」


　と正介は世にも情なさけない顔をした。庸一は聞く耳持たぬ様子で、肩を竦めた。


　正介がため息をつく。


「率そつ直ちよくに言って、お前、滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつやな」


「そっちのボスほどじゃないぞ。冷静に比くらべてみるんだ」


　と庸一が返した。言われてみるともっともなのが悲しいところだ。


「そうか……実は俺ってまともな奴やったんやな。この年になるまで知らんかった……」


「いいから手伝えよ。ほら。ドアを開けてくれ」


　男を引きずり──アルマーニは見る影かげもなくなっていた──スカイラインまで運んだ庸一が、暗い顔の正介を促うながした。


　正介は肩を落として指示に従った。





　　　　◆◆◆◆◆





　夏の夜空は清すが々すがしいまでに晴れ渡わたっていた。透すき通った夜気の遥はるか向こうに、ベルベットのような宇う宙ちゆうが広げられている。


　天てん頂ちようには月がある。欠けた金貨のような月だった。周囲には白いインクを絵筆の先で伸のばしたような雲が浮いている。月光の当たった雲は白銀に輝かがやき、陰かげになった雲は細やかな灰色のグラデーションを作っていた。


　庸一は、目の前で月光を浴びる古い建けん築ちく物ぶつを見上げた。変わった造ぞう形けいだが、元は教会らしい。礼れい拝はい堂どうだ。もう十年近く前のことだった。窓まど枠わくには板が打ち付けられていて、塞ふさがれている。しかし、正面の扉とびらにかけられた鎖は、外れたまま取っ手にぶら下がっていた。


「また、狙ねらいに狙ったロケーションだな」


　庸一はつぶやいて鼻を鳴らした。


　市内にこんな建物が残っていたとは少々驚おどろきだった。辺りは虫の鳴き声がやかましい。礼拝堂の裏うらは雑ぞう木き林ばやしに覆おおわれた小山になっていた。すでに開発が始まっている場所だが、いまはまだ自然がそのまま息づいている。夜気は涼すずしく冷えていたが、地表の熱気はまだまだ冷める気配を見せなかった。


　庸一は両手をジーンズのポケットに突っ込こんだまま、短い階かい段だんを上って両開きの扉を開けた。


　がらんとした礼拝堂。


　板張りの床ゆかとすり切れた絨じゆう毯たん。漆しつ喰くいの壁かべ。正面に祭さい壇だん。黄色い木もく製せいの十じゆう字じ架かと、そこに鎮ちん座ざする銅どう製せいの神の子。いまその像ぞうの目には、黒い布ぬのきれの目め隠かくしがされていた。


　出入り口からは真まっ直すぐに身しん廊ろうが延のび、その両りよう脇わきにベンチ型の椅い子すが行ぎよう儀ぎ正しく並ならんでいた。その椅子の座ざ席せき一つ一つに蠟ろう燭そくが立てられて火が揺ゆれている。純じゆん粋すいに見れば美しい光景だった。


　祭壇の上には、天てん井じように近いステンドグラスから微かすかな月光が差し込んでいた。


　月光が照らしているのは、空中を漂ただよう埃ほこりの粒りゆう子し。直径二メートルの魔ま法ほう陣じん。それを囲む蠟燭。黒い染しみのような血ち溜だまり。その血溜まりの源みなもとである猫ねこの死体。その猫の死体に突き立った肉切り包丁。その肉切り包丁をにぎる、白く細い指。そして、その手の持ち主。


「……ほんとにマントって着るんだな」


「似に合あうでしょ？」


「コスプレみたいだ」


「言うと思いました」


　亜津子は庸一に向かって、口を真横に伸ばしてニッと笑った。なかなかチャーミングな笑い方だった。これで、見開いた両目が少しでも笑っていてくれれば、彼女の笑え顔がおが素す敵てきに思えたかもしれない。あくまで可か能のう性せいだが。


「その猫、殺したのか？」


「そうです」


「可哀かわい想そうに」


「止よしてください。口先だけの粉ふん飾しよくなど。本心ではなんとも思ってないんじゃないですか、あなたは」


「そんなことはない」


　と反はん論ろんしてみる。


「いいえ。あなたはそういう人です」


　亜津子はきっぱりと言い切った。庸一は議論することなく肩を竦すくめた。


「最近はそんなプレイが流は行やりなのか？」


「いいえ。今日きようのお客様があなただと聞いて、特別に用意したんですよ」


「今日の客が俺だって、なんでわかったんだ？」


「アルマーニの君。彼、私のファンなんです」


「ああ」


　庸一は、貴き重ちような情じよう報ほう提てい供きよう者しやの顔を思い出した。


「まだそんな元気が残っていたか。さすがだ。伊だ達てに極ごく道どうはやってないな」


「先せん輩ぱいって、その気になったらスゴいことしちゃうんですね。あの人、当分は病院のベッドで流動食ですよ」


「亜津子君。生きてるってことは素す晴ばらしいことなんだ」


　真顔で言うと、亜津子は「まあ」と小鳥のように笑った。


「やっぱり。そういう人じゃないですか」


　そう言って楽しそうに目を細める。


　先日喫きつ茶さ店てんでまみえたときに比くらべ、彼女は見み違ちがえるほど活いき活きと輝いていた。表情は豊ゆたかになり、立たち居い振ふる舞まいに生気が溢あふれていた。


　だが、これもまた、彼女の真実ではなかった。


　パターンは異なるが、これも彼女の表ひよう層そう人じん格かくが返す「反はん応のう」に過すぎない。さしずめ、彼女の中にある「娼しよう婦ふ」のキャラクターなのだろう。


「この趣しゆ向こうは俺のためなんだって？」


　庸一は彼女の分ぶん析せきを続けながら、さっき彼女が告げたことを再さい確かく認にんした。


「ええ」


「じゃあ、普ふ段だんは？」


　亜津子はもう一度ニッと笑うと、血に汚よごれた包丁を胸むな元もとに当て、騎き士しが決けつ闘とう前に礼を示すように刃は先さきを真上へ向けた。そしてクルリと先せん端たんをマントの中に潜もぐり込ませたかと思うと、マントを止めていた首元の紐ひも飾かざりを、ぷっつり切った。


　マントが床に滑すべり落ちる。


　淡あわい月光と足あし下もとを照らす蠟燭の火を浴びて、白はく磁じのような裸ら身しんが現あらわれた。


　まだ成せい熟じゆくしきっていない裸体は、二の腕うでや太ふと股ももが折れそうに細い。真っ白で染しみのない肌はだは、皮ひ膚ふの下にミルクが塗ぬり込めてあるようだ。その白さゆえに、下か腹ふく部ぶの翳かげりや乳ち房ぶさの先の赤い色づきがアンバランスな淫いん靡びさを与あたえていた。裸はだかの胸元では、黒猫のペンダントが丸まりながら金色の目でこちらを見返している。


　亜津子は己おのれの肉体をもっとよく見えるように、片かた足あしをちょこんと前に出し、手に包丁を持ったまま大きく両腕を広げた。人形劇げきの人形がする挨あい拶さつのような、無む邪じや気きだが大げさな仕草だった。


　庸一は一いつ切さいの感情を排はいした目で、しばらくの間、亜津子の裸体を眺ながめていた。


　それから視し線せんを下に下ろし、


「床ゆかの血。マントが汚れたぞ」


「……嫌いやな人」


　亜津子は笑顔を消して腕を下ろした。包丁を床の上へと無む造ぞう作さに投げ捨すて、裸足はだしのまま魔ま法ほう陣じんの外に出た。


　一番手前の椅い子すに近づく。その上には真しん鍮ちゆうのトレイと赤ワインの瓶びん、ワイングラスが二つ置かれていた。亜津子は瓶とグラスを両手に取った。


「お客様、飲みます？」


「遠えん慮りよしよう」


「何も入ってませんよ」


「噓うそだ。絶ぜつ対たい何か入れてる」


「もうっ」


　亜津子は頰ほおを膨ふくらませた。それから茶目っ気のある視線を向けて、キスするように唇くちびるを突つき出した。


「口くち移うつしでもいいですよ。サービス」


　年ねん齢れいより若わかく見える目鼻立ち。すぼめられた唇が、白い肌と対照的に、赤い。


　庸一は亜津子をじっと見つめた。じっと見つめたまま、煙草たばこの箱を取り出し、中の煙草を一本抜ぬき、口にくわえ、ライターで先に火を点つけた。


　無視された亜津子はさすがにムッとして、一人ひとりでワインを注ぎ、一気に呷あおった。赤いワインが唇の端はしから垂たれ、あごを伝って首くび筋すじを滑る。ワインを一息に飲み干ほした彼女は、ふうと息をつき、こぼれる滴しずくを手のひらでぬぐった。


　そして二杯はい目めを自ら注ぐ。


　庸一は手近な椅子の背せもたれに、軽く腰こし掛かけた。両手をジーンズのポケットに戻もどし、黙だまって裸のままワインを呷る彼女の姿すがたを見つめた。


　亜津子は二杯目のワインを今度は二口で空けて、じろりと庸一をねめつけた。


「……ねえ、先輩。なんにもしなくてもお金はもらいますよ？」


「君は誤ご解かいしている。俺おれは今日、ここに女を買いに来たわけじゃないんだ」


「まさか止めさせに来たんですか？」


「恥はずかしながら、その通りだ」


「あらあら」


　亜津子は小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑った。


「売春はいけないことだから？　よしてくださいよ、先輩。先輩がサークル運うん営えいのために、裏うらで何をやってるか。私ちゃんと知ってるんですからね。賄わい賂ろに裏取引にバックマージン。計画を邪じや魔まする人間に対しては、脅きよう迫はくまがいのことだって平気でやってるじゃないですか。そんな人が後こう輩はいに説教ですか？　それとも脅迫？　いいですよ、脅迫して。私もあなたがやってることを、大学の人間にバラしますから」


「はったりだ」


「はったりなもんですか！　私、知ってるんです。それとも、いまさら誤ご魔ま化かすつもりですか？」


「君が知ってる、ってことにケチをつける気はないよ。良く気が付いた。褒ほめてあげよう」


「…………」


「でも、それを他の人間にバラすことはできない。なぜなら証しよう拠こがないからだ」


「……どうして断だん言げんできるんですか。私が何をどこまで知ってるか、先輩にわかるんですか？」


　亜津子はムキになって叫んだ。庸一はようやく砂さ漠ばくのような無む表ひよう情じようを取り払はらい、薄うすい苦く笑しようを見せた。


「いいや。知らない。知ったことじゃない。俺が知ってるのは、君がどれだけ頑がん張ばったところで、しっぽをつかまれるようなヘマを、この俺はしないってことだ」


　庸一が穏おだやかに断言すると、亜津子は忌いま々いましげに唇を嚙かんだ。


「それから、もう一つ。俺が君を止める理由は、売春が駄だ目めだからじゃない。君が駄目だからだ」


「……どういう意味です？」


「そりゃ君、アルマーニの君だよ」


　と庸一は手を振ふった。


「君は趣しゆ味みに走りすぎてる。困こまるんだ。ああいうのと関係を持たれると。今回は奇き跡せき的にうやむやにできそうだが、ああいう連中が関かかわってくると、無用なトラブルがバーゲンセールのように押おし寄よせてくるんだ。とても迷めい惑わくする」


　そう言いながらも、あまり迷惑そうな表情には見えなかった。庸一が持つ、動じない性せい格かくの弊へい害がいだ。


　ただ、先日の正介の大言は噓うそではなかった。


　昨日きのう、市内最大の暴ぼう力りよく団だん、藤角組は警けい察さつの摘てき発はつを受けた。罪ざい状じようは銃じゆう器き売買。いったいどうやったのか知らないが、正介はくすねたコルトガバメントを自じ慢まんそうに見せびらかしたものだ。


「とにかくだ。せっかく主しゆ催さい者しやが適てき正せいな経けい営えいを行っていたのに、君一人のせいで、それが台無しになった。君はこういうことには向いてない。すぐに止めるか、それが嫌ならどこかのちゃんとした風ふう俗ぞく店てんに勤つとめることだ」


　庸一は感情を交えない声で告げ、最後に「なんなら店の紹しよう介かいもしてやる」と付け加えた。


　亜津子は口を挟はさむことなく黙って耳を傾かたむけていた。だが、聞き終わると両手を素す肌はだの腰に当てて冷笑を浮うかべた。


「あなたはわかってないんです。羊さん」


　ぴくんと庸一の目ま蓋ぶたが揺ゆれた。否ひ定ていはできない。自分は結局、何もわかっていないのかもしれないのだ。


「わかった。君の説得は他の人間に任まかせよう。ただ……これは俺の個こ人じん的なお願いなんだが、一つ要望がある。聞いてくれるかな。金もちゃんと払うから」


　なだめるような台詞せりふだったが、口調は猫ねこなで声からはほど遠かった。


　亜津子は疑うたがわしそうな目を向けた。が、やがてわざとらしい挑ちよう発はつ的な微び笑しようを見せ、腰に当ててていた手を胸むねまで移い動どうした。


　自分で愛あい撫ぶするように乳ち房ぶさをなで上げて、綺き麗れいに整えた爪つめで乳ち首くびを弾はじいてみせる。


「試ためす気になってくださいました？　私、先輩って好みなんです。色んなことしてあげますよ？」


「占うらなってくれ」


　告げた瞬しゆん間かん、亜津子の目の奥おくで何かが確たしかに蠢うごめいた。


　喫きつ茶さ店てんで一瞬だけ感じた異い様ような感覚。庸一はニヤリとした。お出ましだ。


「わかりましたわ」


　急にぎくしゃくした声で亜津子は答えた。ぎくしゃくしていたが、火傷やけどをしそうなほど熱の籠こもった声だった。視し線せんを庸一に釘くぎ付づけにしたまま、そろそろと近づくと、両手を彼の胸に添そえ、その上に頰ほおをつけた。


「占って差し上げます、先輩──迷まよえる羊よ。私が極きわめた、私の魔術で」


　亜津子は庸一の両手を取って、幼おさな子ごを導みちびく母親のように、彼を魔ま法ほう陣じんに誘さそった。


　二人ふたりが祭さい壇だんの魔法陣の中へ入る。ぴちゃぴちゃと猫の血が音を立てる。


　亜津子は庸一を魔法陣に立たせると、両りよう腕うでを首に絡からみつかせ、背せ伸のびをしてキスをした。


「抱だいてください」


　と耳元にささやく。からからにかすれた吐と息いき。


「ここで私を抱いて。見せてあげますよ。私の──」


「止めてちょうだい」





　声に顔色があったとすれば、その制せい止しは蒼そう白はくな顔色をしていただろう。


　外に出る扉とびらの前に、牧子が立っていた。彼女は厳きびしい表情を浮かべたまま、カツカツとヒールを響ひびかせて祭壇に近づいた。


　魔法陣の前に立ち、魔法陣の中で抱き合う二人をにらむ。


　鋭するどい打擲ちようちやく音おんが跳はねた。


　亜津子はぶたれた頰を手のひらで覆おおった。


「……この……淫いん売ばいっ」


　牧子は震ふるえる声で言った。亜津子はため息をついた。


「牧子さーん。あなた、馬ば鹿か？　あなたが客を斡あつ旋せんをしてくれたんじゃないですか。あなたが始めたお金かね儲もうけでしょ？　私たちのおかげで、あなただって十分儲けたはずでしょ？　いま私、仕事中なんです。取り分はあとで渡わたしますから、邪じや魔ましないでくれません？」


「ふざけないでっ」


　牧子は金切り声を上げた。手を振り回して、教会を指し、


「こんなキチガイ沙ざ汰た、私が指し示じしたとでも!?　他ほかの子にまで怪あやしげなカルトまがいを吹き込んでっ。どういうつもりよっ」


「いまさらですねえ」


　亜津子は大おお仰ぎように眉まゆをひそめた。


「これって、結けつ構こう前からやってたんですよ。組そ織しき管理なんて言って、全然気づきもしなかったくせに。四宮先せん輩ぱいの方が、先に気付いちゃうんですもの。呆あきれますよ」


「あなたにそんな口を利きく権けん利りはないわ！」


「権利ですか？　私、権利、ってどうもよくわからないんですよね。大切なのは可か能のうか不可能かって点じゃありません？　権利のあるなしって言われても、ピンと来ないんです。それに私、なんにも言われなかったから好きなようにやっただけです。牧子さん、全然現げん場ばのことに興きよう味み持たなかったじゃないですか」


　亜津子は主しゆ催さい者しやである牧子に対して、まったく悪びれる様子がなかった。それどころか、完全に見下している。


　神しん経けいを逆さか撫なでするように下げ卑びた嘲ちよう弄ろうを浮うかべて、


「でも、いいんですよ。別に。だって興味ないですもんね？　牧子さん、不ふ感かん症しようだから。嫌きらいなんでしょ、セックス？　そのせいで、嫌いやな思いしてきたんですよね？　そのくせ、四宮先輩には色目使っちゃって。先輩ならそんなの関係なく受け入れてくれる、とか思ったんですか？やだなあ。先輩だってクールそうに見えてオトコですよ？　そんな押し付け、迷めい惑わくじゃないですか。ねえ、先輩？」


　亜津子は見せつけるように庸一の胸に顔を埋うめた。彼の手を取って口元に寄よせると、甲こうを舌した先さきでちろりと舐なめる。


「──！」


　牧子の目元が羞しゆう恥ちと怒いかりに赤く染そまった。再ふたたび亜津子をぶとうと腕を振り上げる。


　だが、亜津子目指して振ふり下ろされた腕は、その途と中ちゆうで庸一の腕につかまれた。


「止よせ」


「放してっ」


「こいつに腹はらを立てても仕方がない。君のせいで、やっとお目にかかれた後輩の素す顔がおが、また奥おくに引っ込んだじゃないか」


　庸一の不ふ可か解かいな台詞を聞いて、牧子の目に疑ぎ問もんが浮うかんだ。しかし彼はそれ以上説明しなかった。代わりに、しなだれかかる亜津子をすげなく引き離はなした。


　亜津子は拗すねるような声をもらしたが抵てい抗こうはしなかった。娼しよう婦ふの「反はん応のう」だ。「ちぇ」と庸一は口の中だけでつぶやいた。


「とにかく気を落ち着けろ。そんなに興こう奮ふんして吸い込んだら、こんな量でも覿てき面めんに利くぞ」


「え？」


　一いつ瞬しゆんわけがわからず戸と惑まどった牧子だったが、すぐに瞳ひとみに理解を浮かべた。急いで鼻を嗅かぐ。すると、空気中に甘あまいにおいが混まじっていることに気が付いた。


「なんだ。気付いてたんですね。いつもよりずっと少なくしたんだけど」


　と亜津子が感心する。庸一はとぼけた仕草で首を竦すくめた。


「マリファナねっ？」


　牧子が硬かたい声で指し摘てきした。


「こんなドラッグまで……あなた頭おかしいんじゃないっ？」


　憤いきどおる牧子を亜津子は平然と無む視しした。相変わらず裸ら身しんを晒さらしたままだが、同どう性せいの目に見られても、まるで痛つう痒ようは感じていないらしい。「だから落ち着けって」と庸一は繰くり返した。


「とにかく、もう俺の方は用よう件けんが終わった。そろそろバトンタッチだ。外に緋崎はいたか？」


「ひ、緋崎？　いいえ」


　庸一は舌打ちして腕時計の時間を確かく認にんした。約束の時間はとっくに過すぎている。


　仕方がない。


「なあ、亜津子君。一つ聞かせてくれ。君はさっき俺がわかってないと言ったな。どういうことなんだ。君の目的はなんだ。金じゃないのか」


　亜津子はクルリと目を回した。


「お金も欲ほしいですよ。これでも色々と物入りなんです」


「何に使う？」


「知りたいですか？」


　亜津子が再び挑ちよう発はつ的な目を向けた。まったく身体からだを隠かくそうとしない態たい度どに、牧子の方が嫌けん悪おで顔をしかめた。もちろん、亜津子は彼女の反応など端はなから気にも留とめなかった。


「教えてあげてもいいですよ。牧子さんを追い払はらって、さっきの続きをしましょうよ。先輩には素そ質しつがあると思うんです。私、ずっとパートナーを捜さがしていたんです」


「……魔ま術じゆつの？」


　庸一が尋たずねると、亜津子は破は顔がんして首しゆ肯こうした。


「いい加減にしてっ。占うらないだの魔術だの下らないことに入れ込んでっ。あげくに猫ねこを殺してマリファナを焚たき込めて……真夜中の教会に蠟ろう燭そくを飾かざって喜んでるわけ？　やっぱりあなた、頭がおかしいのよっ」


　ヒステリックな口調で牧子が吐はき捨すてた。亜津子は心底軽けい蔑べつしきった視線で、声を荒あらげる彼女をにらんだ。


「牧子さん。どうして他ほかの子たちが私の言うやり方に従したがったと思ってるんです？　効こう率りつ的で安全な、あなたの管理に逆さからってまで。あなたは、それこそ何一つわかってない。これから先も、あなたは生しよう涯がいわからないままでしょう。魔術の偉い大だいさも、セックスの素晴らしさもね」


「……あなたは……っ」


「そんな人は、いまこの場に相応ふさわしくありません。暴ぼう力りよく団だんとのゴタゴタは片かたづいたんでしょう？　よかったじゃないですか。胸むねをなで下ろして、ついでに改心して、アパートにお帰りなさい。私たちの密みつ議ぎは、あなたの頭では理解できないんですから。どうせ」


　牧子は肩かたを振るわせ、火を噴ふくような視線を飛ばしていた。それを浴びる亜津子は、ことさら涼すずしげな顔をしてみせた。


「茶番だ」


　庸一は思わず吐き捨てた。小さなつぶやきに過ぎなかったが、二人の女じよ性せいは、ハッとして振り返った。


「さすがに見苦しいぜ、諸しよ君くん。志し向こうこそ違ちがえど、君ら二人は、もっとスタイリッシュな女だと思ってたんだがね。悪女なりに」


　庸一はもう一度時計を確認した。かれこれ三十分近く遅おくれている。


　義ぎ理りは十分果たしたはずだ、と庸一は判はん断だんした。そして、それ以上二人に構かまうのを止め、出口に向かって歩き出した。


「四宮君──」


　背はい後ごから牧子が呼よぶ。すがるような声だったが、庸一の胸は毛ほども乱みだれなかった。


「先せん輩ぱい！」


　と亜津子が叫さけぶ。それでも庸一は足を緩ゆるめなかった。


　すると、ひっ、と息を吸すい込むような悲鳴がもれ聞こえた。牧子の悲鳴だった。続いて、「四宮君！」と、先ほどとは異ことなる種類の呼び声が聞こえた。


　バタバタと近づいてくる足音。裸足はだしの足音。亜津子の足音だ。牧子が「止めてっ」と叫ぶ。カツンと硬こう質しつな何かが椅い子すに触ふれる音がした。想そう像ぞうが映えい像ぞうを形にする。近づいてくる亜津子が手に何か持っている。それを振ふり回した拍ひよう子しに椅子の背せに触れる。硬質の音。包丁の刃は先さき。


　庸一は振り向かず、足を速めも緩めもしない。


　なぜだろう、と庸一は自問した。背後に包丁を持った女が走り寄よっているかもしれないのに、どうして自分は防ふせごうとも逃にげようともしないのだろう。する気にならないのだろう。そもそも、なぜ自分はこんなところに、余よ計けいな顔を突っ込んだりしたのだろう。いったい何を求めて？


　止めさせに来た。亜津子にはそう言った。確たしかにそれが大義名分だ。彼女を放置すれば、もっと面めん倒どうなことになる。だがそれが建前に過ぎないことは、彼自身理り解かいしていた。問題なのは、建前はいつもはっきりしているのに、肝かん心じんの本音がよくわからないということだ。


　表ひよう層そうの反応。他人のことはよく見える。では自分はどうだろう？　自分にはそもそも表層以外の何かがあるのか？


　四宮庸一は空っぽの箱だ。空くう虚きよそのものだ。迷まよえる羊？　何もない者が何に迷う？


　足音が背後に迫せまる。庸一は気にしない。半ば意地になって、前だけを見る。


　そのとき、


　教会の扉とびらが音を立てて左右に開いた。


　さながら名うてのガンファイターが、西部の片かた隅すみにある厄やつ介かいな問題を抱かかえた酒場へと、なんの事じ情じようも知らないまま、だがやたら堂々と誇ほこらしい足取りで登場したかのように。


　入ってきたのは銀ぎん髪ぱつの男、緋崎正介──では、なかった。





「ああ、やっと着いた！」


　と、男は開口一番そう叫んだ。


「ああ疲つかれた。ああ苦しい。ああ暑い。ああ酷ひどい目に遭あった。汗あせをかいたよ、まったく。なんだってこんなところまで走ってこなけりゃいけないんだ。真夏の真夜中に長ちよう距きよ離り走そうだなんて！　どれだけ知ち恵えを巡めぐらせてみたところで、転ばぬ先に用意できる杖つえの種類なんてたかが知れてるなあ。策さく士し策に溺おぼれるとはこのこと──じゃないな。この比ひ喩ゆは的が外れてるな。呼こ吸きゆうだけじゃなく思考の回転まで切れ切れになってるみたいだ。いや、実はね。途と中ちゆうでバイクがガス欠になったんだよ。ガス欠だよ？　信じられるかい。この都会のど真ん中で！　まったく正介の馬ば鹿かたれめ。パリ・ダカールラリーじゃあるまいに、ガソリンぐらいちゃんと満タンにして置いてほしいよ。いつもケチケチと千円とか二千円分しか給油しないもんだから、いざというときにこのようなしっぺ返しを喰くらうんだ。どうしてあいつは、倹けん約やくするポイントがああもずれてるのかな。服や食事の趣しゆ味みは贅ぜい沢たくなくせにさ。あれでも、実家は金持ちなんだよ？　それも上に『大』の字がつくぐらいの金持ちなんだ。まあ実家とは折り合いが悪いみたいだからさ。彼自身がいま現げん在ざいどの程度の経けい済ざい状じよう況きようで暮くらしてるのかは知らないけどね。それにしたって、そんな裕ゆう福ふくな家庭で育った人間がだ。なんだってバイクのガソリン代をケチるのかね。理解に苦しむよ。それとも金持ちの息子むすこだからこそ、あんなに吝りん嗇しよく家かなんだろうかな？　あれは幼よう少しようのころから仕込まれた英才教育の一いつ端たんなのか？　いやいや。まさかまさか。やっぱりあれは、単にあいつがケチってだけのことだ。そうに決まってる。くそう。この償つぐないはさせてやるぞ。必ずさせてやる。いや、まったく。ああくたびれた」


　男は腰こしを折ってぜえはあと息を継ついだ。


　それから、あまりのことに立ち竦すくむ庸一を見上げ、


「とにかく、そのようなわけで遅ち刻こくしてしまったんだ。すまなかったね、四宮庸一君。どうか許ゆるしてください」


　次に、彼の背後で血に濡ぬれた包丁を持ったまま顔を強こわ張ばらせていた亜津子に対し、


「井東さん。その包丁を下ろしなさい。そしてそのあられもない格かつ好こうをどうにかしなさい。つくづく困った子だよ、君は。猟りよう奇き殺人がしたいわけじゃないだろうに」


　最後に、祭さい壇だん付近で呆ぼう然ぜんとする牧子に向かい、


「根川牧子さん。申し訳わけないんだけど、この子のマントを持ってきてくれないかな。僕ぼくはちょっと、動く気になれないんでね。ああ、それと、藤角組の件けんは僕が片かたづけておいたから、心配はいりませんよ。怖こわい目にも遭あったでしょうが、今後は大だい丈じよう夫ぶです」


　と、言った。


　亜津子も、牧子も、そして庸一も、彼が立て続けに喋しやべる間、一言も返すことができなかった。


　男はハアハアと肩かたで息をしていたが、とうとうひっくり返るように床ゆかに腰を下ろした。本人が力説したとおり精せい根こん尽つき果てたようだった。


　ひょろりとした男だった。手足が細長く、胴どうや首もひょろりとしている。


　白い半はん袖そでのシャツに、ノータックのチノパンという冴さえない格好だった。いずれも仕立ては良さそうだが、着古して古着のようになっていた。背中はびっしょりと汗に濡れている。頭は中途半はん端ぱに伸のびた黒くろ髪かみが収おさまり悪く跳はね回り、額ひたいに浮うき出た汗のせいで前髪がところどころ張り付いていた。


　特にこれといった特とく徴ちようのない顔。その鼻の上に載のった半月型の眼鏡めがね。


　眼鏡の奥おくの双そう眸ぼうは、苦しそうに閉とじられていた。が、庸一の見守る前で、ぱっちりと目ま蓋ぶたが開き、彼と目を合わせた。


　愛あい嬌きようのある瞳ひとみだった。稚ち気きと知ち性せいが相反することなく同どう居きよしている。


　なぜか──


　庸一はその瞳に強く惹ひかれた。


　ずっと太陽の下で狩かりをしていた狼おおかみが、生まれて初めて月の光を知ったときのように、湧わき上がる遠とお吠ぼえの衝しよう動どうを感じていた。庸一は、その感覚に戸と惑まどった。


　男もまた、じっと庸一の目をのぞき込んだ。そして、


「ああ……」


　と何かに納なつ得とくして頷うなずいた。


「なるほどね。井東さんが欲ほしがったのもわかる。なんて無防備な人だ」


「……な、に？」


　男の何気ない言葉は、庸一に思いも寄よらぬ衝しよう撃げきを与あたえた。


　無む防ぼう備び？　この俺おれが？


　言うまでもなく、そんな評ひよう価かを受けたのは初めてだった。ほとんどの者は庸一を指して、「隙すきがない」と感かん嘆たんする。男の評価は、斬ざん新しんを通り越こして革かく命めい的だった。


　しかし、男は自分が庸一に与えた衝撃には注意を払はらわず、「よっこらしょ」と年寄り臭くさいかけ声を出して、重々しく腰を上げた。


「ふー。やれやれ。ようやく落ち着いてきたか。しかし、約束には遅おくれたけど、急いだ甲か斐いはあったみたいだね。さあ、井東さん。その包丁を、捨てなさい」


　決して強い口調ではなかった。だが、男の命令には抗あらがいがたい何かがあった。まるでモノリスに刻きざまれた絶ぜつ対たいの真理を読み上げているような強きよう制せい力りよくだった。


　亜津子は包丁を捨すてた。


　無言のまま男を見る。その顔には、ばつが悪い、という以上の気まずさと苦手意い識しきがあった。また、焦しよう燥そうと恐きよう怖ふも間ま違ちがいなくあった。
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「水みず原はら先せん輩ぱい……」


　と亜津子はつぶやいた。


　水原。それが男の名前らしい。庸一は即そく座ざに在校生すべての氏名を脳のう裏りに並ならべ、一いつ致ちする人物を照会した。


　水原信しん司じ。


　大学の名めい簿ぼを除のぞけば、サークル、同好会を含ふくめ、あらゆるデータベースにその名は「ない」。人づての風聞を耳にしたこともない。そればかりか、庸一の誇ほこる人的ネットワークのどの情じよう報ほう網もうにも、一度として現あらわれたことのない名前。


「いまさらなんの用です。まさか、先輩まで私を止めに来た、なんて言うんじゃないでしょうね」


「なぜ、まさかなんだ。まさに僕は君を止めにきたんだ」


　淀よどみなく明言する。亜津子はギリギリと奥歯を嚙かんだ。焦燥と恐怖が大きくなった。


「あ、あなただって同じことをしてるんでしょっ？　なぜ私の邪じや魔まをするのっ。あ、そうか。ひょっとして嫉しつ妬とですか？　私のやり方の方が優すぐれてるとわかったもんだから、先輩面づらして一口嚙もうって魂こん胆たんですか？　いいですよ、別に。今度は師し弟ていじゃなく、パートナーとして、あなたの研究も──」


「黙だまれっ」


　ぴしり、と容よう赦しやなく言い放った。


　信司の一言は、老練な牧羊犬の一声に似にて、勢いきおいだけを頼たよりに無む秩ちつ序じよになだれる亜津子の言葉を、たった一言で押おしとどめた。


　絶ぜつ妙みようの呼こ吸きゆう。思わず庸一は舌したを巻まいた。


「まだその悪い癖くせが直ってないようだな。嫌いやなことや面めん倒どうなことがあると、すぐに殻からの中に引き籠こもる。その君のスタイルが悪いとは言わないよ。僕だって、意識を分業させて思考することもあるし、そうやって半自律的に受け答えすることだってある。だが、逆ぎやつ境きようの度たびに心を塞ふさいでいては、傷きずつくことはなくとも、得ることもまたないんだぞ。ましてや、理り論ろんがどうあれ、魔ま術じゆつの根本を為なすのは力と知識への情熱、リビドーだ。本当の自分を解かい放ほうせずして、事が成せるものか。仮かりにも魔女を名乗るなら、その程てい度どの気き概がいを持ったらどうだ」


　信司は真っ正面から亜津子を弾だん劾がいした。なのに、あれだけ口の達者だった彼女が、一言も言い返そうとしない。


　その理由が、庸一にはなんとなくわかった。表ひよう層そう人じん格かくをあっさり砕くだかれた亜津子は、いま、彼女本体の視し点てんに戻もどっているのだ。心の奥おく底そこに秘ひめた、彼女の意い志しや感情。それは、これまで傷つくことなく秘ひ匿とくされ続けてきた。だからいまも、彼女は傷つくことを恐おそれて、一言も言い返すことができないのだ。


　同じ感想を信司も抱いだいたのだろう。ため息をついて「やれやれ」と悲しげに目を伏ふせた。


「魔女、だと」


　沈ちん黙もくした亜津子に代わって、庸一が疑ぎ問もんをぶつけた。


「彼女の目的はなんなんだ。いったいお前らは……」


「彼女の目的、そして僕らの目的はオカルトの研究だよ。研究と、そして実じつ践せん」


　信司は庸一に向き直ると、穏おだやかな口くち振ぶりで説明した。教きよう師しのように明めい瞭りような物言いだった。もっとも、彼の目は、精せい神しん的に未み熟じゆくな生徒を預あずけるには、危き険けん過すぎる輝かがやきを放っていたのだが。


「オカルトマニアの悪ふざけってことか？」


「そう言われると辛つらいけどね。それに、悪ふざけで済すませるには、彼女のやったことは質たちが悪すぎる」


「それもわからん。どうして売春と魔術が一いつ緒しよになるんだ？」


「どうしてだって？」


　信司はおかしそうに聞き返した。


「背はい徳とくと魔術は中世の時代から分かちがたく結びついているんだよ。彼女がやっていたことは、ずばり『サバト』に他ほかならない」


「サバトって……魔女狩がりの時代の魔女の集会のことか？」


「その通り。そもそもはユダヤ教徒の安息日、『サバース』『シャバット』に由来する言葉だ。森の奥や墓ぼ地ち、教会などに魔女が集つどい、淫みだらな行こう為いを繰くり広げるわけだね。黒山羊の頭をした悪魔なんか有名だろ？　さしずめ、これなどまさに絵に描かいたようなサバトだ。まあ学術的というには、乙女おとめチックだがね。本当はもっと趣おもむきの違うものなんだ。ただ、それを話し出したら止まらなくなっちゃうんで、割かつ愛あいしておこう。それとも興きよう味みあるかい？　もしどうしても知りたいと言うのなら初心者の君でもわかるよう、ごく大まかな概がい略りやくだけを易やさしく簡かん潔けつでしかも丁てい寧ねいに教えて──」


「いや。いい。割愛してくれ」


　登場時の長なが台詞ぜりふが脳裏に過よぎり、庸一はすげなく辞じ退たいした。


　信司は一いつ瞬しゆん傷ついたような顔をしたが、すぐに気を取り直して切り出した。


「事情は正介の方から聞いてると思うけど、この井東さんは元は僕のサークルのメンバーだ。実に熱心な子でね。筋すじもいいし肚はらも据すわってるもんだから、ついつい教え込んでいたんだけど、ちょっと目を離はなしてた隙すきに出て行ってしまった」


「後こう悔かいしてるんですか？」


　そう問いかけたのは亜津子だった。


　彼女の様子が少し変化していた。沈黙の殻を取り除のぞいたらしい。目には奥行きのある意思が宿り、声に朴ぼく訥とつな響ひびきが窺うかがえた。


　すでに彼女からは、未熟さと淫らさが混こん然ぜんとなったアンバランスな淫いん靡びさが消えている。小こ柄がらな裸ら体たいが、やけに痛いた々いたしく映うつった。


「後悔してるんですか？　私に魔術を教えたことを」


　それは、彼女の生の問いかけだった。ようやく彼女が本心から語り出したのだ。人当たりがいいだけの少女でも、コケティッシュな娼しよう婦ふでもない。鋭するどさこそ感じないが、理知的で大人おとなびた口振りだった。


　彼女はかつての師に向かい、挑いどもうとしていた。


　信司はそれに応こたえる。


「そのことは別に後悔してないよ。君は優ゆう秀しゆうだったし、放って置いてもいずれ何らかのアプローチに辿たどり着いたはずだ。このオカルト趣しゆ味みだって──」


　と教会の中を見回し、


「僕個こ人じんの感想としては悪くない。むしろ好みだ。猫ねこはいただけないけどね。可哀かわい想そうだから」


「……じゃあ、結局売春ですか？　身体からだを売るのは倫りん理りに反すると？」


「とんでもない。どうして僕が君の売春に口を出せるっていうんだ。それにね。君の着ちやく眼がん点てんは悪くないと思うんだ。性せいの陶とう酔すいによる魔ま術じゆつの実じつ践せん。古典的な題材を現げん代だい風ふうにアレンジすれば、まあこんなもんだろう。古い酒を新しい革かわ袋ぶくろにってやつだ。ただ、なんの知識も興味もない他の子たちまで巻まき込んだのはよろしくない」


「……倫理的に？」


「倫理、じゃないな。どちらかというと仁じん義ぎだ」


　信司の言葉に、亜津子は軽くうなずいた。同意したわけではないが、納なつ得とくはしたということだろう。


　いまの彼女には焦あせりや動どう揺ようは見当たらない。堅かたく、冷れい徹てつで、安定した雰ふん囲い気きを身にまとっていた。素す肌はだを晒さらして肉にく欲よくに耽ふけっていたとは到とう底てい想そう像ぞうできない、神学者の如ごとき厳げん格かくさすら感じられた。


　元『ソロモンのデイセンダンツ・末裔オブ・ソロモン』のメンバー。現代の魔女。これが、井東亜津子の本ほん性しようらしい。


　二人ふたりの会話を気き後おくれするように聞いていた牧子が、「他の子って」と突とつ然ぜん割わり込んだ。


「亜津子っ。あなた、みんなにも何かしたのね？　みんなの様子がおかしくなったのは、やっぱりあなたのせいだったのねっ。いったい何をしたのっ？」


　亜津子はちらっと牧子を一いち瞥べつしただけで答えなかった。「亜津子！」と牧子が甲かん高だかく叫さけぶと、彼女に代わって信司が軽く手を挙げた。


「暗あん示じをかけていたんですよ。クスリを使ってね。マリファナに覚醒剤スピード。おそらく複ふく数すうで性せい行こう為いを行う際さいに使用していたんでしょう。薬物を使って精せい神しんを高める手法は、ごくポピュラーなものです。魔術でも、セックスでも」


　信司の説明を聞いて、牧子は絶ぜつ句くした。


　すると、


「仕方がありません」


　と亜津子は肩かたを竦すくめた。


「だってあの子たち、ろくにオルガスムスも知らないような子ばかりだったんですもの。性的に未み熟じゆくでは儀ぎ式しきの効こう果かが出にくいんです」


　冷ややかに言った。


　またしても牧子が激げつ昂こうしそうになったが、信司はそれを制せいして、


「同じことだ。儀式の意義を正しく理り解かいしていなければ、精神の波長が合ったところで、君の望むような効果は期待できない。いいかい。僕らが目指す魔術とは、超ちよう常じよう現象のことでも、特定の特とく殊しゆ技ぎ能のうを修しゆう得とくすることでもないんだ。正しい──少なくとも共通した理解なくして、効果など期待できない」


「…………」


　かつての師し弟ていは互たがいに種類の違ちがう沈ちん黙もくを手に、鍔つば迫ぜり合いを続けた。


　庸一は牧子の脇わきを通って祭さい壇だんに向かった。落ちていたマントを取り、戻もどって亜津子の肩へとかけてやる。その間、二人は互いの目を見み据すえたまま微び動どうだにしなかった。が、それでもやはり、余よ裕ゆうがあるのは信司の方だ。


　庸一は信司に向かって、


「もうちょっと具体的に教えてくれ。彼女の目もく論ろ見みってのは、単にサバトを再さい現げんするってことじゃなかったのか？」


「そんなことなら、誰だれにだってできる」


　信司は亜津子から目を逸そらさなかったが、それでも少し得意そうに言った。


「僕ぼくらが目下最大のテーマとして実現を目指していること。それは悪魔召しよう喚かんだ」


　それを聞いて庸一は顔をしかめた。カルト信者の妄もう想そうなのか、オカルトマニアが使う隠いん喩ゆなのか、とっさに判はん断だんできなかったからだ。牧子は前者と取ったようで、「狂くるってるわっ」と嫌けん悪おを込こめて吐はき捨すてた。


　信司は誤ご解かいされるのは慣なれていると言いたげに、捻ひねくれたところのない苦く笑しようを浮うかべた。


「僕らは別に、羽と尻しつ尾ぽの生えた怪かい物ぶつを異い次じ元げん空くう間かんから呼よび出そうとしてるわけじゃない。君たちに理解しやすい言葉でいうと、共通認にん識しきの確かく立りつとその操そう作さってとこさ」


　そう前置きし、信司は「いいかい？」と話を付けた。


「いいかい？　想像してみてくれ。この寂さびれた教会に、深夜集まる複数の男女。月が天てん頂ちように達すると同時に彼らは服を脱ぬいで裸はだかになる。互いに互いの身体をまさぐり、ついには床ゆかで身を重ねる。複ふく雑ざつに絡からむ肉体を照らし出すのは、わずかな月光と蠟ろう燭そくの灯ともし火びだ。次し第だいに息が荒あらくなるが、新たに吸すい込むのは焚たき込められた甘あまい煙けむりだ。視し界かいは万まん華げ鏡きようのように回転し、粘ねばつく汗あせのにおいがし、触しよつ覚かくだけが冴さえ渡わたって、触ふれ合った肌を通り越こして息い吹ぶきと鼓こ動どうと脈動を感じ取るんだ」


　いつしか信司はゆっくりと歩き始めていた。


　亜津子の横を通り過すぎ、牧子の前で向きを変え、庸一の背はい後ごでゆっくりと立ち止まる。


　声が四方から聞こえてくるような錯さつ覚かくがした。不思議なテクニックだ。庸一は内心身み構がまえたが、どれほど効果があるかはわからなかった。なぜなら彼は、その不思議な声の響ひびきに、早くも気を引かれていたのだ。


　信司は続ける。


「宴うたげが進むにつれ、参加者たちの意識からは『個こ』の枠わくが取り払はらわれるだろう。彼らは次第に巨きよ大だいな一個の肉の塊かたまりとなり、同じ鼓動を刻きざむ一つの流れとなる。感覚を、思考を、感かん情じようを、精神を、全員で共有するんだ。これが僕らの言う共通認識だ。錯覚だって？　ドラッグの幻げん覚かく？　もちろんそうさ。科学的に言ってそれ以上でも以下でもない。単なる生理学的一現象さ。しかしね。いいかい。しかし、だよ。まさにそのとき、その当事者たちにとって、その錯覚がいったいどれほどのものか、君たちはちゃんと想像しているかい？　凡ぼん庸ようで、変化に欠き、反はん復ぷく的な日常を日々体験し続ける彼らにとって、その一時の錯覚が、幻まぼろしが、夢ゆめが、いったいどれほどのパワーでもって、彼らの脳のう裏りと身体からだと魂たましいに刻まれると思う？　そして、そうした狂きよう乱らんの宴の最中、ある一人ひとりの女じよ性せいがかすれた嬌きよう声せいでささやくわけだ。そら、そこに何が見える？　そこに何がいる？　すっかり理性の飛んだ丸裸の精神にね。どうなると思う？　そのときそこでは──その限げん定ていされた世界では、彼女の声が紡つむぐイメージは、そのまま世界を創そう造ぞうするんだ。彼らはその姿すがたを見る。その声を聞く。その肉と交わり、その願いを知る。そして、その存そん在ざいを認識したとき、今度はフィードバック現げん象しようが起こる。一方向的なイメージの伝達ではなく、双そう方ほう向こう的なイメージの増ぞう幅ふくが始まる。各おの々おのの持つ精神の波──これまでの人生で背せ負おった業ごうであり、罪つみであり、価か値ちであり、光であるものが、互いにぶつかり合って新たな波は紋もんを形成する。そうなればもうその存在は、最初に命を吹き込んだ者の手からも離はなれ、個の内面世界から外側へと存在の位相を移い行こうすることになるんだ。そして、参加者全員の魂を糧かてとし、そこに在あるための活動を始めるだろう」


　声が殷いん々いんと響く。足元をなでる海辺の波のように、低く、高く、前の波が消えきらないうちに次の波が押おし寄よせて、まだ残る余よ韻いんの上に次の言葉が被かぶさってくる。


　庸一は、カミソリを口に含ふくんでいるような緊きん張ちようを、自らに課し続けた。だが、それでなお、言葉の波が誘さそうままに、心を開放し揺ゆられてみたいと感じずにはいられなかった。


「精せい神しんと肉体の結びつきに関して、ここで細かく意見を述のべるのは止よしておく」


　と、信司の言葉はまだ終わらなかった。


「だが、ちょっとだけ想そう像ぞうの翼つばさに油を差してほしい。その新たな存在が、果たして現実の世界に、いかなる作用を及およぼし得るか。少なくとも、そのときの召喚者たちに対して、その存在は確たしかな血肉を持つ者と変わらぬ力を振ふるうだろう。心にも。そしておそらくは魂にも。これこそが──」


　信司の双そう眸ぼうが牧子を射いすくめる。


「僕らのいう──」


　視線が飛び、亜津子に突つき刺ささる。


「悪あく魔ま召しよう喚かんだ」


　最後に、信司は庸一の目をのぞき込んだ。


　おそらくは、ファウスト博はか士せがその知識を自分の生徒に分け与あたえるとき、彼もこのような目をするのだろう。そう思わせる瞳ひとみだった。


「以上。エロイムエッサイム」


　スッ──と霧きりのような微び笑しようを残し、信司は庸一から目を逸らして亜津子に向けた。


「君はこのような話を、一いつ緒しよに売春していた子や、客となった男たちにしたことがあるかい？　君が何をしようとしているのか。君が何を望んでいるのか。それを少しでも告白したかい？　してないだろ？　してないはずだよ。君は本心を見せないからね。サバトは悪魔との駆かけ引きだ。正直者は馬ば鹿かを見る。でもね。悪魔と契けい約やくを結ぼうとするような者は、その心の奥おく底そこに、すべからく純じゆん粋すいで曲げることのできない情熱を抱かかえているんだよ。それが、太陽の下では明かせない、暗くて歪いびつな情熱であろうとね」


　静かな、だが有う無むを言わさぬ口調だった。信司は言葉の一言一言を、魔女を封ふうじる札を貼はり付けるように、亜津子の耳に吹き込んだ。


　亜津子は目を閉とじた。顔からは一いつ切さいの色が失われていた。己おのれの敗北を認みとめる顔だった。


　この手の精神的攻こう防ぼうにおいて勝敗を決するのは、双方の主しゆ張ちようの正せい否ひではなく、正否を主張する双方自身である。そして、彼らの間に勝敗が決するとき、その決着を下すのは、勝者ではなく、常つねに敗者だ。


　自ら負けを認めたとき、戦いは終わり、敗者が生まれる。


　勝者とは、要するに、負けを認めなかった者を指すのだ。


「サバトは終わりぬコツカドウドウルドウー」


　信司は宣せん言げんし、舞ぶ台たいの幕まくを下ろした。





　　　　◆◆◆◆◆





「ねえ、あなた前に言ったわよね。噓うそは人類が持つ代表的な巨きよ悪あくだ、って」


　牧子は疲つかれきった顔で尋たずねた。自虐が滲にじんでいたが、その中には必死に救いを求める何かも残っていた。


　彼女のアパートの前。東の空は白々と明るさを増まし、空気はキンと穢けがれなく澄すんでいた。


　庸一はスカイラインの運転席から、フロントガラスを眺ながめていた。サイドウィンドは下りていたが、彼女を見ようとはしなかった。


「私、違うと思う。噓をつくのは弱いからよ。ただ弱いから噓をつくの」


「その通り」


　と庸一は答えた。


「そして、弱さってやつは、あらゆる悪の源げん泉せんなのさ。悲しいことに」


　前を向いたまま、目だけを牧子に向ける。


　牧子は泣き笑いを浮うかべていた。


「サークルはやめるわ。でも大学には残る。結けつ構こうお金は貯たまったことだし、あとはひっそり暮らすとしましょう」


「退たい屈くつは楽しい」


「ええ、そうね。きっとそうでしょう」


　牧子は髪かみをかき上げた。つややかなストレートヘアが、白い首くび筋すじを優やさしく撫なでる。


　美人であり、本人もそのことを知っていた。


　最後まで、絵になる姿し勢せいを見てもらいたかった。


「知ってた？　私、あなたのこと好きだったのよ」


「知ってた。俺おれも、お前のこと結構好きだった」


　のうのうと言った。


　牧子は呆あきれて首を振る。


「悪党うそつき」


　庸一は黙だまって頷うなずいた。


　妥だ当とうな評ひよう価かだった。





　　　　◆◆◆◆◆





「……やっぱり来たか」


　サークル部べ屋やを訪おとずれた庸一を見て、信司は苦虫を嚙かみ潰つぶした。そして、庸一の隣となりに立つ正介に向かって、


「あれだけ、連れて来るなって言ったじゃないか。この馬鹿たれ」


「そう言うなや。入会希望者を無む下げにはできんやろ？」


「そんなの理由はどうとでもなるだろ。もう」


「一いつ緒しよやって。こういう輩やからに目ぇつけられたら、遅おそかれ早かれ居場所ヤサ割わられるに決まってるやんか」


　と正介は観念したように首を竦すくめた。


「ちぇっ。井東さん、名前言うんだもんなあ。ちゃんと教育してたのに。やっぱり、あれだな。あんなうっかりミスをなくすためにも、きちんとしたコードネームを整せい備びしなきゃ駄だ目めだな」


　ぶつぶつ文もん句くを言って、信司は髪をかき乱みだした。


　サークル部屋といっても表札が出ているわけではない。というより、明らかな不法占せん拠きよだ。


　大学の敷しき地ちの片かた隅すみに忘わすれ去られたようにある旧きゆう校こう舎しや。いまは倉庫として使用されている建物の一室は、そうと知らねば、人の出入りがあるとは、まず思われないだろう。


　室内は板いた張ばりで、壁かべは所々穴あなが開いている。会かい議ぎ用ように使われていたらしき折り畳たたみ式の机つくえが壁に沿そって置かれていて、その机の前のスペースがほとんど唯ゆい一いつの居きよ住じゆう空間となっていた。他は、積み上げられた段だんボールと木箱、そして空そら恐おそろしくなるほど大量の書しよ籍せきで、部屋が文字通り埋うめ尽つくされていた。


　室内アンテナのついた小型テレビや、いまにも心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしそうなスクラップ寸すん前ぜんの扇せん風ぷう機き。びっしりと付ふ箋せんが貼はられたパソコンのディスプレイや、空になったカップ麵めんの容よう器きとそこから突つき出る乾かわいた割り箸ばし。それらが載のっているのも、床ゆかから積み上げられた本の山の上だ。


　信司は机の前に腰こしを下ろしているのだが、椅い子すではなく、積み重なった本の上に座すわっている。椅子がないわけではない。木もく製せいのハンドメイドらしき椅子がちゃんとあるにはあるのだが、その上とその周辺には、これまた我わが物顔で本が積み重なっているのだ。そして、椅子を取り出すために一時的にでも載っている本をどかすスペースは、部屋中を探さがしても見つからないという有様だった。穴あな蔵ぐらと呼よぶのが相応ふさわしい、狭せま苦くるしい場所だ。


　が、なのにどういうわけか、居い心ごこ地ちが悪いという感じはしなかった。


　庸一は室内をくまなく観察したあと、この部屋の主──というよりは居い候そうろうのように、ちょこんと座っている男に向かって口を開けた。


「黙って聞いてると、ずいぶんな嫌きらわれ様だな。俺が来た理由も、見けん当とうがついてるってことか」


「まあね」


　信司はそっぽを向いたまま答えた。どうもふてくされているらしい。


　庸一は苦く笑しようを嚙み殺して自説を披ひ露ろうすることにした。


「裏うらの庭、見たぜ」


「いまの時期は藪やぶ蚊かが酷ひどかっただろ」


「そんなことはない。いい土だし、いい日当たりだ。よく手入れされてたぜ」


　そう言って庸一は、手に持っていた一いち枚まいの葉を指で回した。


　形は、やや縦たてに長いが、いわゆる木の葉型だ。縁ふちがのこぎりのようにささくれた長さ十センチ弱の葉である。学名を「カンナビス・サティヴァ」。


「大たい麻まだ」


　指し摘てきすると、信司はいよいよ仏ぶつ頂ちよう面づらになり、正介はとぼけて余よ所そを向いた。


「おかしいと思ったんだ。あの教会。仕事の度たびにあそこにマリファナを焚たき込こめるとなると、そうとうの量が必要になる。そんな量のマリファナを井東がどこから仕入れてたのか、ってな。本人に聞いても黙もく秘ひされたんで、彼女と親しかった売春グループのメンバーに尋たずねてみた。すると、仕入れ先は、かのアルマーニの紹しよう介かいだという。だがな。藤角組は麻薬を取り扱あつかってないんだ。で、調べてみたところ、何人かの第三者を介かいしたあげく、謎なぞの売人の携けい帯たい電話の番号を入手した。かけてみて驚おどろいたよ。なんとその売人、ボイスチェンジャーで声を変えていたんだが、大阪弁べんで話しかけてくるじゃないか。なあ、緋崎君」


　庸一は余所を向いていた正介に笑いかけた。彼は余所を向いたまま口笛で「メリー・ジェーン」を吹ふき始めた。なかなか上じよう手ずなメロディーだったが、信司が黙ったまま三さん白ぱく眼がんを向けると、テンポが狂くるい出した。


「他ほかにもある。そもそも井東は、なぜ牧子が運うん営えいする売春グループの存そん在ざいを知ることができたのか。彼女に魔ま女じよとしての才さい能のうがあるかどうかは別にして、隠かくされた秘ひ密みつの交友関係を、あの子がひとりでに暴あばき出せたとは思えない。何しろ、牧子の情じよう報ほう管理は俺の目から見ても巧こう妙みようだったからな。かといって、牧子の側がわから接せつ触しよくした可か能のう性せいも低い。井東はサークル内では地味で目立たないよう振ふる舞まっていた。こう言ってはなんだが、セックス・アピールも他の子たちよりずっと乏とぼしい。女の子の人選には特に神しん経けいを尖とがらせていた牧子が、井東に声をかけたとは考えにくかった」


　一いつ旦たん言葉を切り、庸一は同意を求めて二人ふたりを順番に眺ながめた。信司は何も言わないまま耳を傾かたむけ、正介は「メリー・ジェーン」を吹き終え、「夢ゆめで逢あえたら」に曲目を変へん更こうしていた。


　庸一は続けた。


「そこで、さっき言った売春メンバーだった女の子に色々と話を聞いてみた。実じつ際さい、彼女は実に素す晴ばらしい女性だったよ。性せい格かく的にも、情報ソースとしても。なんと、井東を牧子に紹介したのは、彼女だったんだ。しかし彼女はサークルの人間じゃない。彼女と井東は面めん識しきがなかった。それなのになんで、と聞いたら、彼女は言った。『客の一人から、ピンで客を取ってる子がいるって教えられた』とね。どうやら、独ひとりでサバトを実じつ践せんすべく男を誘ゆう惑わくしていた井東が、偶ぐう然ぜんその客と寝ねたことがあったらしい。それで、独りで客を見つけるのは大変だろうと、彼女が井東を誘ったんだそうだ。なんとも面めん倒どう見みのいい女性だ。そう思わないか？」


「…………」


「彼女な。今回の騒そう動どうに責せき任にんを感じていた。理由を聞くと、彼女は俺に告白した。アルマーニに、バックがいない売春グループは囲い込めば金になると、アイデアを吹き込んだのは実は自分だ、ってな。そうなんだ。今回の騒動は、アルマーニが牧子のグループを食い物にしようとしたことが発端だった。だが、最初の内、彼はただ客としてグループと関かかわっていただけなんだ。考えてもみろ。実際は中ちゆう継けい点てんに過すぎなかったにせよ、井東は彼からマリファナを仕入れていたんだ。そして、それをサバトに使用してきた。つまり、井東とアルマーニはずいぶん前から接触を持っていたのさ。こんな風なトラブルを起こすことなくな。俺は重ねて彼女に聞いた。どうしてそんなアイデアを吹き込んだりしたのか？　彼女の答えはこうだ。『客の一人ひとりから、そのアイデアを聞かされて、ああそんなこともできるなあ』と、気軽に口を滑すべらせた、と。彼女、性格はいいんだか、少しばかり騙だまされやすい。そういう子は、得てして質たちの悪い人間に踊おどらされることになるんだ」


　と、一旦口を閉とざして、庸一はニヤリとする。いつになく楽しげだ。


「ここまで聞けば話の構こう図ずは見えてくる。俺は一いち応おう確かく認にんしてみた。彼女に井東の存在を知らせた客Ａと、彼女にアイデアを吹き込んだ客Ｂは、ひょっとすると同一人物ではないだろうか。彼女はイエスと答えた。ずいぶん変わり者の客だったらしい。金かね払ばらいはいいが性交こう渉しようは一いつ切さいなし。ただ一いつ緒しよに会話をするだけで、規き定てい通りの金きん額がくを置いていくという奇き特とくな男だ。半月の型の眼鏡めがねをかけた、二十はたち前後の冴さえない男。名前は『杉村和明』。どこかで聞いた名前だよな。さてどこだっただろう？」


　信司は両手を上げて降こう参さんした。庸一は演えん技ぎを終えた奇き術じゆつ師しさながら、胸むねに片かた手てを上げてお辞じ儀ぎをする。


　後ろの正介が小さく拍はく手しゆを送った。そして、信司ににらまれて両手を後ろに回した。


「それにしても、ずいぶんと手の込んだことをしてくれたな。真相解かい明めいに奔ほん走そうしたぜ」


「奔走ね……」


　と信司は皮肉っぽく言った。


「僕ぼくらが別れたのは昨日きのうの──というか、つい今け朝さ方のことだったと思うんだけど？　どれぐらい奔走したんだい？」


「三時間ぐらいかな」


「やれやれ」


　信司が疲つかれた素そ振ぶりで首を振る。正介が、ほらな、と言いたそうに目配せした。信司は大きく息を吐はき出した。


「……面倒なのに目をつけられたもんだ。で、彼女はどうしてた？」


「牧子がグループを畳たたんだもんだから、手持ちぶさたにしてたぜ。今度個こ人じん的にお相手願ったらどうだ。大たい層そう役に立ってくれたわけだしな」


「余計なお世話だ」


　と信司は拗すねたように口を尖らせた。庸一は「おさらいをしよう」と話を戻もどした。


「要するにお前らは興きよう味みがあったんだ。井東のやろうとしてたことにな。それで裏うらから手を回し、サバトに相応ふさわしい環かん境きようを用意した上で成果のほどを見守った。ところが昨日お前が指摘したとおり、彼女の手法には無理があることが判はん明めいする。それどころか段だん々だん羽目を外し出した彼女は、暴ぼう走そうをし始める。お前たちは、このままだと暴力団だんはおろか、司直の目も引きかねないと判断した。そこで売春グループの客の中から適てき当とうな人間……この場合はアルマーニだな。彼を選んで実験の後始末に乗り出したというわけだ。俺が言うのもなんだが、実にあくどいやり口じゃないか。井東が聞いたら包丁持って夜道に潜ひそむかもしれないぜ」


「……で、君はわざわざ三時間もかけて僕らを脅きよう迫はくに来たのかい？」


「最初に言ったじゃないか。用よう件けんはわかってるんだろ？」


　沈ちん黙もくが降おりた。


　庸一と信司は互たがいの目を見つめ合った。どちらの目もガラス玉のようで、浮うわついた感かん情じようは欠片かけらもない。


　二人は長い間、互いを図はかり合っていた。正介はそんな二人を、一歩下がった位置から興味深く──そして楽しそうに眺めていた。


「止めておいた方がいい」


　最初に切り出したのは信司だった。


「君はね。うぶすぎるんだ。僕らはつまるところ、上う手まく成長しきれなかった大人おとなに過ぎない。でも君は違ちがう。君は驚おどろくほど未み成せい熟じゆくだ。未成熟さを保たもったまま、ここまで凌しのいできた。ここから先は危き険けんすぎる」


「……話が見えないんだが？」


「僕も君のことは調べたよ、四宮庸一君。一つ例を挙げよう。亡なくなった方の話をするが、どうか気を悪くしないで聞いてくれ」


　ぴくっ、と庸一は眉まゆを動かした。動どう揺ようはない。信司が自分のことを調べているだろうことは、当然予想していた。


　信司は先ほどまでと表情を変えていた。


　声に張はりと深みが出ている。教きよう師しのそれだ。いまここで講こう釈しやくしているのは、語られることのない物事を探たん究きゆうし、答えの出ない問いに挑いどむ者たちを導みちびく、まだ若わかき導どう師しだった。


「君の恋こい人びとは、ある日突とつ然ぜん自殺した」


　と信司は語った。


「遺い書しよはない。不幸な目に遭あったわけでもない。その前日までは、それまで通り穏おだやかな生活を送っていた人だ。なのに彼女は、わけも告げず自ら命を絶たった。彼女が死んだ理由は、もちろん僕にもわからない。ここで話すのは君のことだ。いいかな。人は、親しい者の死に意味を求めるものだ。故こ人じんがどうして死んだのか。故人の死にはどんな意味があるのか。故人は満足していただろうか。果たして幸せだっただろうか。死、喪そう失しつという厳げん然ぜんたる事実になんらかの意味を付ふ与よすることで、その事実を理解し、受け入れようとする。ほとんど本ほん能のう的にね。ただ、それが自殺となれば、求めるものは意味より先に『理由』だ。なぜ？　どうして？　どんな理由があって故人は死を選んだのか。残された者は必死に考えるだろう。ただ死に見み舞まわれたとき以上の熱心さでね。なぜなら、納なつ得とくできる『理由』を見いださなければ、故人の死を受け入れることができないからだ。人は、親しい者が死ぬという事実に対し、それを受け入れることでしか対たい抗こうできない。そしてそのために、納得のいく理由──『物語』といってもいいな、そうしたものが必要なんだ。仮かりに、そうした行動を取らなければ、死という事実はただそこにあるだけで、人を傷きずつける。ところが……」


　信司の深い双そう眸ぼうが、ゆっくりと庸一を照しよう準じゆんに捉とらえた。


「君はそれをしない。親しい者の死を前にして、積極的に受け入れようとも、頑かたくなに拒きよ否ひしようともしない。君はただ死と向き合っている。死をポケットに入れて持ち歩いている。まるで、親から押おし付けられた花束を、それが毒花と知らないまま花か瓶びんに生けて毎日水をやっている子こ供どもみたいに。──そう。死の厄やつ介かいな点は、大切な人から贈おくられるって点なんだ。大切な人の残したものだからこそ、おざなりに無む視しすることも、見て見ぬ振りをすることもできない。君はそうやってただ死を保ほ留りゆうしつづけているんだ。君が未熟過すぎるからさ。物事に対して率そつ直ちよくすぎるんだ」


　信司は語りながら人差し指で眼鏡めがねのブリッジを触さわった。


　低く、落ち着いた語り口なのに、彼の声は殷いん々いんと聞く者の内部を揺ゆさぶっていた。


「いま言った理り論ろんはもっと拡かく大だいして『現げん実じつ』にも適用できる。ほとんどの人間は、自分を取り囲む現実に対し、自らの認にん識しき──意味──物語を付与した上で接せつしている。理解している。その方が効こう率りつがいいし、何より楽だからだ。なのに君はそれをしない。おそらく君は、そうやってありのままの現実を勝手に加工することに罪つみの意識みたいなものを抱いだいてるんだろうね。自分勝手な物語で世界を眺ながめることは『違う』ことだって」


　と、再ふたたび庸一に目を合わせる。


　庸一は黙もくして反はん応のうしない。ただ一語一いつ句く聞き損そんじないよう、不動を保たもっていた。


　信司は彼に言う。


「君のスタイルは悪い事じゃない。いや、良い悪いの問題じゃないね。そのスタイルが君なんだ、ってことだ。だがね。だが、だ。君はその選せん択たくを意識的に行っているわけじゃない。君のスタイルというのは、現実を知らない子供のスタイルだ。君はその未熟なスタイルを知らず知らず維い持じし続け、その結果、そのスタイルで現実に対たい処しよする能力を得た。いいかい。能力だ。優すぐれた能力ではあるが、あくまでも能力に過ぎない。君自身はうぶなままなんだ。だからこそ、僕と一緒にいるのは拙い。それは君にとってとても危険だ。君はおそらく、鉄が磁じ場ばに引き寄よせられ、ついには磁気を帯びるように、僕の影えい響きようを受けるだろう。君にも僕にもどうしようもないレベルでね。そして、僕の発する磁場は、とてもじゃないが他人には薦すすめられない。止めておくんだ、四宮君。君はいま道を踏ふみ外そうとしているぞ。ついでに忠ちゆう告こくしよう。井東さんは君を、『迷まよえる羊』と評ひようしたそうだね。君の一面を的てき確かくに表していると思う。いいかい？　羊ってやつは、もっとも代表的な『供く物もつ』なんだ」


　そして、両者はまた、互たがいの目を見つめ合ったまま、時を沈ちん黙もくに任まかせた。


　今度の沈黙は長かった。だが、その沈黙は雄ゆう弁べんでもあった。言葉を介かいさない意い志しのやり取りが、狭せまい室内を幾いく度ども往おう復ふくした。


　長い沈黙の果て、庸一は口を開けた。


　意識することなく、自然と言葉がのどを登る。が、その言葉は音になる前にどこか彼の知らないところへ消えていった。


　口を開けかけたまま止まった庸一は、そのままどうしようかと悩なやんでいた。


　そしてとりあえず、


「メエ」


　と、声を出した。


　信司は脱だつ力りよくしてため息をついた。


「──信司」


　と、それまで口を挟まなかった正介が声をかけた。


　信司が顔を向ける。


「こらどうも『定め』みたいやで。彼は求め、訴うつたえとる」


　また、信司の口からため息がもれた。


「まったく」


　と愚ぐ痴ちをこぼす。しかし、その顔に刻きざまれていた憂ゆう慮りよは、雪が日光に溶とけるように、柔やわらかく去っていった。


　顔を上げたとき、捻ひねくれた道を行く探たん究きゆう者しやの瞳ひとみには、道連れの誕たん生じようを祝う素す直なおな喜びが浮うかんでいた。


「いいや、もう。言っとくけど、うちの会かい則そくは厳きびしいからな。僕の指し示じには絶ぜつ対たい服ふく従じゆうなんだぞ。わかってるな」


　庸一は素直に笑った。


「イエス、ボス」


　よし、と信司は仰ぎよう々ぎようしく頷うなずいた。正介が目を閉とじ、嚙かみしめるような微び笑しようを作る。そして、ゆっくり庸一の後ろから離はなれ、彼のボスの傍かたわらへと移い動どうした。


　信司は庸一に目を合わせた。強い光を放つ複ふく雑ざつで底知れない目が、真まっ直すぐに彼を見つめた。


「四宮──というのも、堅かた苦くるしいか。庸一。我われら『ソロモンのデイセンダンツ・末裔オブ・ソロモン』は君の加入を歓かん迎げいする」





　そうして彼らは三人になった。





　　　　◆◆◆◆◆





「しっかし、いったいなんやったんやろなあ。あいつら」


　ささやかな歓かん迎げい会かいの最さい中ちゆう、ウイスキーをちびちびやりながら、正介はつぶやいた。その顔かおには、いまだに昨さく晩ばんの困こん惑わくが色いろ濃こく残のこっていた。


　実じつは彼は、ガス欠けつの罰ばつとして一人で後あと始し末まつをするべく、あのあと教きよう会かいに戻もどったのだ。


「どー見ても小学生にしか見えへんかったけど。なんで、あないな時間に、あんなとこにおったんや？　しかも、ぐーすか寝ねてるし……」


　おまけに寝ね言ごとで「お墓はかを──」と訴うつたえられたものだから、結けつ局きよく無む視しすることもできずに、墓を掘ほり、墓ぼ標ひようを立て、花はな束たばまで用よう意いする羽は目めになったのである。


　彼らはいったい？　考えれば考えるほど、疑ぎ問もんは深くなっていく。ひょっとすると、自分はマリファナの残のこり香がに酔よって、夢ゆめでもみたのだろうか？　正介は難むずかしい顔で額ひたいにしわを寄よせた。


　話し込こんでいた信司と庸一が、正介の様よう子すに気付いて声をかける。彼は、なんでもないと首を振ふった。それから、猫の冥めい福ふくを祈いのってグラスを掲かかげた。さらに、あの二人にも乾かん杯ぱいを捧ささげる。


　血まみれで眠ねむる、幼おさない恋こい人びとたちに。






　家路２─a day─










　夕日が空を染そめていた。


　夕ゆう暮ぐれの空気には、そろそろ初しよ夏かのにおいが混まじり始めている。気き候こうは穏おだやかで、風は肌はだに優やさしかった。足あし下もとに落ちた黒い影かげは、茜あかね色いろに染まった舗ほ道どうの上に長く身体からだを横たえている。


　海うみ野の千ち絵えは、自分の影をぼんやりと見つめながら歩いていた。


　肩かたを落おとしたシルエットは、自分と同どう様よう元気がない。当とう然ぜんながら、疲つかれ切った足取りも、そっくりそのままだった。


　良よく晴はれた気持ちのいい日曜日が終わろうとしている。千絵を誘さそったクラスメイトたちも、今いま頃ごろは家いえ路じについているだろう。いまの彼女とはまるで違ちがう、充じゆう足そくした笑え顔がおを見せて。


　クラスメイトたちの誘いを断ことわったのは、島田という男を見み張はるためだった。彼がカプセルの売ばい人にんなのは間ま違ちがいないのだ。あとは証しよう拠こさえあれば、いつでも警けい察さつに連れん絡らくできる。だが、肝かん心じんの証拠が、どうやっても手に入らなかった。


　千絵が彼の存そん在ざいを知ったのは、同じ学年の女子を通つうじてだった。彼女の一つ違いの兄が、島田に騙だまされてカプセルに手を出したのだ。


　彼はカプセルに入いれ込こみ、家の金に手をつけるようになった。両りよう親しんに見つかって家を飛とび出だしたあとは、島田たちと行こう動どうするようになった。だが、島田が金の代かわりに妹いもうとを要よう求きゆうしたとき、彼やその取とり巻まきに反はん抗こうしてリンチを受けた。現げん在ざいはカプセルの急きゆう性せい中ちゆう毒どくで入院しており、意い識しき不ふ明めいの状じよう態たいが続いている。


　話を聞いた千絵は、彼女の兄の敵かたきを討うつべく、協きよう力りよくして捜そう査さを行おこなった。島田たちを警察に突つき出そうとしたのだ。しかし、二人の行動は彼らに知られるところとなり、危あやうく襲おそわれそうな目に遭あった。


　そのときは運うん良よく知り合いの刑けい事じに助けを求もとめることができた。その刑事からは軽けい率そつな真ま似ねをするなと、こっぴどく怒おこられたものだ。だが、千絵にとって本当に堪こたえたのは、共ともに行動していた少女の反応だった。


　もうたくさん──


　そう、彼女は追おい詰つめられた表情で千絵に叫さけんだ。


　私、カプセルにも、あんな連れん中ちゆうにも、あなたにも、もう関わりたくない──


　もともと大人おとなしい少女だった。島田たちの捜そう査さにせよ、兄から様さま々ざまな情報を聞いていた彼女に対し、千絵の方が強ごう引いんに協力を求めたのだ。優やさしかった兄の変へん節せつに深く傷きずついていたとしても、その原げん因いんである島田たちへ憎にくしみをぶつけられるような少女ではなかったのである。


「迷めい惑わくなんです──か……」


　一いつ昨さく日じつの金曜日、彼女は転てん校こうして行いった。千絵には、彼女に声をかけることができなかった。


　こんなことは、今回が初めてではない。


　千絵が怒いかりに燃もえて不ふ良りようたちに立ち向かっても、当の被ひ害がい者しやが先に戦たたかう意い志しを放ほう棄きしてしまうのである。明あきらかな不ふ正せいが目の前で横おう行こうしているのに、彼女の他ほかには誰だれもそれを止とめようとしないのだ。それどころか、見て見ぬ振ふりをしない彼女に対して、非ひ難なんの視し線せんを向けさえする。あるいは同級生の少女のように、目を閉とじ、耳を塞ふさいで、千絵の側そばから去さっていく。そして、残のこされた千絵は、独ひとり憤いきどおりを胸むねに抱かかえたまま、行き場をなくして立ち尽くすのだ。


　なぜこんなことを、自分はしているのだろう。


　誰にも感かん謝しやされず、それどころか倦けん厭えんされてまで。


　同じとき、同じ年ねん代だいのクラスの友人たちは、素す晴ばらしい休日を満まん喫きつしているというのに。


　だが、千絵にはわかっていた。たとえすべてを忘れたつもりになって、クラスメイトたちと遊あそびに出かけても、自分が心の底から休日を楽しめないということを。友人たちと笑い合っていても、本当に幸しあわせな気分にはなれないということを。


　自分の中にある、絶ぜつ対たいに言うことを聞かない何か。その何かが、目を逸そらさないからだ。去っていった少女や、少女の兄を苦くるしめ、ケラケラ笑っている者がいる。その事じ実じつを直ちよく視しして止やまない何かが、自分の中にいるからだ。


　泣き寝ね入いる方が悪わるい？　千絵はそうは思わない。


　余よ計けいなお節せつ介かい？　千絵はそうは思えない。


　だって、そんなこと間ま違ちがっているのだ。絶対に間違っているのだ。


　独どく善ぜん？　善ぜん意いの押し付け？　そうだろうか？　助たすけを求もとめられていないから。助けなんかいらないと断ことわられたから。だからといって、はいそうですかと手を引くことが、本当に正しいことだろうか？


　許ゆるせないと思ったことを、なんとか正そうとすることが。明らかに困こまっている人のために、どうにか尽じん力りよくすることが。それが、自分勝かつ手てな出しゃばりに過すぎないのだろうか？


　違うと思う。


　絶対に、そんなことはないと思う。


　しかし……


　千絵は、重たく目ま蓋ぶたを閉とじた。迷惑なんです。その一言が胸きよう中ちゆうで殷いん々いんと木こ霊だましていた。拳こぶしを握にぎり締しめようとしたが、その力が湧わかなかった。


　千絵が家に着ついたとき、すでに日は落ちていた。明あ日すからは学校だ。明日も、放ほう課か後ごから島田の見み張はりを始めるつもりである。しかし、それでどうにかなるだろうか？　何が変わるというのだろうか？


　千絵は雑ざつ念ねんを振ふり払はらうように、目を固かたく閉じ、頭を振ふった。


　と、家に入ろうと目蓋を開あけた千絵の目が、玄げん関かんにある郵ゆう便びん受うけで止とまった。白い封ふう筒とうが挟はさまっている。彼女はわずかに怪け訝げんな目をして、その封筒を取る。そして、そこに転校した少女の名前を見つけ、慌あわてて中の手紙を開けた。


　手紙には、短みじかくこう書かれていた。





『ごめんなさい。それと、ありがとう』





　千絵は長いこと、その手紙を見つめていた。たった一行の文ぶん面めんを、幾いく度ども幾度も読よみ返かえした。


　そして、踵きびすを返し、夜の街まちに向かった。


　島田たちが本ほん格かく的てきに活かつ動どうするのは、日が暮くれたこれからだ。夜が明あけるまででも張り付いて、絶対にシッポをつかんでみせる。


　千絵の足取りは力強づよかった。


　彼女の道のりは遠とおい。それは夜の街を通とおり越こし、遥はるか未来へと続いているのだ。
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　Ｄクラッカーズ・ショート・ショート










「正直言ってさ。何をどうすればいいのか、まるで見当もつかないの」


　と、姫ひめ木き梓あずさは告白した。


「でも、それでもわたし、やってみるわ。やらなくちゃ、って思うから。もう一度会いたいから」


　胸を張はって、梓は言った。


　日曜日の公園。


　春風が梢こずえを揺ゆらし、芝しば生ふに落ちる木こ漏もれ日が緩ゆるやかなステップを踏んだ。梓のポニーテールが気持ちよさそうに泳いでいる。風には花と若わか草くさの香りが混じっていた。


　梓の決意を告げられたとき、海うみ野の千ち絵えは呆ぼう然ぜんとしていた。つややかな黒髪が額ひたいの上を流れるのも気にせず、まじまじと梓を凝ぎよう視しした。


　そして、梓の決意が本物であると悟ったとき、うっすらと目め尻じりに涙を浮かべた。


「梓さん……」


「千絵。先の見えない戦いだけど、あなたの力を貸してくれる？」


「もちろんよ……そんなの……決まってるじゃない……！」


　千絵は震ふるえる声で相あい棒ぼうに応えた。感かん激げき屋やの彼女らしい、豊かな情感の籠こもった声だった。


　梓は面おも映はゆい気分だった。


　思えば二人が初めて胸の内を語り合ったときも、こんな感じだった気がする。千絵は校内に蔓延はびこるドラッグ売買の真相を暴あばくために。梓は幼なじみの売人プツシヤー疑ぎ惑わくを晴らすため。協力関係を結んだのだ。


　あれから、色んなことがあった。


　怪あやしげな噂うわさ話ばなしと不ふ可か解かいな出来事。病やんだ現実と鮮せん烈れつな幻げん覚かく。見え隠れするオカルトの闇やみ。


　そんな、虚きよ実じつ入り乱れる中を、梓と千絵はがむしゃらに駆かけ抜ぬけてきたのだ。


　──あのときに比くらべれば……


　わたしは強くなった、と梓は思う。


　あれから自分は予想もしない体験を重ね、幾いく度ども挫くじけそうになりながら歯を食いしばってきた。いまの自分は、あのころの自分より、きっと強い。強くなっていると信じられる。


　だから、どれほど途と方ほうもないことでも、諦あきらめたりはしないのだ。


「……梓さん、それ？」


　目を潤うるませていた千絵が、梓が手にしていた物に気が付いた。


　梓は笑って、手にしていた物を目の前に掲かかげて見せた。


　それは、鮮あざやかなブルーの、ウィンドブレーカーだった。


「物部君が着てた服ふくね？」


「うん。景ちゃんがね。わたしに残して行ってくれたの」


　梓は嬉しそうに言った。


　悪魔召喚の秘ひ薬やく『カプセル』。カプセルを巡めぐる、悪オ魔ー持ナちーたちの組そ織しき間かん抗こう争そう。


　そんな、闇の力が錯さく綜そうし、威い勢せいを揮ふるう中で、一つの頂点を極きわめた少年がいた。いかなる組織にも与くみせず、単独で悪魔戦を繰り返しながら無む敗はいを誇ほこった少年。最強と謳うたわれた甲か斐い氷ひよう太たが、唯一人後れを取った悪魔戦の達たつ人じん。


　彼は、身に着けた青い外衣から、『ウィザード』と呼ばれていた。彼こそ、梓の幼なじみ、物ものの部べ景けいである。


　しかし、梓の知る幼いころの景は、優しい泣き虫の男の子だった。いつもいじめられていて、梓が庇かばってやっていたのだ。


　米国から帰国し、再会したとき、景はかつての面おも影かげをなくしていた。ドラッグに身をやつし、アンダーグラウンドの闇に生きる酷こく薄はくな少年へと成長していた。


　だが、幾いくたびもの行き違いの末、ついに梓は見つけ出すことができた。冷たく厳きびしい少年の裏側に、あの優やさしい男の子の姿を。


　彼は、いまも変わらず、梓のことを見守っていたのだ。


「……これをね。取りに来るって。景ちゃん、そう約束したんだ」


　自分に言い聞かせるように、梓はつぶやいた。


　いま、景はここにいない。それどころか、この世界のどこにもいないのかもしれない。そして、梓の記憶の中からさえも、消えようとしていた。


　すべては、敵の──過去から甦よみがえった三人の男たちと、一人の女性が仕し掛かけた謀ぼう略りやくである。梓たちはその謀略から逃のがれることができなかったのだ。


　梓だけでなく、景を知る多くの人間が、彼のことを忘れ去ってしまった。だが、「完全に」ではない。色いろ褪あせ、薄うすれながらも、景への思いは梓の中に残っている。


「待ってるだけなんて、性に合わないもんね。わたしの方が景ちゃんを見つけて、遅おそいっ、て言ってやるわ」


　そう言って、梓は長いことウィンドブレーカーを頭上に広げていた。


　降ふり注そそぐ日差しが、古びた布地を太陽の色に照らしている。梓の手のひらに、その熱が伝わってくる。まるで、その持ち主の体温が伝わってくるようだった。


　そのとき、梓の後ろから呼びかける声がした。ヒューヒューと、聞くだに軽けい薄はくな、そのくせ妙みように人ひと懐なつっこい声だ。


「熱いね～、梓ちゃん。恋する乙女と春はる爛らん漫まんって感じ？」


「水みず原はら！」


　千絵が叫ぶと、現れた水原勇ゆう司じは片手を軽く上げて、「よっ」と笑った。


「悪いけど、話聞いちゃった。俺おれも仲間に入れてくんない？」


「水原、あなた……」


「へっへ。忘れちまったとはいえ、相棒だった奴だもんな。ましてや恋する美少女二名のためなら、不ふ肖しよう水原、尽じん力りよくせいでか」


　そう言って、いかにも彼らしいヘラヘラ笑いを見せる。


　水原は景の相棒として『ウィザード』の伝説を陰から支ささえた人物だった。アンダーグラウンドに飛び込んだ梓と千絵に、ずっと力を貸してきた少年である。


　千絵は思わず泣き出しそうになり、ぐっと堪こらえた。戻ってくれたことが、嬉うれしくて堪たまらない。だが、この軽けい薄はく男おとこの前で見せるほど、海野千絵の涙は安くないのだ。


「実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かい、再結成だな」


　水原がニッと笑う。千絵が涙を振り払って、不ふ敵てきな微び笑しようで応える。


　梓は強く頷うなずき、ウィンドブレーカーを空に掲かかげた。


　青い外衣は春風に乗り、颯さつ爽そうと翻ひるがえった。






　夏祭─midsummer─










　夏休み真まっ盛さかりに、そのお祭りは始まった。





　　　　◆◆◆◆◆





　姫ひめ木き梓あずさは祭りをこよなく愛していた。さもありなん、と物ものの部べ景けいは思う。何しろ、にぎやかで、美お味いしい物だらけで、ギャンブルまで楽しめるのだ。


「祭り、サイコー！」


　と叫ぶ声など、歓かん声せいというより咆ほう吼こうに近かった。愛情が迸ほとばしっているのである。


　しかもそれが、昼前に準備中の屋台を見かけた段階だ。いざ祭り本番となれば、どれほどのハイテンションになるか。そして、それにつき合う自分はどうなるか。ガンバろう、と景は健けな気げな覚悟を固めていた。


　だが、現実は彼の幼い想像を別の意味で裏うら切ぎった。


「……梓ちゃん？　それ……」


「な、何よっ」


　目を丸くする景に、梓はぷいっとそっぽを向いた。ほっぺはほのかに赤らみ、つま先がもじもじと地面を行き来している。


　待ち合わせに現れた梓は、浴衣ゆかた姿すがただった。


　水色の布ぬの地じの上に淡あわい色合いの金魚が泳いでいる。足あし下もとは下げ駄たで、手には可愛かわいらしい巾きん着ちやくを提さげていた。いつもはポニーテールにしている髪かみまで、団だん子ごに結ゆっている。小学生の女の子らしいお洒落しやれだが、彼女には希け有うのことだ。


「どうしたの？　何があったの？」


「な、何もないわよ！　今日はお祭りなんだから、これが普通でしょっ」


「それは……普通なら普通かもしれないけど、それは普通のときが普通の場合の普通であって……」


「……つまりわたしは普通じゃないと言いたいわけ？」


　梓が半はん眼がんでギロリとにらむ。浴衣姿でこの殺気というのがまさに普通じゃない。


「もちろん違うよ」


　と淀よどみなく景は答えた。梓の眼光が容よう赦しやなく探りを入れてくるが、決して目は逸そらさない。猛もう獣じゆうと同じで、先に目を背そむけた方が負けなのだ。


　ところが、その日、先に目を逸らしたのは、珍めずらしくも梓の方だった。


「……そんなに似に合あってない……かな？」


「え？」


　思わず聞き返すと、梓は慌あわてて「なんでもない！」と首を振ふった。


「と、とにかくっ。せっかくのお祭りだもんね。いい、景ちゃん？　今日は日頃のウサを忘れて、がっつり遊ぶのよ」


　気を取り直すように、梓は雄お々おしく宣せん言げんした。梓の日常に憂ウさサがあったとは初はつ耳みみだが、景は大人しく「そうだね」と微笑ほほえんだ。


「あ、ただし七時までね。そのあとは花火を見るんだから」


　こういうことには一切ぬかりのない梓である。花火見物に最高のスポットは、すでに三日も前からリサーチ済みだった。


「でも、あの橋の上は混こみそうだよ？　花火見るなら、もっと早く移動した方がいいんじゃないかな」


「そんなのもったいないじゃない。花火が始まるのは七時からなんだから、それまでは屋台をひやかしたいでしょ？」


　こうと決めたらてこでも動かないのが梓だ。まして、今日の彼女に妥だ協きようなど有り得ない。


　まあいいか、と景は思うことにした。どうせ舞まい上がっているのなら、機嫌の悪い梓より、機嫌の良い梓の方がずっといいのだ。たぶん。


「さあっ。行くわよ！」


「うん」


　かくして、二人は元気よく、夕暮れの町へと繰くり出した。





　　　　◆◆◆◆◆





　祭りが行われるのは、河かわの側そばにある神社と、そこに向かうまでにある商店街だった。地元の人間には馴な染じみの場所だ。


　あまり大きな祭りではないのだが、どういう訳かこの日はやたらと混んでいた。


「うわ。どうしたんだろ、この人出？　いままでこんなに混んだことなかったのに」


「やっぱり……あのジンクスだいぶ広まってるのね」


「え？　梓ちゃん、何か知ってるの？」


　景が問うと、梓はまた「別に」と慌あわてて余よ所そを向いた。


　景は不ふ審しんがったが、すぐに別の不安にとらわれた。梓は人込みが嫌いなのだ。店に並ぶのも嫌がるから、あまりに人が多いとへそを曲まげてしまうかもしれない。


　しかし、それはどうやら杞き憂ゆうだった。商店街に飾かざられた提灯ちようちんや、軒のきを並べる屋台が見え始めると、梓はすぐに笑顔になった。


「ああっ」


　と瞳をうるうる潤うるませ、


「たこ焼き。かき氷。焼きそば。リンゴ飴あめ。綿わた菓が子し。焼きイカ。ベビーカステラ。チョコバナナ。ラムネ。クレープ。トウモロコシ。それから、それから……」


「そ、そんなに食べたらお腹なか壊こわすよ？」


「本ほん望もうよ！」


　即そく座ざに断だん言げんする。「……僕はやだなあ」という景のつぶやきなど、まるで聞いていなかった。


「こうしましょう、景ちゃん。少しでも色んな物を食べるために、全部二人で半分コするの。わたしが綿菓子買ったら、景ちゃんは焼きそば。わたしがラムネ買ったら、景ちゃんは焼きイカ。いい？」


「た、単たん価かに差がない？」


「ちっちゃいこと言わないの。ほんとならこういうのは、全部オトコの奢おごりなんだから」


　恩おん着きせがましく言う梓に、景はため息をついた。まあこうなるだろうと予想して、お小こ遣づかいは多めに持参している。とはいえ、そんな予想を立てて、しかも当ててしまう身の上には、もっとため息をつきたい気分だ。


「わかったよ、梓ちゃん。じゃあ最初はどれにする？　たこ焼き？　それともかき氷？」


「それはもちろん──」


　と、急に梓は笑顔を引っ込め、くるりと背中を向けた。「梓ちゃん？」と景が尋たずねると、腕を引ひっ張ぱって、回れ右をさせる。


　その直後、二人の後ろをにぎやかな集団が通り過ぎていった。梓や景と同年代の子供たち。背中越しに聞く笑い声に、景もまた身体からだを強こわ張ばらせた。


　クラスメイトたちだ。


「……くそ」


「あ、梓ちゃん？」


　さっきまであれほど浮かれていた梓の顔に、いまは暗い翳かげが落ちていた。しかし、実を言えばそれこそが、彼女の普段の──景と二人きりでないときの、彼女の表情だった。


　梓は家庭に問題を抱かかえていた。両親が不仲なのだ。そのため周囲に当たるようになり、クラスでは完全に孤こ立りつしているのである。


　一方の景は、クラスでいじめに遭あっていた。梓と知り合ってからは彼女が景を守るようになったが、仲がいいのは彼女だけだ。


　長い夏休みも、梓と景はほとんど二人だけで過ごしてきた。だから忘れていたのである。二人が「外」では異い邦ほう者しやだということを。


　もう梓の顔に祭りを楽しむ喜びはなかった。しかし、景にはどうすることもできない。二人は顔を曇くもらせ、華はなやかな祭りの人通りに背を向けて立ち竦すくんだ。


「──喧けん嘩かでもしてるのか？」


　突然かけられた声に、二人はハッとして顔を上げた。


「いまの、クラスメイトか何かだろ？　見つかりたくないって様子だな？」


　話しかけてきたのは、屋台の番をする青年だった。偶ぐう然ぜん二人が振り返った先が、お面めんを売る屋台だったのだ。


　あっさりと言い当てられた二人は、青年をマジマジと見つめた。おそらく大学生ぐらいだろう。ハンサムなのにどこか印象の薄うすい雰ふん囲い気きをした青年である。


「あ、あなたには関係ないでしょ」


　梓はつい尖とがった言い方をした。景が「梓ちゃんっ」と梓を止める。しかし弱みを見せたのが悔くやしいのか、梓は負けん気の強い眼まな差ざしで青年をにらみ返した。


　すると青年は、ふっと笑い、


「やるよ」


　と二組のお面を差し出した。片方は天女。片方は烏からす天てん狗ぐの面だ。


「アニメのキャラクター以外は人気がなくてな。だが、顔を隠かくすには十分だろ」


「でも……」


　目を丸くする二人に、青年はニヤリとし、


「あのジンクスを聞いて来たんだろ？」


「え？」


　景が聞き返す隣で、梓は顔を真っ赤にした。そんな二人と目線を合わせるべく、青年がしゃがみ込む。そして、門番が抜け道の鍵かぎを渡すように、二人の手にお面を持たせた。


「気にするな。はみ出し者の味方なんだ。俺は」





　　　　◆◆◆◆◆





「……変な奴」


「いい人だよ。確かに変わってたけど」


「きっと、下心があったのよ。わたしがあんまり可愛いもんだから」


「それはあり得ないな」


　烏天狗の失言に、天女が刃のような視線を向ける。お面越しにしてこの迫力。景は慌あわてて、自分が食べていたかき氷を差し出した。


　しかし、お面屋の青年のおかげで、二人は安心して祭りを楽しめていた。すでにたこ焼きと焼きそばは制せい覇はしている。梓にしろ、口では文もん句くを言っても、顔は笑っていた。


「次はリンゴ飴ね」


「アレって半分にできるかなあ」


「わたしが飴を舐なめるから、景ちゃんはリンゴを食べなさい」


「ぼ、僕も飴の方がいいよ」


「リンゴ飴のリンゴって、ぐしゃっとしてて嫌いだもん。それとも景ちゃん、わたしにわたしが嫌いな物食べさせて、良心が──」


「いいよ、わかったよ。僕がリンゴ食べるよ、もう」


　景がお面の下で渋しぶい顔をする。と、梓が急に足を止めた。


「あ、ヒヨコ」


　梓の視線の先は、通りから少し奥まった場所に向かっていた。屋台ではない。路上に箱が置かれ、そこで十数羽わのヒヨコが売られていたのだ。それも、黄色ではなく、蛍けい光こう色しよくのピンクやグリーンをしたヒヨコである。


「お、お嬢ちゃん。ヒヨコ買わへん？　可愛いやろ？」


　売っていたのは、やけに陽気な青年だった。お面屋の青年と似にた年とし頃ごろかもしれないが、よくはわからない。狸たぬきの面を付けていたからだ。長い髪が銀色だが、あれも染そめているのだろうか？


「元気やで～？　ぴよぴよよう鳴くし、ちょこちょこよう歩くで～。いまなら特別に、一羽サービスしたる。どないや？」


「ん～」


　梓はしゃがみ込んでヒヨコを眺ながめた。


「だ、駄だ目めだよ、梓ちゃん。ヒヨコなんか買っても、育てられないよ」


「そんなことあらへんで坊ぼつちゃん。それに知らんか？　いまヒヨコを飼かうのは最高にクールなんや。特にこの紫むらさき色いろの奴なんか、日本じゃそうは見ん、レアヒヨコやで？　アマゾンの奥地に生息してるんを、今回特別に輸送したんやから」


　そう言って狸の青年がヒヨコを差し出した。


　彼の言うとおりヒヨコはよく鳴いたが、羽は根ねの色は明らかに蛍光塗料で塗ぬられたものだ。最悪なことに、青年の袖そでにも塗料の跡が残っている。そもそもアマゾンの奥地という辺りが、うさんくさいを通り越して、頭の悪すぎる説明だ。


　ところが、


「うおっ。すげえや、そのヒヨコ！　幻まぼろしのパープル・ヒヨコじゃんっ」


　突然横から一人の少年が顔を出した。景の知らない少年だ。首からペンダントを下げたり手首にミサンガを結んだりとなかなかお洒落しやれな少年で、目元に泣き黒子ぼくろがあった。


　ただ、彼の台詞せりふはいかにもわざとらしい。


「探してたんだよ、パープルっ。いやあ、ラッキーラッキー。おっさん、俺それ買うよ」


「誰がおっさんやっ、勇──ごほんっ。残念やな、坊ぼう主ず。これは、この嬢じようちゃんがお買いあげ下さるそうや」


「そ、そんなっ。いま買わなかったら、次はいつ見つかることか！」


「いやー、惜おしかったなあ坊主。そして、ついてるなあ嬢ちゃん。もうけたもうけた」


　やたら悔くやしがる少年と、やたら調子のいい青年。景は二人を交互に見やり、この人たち本気でやってるのだろうかと狼狽うろたえた。


　と、そこへ、


「待ちなさいっ」


　再び横やりが入った。


　今度はやたらと威い勢せいのいい女の子だ。背せ筋すじがぴんと伸び、梓とは感じが違うが、やはり負けん気の強そうな顔をしている。


「そこの君っ。さっきも同じことしてたでしょ！　私、見ていたのよ！」


「な、なんだよお前は。関係ないだろ？」


「不正を見過ごせるわけないでしょっ」


　少女はまるで悪ガキを告発するクラス委員のように言い、それから景に向き直った。


「騙だまされちゃ駄目よ、あなたたち。この人たちグルなんだから」


「そ、それはとてもよくわかってるけど……」


「ちょっと、嬢ちゃん。勘弁してや。営えい業ぎよう妨ぼう害がいやで」


「何言ってるんですっ。第一、こんな風にスプレーで塗ぬるだなんて、ヒヨコが可哀かわい想そうでしょうっ？」


「それは違う。こいつらやって綺き麗れいにしてもらって喜んでるはずや。全部メスやし」


「そんな訳ありません！」


　少女の剣けん幕まくに、狸の青年はたじたじになる。すると、彼に合わせて演えん技ぎしていた少年も、「あーもういいや」と匙さじを投げた。


「手伝いもういいだろ？　俺おれ、兄あに貴き探しに行くよ。こういうやかましい女、苦手なんだ」


「な、何がやかましいよっ。第一、逃げる前に謝あやまったらどうなのっ？」


「うるせえな、ついてくんなよ」


　顔をしかめる少年のあとを、少女はガミガミ言いながらついていった。後に残された景は気まずい空気のまま立ち尽つくした。


「……えっと」


「どや？　ヒヨコ。買わへん？」


「まだ売る気ですか!?」


「いいやん。百円にまけとくで？」


　と、そのときそれまで黙だまってヒヨコを眺めていた梓が、「ねえ」と言って顔を上げた。


「この子、どれぐらいしたら食べられるようになるの？」


　さすがの青年が絶句する。景は顔を覆おおい、


「し、失礼します！」


　と梓の手を引いてその場を逃げ出した。


「……大物や」


　狸の面を被かぶった青年は、立ち去る二人を見ながら思わずつぶやいていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　それから三十分。十分に胃い袋ぶくろを満足させた梓と景は、予定通り花火見物に向かうことにした。


　が──


「何よ、この人込みは！」


　景が予想したとおり、梓がここぞと決めた橋の上は、人で埋うめ尽つくされていた。袂たもとに辿たどり着くことすらできない。


「やっぱり……」


「きーっ。わたしが最初に目をつけたのに」


　子供の二人は背が低いため、周まわりを囲まれては手も足も出ない。景は諦あきらめて他の場所に移動しようとしたが、


「あ、あれっ。あいつの真ま似ねしよう！」


　梓が指差す方を見て、景は啞然とした。一人の少年が欄らん干かんの上を悠ゆう々ゆう歩いてたのだ。


　当然大人たちが口々に注意していたが、その少年はまるで気にしない。明らかに未成年なのに口には煙草たばこをくわえ、まるで王様のように堂どう々どうと欄干を渡っている。


「さあ、続くわよ、景ちゃんっ」


「何言ってんの！　絶対駄目だよ！」


「どうして？　あいつだけいい目を見るなんて悔しいじゃないっ」


「駄目だってば。あの子絶対バカだからっ。しかも危険なバカだからっ。僕ぼくにはわかる。関わっちゃいけないよ！」


　そうこうするうち、大だい胆たん不ふ敵てきな少年の姿も見えなくなった。梓はいまや破は裂れつ寸すん前ぜんだ。景は必死に解かい決けつ策さくを模も索さくしたが、残念なことに冴えたアイデアは思いつかない。


「えーと……あ、ほらっ。あそこにいる三つ編みの女の子。あの子みたいに、望ぼう遠えん鏡きようを持って来ようよ。離はなれにあったはずだから」


「なんで花火を望遠鏡越しに見なきゃいけないの!?」


　それに、景が指差した三つ編みの女の子は、どうやら花火ではなく花火客を見物して楽しんでいるらしい。変わった趣しゆ味みだ。いまは、例の欄干をわたった少年が姿を消した辺りを、少し呆れた様子で眺めている。


「第一、そんなの取りに戻ったら、花火が始まっちゃうわっ」


　梓の言い分はもっともだったので、景は仕方なく口をつぐんだ。


　とはいえ、このままではどうしようもない。


　やがて梓は舌した打うちすると踵きびすを返した。


「ど、どこ行くの？」


「神社に戻るのっ。あそこの裏なら河に面してるから、よく見えるはずよっ。急いで！」


　そう言って、梓は走り出した。浴衣姿でよくぞという速さである。景はあたふたとあとを追った。




[image: ]


　にしても、と景は内心首を捻ひねった。


　梓はどうしてあんなに焦あせっているのだろうか。花火のプログラムは一時間続く。いつもの彼女なら、少しぐらい見み逃のがしても気にしないだろうに。


　実際、無む理りをして走るものだから、人込みに揉もまれて二人の距離が開いていく。


「待って、梓ちゃんっ」


　景は声をかけたが、梓には届とどかなかった。間もなく二人は、離ればなれになってしまっていた。





　　　　◆◆◆◆◆





「……ああもう、どこ行っちゃったんだ、梓ちゃん」


　置いてけぼりをくらった景は、途と方ほうに暮くれながら境けい内だいを歩き回った。もうそろそろ花火が始まる時間だ。人の流れも徐じよ々じよに橋のある方に向かっている。


「神社の裏うらって言ってたけど……」


　拝はい殿でんの裏には林に囲まれた本殿がある。しかし、境内と林の間には柵さくがあり、回り込めないようになっているはずなのだ。


　ところが、


「あれ？」


　取りあえず柵のあるところまで来た景は、いつも閉まっている出入り口が開いたままになっているのを発見した。


　祭りの間は開放しているのだろうか？　それとも梓がどうにかして鍵を開けたのか。とにかく景は柵を潜もぐり、裏の林の中に入った。


　ここまで来ると祭まつり囃子ばやしも少し遠のく。人々のにぎわいは潮しお騒さいのように、葉は擦ずれの音に溶とけ込んでいた。


　夏の夕ゆう暮ぐれのにおいがする。


　景はほっと息をついた。本来彼は、にぎやかな場所が得意ではないのだ。梓と一緒なら気にならないが、本当はこういう静かな方が好きなのである。


「梓ちゃーん。いるのー？」


　提灯ちようちんの明かりも、この辺りにはあまり届かない。薄暗い林の中を、景は足下に気をつけながら奥へと進んだ。


　そこへ、


「君が探してるのは、天女のお面をした女の子かな？」


　突然話しかけられ、景はびっくりして振り返った。


　薄うす闇やみに沈む神社の本殿。その軒のき下したに、一人の青年が胡座あぐらをかいていたのだ。着古したワイシャツに古びたチノパン。そして、顔には狐の面をつけている。


「み、見たんですか？」


「うん。僕には気付かず、この先に行ったよ。彼女も君が来てないか、探してるみたいだった。友達かい？」


「はい」


　どうやら青年は独ひとりで酒さか盛もりをしているようだった。しかも、使っているのは祀まつられている徳とつく利りと猪ちよ口こだ。罰ばち当あたりも甚はなはだしいが、不思議とそんな気がしない。人見知りする景ですら、怪あやしいと頭ではわかっていても、警けい戒かい心しんが湧わいてこなかった。


「急いだ方がいいな。もうすぐ花火が始まる。最初のを見過ごしやしないかって、彼女泣きそうだったぞ」


「泣きそうって、まさか……あれ？　でもお面してたはずじゃ」


　すると青年は「ほう」と感心したような声をもらした。


「鋭するどいね。でもわかるんだ。たぶん、あのジンクスを信じてるんだろうな。可愛いじゃないか」


　またジンクスだ。景が口を閉ざすと、


「なんだ、君は知らないのか。この神社の祭りにまつわるジンクスだよ」


　と言って、狐の青年が説明してくれた。


「この神社の祭りは意外と歴史が古くてね。中でも、祝いの花火を最初から最後まで一緒に見た者は、これから先もずっと一緒にいられる──っていう風に噂うわさされてるんだ」


「そんな噂があったんですか」


　なるほど、だからこんなに人が大勢いるのだ。しかし今年になって急に、というのはなぜだろう。


　景がそう疑ぎ問もんを持つと、


「もっとも噓うそっぱちだがね」


　と青年はあっさり言った。


「え、どうして？」


「はは。噂を流したのが、僕の仲間だからさ。商店街の人間に相談されたんだ。そこで一計を講こうじたって訳。一種のＰＲ戦せん略りやくだけど、そういうのをやらせると、ほんとに巧うまい男なんだ。だいぶバックマージンも入ったから、うちのサークルとしては大助かりさ」


「はあ……」


　では、梓を始め、祭りに来た人間の多くは、この青年たちに踊おどらされていることになる。突然、微かすかに聞こえる祭囃子や雑ざつ踏とうが、白々しく感じられた。


　しかし、祭りとは本来そういうものなのかもしれない。居もしない神様を祀まつり、みんなでお祝いわいをする。見ようによってはすべて絵空事なのだ。


　ただ──


「そう。だからといって、祭りに意味がないわけじゃない。大切なのは祭るっていう行為そのものさ。あの噂だって一緒だね。みんな、ただの噂に過ぎないことはわかってる。それでも信じたいから、こうして一緒にいたい人と祭りに参加してる。そして、楽しい時間を過ごすことができてるんだ」


　景はお面の下で目をぱちくりした。まるで考えを読まれた──それどころか、先回りして教えられたようだ。


　祭りの裏で闇に潜ひそむ、狐の面を被かぶった穏おだやかな青年。この人は一体──


　景の困こん惑わくを見て、狐の青年はクスリと笑った。そして、


「さあ、急いで。本当にもう花火が始まる。それと、せっかくだ。君に、祭りに相応ふさわしい呪じゆ文もんを教えてあげよう。古来より幾いく度どとなく用いられた、とても素す敵てきな呪文をね」





　　　　◆◆◆◆◆





　梓は泣きそうだった。あんなに準備をして慣なれない浴衣まで着せて貰もらったのに、肝かん心じんのときに景とはぐれてしまったのだ。


　林を抜けた先は土手になっており、すぐ側に河が流れていた。橋の上よりずっと見晴らしのいい場所だ。


　けれど、独りで見ても意味はない。梓はお面を外はずし、力なくうなだれた。


　どうして、こうなのだろう。張り切って、楽しくて、なのに最後はいつもこんな風だ。梓だって、あのジンクスを頭から信じているわけではない。しかし、もし──もしいま、梓の側から景がいなくなってしまったら？　そのとき自分はいったい──


「梓ちゃん」


　その声に、梓はハッと顔を上げた。すると、林の中から烏天狗のお面を被る少年が現れ、その面を取ってにこりと微笑んだ。


「景ちゃん」


　直後に、


　ドン──


　と遠くから深く響く音が聞こえた。


　二人は揃そろって夜空を見上げる。やがてその視線の先に、晴れやかな花が一輪咲いた。パッと火の粉が夜空に広がり、二人の周囲を明るく照らす。


「始まったね」


「……うん」


　今度は二発。そして三発。吸い込まれそうな夜空に、次々に美しい花が咲いた。二人はしばらくの間、黙って花火を見上げていた。


　気が付くと二人は並んで立っていた。景がコホンと咳せき払ばらいをしたので、梓は視線を彼に向けた。


　すると、景はしばらく言いにくそうに照れてから、


「その……すごく似合ってるよ。その浴衣」


　ドン、と花火が打ち上がり、また一輪の光の花が空に咲く。続いて立て続けにドンドンと音が響く。


　しかし、景の呪文が梓の顔に咲かせた花は、その夜のどの花火よりずっと綺き麗れいに輝かがやいていた。






　あとがきショート[image: ]







『Ｄクラッカーズ』短編集第二弾、『過日』をお届とどけします。もうこの辺になると、ミステリー文庫版のまとめ方がどうだという以前に、素すで分ぶ厚あついですね。


　この短編集に収録されている話もほぼ書き下ろしだったのですが、当時の筆ひつ者しやは、ずいぶん筆が乗っていたみたいです。どの話にしても、当初予定してた量を大おお幅はばに上回って書いてしまいました。別に、それが悪いって訳じゃないんですが、ちょうどこの頃は、過去最高にタイトな締め切りな上に、「そこで駄だ目めなら発はつ売ばい延えん期き！」とＢＤＫ氏から言い渡された数日前になって、勤つとめていた会社から出しゆつ向こうを命めいじられたりして、それはそれは嵐あらしのようなスケジュールだったのです。メガテンも出たばっかりだったしね。（元げん凶きよう）


　だもので、担たん当とうさんにも村むら崎さきさんにも、ずいぶん無む理りさせちゃいました。いやはや。


　まあ、こんな風に、書きたいだけ好きなように書けるというのは、書き下ろしならではとも言えます。結果的には良かったかもしれません。はい。（反はん省せいしてる？）





　　　　●●●●●





　ともあれ、今回も収録作の各かく話わ解かい説せつを行ってみたいと思います。今回は『過日』というサブタイトル通り、すべて本編より過去の話になっています。





『家路１─a day─』


『ショート[image: ]』にもあった、短編集のイントロダクションに当たります。短編集では出番の少ない茜あかねの話。


　地じ味みなような子が、実は結構すごかったりというお話です。筆者が中学のころなんかを振り返ると、ほんとに呆あきれるぐらい平へい凡ぼんな子供だったのですが、同じように平凡そうに見えた同級生の中には、実はすごいことをしてましたって子もいたかもしれませんねえ。





『相棒─accomplice─』


　書いても書いても終わらなかった悪あく夢む的記憶も生なま々なましい、短編と言うよりは中編な一本。


　でも、その分書き応えはありました。丁てい寧ねいにじっくり書けたという満足感と言いますか。この二人の根元ｒｏｏｔｓはここにあるのだというのが、書き上げたあと、自分でもしっくり来たのです。ほんとに仲の悪い景と水原というのも、書いてて新しん鮮せんでしたしね。


　ちなみに、この話に登場したキメリエスは、前々から出したかったキャラクターの一人でした。話の展てん開かい上じよう本編には登場させることができませんでしたが、なんとか短編集でお披ひ露ろ目めすることができた形です。


　青あお二に才さい二人ふたりの健けん闘とうに、ついつい自分たちの過去を重ねてしまう手て練だれ古こ兵へいという、敵ながら実に美お味いしいポジション。美形にしたら、もっと人にん気きが出たかな？　いやまあ、彼も一応は美形なんですけど（笑）。


　セルネットの場合、何しろ一番偉えらい三人があんな感じです。きっと彼以外にも、彼と似たような立場の人間がいっぱい苦労して、文もん句く言いながらも「仕し方かたねえなあ」と組織を支えてきたんでしょうね。


　ちなみに、彼の口調とビジュアルは、『ＢＢＢ』のリンスケに受うけ継つがれました。お姉言葉に味あじを占しめたのも、このキメリエスからだったり（笑）。





『狂犬─hound─』


　外はずすわけにはいかないだろうということで書いた、ある意味、当短編集の目め玉だま。ウィザードＶＳ甲か斐い氷ひよう太た、初はつ手て合あわせの話です。ミステリー文庫版の表紙は、景と甲斐が正面からガン付けし合っているという、雰ふん囲い気きたっぷりなイラストでした。


　実は、本編を書いてるときは、これとは少し異なるタイプの話を考えていました。それが、『相棒』のラストで『狂犬』に繫つなげるというのを思いついた瞬しゆん間かん、ちょっとアレンジして遭そう遇ぐう戦せんに変へん更こうしたのです。おかげで、話の内容的にも、より緊きん迫ぱく感かんが出たんじゃないかと、個人的には思っています。


　第一、最初に考えていた方の話だと、こっちも中編どころか、一冊分ぐらいの分量になってただろうし。（確実に発売延期）





『夜道─pathway─』


　お約やく束そくの一本（笑）。


　前ぜん述じゆつの通り、この短編集は嵐のスケジュールで書き上げた物なのですが、これだけは一日で書けてしまいました。というか、途と中ちゆうで強引に本ほん筋すじにもっていかないければ、いつまでも離はなれの中であーだこーだやっていたかもしれません。この二人は。


　基本的な話の形は『ショート[image: ]』にある『台風』と同じ。それに今回は、『狂犬』『同胞』とそれぞれ話を絡からめる形にしてみました。この辺の遊びの部分も、書き下ろしならではですね。


　余よ談だんですが、途中にある景けいの内面描写は、実は分量的にはベルゼブブの会かい話わ文ぶんよりも長く、本作中ナンバーワンの密みつ度どを誇ほこっております。この間あいだ、梓はずっと笑いを堪こらえていたのだと想像すると、彼女の非ひ道どうっぷりがリアルに伝わってきます。


　そうそう。非道といえば、村崎さんの挿さし絵えにある梓あずさ（小）が、とてもとてもお気に入りなのですが、どうしましょう。（ワルな表情がステキ過すぎる……）





『同胞─accomplice─』


『ショート[image: ]』収録の『序曲』に続きまして、執行細胞フアースト・セル側の事情を描えがいた話です。四しの宮みや庸よう一いちが、水みず原はら信しん司じと緋ひ崎ざき正しよう介すけの二人に出会った、言ってみれば『Ｄクラッカーズ』始まりのお話ですね。


　今回は、『序曲』以上にアダルティな内容で、大丈夫かなー、修しゆう正せい指示が来るかなーと思いつつ書いてたのですが、普通にＯＫが出てしまいました。なんだ。それならそれで、もっと突つっこんで書けば良かったか。当時の筆者の良心にキックです。（あれ、なに？　なんですかキャサリン、その冷さめた視線は？）


　しかし、作中で信司が言ってる通り、オカルトとセックスとドラッグは、古来分かちがたく結びついてきました。さすがに本編ではちょっと難むずかしかったのですか、こういう形で触ふれることができたのは、作品的にも幅はばが出せたんじゃないかと思っています。


　ちなみに、この話のタイトルには、景と梓の関係を表すキーワードである『同胞』という単語を、あえて持ってきました。彼らもまた景や梓と同じ、閉とじられた世界の『同胞』なのです。


　また、英語タイトルの方は、景と水原の『相棒』と同じ単語になっています。意味は「共犯者」。こちらも、言わずもがな、ですね。





『家路２─a day─』


『家路１』と対になる一本です。『ショート[image: ]』では笑いに徹てつして頂いただいた（笑）千ち絵えですが、今回は逆ぎやくに、彼女の骨こつ格かくを浮うき彫ぼりにした話になっています。短いお話ですが、この話に関して言えば、これ以上の長さは必要ないでしょう。


　これを書いたあと、梓だけじゃなく、千絵も梓に出会えて良かったんだなあと思いました。まあ、自分のキャラな訳ですけど（笑）。





『Ｄクラッカーズ・ショートショート』


　ここからはちょっと説明が必要でしょうか。


　この作品は、富士見ミステリー文庫のリニューアル時（『[image: ]』のあとがきに書いたあれです）に、シリーズの紹しよう介かいとして作られたブックレット用に書き下ろしたものです。なので、ミステリー文庫版をお持ちの方も、これは読んだことがないという方は多いでしょうね。かなりレア。


　時じ間かん軸じくとしては、『[image: ]』と『[image: ]』の間に入ります。この短編集に収録されている中で、唯ゆい一いつ過去話じゃない話です。





『夏祭─midsummer─』


　こちらもレア。これは、富士見ミステリー文庫創刊五周年記念のときに応募者プレゼントとして用よう意いされた『ＦＵＪＩＭＩミステリースペシャルガイド』という目もく録ろくに収録されたお話です。完結して二年後ぐらいに書いたんだったかな？


　とにかく感かん謝しやの気持ちを込めたファンサービスな内容になっています。まあ、それだけに、『[image: ]』のあとで読むと「あれ？　なんか和なごやかだ？」みたいな感かん想そうを持たれるかもしれませんね。まさにこれからってときなのに（笑）。


　ファンタジア文庫版で追いかけて下さっている皆さんは、完結まで読み終えたあとでも、もう一度読んでみて下さいませ。また、ちょっと違う感想が得られるかもしれませんので。





　以上、『ショート[image: ]』の各話解説でした。


　どれか気に入って頂けた話は、ありましたでしょうか？





　　　　●●●●●





　最後の『夏祭』はちょっと別ですが、その他の短編は、どれも本編最さい終しゆう章しように入る前に読んで頂きたかった話ばかりです。残すは本編の「決着」のみですので、楽しみにお待ち頂ければと思います。







（続く）







※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ・ショート２』と、書店配布用小冊子掲載短編、『ＦＵＪＩＭＩミステリースペシャルガイド』掲載短編を、修正したものです。
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Ｄクラッカーズ・ショート[image: ]


過日─roots─





あざの耕こう平へい
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